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• 

経済学と 科学が、 少しく 働いて 多く 得る こと を 教え 

ると、 人間の 慾 望 は それに 拍車 を 加えて、 ついに は最 

も 少しく 働く か、 或いは 全く 働かないで、 最も 多く を 

せしめる ように 増長して 行こうと する のに、 最も 多く 

を 働いて、 最も 少なく 得る ことに 満足し、 それ を 楽し 

んで 生きて 行く ものが あるならば、 それ は 奇特と いう 

より は、 馬鹿と いう 部類の ものに 属すべき ものの 仕事 

でしよう。 

ところが、 与 八の 働きぶ リ という ものが それでした _ 


この 男が、 甲 州 有 野 村の 藤 原 家の 普請に 参加して か 

ら、 過失と いって は、 暴 女王の 残して 行った 悪女 塚 を 

崩した という ことのほかに は 過失が 無く、 仕事と して 

は、 ほとんど 何人 前 か 計上し きれない ほどの 仕事 をし 

ている こと は、 疑いが ありません。 

しかし、 その 仕事の 多寡 を 計算して、 労銀 を 払い渡 

すと いう 時になる と、 与 八 はいない。 いないの ではな 

い、 姿が 見えなくなる のです。 この 男 は 自分が 何時間 

働いた 上に、 自分の 持つ 労力 は 常の 人の 何 倍に 当る か 

ら、 これ だけの 労銀 を 与えられなければ ならぬ という 

こと を 主張した 例がない から、 与えられる 時の 元締の 


計算 は、 やっぱり 普通 一人前の 人夫の 計算に しかな リ 

ません。 

でも、 苦情 も 不平 も 出な いのは、 当人が その 分配の 

席に いない からです。 それで、 頭割り をす る 役割 は、 

当人の 主張の 無い のに、 当人に 代って 割増し を 主張す 

る ほどの 好意 はない から、 常人 足並みの 労銀が、 組の 

者に 托して 与 八に 向つ て 支給され て 納ま つ てし まう の 

です。 

それにしても、 一人 や 二人 は、 与 八と いう 特種 人物 

の 力量が 抜群であって、 仕事ぶ りに 蔭 日向と いう もの 

がない という 点ぐ らい は 認めて やる 者が あっても よか 


ろうと 思われる が、 それすら 無い というの は、 証跡が 

かくれて しま つてい るので す。 

つまり、 与 八 は その 非凡な 力量 を 以て、 常人の 幾 倍 

に 当る 仕事 をして いる こと は 確実な のです が、 その 仕 

事 は、 蔭 日向がない というより は、 蔭ば かりで 日向が 

無い、 日向ば かりで 蔭が 無い、 というよ うな 仕事ぶ り 

になつ ている からでありましょう。 

彼 は 山で 石材 を 運び、 土 を 掘リ、 木の 根 を 起す にし 

てからが、 なるべく 離れた ところ を 選び、 離れた とこ 

ろの 人の 面倒が ると ころに 好んで 食いつ き、 いつの ま 

きれい 

にか それ を 綺麗に 整理して 置いて、 他の 人が 処分す る 


に 最も 都合の よいよう にして 置いて、 人が 来る 時分に 

は、 もう 自分 は 次なる 根 仕事に ひと リコ ッコッ いそし 

むと いう 仕事ぶ り を 取って いるから、 当座の 人 は、 与 

八の 仕事の 忠実なる こと は 感得す る けれども、 忠実な 

る 仕事の 成績ぶ りに は あまり 注意 を 払わ しめられない 

ように 出来て います。 ただ 一度、 悪女 塚 を 崩した 時 だ 

け は、 非凡な 怪力 を 二三の 者に 示した けれど、 それ は 

当然 見て いた 二三の 者に 限り、 それらの 者 も 与 八の 怪 

力より はむしろ この 塚 を 築いた 暴 女王の 後日の 怒りの 

ほど を 怖れて、 口 をつ ぐんで しまった ほど だから、 与 

八の 力量の こと も、 その 辺で 立 消えに なって 伝わって 


はいない ようになりました。 

ただ、 いつも 眼に つく こと は、 与 八の 背に 負ったり 

手を曳 いたり、 傍に 立た せたり、 休ませた りして 置く 

一 人の子 供の ことで、 これ をよ く 面倒 を 見る ことの 方 

が、 いたく 人の 心 を 刺戟し ました。 見る と 与 八 彼 自身 

の 子供と は 思われな いのです。 そうかといって、 他人 

の 子供 を あれほどまでに 大事に する の も 変な もの だと 

は 思われる。 これに は何ぞ 仔細が ありそう だとい う 気 

き き と が 

はする が、 それ を 聞 咎めたり、 調べ 上げた リ なん ぞし 

ようとす る 者 は 一人 もな く、 ただ、 そういう 光景 を、 

そういう 気持 を 以て 眺め やる ばかりの ことで ありまし 


た。 

こんなよ うな 働きぶ りで、 与 八 は 幾日 か を、 藤 原 家 

の 改築の 工事の ために 働いて おりました のです。 

二 

ところが、 この 与 八の 経済学 を 無視した 働きぶ り を 

認めずに はおられな いものが、 ここに 一 人 現われ まし 

た。 

それ は 誰あろう、 藤 原 家の 当主の 伊太 夫 以外の 何人 

でもありません。 


伊太 夫 は、 絶えずと は 言わない が、 思い出し たよう 

に 工事の 見廻り をす る。 その 見廻り の 都度に、 経済学 

を 無視した 一 人の デカ 物が ある こと を、 どうしても 認 

めずに はおられませんでした。 

それとなく 注意して 見て いると、 最も 多く 働いて、 

最も 少なく 得る ことに 甘んじて、 そうして 分配の 時 は 

姿 を 没し、 曾て 不平と 不満と を 主張した ことのな いの 

を、 伊太 夫が ようやく 認めました。 

同時に、 この デカ物 は、 自分の 子と も、 他人の 子と 

もっかない、 一人の 子供 を 親切に 養って いる こと を認 

めずに はおられません。 それ はこの 工事のう ちに、 乳 


じっき 

呑 児 を 背負って ェ ンャラ ャァの 地搗に 来て いるよう な 

女 労働者 も 相当に ないで はない が、 男の 身で 子供 を 連 

れて 来て いるの は、 この デカ 物に 限って いる こと を認 

めずに はおられません。 経済学 を 無視す る 行為 を 認め 

こぶつ き 

る 以前に、 この デカ 物と、 そうして 瘤附 との 異常な 形 

体が、 伊太 夫の 眼 を そば だてし めた ものでしょう。 

それ以来、 そのつ もりで 見て いると、 見て いる ほど 

光リ 出して 来る のが、 この デカ 物の 働きぶ りです —— 

この 男 は 経済学 を 無視して いる、 分配の 法則から 飛び 

離れて いる。 他の 何事よりも 経済学 を 無視して いると 

いう ことが、 伊太 夫に とって は 不思議で あり、 驚異で 


あり、 無謀で ある こと を 感じずに はおられない らしい。 

何と なれば、 伊太 夫の 頭 は、 ほとんど 全部が 経済学 か 

ら 出立して いるので す。 

そむ 

自分の 家の すべての 者が、 自分に 対して 反き 去って 

いると いう こと、 その 反き 去って しまった 結果と して、 

惨儋 たる 家庭 争議が ついに このたびの 業火と なって、 

家財、 人命 を も 焼き 亡ぼさずに はお かなくな つた 破局 

という もの も、 伊太 夫の 頭で は、 やっぱり もとはと い 

えば 経済学に 根 を 持 つてい るの だとい うこ と を 信ぜず 

に はおられません。 

わざ わ 、， 

つまり、 すべての 禍 の 根元 は、 藤 原 家の この 財産 


にある の だとい うこと は、 何人よりも、 深く 伊太 夫 は 

観念して いるので す。 

わ だか ま 

前 妻の 子と 後妻の 子と に 蟠 りが あるの も、 後妻と 

お 銀 様との 間が 火水の ようになって いるの も、 本来、 

この 藤 原 家の 財産が させる 業な の だ、 なんの かのとい 

うけれ ど、 要するに 人間 は 慾に 出立して いる、 慾が 無 

ければ 人間がない ように、 財産が 無ければ 藤 原 家 はな 

いの だ。 家庭 争議 は 忌 わしい と は 言いながら、 先祖 以 

来 藤 原 家が 、 この 国で 並ぶ ものな き 家柄に 誇り 得る の 

は、 こうして どんな 災難が あろうと も、 災難 は 災難と 

して、 ひとたび 自分が 顎 を 動かし さえ すれば、 たち ど 


ころに 幾千の 人 も 集まり、 幾 倍の 工事 を も 為し 得る と 

いう 力、 その 力に 比例して、 権勢 名聞が 周囲に 及ぶ と 

いうの も、 一 にこの 財産 ある 故に こそで ある。 

大まかに 経済学と はいっても、 伊太 夫の は、 佐 藤 信 

淵 や、 河 村瑞軒 あたりから 得て いる 経済学で はなく、 

わが 藤 原 家の 祖先伝来の 財産と いう ものから 割出して 

いる 経済学な のです から、 この 私有財産あって こその 

経済学で、 その 私有財産 を 基礎と しない ことに は、 経 

済 も、 倫理 も、 道徳 も、 学問 も、 芸術 も、 総てが 消失 

してし まう のです。 そこで 彼 は 藤 原 家の 財産 を 損せぬ 

程度に 於て、 またい つか 利息 を 含めて 戻って 来る とい 


う 計算の 上に 於て、 慈善の ような こと もやり、 贅沢の 

ような 金づ かい もやり ました。 

自分の 威勢と いったと ころで、 兵力 を 持って いる わ 

けで はなく、 官位 を 持って いる わけで もない、 家 は 古 

いに は 古いが、 摂家 清 華と いう わけで はない、 人が つ 

くもつかざる も、 要するに この 財産の 威力の させる 業 

なの だ。 

伊太 夫 は それが よく わかって いる だけに、 人 を 使う 

にも、 人の 慾 を 見る ことに 抜け目がない のです。 少な 

く 与えれば 怨む、 多く 与えれば 驕る、 一 時、 威圧で 抑 

えて、 労銀 以上の 働き を させても、 能率 や 実際から 見 


ると、 それ はいけ ない、 安ければ 安いよう にど こかに 

仕事が 抜いて ある、 やっぱり 人 を 使う に は 少なく 与え 

ていかず、 多く 与え 過ぎて いかず、 その 辺が 経済の 上 

手と 下手との 分る ると ころ だ  そういう ような 経済 

眼 は 発達して いるから、 少なくとも 祖先 以来の 家産 を 

減らさなければ、 いやで も 増殖 さ せて 行く こと は 測ら 

れ ない ほどで ありました。 

この 経済の 蔭に、 家庭の あの 暗い 影の あるの は 望ま 

しい ことで はない が、 やむ を 得ない こと だと 腹に こら 

えても いるので す。 家庭の 暗い 影 は、 もとより 望まし 

いこと ではない が、 この 暗い 影の ために 藤 原 家と いう 


もの を 抛棄す る ことができ るか。 それ は 藤 原の 宏大な 

る 資産と いう ものがなければ、 一家 親戚の これに 頼る 

心と、 これ を 見る 眼と いう ものが 消滅して しまう にき 

まっている。 自然、 暗い 影 は そこで サラリ と 解ける か 

もしれ ない が、 藤 原 家と いう ものが 消滅して 何の 家庭 

争議 だ。 肉体 を 持つ 人に は 病苦 というものがある、 病 

苦 を 除く ために 肉体 を 殺して しまえ、 ばかな！ そん 

な 理窟 や 学問 は どこに もない。 

今日し も 与 八 は、 おひるの 時分、 いつもの ように 大 

やぶかげ  たけとい 

勢と は 離れて、 小高み になった 藪 蔭のと ころに 竹 樋 を 

すく  おむすび 

通した 清水 を 掬いながら、 握飯 を 郁太郎に も 食べさせ、 


自分 も 食べ ている と、 不意に 後ろから 人の 足音が あつ 

したもえ 

て、 ガサ ガサ ッと 藪の 下萌が 鳴る。 

「あ！ 旦那 様」 

と 振 返った 与 八が 驚きました。 自分の 後ろに 立って い 

るの は、 日頃 見知り ごしの この 家の 主人、 伊太 夫 その 

人でした から、 

「若衆、 毎日 御苦労 だね」 

にんそく  えしゃく 

伊太 夫が 一人 足に 向って、 こんな 会釈 を 賜わる ほど 

のこと は 例外で ありました。 

「はい、 はい、 おかげさまで 毎日、 有難く 働かせても 

ら つ ております - 


「お前 はほんとう によく 働く」 

杖 をと めた なりで、 伊太 夫が ちょっと その 場 を 動 こ 

うとせ ぬの も、 思いがけない ことと 言わなければ なり 

ません。 

常なら ば、 番頭 や 書き役が 附 いて 見廻り をな さる は 

ずな のに、 今 は 誰もつ いていな いのみ か、 わざわざ ひ 

とり、 この 藪 をく ぐって 来られた 態に も 見える し、 与 

八に 向って、 特別に 念入りの 挨拶 をす ると 共に、 杖 を 

とめて いるの は、 何 かまた 特別に 与 八に 話したい こと 

が あるた めに、 事に かこつけて、 人目 を 避けて これ ま 

で 来た ものの ように 見られないでも ありません。 


そこで 与 八 も、 大口 を あいて 無遠慮に 握飯 を頰 張る 

こ ともなり 兼ねてい ると、 伊太 夫が、 

「若衆さん、 お前さん は どこから 来な すった」 

今度 はなお 特別て いねいに、 さん 附 けであります。 

与 八 は 答えました、 

「はい、 はい、 恵 林 寺の 和尚 様からの お引合せで、 御 

当家 様へ 御 厄介になる ことにな りました ので ございま 

す」 

「おお、 そうそう、 忘れて いた、 慢心 和尚からの 御紹 

介の はお 前さん だった か」 

「はい、 は い I 


「生れ は どこ だね」 

「武 州の 沢 井と いうと ころで ございます」 

「そうかね  当分、 こちらに いなさる か」 

「こちら 様の 御用が 済みました らば、 これから また 西 

の 方へ 旅 をして みょうと 思 つてい るので ございます」 

「西の方へ —— 西 は どこへ」 

「どこと い つ て 当て は ございま せんが …… 」 

「当てが 無い —— 」 

伊太 夫 は、 ちょっと 面 を 曇らせて、 与 八と 郁太郎と 

を 等分に 見お ろしました。 

「はい」 


「当てがなければ、 お前さん、 当分 わしのと ころに い 

て はどう だ」 

「そり や 御 親切 さまに 有難う > ざい ま すが 、 御用が 済 

んだ 上に、 長く 御 厄介に なつち や あいられ ましね え」 

「用なん ぞ はいくら でも あるよ」 

「はい」 

「仕事なん ぞは ここに いくらでも ある、 この 普請が 

終った からといって、 そう さっぱりと 出て 行かな くつ 

てな らんと いう はずの もので はない」 

「そうお つ しゃ つ ていた だくの はいよ いよ 有難う ござ 

いますが、 実は、 わした ち も 心願が ございまして、 諸 


国 を 巡って みて えとこう 思って 出て 参りました 身の上 

でございます」 

「そり や、 諸国 を 巡る こと は 悪い と は 言わない が、 ど 

うだ、 もう 少し、 普請が 終る とか、 終らない とかいう 

ような 時 をき める 必要 はない、 いやになる 時節まで、 

わしが ところに いて もらえな いかな」 

「はい」 

じさ じさ 

与 八 は、 伊太 夫 直々 のこの 好意に 対して、 何と 返事 

をして いいかわ からない。 人 を 使う こと も、 人 を 信ず 

る こと も かなり 厳密な この 大家の 主人が、 直々 に、 初 

対面と いってよ い 与 八に 対して、 こんな 言葉 を 下し 置 


かれる というの は、 かなり 異例で あると いう こと を 与 

八 はよ く 呑 込んで はいないで、 どういう わけ かこの 主 

人が、 自分に 対して 特別、 好意 を 持って いて くれる と 

いう こと はよ く 分る のです。 与 八の 明答に 苦しむ の を 

見て取つ たかの ように、 伊太 夫が 言葉 をつ け 加え まし 

た、 

「わしの 家 も、 今 こそ この 通り 混雑して いるが、 これ 

が 済んで しまった 日に は、 ひっそりして しまう の だ、 

雇人 も かなりい るに はいるが ね、 急に、 家中が にぎ や 

かになる という わけに はいかな いの だ」 

与 八 は、 なんだか この 言葉のう ちに、 痛々 しい もの 


が あるよう に 思われて なりませんでした。 

ああ、 そうそう、 そう 言えば、 この間の 火事で、 こ 

この 奥様と、 あととりの 坊ち やまが、 焼け死んで しま 

われた そうな。 それに、 一粒種のお 嬢 様と いうの が、 

一筋 網で はいかない 方で、 今、 遠くの 方へ 旅 をして お 

さび 

いでな さると か。 してみ ると、 ここの 御主人が 寂しい 

とおつ しゃる お 心 持 も、 ほぼお 察し 申す ことができる 

よう だ。 


それから 間 もない こと、 藤 原 家の 番頭から 別に 話が 

あって、 与 八 はこの 家の 別 扱いの 雇人と なりました。 

臨時の 人足と して 使われた 男が、 穀物 庫の 傍らの 一 

室 を 給され て、 この 家の 准 家族の ような 待遇 を 与えら 

れる 身と なりました。 

与 八と して は、 強いて これ を 辞退 もしなかった が、 

そうかといって、 永く この 家の 奉公人と なりきる つも 

リ はありませんでした。 

だが、 こうな つてい る こと は、 自分 はとに かく、 郁 

太郎の 教育の ためによ いこと だと 思わずに はおられ ま 

せん。 


ともかく、 今までの 相部屋と 違い、 自分と しての 一 

家 一 室が 与えられる ことになると、 与 八 は 沢 井 を 離れ 

てから、 はじめて 居心地が 落着いた のです。 

郁太郎、 どうした もの かこの 子の 発育が、 肉体、 知 

能と もに 世間並みの 子供よ リ鈍 いこと は、 与 八 も 知ら 

ないで はありません が、 それでも、 もう 四 歳に なった 

以上 は、 単に 育てる だけで はいけ ない という ことに 気 

が つきました。 

哺乳の 世話 だけ は、 もう 卒業した ような もの だから、 

それ を 教育の 方に 振 向けなければ ならない と 与 八が 感 

じて、 夜なべに 来 を搗く 傍ら、 郁太郎 を 坐ら せて、 い 


ろ は を 習わせる ことから はじめた の はこの 時の ことで 

与 八 は 焼 筆 を こしらえて、 郁太郎の ために 板切れへ 

「いろは」 を 書かせる こと を 教えながら、 自分 は 地殻 を 

踏んで 来を搗 いている。 燈明 皿の 燈心 は、 教師で ある 

与 八と、 教え子で ある 郁太郎との 間 を 照して 余り ある 

光 を 与えて おりました。 

今晩は 雨が 降り出し ている。 与 八と 郁太郎の 師弟が、 

-ゃ寸 

例によって この 雨 夜 を 教育に 耽り はじめて いると ころ 

へ、 フト 外から 訪れる 客が ありました。 

「与 八」 


「はい」 

与 八 は 直ちに、 訪れて 来た 客人が、 藤 原 家の 当主の 

伊太 夫で あると いう こと を 知りました。 

伊太 夫が 蛇の目の 傘 を 土間と 戸の 桟 との 間に 立て か 

け、 合羽 を 脱ぎ かけて いるの は、 わざわざ ここ を 訪れ 

るた めに 雨具 を 用意して 来たの か、 或いは 他 を 訪れた 

ついでに ここへ 立 寄った のか。 それにして はと もがつ 

いていな いのみ か、 自身、 包み を ぶらさげて 来て いる _ 

「これ はは あ、 旦那 様」 

与 八 は 恐縮して、 地殻つ きから 下りて 来ました。 郁 

太郎 は、 この 来客に ちょっと 目 を くれた だけで、 しき 


りに 板の 上へ 焼 筆 をのた くらせて いる。 

「与 八、 どう だ、 お前 ひとつ、 お茶 を いれて くれない 

か」 

合羽 を 脱ぎ 終った 伊太 夫 は、 自身 携えて 来た 包み を 

取りお ろして 炉辺に 置きながら、 自分 はもう その 炉辺 

に 坐り こんで しまいました。 

「旦那 様、 まあ、 お敷きなさい まし」 

と 言つ て、 与 八 は 有 合せの ゴザを 取つ てす すめます。 

「今夜 は 雨 も 降る し、 静かな 晚 だから、 お前と 一 話し 

しょうと 思 つ て やって来 たよ」 

してみ ると 伊太 夫 は、 他家への 帰りに ここへ 立 寄つ 


たもので はなく、 雨の 夜 を、 わざわざ 合羽 傘で、 ここ 

へ 話しに 来る こと を 目的と して 来た ものに 相違 ありま 

せん。 

何しても それ は 与 八と して 光栄で も あり、 恐縮で も 

ない はずはありません。 

米搗き は そのまま にして、 与 八 は 自在の 鉄瓶 を 下へ 

卸し、 火 を 焚きつ けに かかりました。 

伊太 夫 は、 抱えて 来た 包み を 解いて、 また 別の 一 つ 

せんちゃ 

の 箱 を 取り出しました。 その 箱に は 煎茶の 道具が 簡単 

に 揃えて あるし、 お茶 菓子 も 相当に 用意して 来て ある 

ようです。 


やがて 湯が 沸く と、 主人 伊太 夫が 手ず か ら 茶 を 立 て 

ました。 

茶 を 立てた といった ところで、 なにも 与 八の ために 

お 手前 を 見せに 来た わけで はない から、 持参の 茶器へ、 

普通に 民家です る 通りお 茶ッ 葉と お湯 を 入れて、 飲み 

もし、 飲ませ もしょう という 寸法 だけの ものです。 

つま 

「さあ、 お茶 をお あがり、 お菓子 を 一 つお 抓み。 その 

子供さん にもお あげ」 

ちょうど、 この場合、 主客が 顚 倒した ように、 伊太 

夫が 一 一人 を もてなす ような 席に なりました。 

「有難う ございます、 そり や、 勿体ね えこと で ござい 


ます、 郁 坊や …… では このお 菓子 を 頂戴し な」 

郁太郎に 菓子 をす すめよう としたが、 この 子 は それ 

を 食べようと しないで、 暫く じっと ながめて いる。 

与 八 は 与えられた お茶 を 推し 戴いて 飲み、 伊太 夫 も 

うま 

旨そう に それ を 味わいました。 

こうして 二人の 話に、 しんみりと 雨 夜の 会話が 進む 

ことの 機会が 熟して 行く。 

「与 八、 今夜 は、 心 ゆく ばかり、 お前の 身の上 話が 聞 

きたいの だ」 


この 晚、 伊太 夫が、 与 八と 打 解けての 会話の 結果 は、 

与 八に は 特に 附け 加える ものはなかった が、 伊太 夫に 

とって は、 それ は 自分と は 全く 方法 を 別にし、 主義 を 

異にした 新しい 一 つの 生き方 をい きている 人の あると 

いう こと を、 つくづくと 知る ことができました。 

すなわち、 自分と いう もの は、 有り余る 財産と いう 

ものに 生きて いるの だが、 世間に は、 それと 反して、 

全く 無 所有の 生活に いきて 行く 人と、 またい き 得る も 

の だとい う 実際 上の 知識で ありました。 

無 所有に は 怖る ると ころ は 無い という 論理 は、 伊太 


夫に も 相当よ くの み 込めます。 無 所有なる が 故に、 求 

めら るると ころがな く、 また 無 所有 を 生命と すれば、 

求む ると ころな くして 生きて 行ける という 事実 は 承認 

できます。 

だが、 それだけの ものです。 それ は 一 つの 奇妙なる 

実例と して、 伊太 夫に は ながめられる だけで、 自分が 

その 生活に 飛び込もう とか、 そうする ことが 本当の 生 

き 方で あつたと、 解 悟した わけで もなん でもない ので 

です けれども、 与 八と 話 をす る ことが、 伊太 夫に とつ 

て は 無上の 興味で ありました。 自分に とって、 命令す 


べき 相手 は あるが、 相談 をすべき 相手と いう もの は、 

伊太 夫に とって は 今日まで 無かった のでした。 心 置き 

なく 話そうと すれば、 直ぐに その 心 置きない ところに 

附け 込もうと する ものの みです。 教えよう とすれば、 

かえつ ていじけ る ものの みでした。 

全く 打 解けて 憚 りなく 話ので きる 相手と いう もの 

を、 この 年に なって 伊太 夫 は、 はじめて 与 八に 於て 発 

見し 得た と 言っても よいでしょう。 そこで、 一日 増し 

に 与 八と いう ものが、 伊太 夫の 生活に 無くて ならない 

ものに なりつつ ゆく の を、 伊太 夫 自身 も 如何と もし 難 

いらし いが、 与 八に 於て は、 特にそう いった 意味で、 


伊太 夫から 選ばれて いると もなん とも 思って はい ませ 

ん。 

伊太 夫 はついに、 この 男 を 放すまい と 決心して しま 

いました。 

永久 にこの デカ物 を 藤 原の 家に 置き たい もの だ、 だ 

が、 当人の 志と いう もの は 本来 そこに あるので はない 

こと をよ く 知っている。 これから 西へ 向いて 行って 諸 

国の 霊場 巡り をす るの だとい う 希望の ほど をよ く 知つ 

ている。 何とい う 名目と、 誘惑で、 この 男 を 引きと め 

ようか。 伊太 夫 はこの ごろ、 こんな ことまで 苦心す る 

ようになりました。 


与 八の 方で は、 そんな 苦心 や、 好意 だか 慾 望 だか 知 

ら ない 伊太 夫の 心のう ちに は 気がつきません  もう 

ほどなく、 この 家 をお 暇乞いし ようと 心 仕度 をして い 
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そのうちの、 ある 晚、 伊太 夫が 与 八 を 訪れて、 ハツ 

キリと こういう こと を 発言し ました、 

「与 八さん、 変な こと を 言うよう だが、 お前と、 それ 

から 郁太郎 さんと 二人、 わしの 家の 養子に なって、 永 

久に ここの 家に いて くれまい か」 

「え」 

与 八 も、 これに は 多少 驚かされ ましたが、 伊太 夫 は 


真剣でした。 

「お前さんの 身の上 も、 郁太郎 さんの 生 立ち もよ くわ 

かりました、 そこで、 わし はお 前に 頼みたい の だが、 

どうです、 二人 一緒に わしの 家の 養子に なって、 この 

家に とどま つ て はくれ まい か」 

「そり や あ、 どうも  」 

と、 さすがの 与 八 も、 即答ので きないの は 当然です。 

伊太 夫 は、 いよいよ 真剣で つづけました、 

「わしの 家に は、 あとと リ がない、 親類 も あるに は あ 

るが …… これに 譲ろうと いうの は 一人 もない。 与 八 さ 

ん、 お前 は、 お前と しての 心願 も ある ことだろう が、 


どうだろう、 お前さんに その 心がなければ、 この 郁坊 

を、 わしに 養子と して くれる わけに はいくまい か？」 

「そり や、 どうも  」 

与 八 は、 やっぱり 目 を パチパチ している。 

「さあ、 それが、 おた がいの 幸福になる か、 不幸に な 

るか わからない けれど、 これで も、 わし は、 この頃 中、 

考えに 考えぬ いて この こと を 言 い に 来たの だ、 わし は 

お前の ほかに 頼もしい 人 を 知らない、 お前 を 後見と し 

て、 この 郁太郎さん という 子に 藤 原 家 を そつく リ嗣ぃ 

でもら いたい もの だ —— わしが、 これ を 言い出す から 

に は、 相当に 深い 決 ひ をして いる 一 


宇治山 田の 米 友 は、 尾 州 清洲の 山吹 御殿の 前の 泉水 

堀の 前へ 車 を 据えて、 その 堀の 中で しきりに 洗濯 を 試 

みている のであります。 

その 洗濯と いうの は 余の 物で はない、 彼 は、 今、 泉 

おりぐ る ま 

水 堀の 前に 引 据えた 檻 車 の 中から 一 頭の 熊 を 引き出 

して、 それの 五体 をし きりに 洗って やって いるので あ 

リ ま ^9 

この 熊の 来歴た る や 事新しく 説明す るまで もない。 


とにかく、 来 友 はこの 熊 を 洗って やる ことに、 会心と、 

念力と を 打 込んで いる。 

「もっと、 おとなしく してろ、 そんなに 動く もんじ や 

ねえ や」 

米 友が 親切 を尽す ほどに、 子 熊が それ を 受けて いな 

いこと は 相 変らず で、 食事から、 尻の 世話まで も 来 友 

にさせて、 今 はこうして 気の 短い 来 友に、 甘んじて 三 

しよ-つ 

助の 役目 を させながら、 性も感 もない この 動物 は、 こ 

れを 感謝せ ざるの みか、 洗われる こと を 嫌がって、 米 

友の 手 を 離れたがる のであります。 

「ちえ ッ  手前と いう 奴 は、 てんから ムクと は 育ち 


が 違って いやがら あ」 

来 友 は 思わず この 世話 焼かせ 者の、 恩知らずの 動物 

こうたん 

に、 浩 歎の 叫び を 発しました。 

事実、 来 友が この 子 熊 を 愛する の は、 熊 そのもの を 

愛する ので はない、 熊に よって 彼 は 自分の 無二の 愛友 

であった ムク 犬の こと をし のべば こそ、 どんな 

かんなんしんく 

艱難辛苦 を 加えよう とも、 この 動物と 行程 を 共に しょ 

うとの 気持に なった のであります。 

まう-. つ 

しかるに、 形 こそ ムク犬 を髡髴 する ものが あれ、 そ 

の 心 術に 至って は、 雪と 墨と 言おう か、 月と 泥と 言お 

あき 

うか、 ほと ほと 呆れ返る ばかりで あるので す。 


全く 同じ 四肢 動物で はありながら、 ムク 犬と、 この 

子 熊と は 育ちが 違う、 育ち だけで はない、 氏が 違う と 

言って、 先天的に 平民 平等観の 軌道 を 歩ませられ てい 

る 米 友 さえが、 氏と 育ちとの 実際 教育 を しみじみと 味 

わ わせられ、 子 熊の 度すべからざる を 知る ごとに、 ム 

クの 雄大なる を 回想せ ずに はおられない。 といって、 

米 友 は、 ムクの 雄大なる を 回想す る ことによって、 こ 

の 熊の 不検束に 呆れ 歎き こそ すれ、 まだ これに 愛想 を 

つかして いる わけで はない のです。 愛想 をつ かしてい 

ない のみならず、 この 熊め がふし だら であれば ある ほ 

ど、 そこに 幾分 隣 閥の 晴を 加えて、 


「な あに、 こいつ だって なんしろ まだ 子供の こと だか 

ら、 丹精して、 うまく 仕込んで 行き さえす リゃ あ、 立 

派な ムクの あと 嗣ぎ になら ねえと も 限らね え わさ、 今、 

朝顔 を 作れば といって、 丹精 一 つの もの だ あな」 

と 眩いて います。 今 ここで 米 友が 朝顔 を 引合いに 出 

したの はどうい う 縁故 かよく わかりません が、 どこ ま 

でも 被 教育者 そのものに 責任 を 置かず、 あらゆる もの 

に 向って、 教育 だの、 陶冶 だのと いう ことの 可能性 を 

信じて いるので あります。 従って、 しっけの 悪 いのは、 

鎂 けられる 方の 咎で はなくて、 鎂 ける 方の 力の 如何に 

あると いう こと を 信じて いるら しいから、 そこで さし 


も 短気な 米 友が、 頭の 上から 尻の 世話まで 焼いて、 そ 

いま かつ 

の 親切が てんで 受け つけられない に拘ら ず、 未だ 曾 て 

この 動物に 向って 絶望 を 投げつ けた ことのな いので わ 

力 リます 

かかる 親切と 信念の 下に、 来 友 ほどの 豪傑に 三助の 

役 を 勤めさせながら、 それ を 恩に も 威に も 着ない この 

動物 は、 

「兄い、 もういい かげんで いいやな、 そんなに めかし 

たって 誰も かまつ ちゃくれ ねえんだ、 それよりか、 お 

いら を 少しの 間で もい いから 野放しに して くんな、 あ 

ん なに 広い 原っぱが あるじ やねえ か、 あれ 見な、 あの 


まっか  え 

森に は 真紅な 柿の 実が なって いるよ、 栗 も 笑ん でら あ 

な、 ちっとば かり 放して 遊ばせて くんな よ」 

わがまま 

こういう ような 我儘で、 来 友の 親切 を振リ もぎり た 

が つ て 暴れて いるの みであります。 

けれども、 来 友 は、 親と しても、 師 としても、 左様 

な駄々 つ 児ぶ り は 許すべき 限リ でない と、 あがく 熊 を 

抑えつ けて は、 ごし ごしと 五体 を 洗濯して や つ て いま 
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かくして 宇治山 田の 米 友 は、 熊 を 洗う ことに 打ち こ 

んで 総て を 忘れて はいるが、 実は それと 相距る こと 遠 

からざる ところに、 熊よりも 一 層 忘れて はならない 相 

手の あるの を 忘れて いました。 

ぴ わじ まばし 

枇杷 島 橋の 上で、 ファッショ ィ連を 相手に、 さし も 

武勇 を ふるった 道 庵 先生が、 ここ は 尾 州 清 洲の古 城址 

の あたりに 来る と、 打って 変って 全く 別人の ように、 

いにし 

そこら あたり を さまようて、 古え を 懐い、 今 を 考えて 

徘徊 顧 望、 去り やらぬ 風情に、 これ も 自身 我 を 忘れて 

いるので ありました。 

道菴 先生の 真 頂 は、 平民に 同 晴 する ことと 共に、 


英雄に 憧 るると ころに ある。 されば にや、 日頃 は 十八 

きた 

文 を 標榜して、 天子 呼び 来れ ども、 船に 上らず、 なん 

てた わごと を 言って いるに 拘ら ず、 日本の 英雄の 総 本 

山た る 尾 張の 地に 来て 見れば、 英雄の 去りに し 跡の あ 

まりに 荒涼たるに 涙 を 流し、 なけなしの 旅費 を はたい 

て 英雄 祭の 施主と なって、 ために 官辺の 誤解 を 蒙る こ 

と を さえ 辞さぬ 勇気が あるので あります。 

さほどの 義心 俠 血に 燃 ゆる わが 道 庵 先生が、 名古屋 

より はいつ そう 懐古 的で あり、 ある 意味に 於て は、 天 

才信 長の 真の 発祥地で あると ころの この 尾 州 清 洲の地 

に 来て、 城 春 だか 秋 だか 知らないが、 葉の 青 黄い ろく 


なって いるの を 見て、 涙お さえ 難くなる の も 無理 は あ 

リ ません。 

ぎんなん 

くどい よう だが、 銀杏 城外の 中 村で は、 英雄 豊 太閤 

ほぞ  お  ばんこく 

の 臍の緒の ために 万斛の 熱涙 を 捧げた 先生が、 今 その 

豊 太閤の 生みの親 であり、 日本の 武将、 政治家の 中の 

最も 天才で ぁリ、 同時に 最大 革命家で あると ころの 織 

田 信 長の 昔 を 懐うて、 泣かない はずはありません。 

そこで、 道 庵 先生 は 今し (来 友 及び 熊の 子と 程遠 か 

らぬ 地点) 清 洲の古 城址の 内外 を、 やたらむ やみに 歩 

ひとりごと 

いてお ります。 歩きながら ブ ッブッ としきり に 独 言 

を 言 つてい る のであります。 


見よう によって は、 それ はま さしく 狂人の 沙汰です _ 

ついに、 土地の 甲乙丙丁 はいつ しか 集まり 集まって 道 

庵 先生の 挙動に 眼 をと めつつ 指差し 合って、 しきりに 

ささや 

私語く の を 見る、 

「どうも あの 旅の 人 は 少し 変 だ —— あんな 原っぱの 中 

を 独 言 を 言 いながら、 さいぜんから 行きつ戻りつして 

時々 はつ はと 言って みたり、 石 を 叩いたり、 木 を 撫で 

たり、 おめき 叫んだり している —— 様子が 変 だ、 キ印 

ではね え か」 

物事 は、 当人が 凝れば 凝る ほど、 信ずれば 信ずる ほ 

ど、 凡俗が 見て 以て 狂と なし、 愚と なすの は 争われ 難 


いもので、 この場合の 道 庵 先生と して は、 平常より 一 

層の 真面目と 熱心と を 以て、 懐古と 考証と に 耽って い 

き よ 

るので、 世上の 紛々 たる 毀誉の 如き は、 あえて 最初 か 

ら 慈姑の 頭の 上に は 置いて いないの です。 

すなわち 先生が ブ ッブッ とひと り 言 を 言って いるの 

は、 織 田 信 長 勃興の 地で あり、 信 長が 光秀に 殺されて 

から 前 田玄以 法師が 三 法師 を 抱いて これに 居り、 信 雄 

じょう-ゆう- 

が 秀吉と 戦った の もこの 城に より、 後、 秀 次の 城邑 と 

なり —— 関ヶ原の 時にはし かじか、 後、 福 島 正則が 封 

せられ、 家 康の第 四 子忠吉 より 義 直に 至って —— この 

城 を 名 古屋に 移す までの 治乱 興廃 を 考え、 従って 五条 


川が ここ を 流れ、 天守 台 は あの 辺で なければ ならぬ、 

斯波 氏の いたの を この辺と すれば 御 蘭 は 当然 あれで あ 

り、 植木屋 敷が あの 辺と すれば 山吹 御所 はこの 辺で な 

くるわ 

ければ ならぬ、 ここに 大手が あって、 あちらに 廓が あ 

る。 翻って 城下の 形勢 を 観察す ると、 ここが やっぱり 

昔の 往還に な つ て いわゆる 須賀 口と いう やつ は、 今、 

ヒ しぼ 

田圃に な つ ている。 

酒 は 酒屋に 

よい 茶 は 茶屋に 

女郎 は清洲 の須賀 口に 

そうだ、 それから 考えて みると、 出 雲の 阿国が しゃ 


なりし やなりと 静かに 乗 込んで、 戦国 大名に 涎 を 流 

させた の はこのと ころ だ。 

須賀 口から 熱 田の 方へ 行く 道に 「義元 塚」 というの 

とむら 

が あるから、 ついでが あらば 弔って やって 下さいと 

お茶 坊主が 言 つ た —— 義元 といえば 哀れな もの さ、 小 

冠者 信 長に 名 を 成させた も 彼が 油断の 故に こそ、 信 長 

が 無 かりさえ すれば、 武 田よりも、 上 杉よりも、 毛 利 

よりも、 誰よりも 先に 旗 を 都に 押 立てた もの は 彼 だろ 

う。 家柄 だって 彼等より ずっと 上 だからな。 そうなる 

と 信 長 はもと より、 勝 家 も、 秀吉 も、 頭 を 上げる こた 

あ できねえ、 人間 万事、 夢の ような もの さ。 そういえ 


おけ はざま 

ば それ、 この 城から 桶 狭間へ 向けて 進発す る 時の、 小 

冠者 信 長の 当時の 心境 を 思わな けり や あなら ねえ。 

け てん  くら  ゆめまぼろし 

人間 五十 年、 化 転の 内を較 ぶれば、 夢 幻 の 如く 

なり 

ひとたび 生 をう け、 滅 せぬ ものの あるべき か 

世間並みの やり 手 は、 芝居が かりで 世間 を 欺く が、 

信 長と き て はお 能が かりだ。 

人間 五十 年、 化 転の 内を較 ぶれば …… 

道 庵 先生 はこの 時、 異様な 声 を 張り上げて、 繰返し 

繰返し この 文句 を 唸り 出しました ので、 さて こそと 集 

まる ほどの ものが、 いよいよ 眼と 眼 を 見合わせました _ 


この 異様なる 音律 を、 繰返し 繰返しし ている うちに、 

いちじる 

道 庵 先生の 自己 感激が 著 しく 内攻して 来たと 見る と、 

からだ 

音声 だけでなくて、 一 種 異様なる 身体の 律動 を はじめ 

てし まいました。 

しかし、 それ とても、 無学 文盲なる この辺の 児童 走 

卒に こそ、 道 庵 先生の 為す ところの すべてが 異様に も 

異常に も 感ぜ られ るの だが、 実際 はお 得意 の 喜 多 流 

おもむ 

(？) によって、 謡に つれて 徐ろに、 仕舞と 称する 高 

尚なる 身体の 旋律 運動 を 試みて いる だけの ものな ので 

この 先生が、 馬鹿 噺 子に かけて は 古今き つての 自称 


大家で ある こと は、 知る もの は 誰も 知っている ところ 

だが、 それよりも 一 段と 高尚なる お 能と 仕舞と に 就い 

て も、 これほどの 造詣が あると いう こと を 買つ て くれ 

る 人の いないの が 浅ましい ことで はない か。 

しかし、 御 当人 は、 買って くれる 人が あろうが ある 

まいが、 御 当人の 自己 感激 は、 こうして いよいよ 深み 

行く ばかりで、 もはや 眼中に 清洲の 城址 も 無く、 あた 

り 近所の 児童 走卒も 無く、 古 英雄 信 長 もな く、 今川義 

元 もな く、 ただ 人生 五十 年の 夢幻と、 他生 化 転の 宇宙 

実在と が あるば かり。 自己 感激 はついに 悠然として 自 

己 陶酔にまで 進み 入りました。 


ほうし こうとう 

しかしながら、 いつもの 型の 通りに、 この 放恣 浩蕩 

なる 自己 陶酔から、 わが 道 庵 先生の 身辺と 心境と を微 

じょうごう 

塵に 打 砕く ものの 出現 は、 運命と 言おう か、 定業と 言 

おうか、 是非な き 必至の 因縁で ありました。 

七 

この 場面へ、 東の 方より、 つまり 先刻 道 庵 先生が 

ファッショ ィ共を 相手に 一 代の 武勇 を ふるった 枇杷 島 

橋の 方面から です、 一 梃の 駕籠 を 肩に、 まっしぐらに 

はせ つけて 来た 二人の 仁が あります。 


これ は 雲助です。 

道中 をこう して 駕籠 を かついで 走る 者に、 雲助 以外 

の ものが あろう はず はありますまい。 

世間で は 往々、 雲助と 折 助と を 混同す る 者が ある。 

混同し な いまでも、 ほぼ 同様の 性質 を 持って いると 見 

る ものが あるが、 それ は 大きな あやまりで、 雲助に とつ 

えんざ い 

て は 大きな 冤罪で あるが、 その 事 は 後に 談 ずる ことと 

たくま 

し、 とにかく、 この 場に 於け る 二人の 逞しい 雲助 は、 

この 地点まで まっしぐらに 走って 来たが、 ただ 見る 清 

洲古 城址の 草の 青 黄色い ところに、 一人の 狂人ら しい 

のが 児童 走卒に 囲まれながら、 しきりに 身ぶ り 声色 を 


試みて いる 体たら く を 発見す る や、 後 棒と 先棒との 見 

合わせる 目から 火花が 散って、 

がってん 

「合点 だ」 

駕籠 を そこにお つぼり 出して、 向う 鉢巻 勇ましく、 

やにわに 走り かかって 来たの は、 意外に も 道 庵 先生の 

身辺で ありました。 

右の 二人の 逞しい、 いけ 図々 しい 雲助ら は、 道 庵め 

がけ 近寄る と 見れば、 無茶に も、 惨酷に も、 あっと 言 

う 猶予 も 与えず 道 庵に 飛び かか つ て、 さながら パ ツチ 

網に かかった 雲雀 を 抑える が 如く、 左右から 道 庵 を 押 

し 転がし、 取って 抑えて、 有無 を も 言わせません。 


「あ、 こいつ は、 たまらね え」 

そうして 道 庵が うんがの 声 を 揚げ 得た 時 は、 もう、 

軽々 と 引き さらわれて、 道に 置き 放した 商売道具の 四 

枚 肩 中へ 無理に 押 込まれた その 途端の ことで、 かくの 

如く、 有無 を も 言わさず 道 庵 を 取って 抑えて 駕籠の 中 

へ 押 込んだ 雲助 は、 群がる 見物の 驚き 騒ぐ を 尻目に か 

けて、 そのまま 駕籠 を 肩に して、 

「エツ サ ッサ、 エツ サッ サ」 

飛ぶ が 如くに 西の方 —— つまり 木曾川から 岐阜、 大 

垣の 方面、 道 庵主 従が 目指す 旅路の 方面と 同じで は あ 

ります が —— へ、 雲助 霞 助に 飛んで 行って しまう ので 


これ は 実に、 誰に も 分らない 雲助の 振舞で あり、 今 

めんくら 

日まで、 脱線と 面食いに かけて は、 かなり 腕に も 頭に 

も 覚えの あり 過ぎる 道 庵 自身 すらが、 全く 解釈ので き 

ない、 非常 突発の 行為で ありました。 

それ は、 つもって みても 分らず、 苟も ファッショ 

ィ、 三 びんの 余党で ない 限り、 道 庵に 対して、 この辺 

にそう 魂胆 や 遺恨 を 持って いる 者 はない はず —— 

ベ っぴん 

また、 道 庵 先生が もう 少し 若くて、 別嬪で でも ある 

ならば 格別  そうでなくても、 もうす こし 福々 しい 

お爺さんで でもあるなら ば、 さらわれる 方 も 覚え が あ 


り、 さらう 方 もさら い 甲斐が あろう もの を、 大 江戸の 

まう 

真中へ 抛り 出して 置いても 拾い 手の なかった じじむ さ 

い 親爺が、 尾 張の 清洲へ 来て さらわれる ような ことに 

なろうと は 信ぜられぬ ことでした。 

だが、 世間に は、 好んで お 医者 を 担ぎたがる 悪趣味 

者が ある。 

京都の ある 方面の、 仏法僧の 啼く 山奥へ 医者 を 担ぎ 

きす 

込んで、 私闘の 創 を 縫わせた 悪徒 も ある。 

ものずき 

或る 好奇な お 大名が、 相 馬の 古 御所 もどき の 趣向 を 

して、 医者 を 誘拐して 来て 弄 ん だとい うような こと 

もないで はない。 そのい ずれに しても、 道 庵の 蒙る 


迷惑と 困却と は、 容易な もので はない こと は 分りき つ 

ています。 そこで、 走り 行く 雲助 霞 助の 中に いて、 駕 

籠 越しに 有らん限りの 号泣と、 絶叫と を はじめました、 

「友 様 —— 後生 だから 助けて くれ！」 

八 

熊 を 洗濯す る ことに 我 を 忘れて いた 来 友 は、 道 庵 先 

生の 九死 一 生の 絶叫 を 聞き 漏す ことではありません。 

俄然と して 醒めて、 そうして 声の する 方 を 見る と、 

今し 道 庵が、 一 一人の 雲助の ために 無理 無 態に 駕籠の 中 


に 押 込まれて、 担ぎ 去られる 瞬間で したから、 すつ く 

ほうてき 

と 熊 を 抛擲して 立ち上りました。 

しかし、 この 際、 来 友の 責任感と して は、 前後の 事 

情 を 忘却す る こと を 許しません。 わが 師と 頼む 道 庵 先 

生が、 またしてもの 九死一生の 危急 を 瞬時 も 猶予す ベ 

きで はない が、 同時に、 この 動物 を このまま にして 置 

ひらめ 

いて はいけ ない という ことの、 民衆的 警戒 性が 閃き 

ました。 

なぜならば、 たとえ 子供と はいえ、 猛獣の 部類で あ 

る。 日本に 棲む 動物と して は、 これより 以上の 猛獣 は 

無い。 その子 熊 を このまま にして 馳 せっけた 日に は、 


後患の ほどが 思い やられる。 現にた だ 出現した こと だ 

けによ つて、 先日の あの 講演会の 席の 混乱 はどうです。 

あの 時 は あれ だけで 済んだ ものの、 まだ こいつ は、 鎂 

が 足りない から、 人の 出よう によって はいかなる 猛勇 

ぶリを 発揮す るか 知れた もので はない。 子供の 二人 や 

三人 を 引裂く の は 朝飯前の 手 並で あり、 まかり 間違え 

おびた だ 

ば、 人畜に 夥 しい 被害 を 与えない とも 限らない の だ。 

先生の 危急 は 危急と して、 それに 赴く ために はまず、 

この 駄々 ツ子から 処分して かからねば ならぬ。 賢く も 

米 友 は、 こう も 感づいた のです が、 そこ は 上手の 手 か 

らも 水が 漏れる ので、 米 友が 道 庵の 声に 驚いて 立ち 


すき ねら 

上った 瞬間の 隙を覘 つて、 右の 駄々 ツ子が 素早く 陸へ 

飛び 上った かと 見る と、 通りかかった 子供が 三人、 火 

の つくよう に 泣き叫びました。 

「それ 見た ことか」 

幸いに して、 まだ 子供 を 引裂いて 食って いると いう 

わけで はなく、 子供の 方へ 向って 馳け 出した だけのと 

ころ を、 来 友が 後ろから 行って 引 捉える と、 それ を 振 

切って、 人間の 子供と 遊ぼうと 駄々 を こねる 熊 —— そ 

うは させ じと 引き 留 むる 来 友。 この 際、 熊 を 相手に く 

んず ほぐれ つ の 仕儀と なりました。 

「ちえ ッ —— 仕様が ねえ 熊の 餓鬼 だな あ」 


米 友 は 歎息しながら 熊 を 取って 抑える。 事実、 米 友 

きはん 

なれば こそです、 子 熊と はいえ、 羈絆 を 脱して 自由 を 

求む る 本能 性の 溢れき つたこの 猛獣 族 を、 この場合に 

取って 抑える ことので きたの は 米 友 なれば こそです。 

こうして 子 熊 を 取って 抑えて、 むりやりに 檻の 中に 

押 込む 来 友、 

「ちえ ッ —— 聞き わけの ねえ 餓鬼 だな あ」 

全く 今の 場合 は、 熊と 組 打ちなん ぞ をして いる 場合 

ではない のです。 師と 頼み、 主と かしずいて 来た その 

先生が、 苟 も、 「友 様！ 後生 だから 助けて くれ！」 

と、 意地 も 我慢 も 打 捨てて、 S  •  o  •  S を 揚げて いる 


時に、 熊なん ぞを 相手に していら るべき はずで はない 

のです が、 いま 言う 通り、 この場合 はま さに、 前門 熊 

を ふせいで、 後門 先生 を 救わねば ならない 苦境に いる。 

ようやくの ことで 小 猛獣 を 取って 抑えて、 檻 車の 中 

へ プチ 込んで、 さて 当の 主 師の方 を 見やれば、 雲助 霞 

助の 砂煙 を 巻いて 行く 後ろ 影 は 早 や 小さい。 

「ちえ ッ」 

来 友 は 舌打ち をして 地 団駄を 踏みました。 無論、 杖 

こわき  はる 

槍 はもう 小腋 にかい 込んで いるので すが、 この 遥か 隔 

たった 雲助 霞 助 を 見る と、 幾度 も 地 団駄を 踏み、 歯嚙 

み をし ない わけに は ゆきません。 


猛烈に はせ 出した こと ははせ 出した けれども、 さて、 

自分の 足で は、 これ を どうす る こと もで きないと いう 

自覚が、 来 友の 心 を 暗く、 胸 をむ しゃくし やさせ まし 

た。 

というの は、 腕に 於て は 相当に 覚えが ぁリ、 胸に 於 

て は 焦り 切って いるが、 足に 自信が 無い のです。 本来、 

自分の 足 は 生れ もっかぬ 片輪に なって いる。 片輪に さ 

れた ところで、 まかり 間違えば 両足 そろった 奴に も 後 

れ はとらない つもり だが、 先方 は 走る のが 商売の 雲助 

では あり、 そうでなくても 彼と 我との 距離が あり 過ぎ 

る、 ハンディキャップが ぁリ 過ぎる。 自分の 力の 及ぶ 


べきと ころと、 及ぶべからざる ところと、 見境の ない 

ほどの 頭の 悪くない 来 友が、 走りながら 歯嚙み をす る 

の も 全く 無理はありません。 ところが、 天なる 哉、 こ 

の 場に 当って 忠勇なる 来 友の ために、 偶然に 助け舟 I 

I とかりに 信ぜら るると ころの ものが 米 友の 眼前に 現 

われました。 

九 

びわ じ ま 

それ は、 枇杷 島の 青物市場へ 青物 をつ けて 行った 一 

ひ  ひづめ 

頭の 馬が、 馬子に 曳 かれて、 帰りの 空荷の 身軽 さに 蹄 


を 勇ませて、 パッ タリと 横道から 来 友の 眼前に 現われ 

たもので す。 

それ を 見る と、 馬鹿で ない 米 友の 頭が 咄嗟に 働き ま 

した。 

そうだ、 この場合、 おいらの 足で は、 おいらで なく 

て も 普通 以上の 人間の 足で も、 あの 先生の 急に 赴く こ 

と はでき ない こと だ。 

これ を 拝借す るに 限る  この 四 足の 力 を借リ るに 

限る。 この 時、 この 際、 自分の 眼前に 駒の 蹄が 躍り 出 

したの は、 渡りに 舟と いうか、 迎えに 駒と いうか、 と 

も かく も 与えられ たる 天の 助けで あらねば ならぬ。 


それ を 頭に 閃め かした 米 友の 心 持 は 機敏な もので し 

たけれ ど、 かく 俊敏に 感得した が 最後 —— そこに 所有 

権の 観念が 圧倒され てし まって、 人の 物、 我が物と い 

う 差別 観が くらまされて しま つたの は 是非 も ありませ 

ん。 

少なくとも、 こういう 際 だから、 自分と して は 天の 

助けに 反いて はならぬ。 ただ 先方と して、 それ を諒と 

する か、 しない か、 その 辺の ことまで は、 来 友の 悪く 

ない 頭 も 働く 余裕がなかった というの は、 この場合で 

はまた 是非がなかった と 言えば 言えます。 猛然と して 

馬の 前へ 立ち塞がった 来 友 は、 


「この 馬 を 少しの 間、 貸して くんな、 おいらの 先生が 

…… の 場合なん だから」 

もうこの 時には、 馬子の 手綱 を ふんだ くって 鞍の 前 

輪へ 手 を かけて、 ひらりと 身軽く 飛び乗ろう とする 瞬 

間でした。 

これが 普通の 馬子であった ならば、 この 只ならぬ 小 

冠者の 気合に 呑まれて、 茫然と して 米 友の 為す ままに 

任せて、 天の 助けの 使命 を 全うさせた かも 知れません 

が、 不幸に して この 馬子が、 軽 井沢の 裸 松と 甲乙 を 争 

うような しれ 者であって、 また 同時に、 この辺の 草 相 

撲 では 後れを取った ことのない 甚目 寺の 音 公でした か 


ら、 たまりません。 

「何でえ、 何でえ、 どうしゃ がるんで え、 馬 泥棒の 河 

童 野郎！」 

有無 を 言わさず 来 友 を 引きお ろ しにかか つたの は、 

馬子と して は 当然の 態度です。 

「後生 だから —— おいらの 先生が、 今 かどわかしに 

ひっかかって、 あっちへ —— あっちへ 担がれて 行った 

んだ、 九死 一 生の 場合 だ、 だから 貸して くんな、 ちょ つ 

との 間 だから、 貸して やってくん ねえな、 頼む よ、 お 

じさん」 

米 友の この 哀求 は、 このままで 受 入れられるべく も 


ありません。 

「ふざけ やが るない、 こん 畜生、 馬に 乗りた けり や、 

助郷の 駄賃 馬 あ 銭 ゆう 出して 頼みな、 こり や 人 を 乗せ 

る 馬 じ やねえん だ」 

「そんな こと を 言わね えで」 

「この 野郎、 餓鬼の くせに、 馬 泥棒 を かせぎ やが る、 

いけ 太え 畜生 だ」 

「おじさん、 場合が 場合 だから、 ね、 貸して くんな、 

決して 悪い ように やしね えから、 頼む から、 後生 だか 

ら」 

「河童 野郎、 手前の 方 は 場合が 場合 か 知れね えが、 お 


れの 知った ことじ やねえ」 

「わからね えお じさんだ な、 人助けに な るんだ からい 

いじ やねえ か」 

「ふざける なよ、 馬 泥棒、 手前の 方 は 人助けになる か 

知れね えが、 おいらの 馬 は 助からね え」 

「そんな こと を 言わね えで、 こういう 場合なん だから」 

「いけね え …… 」 

おど 

米 友が 再び 馬の 上に 躍り 上ろうと する の を、 馬子が 

力任せに ひきずり 下ろした 上に、 ポ カリと 一 つ 食わせ 

る。 

「あつ！ 痛え」 


「あたりめ えよ、 手前、 気が ふれて やが るな、 いきな 

リ 横から 飛び出 しゃがって、 人の 馬に 飛びつ いて、 よ 

こせの、 貸せの、 途方 もね え 野郎 だ、 見せしめの ため 

だ、 この 河童 野郎、 どうす るか …… 」 

甚目 寺の 音 公 は、 来 友 を 引きずり 下ろして おいて、 

なぐ 

力任せに ポ カリ ポ カリ 擲り はじめました。 

常なら ば、 たとえ 一 つで もそう 擲ら せて おく 米 友で 

はない が、 実際、 この 時 は、 もうどう していい か 思案 

に 迷い 切って いたが、 急に 決心した の は、 どうなる も 

のか、 後で 話 はわから あ、 力ず くで も、 この 馬 を 一時 

厝 りなけ り やなら ねえ、 そうしな けり や 恩人の 命の 


急なん だ。 

そこで、 度胸 を 据えた 来 友が 猛然と して 立ち直り ま 

した。 

「話 は あとで わから あな」 

と 言つ て、 今まで ポ カリ ポ カリと 擲ら せて いた 甚目寺 

の 音 公の 腕 を 取る と、 物の 見事に 仏壇 返しに 地上に 投 

げ つけて しまいました。 

「あつ！」 

と 驚いた の は甚目 寺の 音 公でした。 たかの 知れた 小童、 

それにして はィケ 図々 しい 奴と、 懲らしめ のために ポ 

力 ボカ やって いたの だが、 急に 反抗す ると、 それ は 驚 


くべき 腕 ざ わりで、 油断 をして いたと はいえ、 甚目寺 

の 音 公と も あるべき ものが、 とんぼ 返しで、 地上 へ 取つ 

て 投げられて しまった。 

あつ！ と 目が くらんだ けれども、 そこ は甚目 寺の 

音 公 も、 草相撲の 関 を 取る くらいの 男で あり、 しかも 

郷党の 先輩、 加 藤の 虎 や、 福 島の 市松の 手前 も あり、 

投げられて そのまま、 ぐんにゃり としてし まう こと は 

できない、 直ちに 残して 起ち 上る や、 三た び鞍壺 にか 

じりつい ていた 来 友の 両足 をと つて、 力任せに グング 

ン引 張り、 ついに やっとす がりつ いたば かりの 米 友 を 

またしても 地上に 引きずり おろして しまいました。 


それから 後 は、 ここで くんず ほぐれつ 両箇の 乱取り 

組 打ちが はじま つ てし まいました。 

人通りが 黒山の ようにた かり 出した の は、 申す まで 

もない ことです。 

十 

この 甚目 寺の 音 公が 相撲の 手 を 相当に 心得て いると 

いう ことのほかに、 なおい つそう 米 友に とって 戦いに 

くいこと は、 戦いの 名分が、 どうしても あちらに 取ら 

れ てし まいそうな ことです。 


この 音 公 は、 軽 井沢に 於け る 裸 松の ように、 街道 筋 

から 毒虫 扱いに されて いると いう ほどで はない のみな 

ひいき 

らず、 草相撲で 博した 蟁貭も 人気 も あるのに、 相手に 

とった 一種 異様な グロテスク は、 土地の人に さっぱり 

顔馴染がない のみならず、 「馬 泥棒 馬 泥棒」 という 相手 

方の 宣伝が 甚 しく、 米 友に とって 不利な ものに なり 

ま ^9 

事実 この 音 公 は、 米 友 を 馬 泥棒 以外の 何者と も 解釈 

のしよう がな く、 見物の 人々 も 馬 泥棒の 仕業と よりし 

か 米 友の 仕業 を 信じ 得べき 事情 を 知らないから、 すべ 

ての 環境 も、 心証 も、 いよいよ 以て 米 友 を 不利な もの 


に 陥れて しまう のです。 

ただ、 かくて 見物しながら も、 寄って たかって 来 友 

を 袋叩きに してし まわない こと は、 米 友の 働きが 俊敏 

であって、 怖るべき ものが ある 上に、 その 態度に ドコ 

やら 真摯なる ものが あって、 左右な く は 手出しの でき 

ない 気勢に 打 たれて、 そのまま 見て いる だけの もので 

すから、 群集心理の 她何 によって は、 どう 形勢が 変化 

しないと も 限らず、 いずれにしても 来 友の ために は 百 

の 不利あって、 一の 同情が 作り出されな いという だけ 

の ものです。 

そういう 事情から、 米 友の 戦いに くいこと がいよ い 


よ 夥 しく、 第一 、 自分自身の 正義 観から してが、 軽 

井沢の 時の ように は 働きが ないから、 投げつ けて みた 

ところで、 大地に メリ 込む ほど やっつける 気力が 減退 

し、 相手に 怪我 を させて まで その 戦闘力 を 封 じる 手段 

にも 出で 難く、 そこで 米 友と して は、 その 力の 十分の 

一 も 発揮で きないで いる 始末です —— 

こんな 形勢が 続けば、 いよいよ 以て 来 友の 立場が 悪 

化する ばかりです。 米 友と して は、 ほとんど 進退に 窮 

する 場合にまで 立 至って、 徒らに 組ん ず ほぐれつ して 

いました が、 相手 はいよ いよ 嵩に かかって、 小 力 を 十 

二分に 発揮して 相撲の 手 を 濫用して 来る から、 米 友が 


怒りました。 別の 意味で 怒りました。 

こうな つた 上 は、 こっち を 本当に やっつけ ておいて 

からでな いと 動きが とれない —— 

みるみる 米 友の 眼に、 すさまじい 真剣の 気合が 満ち、 

「やい —— わからずや！」 

音 公 を なげつけ ておいて 杖 槍 を 取り上げ たもの だか 

ら、 音 公が、 

ぬすっと  てめ え 

「盗人た けだけ しいと は、 本当に 手前の こと だ、 うむ、 

どうす るか」 

摑 みかかろう とした 音 公が、 二の足、 三の 足 を 踏ん 

ぎよ うそう 

だの は、 杖 槍 を 構えた 来 友の 形相が、 今までと は 全く 


打って 変った 厳粛な ものである 上に、 両眼に アリア リ 

と 決死の 色 を 浮ばせて 来ました から、 馬方が ヒャリ と 

肝 を 冷やして、 思わず たじろいで しまった のです。 

だが —— 騎 虎の 勢いです。 米 友 を 米 友と 知らない 馬 

子 は、 名人と しての 来 友の 真骨頂 を 満喫し なければ 納 

まらない 運命になる。 

だが、 また 米 友と しても、 それ は 悲しい 武勇伝の 一 

つなので す。 この 時分に、 偶然で はなく、 もう 少し 早 

めに この 場へ 到着せ ねばならぬ 人が 到着し ました。 

見れば 前髪 立ちの みずみずしい 美少年 —— 怖る る 色 

なく その 場へ 分けて 入りました。 


その 少年、 岡 崎の 郊外で、 友の ために 腕立て をした 

岡 崎 藩の 美少年、 梶川与 之 助と いう ものです。 

いや、 梶川 一 人 だけで はない。 

十 一 

梶 川のと もに は、 江戸から お 角さん よりぬきの 若い 

者 もつ いている。 自然 この 背後に は 宿つ ぎの 駕籠の 

中に 反身に な つ た 女 長 兵衛も 控えて いようと いう もの 

はれもの 

です。 それと かなり 間隔 を 置いて 別 扱いの 腫物が、 た 

れも 当らず さわらず のと ころに、 乗物 を 控えさせ てい 


る 様子です。 

当然、 通るべく して 通り合わせ たこの 一行のう ちの、 

目から 鼻へ 抜ける 美少年の 仲裁 は、 難なく 成立して し 

まいました。 その後 始末と して、 お 角さん の 駕籠の 中 

き P きつ 

に 呼びつ けられた 来 友の 油汗 を 流しな がらの 吃々 とし 

た 弁明が、 かえ つ て 当の 相手の 甚目 寺の 音 公 を 失笑 さ 

せる という 次第でした。 

来 友 を 相手に あれまで 働いた 馬子の 甚目 寺の 音 公 は、 

たち ま 

米 友のお 角さん に対する 弁明 を 聞く と、 忽ち 打 解けて、 

かえ つ て 大きな 口 を あいて 言いました。 

「そいつ はお 前、 ぶった くりに かかんな すった の だよ」 


音 公 はこう 言って、 米 友 はじめお 角さん の 一 行に 

向って、 委細 呑 込み 顔に 説明す ると ころに よると —— 

道 庵 先生の さらわれたの は、 なるほど 一大事 突発の 

ようで は ある けれども、 内容 は それほど 驚くべき こと 

でも、 憂うべき 性質の もので もない という ことです。 

街道 筋の 雲助 は、 どうかす ると このぶ つたく リ とい 

うこと を やる。 つまり 道 庵 先生 は、 雲助の 策略で ある 

ところの ぶった くりの 手に ひっかか つたの だ。 

ぶった くりとい うの は、 人間の 無断 横領で、 常に は 

やらない が、 稀れ に は 行われる 雲助の 政策の 一 つで あ 

るが、 危険の ようで、 実は 危険性の 更に 無い もので あ 


ると いう こと を、 甚目 寺の 音 公が 委細 語って 聞かせ ま 

した。 

それ をな おくわし く 言えば、 雲助が 客 を 送り迎えの 

ために、 かなりの 遠距離 を、 空 駕籠 を 飛ばして 行かね 

ばなら ぬ 使命 を 帯びた とする、 空 駕籠と いう やつ は 実 

の あるの よりも 担ぎに くいこと を 常例と する、 肩 ざ わ 

りから 言っても、 足 並の 整調の 上から 言っても、 駕籠 

の 中には、 どうしても 人間 相当の 重味の ある ものが 充 

実して いなければ、 遠路 を 走る ィキが 合わない という 

結果になる。 

こういう 場合に、 雲助 は、 人 を 頼んで ロハで 乗って 


もらう か、 そうでなければ 無警告に このぶ つたく り を 

強行す る ことがある。 

じゅうてんぶ つ 

つまり、 走りながら、 空 駕籠の 充塡物 に はまりそう 

なおと り を 物色し、 それ を 見つけた ことになると、 否 

応 いわさず ひっとらえて 只 駕籠の 中へ ねじ 込み、 目的 

地まで は 有無 を 言わさずに 担ぎ込み、 まつり 込む ので 

ある。 目的地に 着き さえ すれば、 忽ちつ まみ 出され 御 

用済みし だい 解放され るの だから、 生命に も、 財産に 

も、 べつだん 差 障り はない の だし、 何十 里 走らせよう 

とも 別に また 駕籠 賃 だの、 酒 料 だの を 要求され る 心配 

は 更に 無い とはいえ、 ぶった くられた 当人と、 その 身 


寄りの 者の 迷惑と いったら たとう るに 物がない のです。 

しかしながら 雲助と いえ ども、 その 辺に は 相当の 常 

識と、 社会性と を 働かせて いる、 ぶった くりと は 言い 

ながら、 その 人選 は 無茶に 行われる わけで はなく、 ぶつ 

たくる にしても、 なるべく 迷惑の かかる 範囲の 狭い と 

見られる もの を 選んで ぶ つたく る ことにな つてい る。 

そこで、 無論、 優良なる 階級の 旅人 や、 善良なる 土 

地の 住民 をぶ つたく るよう な こと はなく、 大抵 は 薄 馬 

鹿 だの、 きちがい だの、 酔つ ばらいだ の、 或いは 仲間 

のうちから 自選した 奴 だの —— というの を 選定して、 

ぶ つ たくる。 


こうむ 

今日の 道 庵 先生 こそ は、 まさしく 雲助の 選定 を 蒙 つ 

てぶ つた くられの 運命に 逢着した ものと 見れば、 かわ 

いそうで も あり、 気の毒で も あり、 いい 面の 皮で も あ 

るが、 一 方から 見れば、 道 庵 先生 自身が、 雲助 君の ぶつ 

たくり を 蒙る に 該当する 資格 を 備えて いたと いう こと 

が、 運の 尽きで あると 見なければ ならぬ。 

お 角 は、 それ を 聞いて、 

「お 話に ならない よ」 

と 横 を 向きました。 全く それ はお 話に ならない ことで 

す —— 江戸 ツ子の チヤ キ チヤ キ、 下 谷の 長者 町の 道 庵 

先生と もあろう ものが、 木曾川 くんだり の 雲助に ぶ つ 


たくられ るなん て、 お 話に も 絵に も 描け たもの じ やな 

いに 相違ない けれども、 一方、 これが 御 当人の 道 庵 先 

生 その 人に なって みると、 一時 は あの 通り、 「後生 だか 

ら 助けて くれ！」 と 絶叫 はして みたけれ ども、 今と な つ 

て は、 別仕立ての 早 駕籠 を 命じた つもりで、 いい 気に 

たかいびき 

なって、 早く も 高鼾 で 納まり 込んで いるか も 知れない _ 

お 角 は 来 友に 向って、 

「そういう わけなん だから、 ありそうな こと だよ、 あ 

の 先生の こと だから、 こちらが 気 を 揉む ほど、 あちら 

はお 感じがない、 お前、 そう やきもき しないで、 わた 

しと 一緒にお いで、 わたし はちよ つと この 先の 山吹 御 


殿と いうのへ お伺い をして 行く から、 荷物が あるなら 

後からで いいよ、 先生の 方 は、 先生の 方で 何とかな り 

まさ あね」 

お 角 一行 は 米 友に こう 言い含め ておいて、 いわゆる 

山吹 御殿 の 方へ と 急が せ て 行き ました。 

すべての 人が 散 じて、 取 残された 宇治山 田の 米 友 I 

しおしお 

悄々 として、 熊の 檻 車のと ころまで 戻って 見れば、 

熊が キヤ ツキ ャッと 言 つて 躍り 上って 来 友 を 迎える。 

「ガ ッガッ するな よ」 

と 米 友が 言いました。 


熊が キヤ ツキ ャッと 言って 米 友 を 迎える の は、 米 友 

が 無事で 戻って 来て くれた こと を、 なつかし がる わけ 

ではない こと を 来 友 はよ く 知つ ている。 

この 事件の ために、 食物 を あてがう 暇がなかった、 

それが ための 催促で あり、 不平で ある こと を、 米 友 は 

よく 知っている。 

「ガ ッガッ するな よ」 

彼 はこう 言って、 用意の 袋の 中から、 柿の 実 だの、 

栗 だの を 取り出して 与える と、 遮 一 一 無 r 一 それに 武者ぶ 

りついて、 眼中に 感謝 もなければ、 応対に 辞儀 もない。 

むしゃむしゃと 食事に ありつい ている 熊の 子 を 米 友 


はじつ と 眺めて、 

「ムク はそう じ やな かったん だぜ」 

と 吐 息をつきました。 

物心 を 覚えてから、 ムク犬 は 主人のお 君に 向っても、 

米 友に 向っても、 かって 食事の 催促 をした 覚えがない、 

まして 不平が ましい 挙動 を 示した こと もない。 それ は 

長い間に は、 自分た ち も 苦労 をしたり、 ムク にもず い 

ぶん 苦労 を させた が、 ムク そのもの がかえ つ て 我々 に 

苦労 を かけた こと は 一 度 もない。 我々 に 苦労 を かけな 

いのみ ならず、 我々 が 憂うる 時 は、 我々 と共に 憂えた 

が、 我々 が 喜ぶべき 時に、 彼 を 喜ばせなかった ことが 


幾度 あるか 知れない。 

それ だのに、 つい ぞ あの 犬が、 不平と 反抗と を 表現 

した ことがあ るか。 あれほどの 豪 犬 だから、 食物 だつ 

て 世間並み では 不足が あたりまえ だのに、 世間並みの 

栄養 を 給して やる ことができなかった ばかり か、 旅路 

の 間で は、 二日 も 三日 も 食わせずに 置いた ような こと 

もないで はなかった の だ。 

その 時、 いつ、 あいつが ひも じい 顔 をして 見せた こ 

とが あるか。 食物の 催促 をして 見せた ことがあ るか。 

今、 この 子 熊が したよう に、 ガ ッガッ して 居催促 を 試 

みた ことがあ るか。 


十二 

宇治山 田の 米 友 は、 こうして 熊の 檻 車の 前に 腰 打ち 

かけて、 頰杖を 突いて 何 か 深く 考え込ん でしまい まし 

た。 

今 は、 ちょっと 立ち上る 気に も なれず、 立ち上った 

ところで、 どこへ どう 車 を 引 張り出し ていいの か、 見 

当が つかず、 深い 沈黙のう ちに 若干の 時が 経ちました。 

「君！」 

後ろから 肩 を 叩いた 者が ある。 


「ああ」 

ぼう ぜし 

茫然と して 米 友 は 見廻す。 そこに 立って いるの は、 

さいぜんの 仲人、 岡 崎 藩の 美少年 梶川与 之 助で ありま 

した。 

「何 を 考え込んで いるの だ」 

「何も 考えて いや あしね え」 

「ともかく、 君、 あの 山吹 屋敷まで 来ち やどう だね、 

君の 尋ねる お医者さん のこと は 心配す るが もの はない 

そうだ」 

「うん」 

「生命に は 別条な く、 これから 西へ 向って 何 駅 かの 間 


に、 極めて 無事に、 あの 先生 を 発見す る 見込みが ある 

そうだから  それ は それでよ いとして、 君に は、 あ 

の 先生よりも、 この 荷物が 荷になる だろう」 

「う うん」 

う うんと いうの は、 否定の 意味 だか、 肯定の 意味 だ 

かよく 分らない が、 そう 言われて みると、 この 荷物が 

荷に ならない ではない、 本来なら ば、 安否が どう あろ 

うと も、 あの ことの 解決の ついた と 同時に、 道 庵 先生 

の あと を 慕うて 一 文字に 追い かけなければ ならぬ はず 

の ものが、 ぼんやり こうして 考え込んで しまって いる 

の は、 米 友 は 米 友と しての 深い 感慨に おちて、 その 言 


い 知れぬ 感慨が 米 友の 頭 を 重く し、 足 を 鈍く した もの 

に は 相違ない が、 一方から 言えば、 このお 荷物 あれば 

こそで ある。 これ さえなければ、 ここに こうして ぼん 

やりと 腰 を かけて いる 来 友で はない。 

「聞いて みれば、 君が この 熊 を 手放せな いのも 尤も 

と 思われる 節 もないで はない が —— 今後 もこう いう 場 

あしで まと 

合 を 予想 すれば、 長い 旅路の 足手纏いが 思い やられる _ 

いっそ、 預けて 置いて 出かけち やどう だ」 

「うん  」 

米 友 は、 そこで、 少し 考えました。 事実、 この 熊 を 

手放そう とまで は 思って いなかつ たの だが、 実際、 足 


手 纏いと いえば 足手纏いに 相違ない ので ある。 熊も大 

事 だが、 人 は 更に 大事で ある。 この 熊が あるが ために、 

主と 頼む 先生に 対しても 忠義 を 励む ことができず、 自 

分の 身体 を さえ 拘束され るよう な ことにな つ て はた ま 

らな いことの 理義 を、 米 友が わきまえない ほどに 没 常 

識 ではない。 

といって、 あれまで 苦しんで、 人様に もお 頼み 申し 

て 手に入れ たこの 小 動物に 対して、 単に 厄介払い とい 

う 意味で、 見捨てたり、 置き 捨てた リ する こと は、 人 

情が 許さない。 いや、 来 友 特有の 道義が 許さない。 

さきほどから 頭の 重かった 一部分に は、 たしかに、 


その 処分 法に ついての 悩み も 手伝って いたのです。 そ 

こで、 美少年から こういって 水 を 向けられて みると、 

つ い ムラ ムラと、 

「いい 預リ 手が ありさえ すり やな あ」 

と、 歎息の ように 答えて しまいました。 そうすると、 

岡 崎 藩の 美少年 は 呑 込み 顔に、 

「そり や、 あると も」 

「ある！」 

来 友 は いささか 頭 を 上げて 眼 を 円く して、 

「あるった つて、 香具師 じ やい けね ぇぜ」 

「そんな 者 じ やない」 


「だって、 お前、 馬なら 荷物 を 運ばせた りなん ぞ して、 

駄賃 をと つて、 暮 しのた そくに するとい うこと も ある 

が、 熊 はお 前、 稼ぎ をし ねえから、 飼った ところで 食 

いつぶし だけの もんだ ぜ。 だからお 前、 やにつ こい 

身上 じゃあ、 熊 あ 一 匹 飼い きれね えよ」 

「そり や、 そうだ」 

「それから お前、 子供 だとい つたから つて、 熊 は 熊 だ 

ぜ、 犬 や 猫た あ 違 うんだ からな、 厳重な 檻を掊 えて や 

ら なけり やなら ねえ、 それに は 家屋敷 も 広くな けり や 

ならね えんだ —— 」 

「君の 言う、 そのす ベての 条件に 叶った 飼主 —— 預リ 


主が あるの だ、 わしに 任せて くれない か、 で、 また 必 

要の 時 は、 いつでも 君に 返して あげる ようにす る」 

あつらえむ 

「そう 訛 向きのと ころが あれば だが な あ」 

米 友が、 まだ 半信半疑で いると ころへ、 岡 崎 藩の 美 

少年 は、 次のように 事実 を 証明して、 来 友の 信用に 訴 

えました。 

それ は、 この 清洲の 城、 あの 背後に 俗に 山吹 御殿と 

いう 一 廓が あって、 かなり 広大な 家屋敷 を 持って いる 

が —— こんど そこの 当主が 肥 後の 熊 本 へ 旅立ち をす る。 

都合に よ つ て は 長く かの 地で 暮す ようになる かも 知れ 

ない。 そこで 相当の 留守居 をつ けて この 屋敷 を 引 払う 


ことにな つた。 その 留守番に、 否応い わさず、 自分が 

引受けさせて、 熊の 養育 を 托して 置いて やる。 あそこ 

ならば 邸内 は 広い し、 熊 一匹 養い きれない ほどの 身上 

ではなし、 留守居の 人間 も 親切で あり、 動物 好きだ か 

ら、 むしろ 喜んで 面倒 を 見る にき まっている。 

それ を 聞く と、 来 友が 深く 頷いてし まいました。 

やがて 来 友が 熊の 檻の 大八車 を 引き出す と、 岡 崎 藩 

の 美少年が、 その あと 押し をして、 えん やら や あと 山 

吹 御殿に 引き込んで 行く の を 認めます。 


十三 

それから また やや 暫くの 後、 この 屋敷から 現われた 

二人の 者の 一人 は、 空身に なった 米 友に 相違ない が、 

もう 一人の 方 は、 これ も 確かに 岡 崎 藩の 美少年に は 相 

ふうさ い 

違ない が、 これ だけ は 風采が 全く 変って いる。 

米 友 は 依然として 来 友、 車を曳 かないだ けの 米 友で 

まんじゅう がさ 

すが、 美少年 は 饅頭 笠に 赤 合羽と いったよ うな、 

すで つ ちす がた 

素 丁稚 姿に すっかり 身 を 落して いる。 

こうして 一 一人 は 街道 を 西へ 向つ て 急いで 行きます。 

木 曾路の 脱線から、 怠りが ちであった 里程 表 を、 こ 


の 辺から、 名 古屋を 起点に はじめてみ ますと、 

名 古 屋ょリ 清洲へ 一 里 半 

そうして 清洲 から 次の 丁 場 を 一 里 半、 稲葉へ 曲ろう 

とする 六角堂まで、 変装した 美少年が 先に 立って 急い 

で やって来 ましたが、 六角堂へ 来る と 堂の 前で 立ち 止 

まりました。 

これより 先、 そこに 待合 わせて いたらし い 一行が あ 

る。 

この 一行 はかなり 物々 しい 乗物 二 梃に、 数名の 従者 

と、 それが 槍 一筋 を 押 立てて いる ことによって、 庶民 

階級の 旅人で ない ことが よく わかります。 


ここへ 追いついて、 ホッと 息をついた 岡 崎 藩の 美少 

年の 物 ごし を 見て、 米 友 は、 はは あ、 この 少年 はこの 

一 行に 合する ために、 わざわざ 変装して 来たの だとい 

うこと が 充分に 呑 込めました。 

待合 わせて いた 一行 もまた、 美少年の 来り 合した こ 

えしゃく 

と を 会釈して、 しからば いざ 一刻も早く、 という 段 取 

りでした。 

美少年 は、 額， -に 滲む 汗 を 拭いながら、 自分 は 休もう 

ともせず、 先に 立って、 

「いや、 お 待 遠 さまで ございました」 

その 時、 前の 乗物の 戸が 細目に 開いて、 それに 挨拶 


の 合図の ように 見えた ば つ かりで、 何とも 言葉 はあり 

ませんで したが、 その 乗物の 戸 を 細目に 開いた 瞬間に、 

米 友 は、 その 白い 面 を 見ました。 微笑 を 含んで 会釈す 

るら しい 人の 面 を ちらと 見ました。 そうして 色の 白い、 

髪の 黒い、 身分 ありそうな 女の人で ある こと だけ を、 

米 友 は 認めて しまいました。 

前なる 乗物の 主が わざわざ 駕籠の 戸 を あけての 挨拶 

にか かわらず、 美少年 は それ をち よいと 振 返った ばか 

りで、 すっと 自分が 先頭 をき つてし まい、 一行の すべ 

てが それに 従って 進みました。 

この場合、 米 友と して は、 先頭 をき つて さいぜんの 


美少年と 歩調 を 共に した もの か、 それとも 殿 を 承つ 

て、 この 見 も 知らぬ 一行に ついて 行った 方が いい かと 

迷い ましたが、 よしよ し、 やっぱり 先へ やって、 やり 

過した 方が いい。 

こうして、 この かなり 物々 しい 一行 は 六角堂 を 乗 出 

して、 真直ぐ に 北へ 行けば 一宮から 岐阜へ 出る 街道 を、 

左に 取って、 長 束から 稲葉 伝いの 大垣 街道 を 打た せる 

のです。 

計らず 殿 を 承った 米 友 は、 街道の 左右 を 見て 広い 

田 場所 だな あと 思いました。 見渡す 限り 田圃 だ  お 

れも国 を 出てから ずいぶん 諸 所 方々 を 流浪した が、 今 


まで こんな 広い 田圃 を 見た ことがない と 思いました。 

来 友 は 今、 名 も 知れぬ 一行の 殿 を 承って、 茫然と し 

て 進み 行く ばかりです。 

これに 従って 行けば 道 庵 先生の 跡が 確か まると いう 

わけで もな く、 お 角さん その 人 は どの 道 をと つたの か 

さえ 明らかで ない が、 ともかく、 あの 美少年 はな かな 

か 目から 鼻へ 抜けて いる 上に、 お 角さん とも 充分に 諒 

解の ある 間柄 だとい うこと を 信じて いるから、 それに 

従って 行き さえ すれば 悪い ように はなるまい という 心 

だのみ のみで、 無心に 足 を 運ばせて 行く だけの もので 


やがて 清洲 から 一 里 半の 丁 場、 稲葉の 宿 を 素通りし 

て、 同じような 広い 左右の 田圃 道 を 行く こと また 一 里 

半。 

萩原 —— の 宿で 中 食 

萩原より 起 まで 一 里 

すの また 

起より 墨 俣まで 一 一里 —— 

墨 俣よ リニ 里 四 町に して、 ついに 大 垣の 城下へ 着い 

てし まいました。 

これ を、 かりに 清洲 からの 発足と しても 約 八 里の 道、 

女 連れの 旅と して はかなり 急いだ ものと 見なければ な 

ら ない。 


ともかくも 一 行 は、 こうして 無事に 大 垣の 城下に 着 

き、 木 村と いう 本陣に 宿 を 据えました。 

米 友 も 御多分に よって、 宿屋の 中へ まぎれ 込み、 一 

番 最後に 目立たない ところで 足 をと めて いると、 

「友さん —— 」 

「あつ！」 

顧みて 見る と、 そこに 立って いるの はお 角さん でし 

た。 

「友さん、 お前、 御苦労 さま だが ね …… 」 

お 角さん は 存外 他念な く、 米 友に 対して 物 やさしい 

物の 言いぶ リ でありました。 


「御苦労 さま だけれ ど、 その 足で、 ちょっと 頼まれて 

くれない かね」 

「何 だい」 

その 足で 頼まれて くれと いうの は、 今し 取り かけた 

わらじ 

草鞋 を 取るな という 命令の ような ものです。 米 友と し 

さ 

て は、 それ を肯 かない わけに は ゆかない のです。 いつ 

も な らば 権柄ず く で 命令 されても、 このお 角さん だけ 

は 米 友に とって 苦手であって、 どうと もす る こと はで 

きな い の だが、 今日はい やに 生やさし く 頼まれる だけ、 

一 層い やに 圧迫され るよう な 嫌味が 無いで はない。 

「お前、 今晚 ここで 泊らないで、 関ヶ原まで 行って く 


ホな レカ」 

「え つ 」 

米 友と しても 身心と もに 相当に 疲れて いる  ここ 

へ 着いた の を ホッと 一 安心と 心得て いないで もない と 

ころ を、 その 足で …… と 来た。 

「うん」 

これ もまたい やと は 言えない ようにな つ ていたが、 

いったい、 その 関ヶ原と は どこ だ。 

十四 


お 角さん は、 最早 ここに 先着して いたので、 その 先 

着 は 米 友の 一行に 先立つ こと、 ほんのし ばし の 間 —— - 

万事 はかの 岡 崎 藩の 美少年と しめし 合わせて した こと 

という 筋道 は、 来 友に もよ くわ かります。 当然、 米 友 

も あの 一 行に 伴われて ここへ 落着く の だとい うこと も、 

お 角さん は 先刻 心得て 待って いたに 相違ない。 そうし 

て、 来 友の 到着 を 待つ てこの こと を 言おうと 構えて い 

たこと もた しかです。 

わらじ 

せ つ かく 草鞋 を 取り かけた 来 友 はい やと も 言えない、 

この 際、 迷惑に は 迷惑で あるが、 事と 次第によ つて は、 

頼まれた こと を 引受けられない 米 友で はない。 ことに 


自分 は、 ここに 泊る つもりで 来たので もなければ、 泊 

ら ねばならぬ 勤務 を 持って いる わけで もない。 

そこで、 いやと も 言わず、 応 とも 言わず、 お 角さん 

の 頼み をな お 念入りに 聞こうと して 草鞋 を 解く 手 を 休 

めて いると、 お 角さん は、 いつもより は 角 を 立てない 

で、 お気の毒 だが ねえと 言って、 米 友に 頼み込む わけ 

と いうの はこうな のです。 

実はお 連れ 申して 来た、 お前の 知っての あのお 銀 様 

が …… また 横紙破り を はじめて、 わたし はどうしても 

この 宿へ 泊らない、 これから 先の 関ヶ原と いうと ころ 

まで 行って、 そこで 今晩は 泊る から  と 言って、 ど 


さ 

うしても 肯 かない。 

言い出したら 引く 人で はない が、 そうかといって、 

わたし はこ こで 皆さん をお 待 受けして いる 約束が ある 

おぼしめ 

から、 そんなら と 言って、 お 嬢 様の 思 召しに 従って、 

関ヶ原まで のす わけに は ゆかなかった のさ。 仕方がな 

いから、 庄公 をつ けて、 お 嬢 様のお 気に 召す 通り、 関ケ 

原と いうと ころまで さきへ お送り 申す ようにして 置い 

たが、 それでも 心配で たまらない。 そこで、 友さん、 

お前さんが 来たら、 お気の毒 だけれ ども、 お頼みし よ 

うと 思 つ ていたと ころな のさ。 

友さん、 お前 は、 それ、 あのお 嬢 様に はお 気に入り 


なんだろう。 そこでお 前が お嬢さんに ついていて くれ 

リゃ あ、 わたし は 本当に 気が 休まる よ。 

御苦労 だが、 これから その 足で 関ヶ原まで 行って お 

くれで ないか —— 

こう 頼まれて みると 米 友 は、 いよいよ いやと は 言え 

ない のです。 

御苦労 だが …… とか、 お気の毒 だが …… とか、 お 角 

さんから 来 友に 対しても、 あまり 使い慣れない 辞令が 

連発され る 上に、 頼まれる そのこと も 決して 悪い こと 

じ やない、 仮り にも 人の 身の上の 保護 を 托される とい 

うこと になれば、 米 友と しても 男子の 面目で なければ 


ならない。 それに 今、 お 角さん から 言われて みると、 

あの 難物のお 嬢 様と いう 人に、 自分 はお 気に入られて 

いるんだ そうだ、 なにもお いらは あのお 嬢 様に お 気に 

入られよう とも、 入られまい とも 企てた 覚え はない が 

しろもの 

そう 言われて みると、 親方のお 角さん ほどの 代物が、 

,li れも の 

あのお 嬢 様に は 腫物に 触れる ように 恐れ入って いるの 

が、 おいらに はお かしくて たまらね え。 

あのお 嬢 様なん ての は、 つき 合って みり や、 ちっと 

も 怖く もなん ともねえ、 話しよう によって はずい ぶん 

おいらと 意気が 合わね えで もなかつ たな あ、 なるほど 

—— 言われて みると、 おいら は あの 難物のお 気に入り 


なのか も 知れね えぞ。 

お 嬢 様に 気に入られる くらいなら、 こっち も ひとつ 

お 嬢 様と いうの を 気に入れて やろう じ やねえ か —— お 

角 親方に 向つ ちゃ、 おいら はどうい うわけ だか、 気が 

引けて 頭が あがらね えが、 そのお 角 親方が 恐れ入って 

いるお 嬢 様と いうのに は、 てんで 友達 扱いで いられら 

あ な —— お 安い 御用 だよ と 来 友が 思いました。 

「じ や、 頼まれて あげよう。 そうして、 その 関ヶ原と 

いうの は、 これから どっちの 方へ、 何 里ぐ らい あるん 

だね」 

「この 街道 筋 を 西へ 向って 行けば、 二つ目の 丁 場が そ 


れだ とさ、 この 次が 垂ル というので、 それまで 二 里 半、 

垂 井の 次が 関ヶ原で 一 里 半と いう こと だから、 まだ 四 

里から あるに は あるんだ がね —— 馬に 乗つ ておいで 

よ」 

今、 草鞋 を 取ろうと する 時に、 これから 四 里 も 歩か 

せられる としたら、 来 友と いえ ども うんざ リ しない わ 

けに は ゆくまい が、 馬 をお ごって くれる という 親方の 

好意で、 帳消しに ならない という こと はない。 だが、 

来 友の 気性と して、 

「な あに、 四 里 ぐれえ の 道 は 馬で なくたって いいよ」 

と 頑張って みました。 事実、 米 友 は 従来の 旅で、 ここ 


と 思って 突っ放され、 夜道 も 野宿 も 覚えが あるの だか 

ら、 その 気になれば 四 里ぐ らいの 追加 はなんで もない 

し、 また 馬に 乗せても らうなん ぞは、 自分の分 として 

贅沢 過ぎ るよう にも、 意気地が な さ 過ぎ るよう にも 感 

せられない ではない。 そこ をお 角 は 透かさず、 

「な あに、 そんなに みえ を 張らなくても いいよ、 そら 

馬が 頼んで あるんだ からね、 あれが そうなん だよ —— 

いいから お乗り。 あのう、 姉さん、 お 弁当が 出来たら 

急いで この 人に 渡して 下さい」 

お 角さん は、 門の 中へ 引き込んで 来る 一 頭の 駄賃 馬 

の 合図と、 後ろの 方、 台所の 方面へ 向って 女中へ 弁当 


の 催促 を 一 度に しました。 

女中 は 竹の 皮 包の 握飯に、 梅干 かなに か を 添えて 

持って来た ものです。 

さすがに 万端 抜かりがない、 だしぬけに 人 を 頼む に 

は 頼む ようにす る、 こういう ところ だけ は 親方 は 感心 

な もの だ。 

米 友 は、 お 弁当 を 貰って 腰に つけ、 そうして 勧めら 

てんま 

れる ままに 駄賃 馬に 乗せられて しまいました。 お伝 馬 

しゃれ 

で 旅 をす るなん て 洒落た こと は、 これが 初めてで しょ 

う。 まして 行 先 は、 名に し 負う 美 濃の 国、 不 破の 郡、 

関ケ ®  
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こうして 来 友 は、 美 濃、 尾 張から 伊勢 路へ つづく 平 

いぶき 

野の 中 を、 南 宫山を まともに 見、 養老、 胆 吹の 山 つづ 

きを 左右に 見て、 垂 井の 駅へ 入りました。 垂 井の 宿へ 

リ ゆうげん ひご 

入る と、 そこで 流言 蜚語 を 聞きました。 不安の 時代に 

は、 流言 蜚語 はっき ものであります。 健全なる 時代に 

たち ま 

は、 よし 流言 蜚語 を 放つ 者が あっても、 それが 忽 ち 健 

全 化されて、 はねかえして しまう けれども、 不安の 時 

代に は 普通の 世間話まで が 流言 蜚語 の 翼 を 添える の は 


是非 もない ことです。 

今し、 この 夕方、 垂 井の 宿 いっぱいに ひろがる 流言 

蜚語 そのもの は、 

「明日に なると、 武田耕 雲 斎が 押し かけて 来て、 この 

宿 を 占領す る」 

と いう ことで ありました。 

中 仙 道と 尾張路 との 岐れ路 で、 清冽なる 玉 泉 を もつ 

て 名の ある、 平和な 美 濃 路のー 要 駅が、 今夕、 この 流 

言に よ つ て、 多少と も 憂鬱の 色に 閉 されて いる こと を 

米 友が 認めました。 

だが、 こういった 程度の 流言 は、 歴史と 言わない ま 


でも、 近代的の 常識 さえ あれば、 忽ちに 雲散霧消 すべ 

き はずの ものです けれど、 そう もい かないと ころに、 

やはり 時代の 不安が あるので す。 

武田耕 雲 斎が 来る！ 

ひきぐ 

なるほど、 水 戸の 武田耕 雲 斎が、 手兵 を 引 具して、 

京地 を 目指して 乗 込んで 来る という 事実と、 風聞が、 

東 山道 沿道の 藩 民の 心胆 を 寒から しめた こと は 昨日の 

よう だけれ ども、 もう その 事が 結着して から、 少なく 

とも 今年 は 三年 目に な つてい る。 

信濃路 から 侵入して 来た 耕 雲 斎の 手兵が、 大 垣の 兵 

さえぎ 

に 遮られて 北国へ 転じ、 ついに 一族 三百 余人が 刑場 


の 露と 消えた の は 誰も 知っている はずで あるに 拘ら ず、 

おびやか 

その 幽霊が、 かく もこの 辺の 人心 を 脅 している。 

垂 井の 宿の 入口で その 流言 を 聞いた のが、 宿の 中程 

へ 来る と、 

かみがた  だい ぜんの たいふ 

「上方から は 毛 利 大膳大 夫が 来る！」 

と いう ことにな つてい る。 

きた 

そうして、 二つの 結合 点が、 東から 武田耕 雲 斎が 来 

いくさ 

り、 西から 毛 利 大膳大 夫が 来て、 明日に も 関ヶ原で 戦 

が はじまる、 垂 井の 宿 は その 昔、 天下分け目の 関ヶ原 

の 時に あわされ たと 同様な 運命に 落ちて 焦土と なる I 

I というよ うな ことにな つてし まつ ている ようです。 


これ もまた、 常識 を 加える まで もな く、 おかしい こ 

とです。 西から 毛 利が やって来て、 武田耕 雲 斎 を 相手 

に 天下取り を、 名代の 関ヶ原で 行う という こと は、 少 

し 釣合いが とれない。 

今の 毛 利 は、 一 族 を 以て 日本 全国 を 相手と して 戦い 

得る ほどの 力 を 備えて いるに 拘ら ず、 それが 単なる 武 

田 耕 雲 斎 を 向う に 廻さねば ならぬ というの は 滑稽な こ 

とです。 

果して、 進む につれ て 風聞が また 拡大して きました _ 

東から 来る の は 武田耕 雲 斎 だけ じ やない、 水 戸の 中 

納 言が、 武田耕 雲 斎 を 先陣と して 乗 込んで 来る の だ。 


いや、 引 連れて来 るの は 武田耕 雲 斎 だけで はない、 武 

州、 相 州、 野 州、 房 州、 総 州の 諸 大名が、 みな 残らず 

水 戸 様に 率いられて 来る！ 

それから また 一 方、 西の方から 来る の は 単に 長 州の 

毛 利 だけで はない、 備州 〔# 「備 州」 は 底本で は 「尾 州 匕 

も 来る、 雲 州 も 来る、 因 州 も、 芸州広 島 も 来る。 薩州 

の 鹿 児 島まで が、 後 詰と して 乗 込んで 来る。 それが 

関ヶ原で 再度の 天下 を 争う の だ！ 

そういう ふうにまで 変化して くると、 いささか 釣合 

いは 取れて きた わけ だが、 それにしても、 一方の 毛 利 

はよ いとしても、 東軍の 総大将が 水 戸 様 はお かしい 


じ やない か。 

尾 州と か、 紀州 とかいう ことならば、 長 州 征伐の む 

し 返しが 関ヶ原で 行われる という 理窟に はなる が、 水 

戸徳川 は、 むしろ 長 州 はじめ 勤王 党のお 師匠 格で ある。 

リ ゆうげん ひご 

しかしながら 流言 蜚語 は、 認識 や 弁証の 過不足に つ 

いて は、 なんらの 責任 を 持たない の を 常と する。 

こういう 空気の 中 を 来 友が 垂 井の 宿 を 抜けき る 時分 

こうしょう 

に、 宿 を 覆うた 不安の 雲が、 哄笑 の 爆発で 吹き飛ばさ 

れて しまった というの は、 流言 蜚語 の 正体の 底が すつ 

かり 割れて しまった からです。 

それ は、 この 街道 筋の 東西の 雲助と いう 雲助が、 明 


日と いう 日に 関ヶ原で 総 寄 合 を 行う という ことの 訛伝 

でありました。 

雲助に は 国 持 大名が 多い —— 彼等 は 長 州と 呼び、 武 

州と 呼び、 因 州と 呼び、 野 州、 相 州と 呼ぶ こと を 誰 人 

の 前で も 憚りと して はいない。 国 持 大名の 二十 や 三 

十の 頭 を 揃える 分に は、 彼等の 社会に 於て は 朝飯前の 

仕事で ある。 

なんどき  かよう 

つまり、 明日の 何時かに、 斯様の 意味に 於ての 国 持 

大名た ちが、 関ヶ原に 勢揃い をして、 しゃん、 しゃん、 

しゃんと やろうと いう、 その 訛伝が、 こんな ことに 伝 

えられた ものと 見える。 


そういう 空気のう ちに、 来 友 は 関ヶ原の 駅へ 乗 込 も 

うとして、 その 間の 野 上と いうの を 通りかかつ たもの 

です。 

そこに かなりの 混乱 を 見ました。 

みせさき かが リ 

と ある 店 前に 篝を 焚いて、 その 前で 多数の 雲助が 

「馬方 蔷麦」 の 大盤振舞に ありついて いると ころです。 

女中た ちが 総出で 給仕 をして やって いるが、 その 奥 

の 屋台に 控えて、 

「さあ、 みんな、 遠慮せ ずに 食いな、 うんと 食いな、 

ここ は 桃 配りと いってな、 家康 公が 桃 を 配った ところ 

だ。 ナニ、 桃 じ や 無え、 家康 公の は 柿 だと —— どっち 


でもい いやな、 今夜 は蒿麦 配りの 山 だ、 うんと 食いな。 

お代り、 お代り、 あちらの 方で もお 代りと おっしゃる、 

こちらの 方で も …… おいきた、 若衆、 こっちへ 出しな。 

さあ、 お 待 遠 さま —— 」 

せしゅ  おおわらわ 

大盤振舞の 施主 自身が、 大童 にな つ て 盛 替えのお 

給仕の 役 をつ とめて いる。 

それ を 見て 馬上の 来 友が、 あつ！ と 仰天し ました。 

この 大盤振舞の 施主 は、 ほかならぬ 道 庵 先生で あり 

ました からです。 

それとも 知らぬ 道 庵 先生 は、 

「さあ、 遠慮 をせ ずと、 いくらでも お代り を 言って く 


んな、 今日はお 蒿麦 でたん のうしても らうんだ が、 明 

日と いう 日 は 白い おまん ま を 炊き出して、 兵糧 を うん 

と 食わせる から、 すっかり 馬力 を かけて 石 田 三 成 を 

やっつけて くんな、 毛 利 も、 浮 田 も、 何の その だ、 さ 

あ、 お代り、 お代り」 

道 庵が 声 をから して どなって いる。 メ ダカが 餌に あ 

りついた ように、 無数の 雲助 は 寄りた かって、 ハゲ 

ちゃびん  むさぼ 

茶瓶 を 振り 立 てつつ 馬方 薔麦を 貪 り 食って いる。 

十六 


あき 

呆れ返って、 馬から 飛び下りて 来た 来 友に 向って 道 

庵 は、 いかに この 場に 集まった 雲霞の 如き 雲助と いう 

種族が、 愛すべ き 種類 の 人類で あるかと いう こと を、 

と 1 つと ラ 

滔々 と 説いて 聞かせました。 

道 庵の 昂奮した 頭で 説明され た 雲助 礼讃 は、 言葉 そ 

のままで 写す と 支離滅裂になる おそれ も ある。 よって 

これ を 散文詩の 形式で 現わして みると、 こう もあろう 

かと 思われる —— 

嗚呼、 愛すべき は 雲 ちゃんなる 哉。 

わが 親愛なる 雲助 諸君 こそ、 現代に 於け る 最も 偉大 

なる 自然 児の 一 人で ある。 


悪口 は 君達の 礼儀で あり、 野性 は 君達の 生命で ある。 

無 所有が 即ち その 財産で、 労働が 即ち その 貨幣で ある。 

家 は 無しと，. 雖も、 天 を 幕と して 太平に 坐し、 一 本の 竹 

杖が ありさえ すれば 万里 を 横行す るの 度胸が あり、 着 

物が 無ければ 傘 を 引つ ぺ がして 着る だけの 働きが あ 

る。 

しかるに 世間 に は 往々、 この 愛す ベ き 自然 児た る 雲 

ちゃん をつ かまえて、 道中 筋の 悪漢の 代表で も あるか 

の 如く 讒誣す る 心得違いが 無いで はない。 甚 しいの 

は、 ザ J の 愛すべ き 雲助 を かの 卑しむ ベ き 折 助と 混同す 

る 奴 さえ ある。 


わが 雲助 こそ は、 天真 流露の 自然 児で あるのに、 か 

の 折 助 は、 下卑た、 下等な、 安直な、 そのく せ 小細工 

を 弄する 人間の 屑で ある。 

雲助 諸君 こそ は、 天地の 間に 裸一貫で 堂々 たる 生活 

を 営む に拘ら ず、 かの 折 助 は 何者 だ！ 

由来、 道 庵と 折 助と は 反が 合わない ものの 型に なつ 

ている。 雲助 を 礼讃す る 一面が、 自然、 折 助の 弾劾と 

なる の は 免れ 難い 因縁 かも 知れない！ 自然、 雲助 を 

引立てる ために 折 助の ァラを 数え立てる こと を、 道 庵 

先生 はち つ とも 遠慮 をして いな い。 

折 助 は 暗い ところで 


まあ ちゃんと 戯れ 

夜鷹 を 買い 

縉を 折り 

鼻 を 落し 

小 また を 掬い 

狎れ 合い 

時として は 

デモ 倉と なり 

時として は 

プロ 亀と なり 

まった、 風の 吹 廻し では 


ファッショ ィ とな リ 

国侍と なり 

景気の いい 方へ 

出た とこ 勝負で 渡り をつ け 

ちょうちんもち 

お 手先と なり、 お 提灯 持と なり 

あく. lg り 

悪 刷 を売リ 

世 を 毒し、 人 を 毒す る 

要するに 下卑た、 下等な 

安直な 人間の 屑 は 折 助 だ 

道 庵の 見る ところでは、 折 助 はかくの 如く 下等な も 

の だが、 わが 親愛なる 雲 ちゃんに 至って は、 決して そ 


んな もの じ やない。 

銅 脈 も かって、 雲助の 出 所の 賤 しからざる こと を 

歌って、 

雲助 是 何者、 更非 雲助 児、 尋昔 元歴々 …… 

すじよ う 

と 言って いる 通り、 この 素姓が 賤 しくね えから、 貧乏 

はしても、 折 助 あたりと は 品格が 違わ あ。 

ぼラ とく 

およそ、 当代の 下劣なる 流行と、 野卑と 煽動と 冒瀆 

と は、 ほとんど すべてが 折 助の 手に よって 為されぬ と 

いうの は 無い けれど、 雲助に 至って は、 いったい 何 を 

悪 いこと をし ました か？ 

調べ て ごらんなさい、 道中 筋の 悪漢の 代表で も ある 


かの ように 見られて いる わが 雲助が、 今までに 何 を 悪 

いこと をして いる。 彼等 は 天真な 自然 児で あると 共に 

善良なる 労働者で ある。 彼等 あるが 故に、 箱 根 八 里 も 

馬で 越せる。 越す に 越されぬ 大 井川 も 鼻唄で 越せる。 

荷 栴ぇを させて は 堅実 無比で ぁリ、 駕籠の 肩 を 担いで 

は、 お 関所の 門限 を 融通す るの 頓智 も ある。 雲助 唄 を 

歌わせれば、 見かけに よらず、 行く 雲 を 止める の 妙 音 

を 発する 者 さえ ある。 強いて、 彼等が 為す 悪い ことと 

して 見るべき ものが ありと すれば、 それ は 酒 料 を ゆす 

るく らいの ものだろう。 だが、 その 酒 料 を ゆする にし 

てからが、 無法な ゆすり 方 は 決してし ない、 こいつ は 


ゆするべき 筋が あると 睨んだ 時に 限る ので ある。 それ 

も、 その 際、 旅人が 自覚して、 相当に 財布の 紐 を ゆる 

めさえ すれば、 彼等 は 難なく 妥協して こだわりがない。 

彼等 は 強盗 をし ない、 小細工をしない、 見かけ は 鬼の 

ようであって、 実は 淡泊に して、 親切に して、 且つ 苦 

労 人であって、 同情と いう こと を 知ってい るが、 決し 

て それ を 押売り はしない。 

彼等 は、 落ちたり といえ ども 一 国 一 城の 主 を も つ て 

自ら 任じ、 決して 親の つけた 名前なん ぞを 呼ぶ もの は 

ない。 

試みに、 天下の 街道から、 この 愛すべき 雲ち やん を 


取 去って みると —— 

交通 はばった りと 止り、 景気 はすつ かり 沈んで、 五 

十三 次の 並木の 松に は 不景気が 首つ り をす る。 雲助が 

あって 天下の 往還が あり、 天下の 往還が あって 雲ち や 

んが ある。 

嗚呼、 敬愛すべき わが 自然 児 雲助 諸君、 おら あほん 

とうにお 前た ちに 惚れた よ。 

おおよそこう いったよ うな もので、 道 庵 先生の 雲助 

に対する 礼讃ぶ り は 最大 級の ものに 達して いるの は、 

一 つに は、 これ は 折 助の 卑劣なる ものに 対する 日頃の 

反感が 手つ だってい ると はいえ、 また 今日の ぶった く 


りなん という 振舞が、 すっかり 道 庵の 気に入つ てし 

まった ものと 思われる。 当時 泣く 子 も 黙る ところの 長 

者 町の 大 先輩と も あるべき もの を、 一言の 挨拶 もな く、 

いきなり ふん づ かまえて、 手前 物の 駕籠の 中へ 押 込み、 

約 十 里と いうが もの 宙を 飛んで、 ところ も 嬉しい 関ケ 

原の 野 上へ 持って来て、 さあ、 どうで もな リゃ あがれ 

やす 

とおつ ぼリ 出した 度胸なん ぞは、 まことに 及び 易から 

ざる もの じ やない か。 

一 も 二 もな く 雲助の きっぷに 惚れ込んだ 道 庵が、 こ 

あぶ もの 

こで 彼等の 溢れ 者 をす つかり かり 集めて、 大盤振舞 を 

した 上に、 明日 はこの 勢いで 関ヶ原 合戦の 大 模擬戦 を 


行って 見せる の だとい う。 

すなわち、 自分が 雲助の 大将と して、 大御所の 地位 

に 坐り、 一 方、 石 田、 小 西に 見立てた 西 軍 を 編成して、 

あちらに 置き、 そうして 明日 は ひとつ 天下分け目の 人 

騒がせ を やる の だとい うこと を、 道 庵が しきりに 口 

走って いる。 

リ ゆうげん ひご 

はは あ、 垂 井から こっちへの 流言 蜚語の 火元 はこれ 

だな！ 

東 は 水 戸 様が 出馬し、 西 は 長 州 侯が 出陣し、 東西の 

国 持 大名が 轡を 並べる というの はこれ だ。 

米 友 は、 道 庵の 雲助 礼讃が 終る の を 待ち、 清洲 以来 


の 自分の 行動 を 物語って 道 庵の 諒解 を 求めた 上に、 親 

方のお 角から 頼まれて、 これから 関ヶ原まで 行かねば 

ならない ことの 承諾 を 求めた けれども、 雲助に のぼせ 

き つ ている 道 庵の 耳に は 入らな い。 

「ああ、 いいと も、 いいと も」 

「ああ、 いいと も、 いいと も」 

道 庵 は 一切 無条件で、 米 友の 申し出 を受 入れて しま 

う もの だから、 来 友と して は 手の つけよう がな く、 そ 

うかと いってこう までの ぼせ 切って いる 道 庵 を、 この 

多数の 雲助の 手から 取り上げて、 常道に 引戻す こと は 

不可能の こと だ。 


それともう 一 つ、 今晚 このところから 道 庵 先生 をテ 

コ でも 動かせない ことにした ところの 理由が、 まだ 存 

在す る。 というの は、 この 野 上の 地点と いう ものが 

関ヶ原 合戦の 時、 まさしく 大御所 家康が 本陣 を 置いた 

ところな のです。 桃 配りと いう 名 は、 家 康が桃 を 配つ 

たから だとい うの は 道 庵 一 流の ョタ だが、 この 地点に 

き か 

徳川家 康が百 練 千 磨の 麾下の 軍勢 を 押 据えて、 西 軍 を 

おしつぶ 

押 潰した という 史蹟 は 争えない ものが あるので す。 

そこで、 道 庵 先生、 雲助に 共鳴して はしゃぎ 切って 

いる 一方、 自分 はいつ しか 大御所 気分に なって、 のぼ 

せきって しまって、 ここに 今晩の 本陣 を 押 据えて、 明 


日 は 西 軍 を 微塵に 踏みつ ぶして、 小 関の あとで 首実検 

を するとい う 威勢に 満ち 満ち 切 つ ている のです から、 

米 友が 何 を 言う かなん ぞは 全く 耳に 入ろう はず も あり 

ません。 

しかし、 来 友と して は、 この 先生の 気象 は 呑 込んで 

いる こと だし、 相手に 心酔し、 共鳴して やる 仕事 だか 

ら、 危険性の ない という 見極めが ついてい るから、 道 

庵の 為す がま まに 任せる より ほか はない と 思いました。 

「じ や 先生、 おいら は 先に 関ヶ原へ 行って るよ」 

かくて、 てん やわん やの 野 上 駅の 騒ぎ を あとに して、 

また 力 

米 友 一 人 はまた 馬に 跨って、 関ヶ原へ 向けて 出発し 


ました。 

十七 

大 垣より 垂 井へ 一里 十一 町 

垂 井より 関ヶ原へ 一 里 半 (その 間に 野 上) 

お 角から 指定され た 宿の 恵 比須屋 へ 来 友が 到着し ま 

した。 

恵 比 須屋の 上 壇の 座敷 を 二 間 も 占領して、 頑張って 

いるの はお 銀 様で ありました。 お 銀 様 は あの 事あって 

以来、 ことにお 角との 同行 を 好まない らしい。 あの 事 


というの は、 お 角が ぜひな く 岡 崎 藩の 美少年と 相 駕籠 

で、 自分の 先 をき つたと いう ことでありましょう。 そ 

れに、 今日は、 あの 美少年と しめし 合わせて、 どうや 

ら、 別に また 一 行の 他人と 旅 を 共に する 約束が 出来た 

らしい。 

相手の 何者か はわから ない が、 ただでさえ 毛嫌い を 

はじめた お 銀 様が、 それ をう ベな うべき はず はない。 

お 銀 様 は 一 行の 頭 をお さえて 自由 気儘な 行動 をと る。 

それ だから 無論、 六角堂で 待合 わせて、 大 垣で 落 合う 

と いうよう な こと は 知らない。 

ただ、 今晚 はどうしても 大垣 でお 泊り なさる ように 


と、 お 座敷まで 取って あるの を 聞き流し てお 銀 様 は 

関ヶ原まで 打た せて しまいました。 お 角、 及び 新たに 

加わった 一 行の 空気と 相 触れる こと はお 銀 様と して は 

絶対に 許せない。 お 銀 様と して は、 このまま 全く 自分 

勝手の 自由 行動 をと つて、 行く ところへ 行って しまい 

たいの だが、 それ は、 旅慣れな いお 銀 様の 気持が 許さ 

ない ので はなく、 保護者と して、 預り 主としてのお 角 

さんの 立場が 許さない。 そこで、 眼に も 余リ、 手に も 

わがまま 

負えない 我儘い つ ぱいの 自由 行動 を 黙認しながら、 し 

かもお 角さん は、 お 銀 様に 対する 監視の 眼 だけ はちつ 

とも ゆるめな いのです。 


今夕 も、 関ヶ原まで 伸す という 行動に は 一 切 干渉し 

ない 代り、 心 利いた 若い者の 庄公 を目附 として、 ここ 

まで つけて よこしました。 

庄公は 宿の 一間、 いつもお 銀 様へ 眼の 届く ところに 

部屋 をと つて、 監視の 任に 当ってい たが、 旅の 疲れで 

眠り こけて しまいました。 

かご あんどん 

夜更け、 人 静ま つ た 時分、 お 銀 様 は 籠 行燈の 下で 関ケ 

ひもと 

原 軍記 を 繙 き 出しました。 

お 銀 様 は、 まだ 知らない 行 先の 土地の こと をよ く 

知っている —— これが、 この 行中 もお 角さん の 最も 驚 

異 すると ころの 一 つで ありました。 


自分 はかなり 世間 を 歩いて いるのに、 世間 を 知らな 

いこと が 多い、 はじめて 旅に 出た お 銀 様が 一 から 十 ま 

で、 まだ 踏まない さきの 土地の こと を 知っている。 こ 

のことの 驚異が、 お 角さん として、 お 銀 様と いう もの 

を、 いよいよ 底 気味の 悪い ものにし ている。 人 は 自分 

の 持たぬ もの を 見る のに 過大な 影 を 置く もので、 まの 

あたり 眼で み、 耳で 聞く ことのほかに 知識の 鍵 を もつ 

ていないお 角さん が、 一室に 閉 籠って 蓄えて いたお 

銀 様の 読書の 知識と い う ものに 思 い 及ばない からこ そ、 

大きな 驚異と、 怖れと が ある。 

それにしても、 お 銀 様の 知識と いう もの は、 単に 普 


通の 人の する 読書 や 見聞から 来る 知識 以上に 豊富な も 

のが ぁリ、 また 同時に 読書の 知識と、 旅の 実際と を考 

証して みる ことに、 少なからぬ 興味 を 持って いた もの 

ですから、 到る ところの 名所 古蹟に 対する 予備知識に 

加うるに、 その 土地 土地に 於ての 参考資料 を おろそか 

に はしなかった のです。 

名古屋 にいる 時に もうす でに、 関ヶ原に 関する 史料 

を 相当に ととのえて 持って いました。 いま 関ヶ原 軍記 

を繙 いている の は、 明日 は 指呼 歴々 の 間に、 軍記の 示 

す 配列 を 実地に 眺めよう との 下心に 相違ない。 

だが、 お 銀 様の 関ヶ原に 興味 を 持つ の は 一日の 故で 


はない —— お 銀 様 は 関ヶ原 合戦の 歴史に 於て、 どうし 

たもの か、 西 軍に 同情 を 持って いる。 石 田、 小 西に 勝 

ひいき 

たせたい とい ぅ蟁 肩が 、 物 の 本 を 読む) J とに こみ上げ 

て 来る の を 如何と も 致し 難い。 それだけに 家康を 嫌い 

ます。 或いは 家康を 虫が 好かない 故に こそ —— 西 軍に 

貝 頭 肩が 出る のか も 知れない。 けれども、 あの 時に 於て、 

お 銀 様の 矗肩 とか、 興味と かいう ものが、 石 田、 小 西 

に 集中して いる わけで はない、 その 人 は 別に あるので 

およそ 関ヶ原 軍記のう ちに、 お 銀 様 をして、 この 人 

こそと、 無上の 共鳴と、 同情と、 矗 展を 与えて いる 人 


がた つた 一人 あるので す。 常の 時で さえ、 お 銀 様 は そ 

の 人の こと を 想い出で ると、 涙 を 流して 泣く だけの 同 

情と、 矗 肩と を 持つ ている。 それ は 誰 人ぞ、 

おおたにぎ ようぶしょう ゆうよし たか 

大谷 刑部少 輔吉隆 その 人。 歴史上の 人物で、 お 銀 様 

が このく らい 自分 を 打 込む 人 は、 唯一と は 言わない ま 

でも、 稀れ なる 例であります。 

まして、 この 時、 この 場へ 来て、 夜更けて 人 静まつ 

さ  もうろう 

た 時分です。 冴えき つた 眼の 前に、 朦朧と して その 人 

が 現われて 来る の は 是非 もない ことです。 

十八 


お 銀 様 は、 今 ここで 次の ような 大 芝居 を 見て いる。 

宏大なる 一室に 紙帳 を 釣らせて、 その 中に 敷 皮 を 敷 

いて、 白 絹の 陣羽織に 白金 物 打った 鎧 を 着て、 坐って 

いるの が大谷 刑部少 輔吉隆 である。 

紙帳が よく 透き通って いるから、 芝居の 土間の 二三 

あたりで 見る よりも、 はっきり とお 銀 様 は、 刑 部少輔 

の 科白から 表情の 一 切 を 見て取る ことができる。 

かく 身体 はいかめ しく 鎧って いるのに、 頭 は 法 体で、 

面目が 崩れて いる。 お 銀 様と しても、 それ を、 崩れて 

いると より ほか は 見よう がありませんでした。 眼 だけ 


は爛々 として 輝く ものが あるのに、 鼻梁 は 落ち、 顔面 

はた だれ、 その上に 姐が 湧いて いる。 

誰 人 も、 この 名将の 面影に、 その 無惨なる 天刑 (？) 

の存 する こと を まともに 見る に は 忍びない はずで あり 

ます。 然るにお 銀 様 は、 じっと 瞳 を こらして、 それ を 

まともに 見て いるので あります。 こうして 大谷 刑部少 

輔は 紙帳の 中に、 ひとり 端然と 控えて いる ことしば し、 

これ も 武装 をした 一 人の 使者が 眼前に 現われました。 

「石 田 治 部 少輔の 家来、 柏原彦 右衛門に ござります る」 

使者の 者が こう 言つ て 頭 を 下げる。 刑 部少輔 吉隆は 

うなず 

頷 いて、 


「うむ、 彦右 か、 大儀であった、 さいぜん 治 部 殿から 

御手 紙で あつたが、 重ねて、 そなた を 使者と してつ か 

わされた 次第 は？」 

「主人よりの 申附 けにより、 刑 部 少輔殿 を、 枉げて 佐 

和 山の 城へ 御 案内 申せとの ことに ござり まする」 

「それ は 心得ぬ、 我等 このたびの 出陣 は、 内府 公の 加 

勢 をして 会津 発向の ほかに 用 向 はこれ 無き はず、 治 部 

少輔が この 際、 我等 を 途中より 招かる る は、 さだめて 

何ぞ 別段の 思惑 も ある ことであろう、 そち は 使者 を 命 

せられた ほどの 者で ある 故に、 その 仔細 を 存じて おら 

るる はず、 申し聞かせられい」 


「主人 事、 私共へ は なんらの 申し 聞け は ござり ませぬ 

が、 内府 公の 御手 前の 儀 は、 我等 主人に 於て 何分に も 

つかまつ 

おとりなし 仕 るべき により、 枉げて 佐 和 山の 城へ お 

立 寄り を 願いたい、 我等 主人 胸中に は、 刑 部少輔 殿に 

格別の 御 相談 を 申し上げ たき 儀 も ある やに 察し 申して 

おります る」 

刑部少 輔吉隆 は、 それ を 聞いて、 暫く 打吟 じて 思案 

に 耽って いたが、 

「よろしい、 然る 儀なら ば、 これより 佐 和 山の 城へ 同 

道いた そう」 

と 言い切って、 面 を 上げた 大谷刑 部 少輔の 崩れた その 


顔面。 深い 覚悟の 程 も、 思い切った 表情の 程 も、 その 

崩れ 爛れた 面に は、 更に 現われて こない ことが 悲惨で 

ある。 それ をお 銀 様 は 悲惨と して 見ないで、 かえって 

自分の 顔と して 見て いるよう です。 

石 田 治 部 少輔三 成の ために —— 単なる 一 友人で ある 

ところの 石 田の ために、 せっかく 越 前の 敦賀 から 踏み 

出して 来て、 江戸の 家康の 手に はせ 加わって、 会津の 

上 杉 征伐に 向う つもりと ばか リ 期待して 軍勢 を 引 連れ 

て 出て 来た 身が、 ここで ガラリ と 向き を かえて、 江 州 

なる 佐 和 山の 城 —— つまり 石 田の 居城への 招請 を 甘ん 

じて 引受けた この 名将の 心理が、 少しも その 顔面の 表 


情に 現われて こない こと を、 お 銀 様 だけが 痛快に 感じ、 

その 崩れ かかった 顔面の 中に 大谷 吉隆を 見ないで、 か 

えって 自分の 面体 を 見て、 お 銀 様の 心が よろこび 躍り 

ました。 

舞台が そこで 暗転の 形と なる。 

十九 

ここ は いわゆる 佐 和 山の 城の 大広間であろう。 大谷 

刑 部 は 以前と 同じ 姿 形で 一 方の 敷 皮の 上に 胡 坐して い 

る。 


えぼし 

それと 相対して、 烏帽子 大紋の 容貌 優秀なる 大名が 

一人、 同じように 敷 皮の 上に 座 を 構えて いる。 これが 

当 城の 城主 —— 石 田 治 部 少輔三 成に 相違ない。 

かくて、 両者の 対話と 問答が はじまる。 

「実は このたびの 会津 反乱と いう は 仮り のこと、 実は 

我等、 多年 思い立ち 候 事な り」 

多年の 企画が ここに 火蓋 を 切って、 いよいよ 徳川家 

康を 向う に 廻して 天下分け目の 大謀 がその 緒に ついた 

ちくいち 

こと を、 三 成が 逐一、 大 谷に 向って 打明ける。 会津の 

上 杉に すすめて 兵 を 挙げさせ、 家康 がその 征伐の ため 

に 伏 見 を 立って 東 下す る —— という 表面の 事態、 裏に 


は 石 田と 直 江山 城との 策動が 熟し 切って いて、 家康の 

東 下 を 待って、 その あと を覘 おうとの 方寸 を 三 成が 吉 

隆に 打明けた のであった。 

それ をい ちいち 聞いて いた 大谷刑 部 は、 例の 崩れ か 

か つ た 面を燈 火に 向けて 言った、 

「これ は 以ての外の 不 了見で ござる」 

「以ての外の 不 了見と は？」 

心さ わぐ 三 成 を、 吉隆は 制して 言った、 

「貴殿と いう 人 は、 江戸の 内府を 並大抵の 人と 見て お 

ら るるの か。 この 点 は 我等より はいつ そう 認識の こと 

で ござろう に、 今更 あの人 を 向う に 廻そう などと は、 


途方もない 無謀で ある、 拙者に は 貴殿の 胸中が わから 

ない」 

「家康 とても 鬼神で は ござるまい」 

ちと 

「なかなか 以て。 故の 太閤です らも 我々 へ 常々 申し 聞 

けらる るに は、 家 康の儀 は 知勇 共に そなわ リ たる 人で 

あるに よって、 我等の よき 相談 相手と 思って 馳走いた 

すの じ や、 お前た ちの 合点の いくこと ではない と、 事 

毎に 言われた もの だ。 太閤で すら、 それほどに 遠慮 を 

置いた 人物 を、 貴殿が いまさら 相手に 取って 弓矢に 及 

ぶと は 沙汰の 限りの ことで ござる、 左様な 無益の 儀 を 

思い止まって、 我等と 一緒に 会津 表へ 下向な さるが よ 


ろしい」 

三 成 は それに 答えて 言った、 

かんげん 

「それ はそう でもあろう、 貴殿の 諫言に 従って 思いと 

の っぴき 

どまる のが 道理 かも 知れない が、 今 はもう 退 引の なら 

ぬ 事態に なって いる。 というの は、 我等 上 杉 景勝の 家 

老直 江山 城 守と 堅く 申し合わせ、 当 春より 直 江が 主人 

景勝 をす すめて 旗 を 揚げさせ、 そこで、 家康 父子 を は 

じめ 徳川 一 味の 諸 軍が みな 景勝 退治と あ つ て会津 発向 

のように 仕組んで 置いた 仕事が、 予定通り 今日の 段 取 

りと なって 現われた ものである。 この 際 拙者が 思いと 

どまって、 景勝 一人 を 見殺しに できよう か、 できまい 


か、 武道の 本意に よりて 推察 ありた し。 合戦の 勝負の 

こと はどうあろう とも、 この 儀 を 思い止まる こと は、 

三 成と して は 決して 罷りなら ざるの 儀で ござる。 貴殿 

御 同意な きに 於て は 是非に 及ばぬ 儀で ござる 故に、 急 

ぎ 関東へ 参陣 あらせられる がよ ろしい」 

三 成 は 存外、 失望す る ことなく、 右の 如く 吉隆 に応 

答した。 

それ を 聞き 深めて いた 吉隆 は、 沈痛な 返事 を もって 

これに 答えた、 

「意見の 相違、 是非に 及ばぬ こと だ、 然 らば 貴殿 は 貴 

殿の 計画に 任じ、 思うよう に 計り 給え、 拙者 は 拙者と 


して、 このまま 会津 征伐に 馳せ 加わる のみ じ や」 

「全く 以て、 是非に 及ばぬ こと」 

ここで 舞台が 暗くなる と共に、 幕が 落ちた。 

お 銀 様 は 関ヶ原 軍記 を 前にして、 自分が 見ようと す 

る 芝居の筋 書 を、 こんな ふうに 胸に 描いて いるので あ 

りました。 

二十 

やがて 幕が 下りた ので はなく、 やはり 暗転の 形で 次 

の 舞台が 現われた のであります。 


それ は 前 の 大谷刑 部少輔 吉隆が 手勢 を 引きつれて 出 

て 来たに は 相違ない が、 この 時の 装い は 全く 違って い 

ね J 

る。 練の ニッ 小袖の 上に、 白 絹に 墨絵で 蝶 を かいた 

よろい ひたたれ  かっちゅう 

鎧 直垂は 着て いる けれども、 甲胄 はっけて いない、 

薄 青い 絹で 例の 法 体の 頭から 面 をつ つんで いる。 そう 

して、 四方 取 放しの 竹 轎を四 人の 者に 舁 がせて、 悠然 

として それに 打 乗って いる。 前の 場の 石 田との 会見 か 

いぶきやま 

ら垂 井へ 戻る にして は、 胆吹 山の 方角が 違って いる。 

物の すべての 面目が 変って いる こと を、 お 銀 様 は奇な 

りと しました。 

かくて 大 谷の 一 行が 街道の 並木の 中 を 上に 向って 行 


くと、 ハタと 行 会った ところの 一隊の 軍勢が ありまし 

た。 

五 七の 桐の 紋の旗 じる し。 

さんざめ かした、 きらびやかな 一 軍の 中の 総大将と 

見 ゆる 錦の 鎧直垂 —— まだ 年少 血気の 一 武将であった。 

「金 吾 中納言 殿」 

大谷刑 部 少輔の 左右の 者が 言 つた。 大谷 はうな ずい 

た —— やがて この 両隊は 行き あいばったり となる。 大 

谷 吉隆は それ を 知らざる ものの 如く 眼 をつ ぶ つ て 行き 

過ぎて しま つ た。 

ゆ * つし 

これ は 実に 違 礼であった。 秀秋は 高台 院の 猶子で、 


太閤の 一 族、 福 島 正則 ほどの 大名で もこれ と 同席 さえ 

する ことので きなかった 家柄で ある。 刑 部 は 何故に 礼 

を 忘れた。 それ は 顔面が 崩れて、 もう 物 を 見る 明 を 失 

うていた のか、 そうでなければ 深き 物思いの ために、 

つ い 礼 を 失した ものであろう。 

そうして やり 過した 並木道。 

刑 部 少輔の 手の者が 山 蔭に 形 を 没して しまった 後、 

あぜみち 

金 吾 中納言 は、 畦 道に 馬 を 休ませながら、 家老に たず 

ねた、 

「あれ は 大谷刑 部少輔 ではない か」 

「御 音 心に) j ざり まする」 


「無礼 千万な 奴、 会津 征伐に 加わる ために 東 下す ると 

聞いた が、 どこへ 行く の だ」 

「不審に 候」 

家老の 松 野 主馬が 答える と、 他の 一 人の 家老の 稲葉 

正 成が 言う、 

「大谷 刑 部 も 存外、 目先の 見えぬ 愚将じ やわい」 

「愚将 と は？」 

「あれ は 志 を 翻して、 石 田 三 成 を 助けに 行く ので ござ 

る」 

「治 部 少輔へ 加勢に か …… 」 

かまき リ 

「螳螂の 軍に 加わる きりぎりすの ような もので ござ 


る」 

一 軍の 間に 嘲笑が 起ろうと する 時に、 家老の 松 野 主 

さえぎ 

馬が それ を 遮った。 

「大谷 ほどの 者が なんで 成敗の 道 を 知らぬ はずが >  J ざ 

ろう、 あれ は 石 田 を 助けに 行く ので はない、 三 成に 首 

を 与えに 行く の だ」 

「首 を 与えに」 

「あの 汚ない 首 を …… 」 

一 軍の 間に 嘲笑の 色が 動く の を、 松 野 主馬が また 抑 

えた。 

「事の 成る を 知りつつ 事 を 共に する は 尋常の こと、 わ 


が 不利 を 見て 相手に 節 を 売る は 売女の 振舞 —— 成敗 を 

眼中に 置かず、 意気 を 方寸に 包んで、 甘んじて 弱き に 

味方す る 英雄の 心情、 それ は 英雄の みが 知る ものに 相 

違ない、 偉なる 哉、 刑 部少輔 —— 」 

嘲笑の 色が、 この 悲壮なる 讃美の 声で 圧倒され てし 

まった。 

小 早 川 金 吾 中 納言秀 秋 の 血気の 上に、 愴然 たる 雲が 

力 力る 

家老 松 野 主馬 は、 それに 附け 加えて、 全軍に 諷する 

ところ あるが 如く、 主人に 諫 むる もの あるが 如く —— 

また いささか 自ら 絶望の 気味 あるかの 如く、 次の よう 


に 言う、 

「彼 は、 上 杉 征伐に 従うべく、 居城 越 前の 敦賀を 出て、 

この美 濃の 国の 垂 井の 宿まで 来た 時分に、 石 田 三 成 か 

ら 使者 を 受けた の だ。 年来の よしみで、 石 田に 加勢 を 

頼まれた の だ。 彼 はこれ を 意外とした。 彼 ほどの 聡明 

な 武人が、 敵 を 知り、 我 を 知らぬ という 法 は ござらぬ、 

今の 世、 徳川 内府を 向う に 廻して 歯の 立つ 者の ござら 

ぬと いう 道理 を 嚙んで 含める ように 三 成に 説いて 聞か 

せた もの だ。 三 成 も、 大 谷が 説く くらいの こと は 知つ 

ている。 知って はいるが、 今、 思い 上って いる —— 意 

見の 相違。 ついに 物別れに なって、 かれ 大谷 は垂 井の 


陣へ 引返した の だが II 彼 は 成敗の 理数 を 知る と共に、 

朋友の 義を 知っていた、 そうして 垂 井へ 帰った 後に、 

三た び 使者 を やって 三 成に 反省 を 促した もの だ。 その 

なげう 

効 無き を 知って、 ついに 一身 を 抛って 三 成に 与える 

の 覚悟 を 決めた ものな の だ。 そうして 今日は 垂 井の 陣 

を 引 払って、 ああして 佐 和 山の 城へ 三 成 を 助けに 行く 

ところな の だ。 あの 顔色 を 見 給え、 彼 は 気の毒に 病気 

では あるが、 あの 無表情な 面に 深刻な 反省が あり、 決 

みのが 

意が 溢れき つてい るの を見遁 して はならない。 事の 敗 

るる こと を 万々 承知の 上で、 甘んじて 友 を 助く るの 魂 

を 見て 置く がよ ろしい」 


松 野 主馬 は それから、 主人 金 吾 中納言 の 馬 前に 膝 を 

突いて、 言葉 を 恭 しくして 次の 如く 言った、 

「あれ を ごらん あそばし ませ、 ただいま 軍勢に 向って 

申しました 通り、 あれ は 大谷刑 部少輔 が、 石 田の ため 

に 命 を 与えに 行く 道す が らで ござり まする。 まことに 

もののふの 鑑 と 申すべき では ござ リ ませぬ か。 恐れ 

ながら、 わが 御先 代の 小 早 川 隆景公 は 日本 第一 の明将 

で ございました。 御 一身の 栄達 を 犠牲に して 毛 利の 本 

家の 礎 を 据え、 筑前 五十 万 石 を、 太閤 殿下よりの 御 養 

君た る あなた 様の ために 残し、 御身 は 何物 を も 持つ こ 

となく して 生涯 を 終りに なりました。 この 御 陰徳が い 


つの 世 か 報い 来らぬ ことの 候べき —— 豊臣は 亡び、 徳 

川 は 衰える とも、 毛 利の 家 は 動く ことな かるべし と 人 

うわさ 

が 噂 をす るの は、 一に 隆景 公の 御 陰徳と 申しても 苦 

しう ござりますまい。 太閤 殿下の 御 血筋 を 引き、 この 

おそ 

小 早 川の 名家 を 御 相続 あそば された 我が 君 —— 畏 る ベ 

き は 後代の 名で ござり まする、 あやかり あそばし ませ 

—— いま 目の あたり 見る 大谷刑 部が 義心 を 御覧 じ ませ、 

事の 成らざる を 知りつ つ 一 身 を 友に 与うる は、 ものの 

ふの 鑑 にご ざり まする、 我等 武人と して は、 この 後塵 

を 伏し拝む ベ きで ござります」 

松 野 主馬 はこう 言つ て、 主人の 馬 前から 向き 直って、 


ただいま 大 谷 吉隆が 過ぎ て 行った 馬 印 の 後ろ かげ を 合 

掌して 伏し拝んで いる。 一軍 粛 として 声がない。 夕陽 

が 松原の あなたに 沈む。 お 銀 様 も、 もらい 泣きと いう 

に は あまりに 溢れる 涙 を 如何と もす る ことができない _ 

袖と 袂を押 当てて、 面 を あげられない 気持に なって し 

まった。 

その 時、 関の かなたで 鶏が 啼 くような 声が したが、 

まだ 夜明けで は ある ま い。 

ああ、 いい 芝居、 わたし はこの 芝居 を 見たい ために 

関ヶ原へ 来た。 

三 成 も 悪い 男で はない が …… 


吉隆 はいい 男です ねえ。 

わたし は、 日本の 武士で、 まだ 大谷 吉隆 のよう ない 

い 男 を 知らない。 

今 は、 その 人の 討死した 関ヶ原の 駅頭に 来て いるの 

だ。 あのい い 男の 首 塚が、 ついこの 辺に なければ なら 

ぬ。 

わたし は、 何 をお いても、 あの人の 墓 をと むらって 

あげなければ ならぬ —— 明日、 明朝 —— いいえ、 今夜 

これから  ちょうど、 月 も あるし  

大谷吉 隆の首 塚 を、 わたし は、 これから、 とむらつ 

てあげなければ ならな い。 


二十 一 

あの 晚、 道場へ 逃げ込んだ ために 虎口 を遁れ たお 雪 

ちゃん は、 おりから 道場の 中で 居 合 を 抜いて いた 宇津 

木 兵馬の ために 擁護され ました。 

しかしお 雪ち やん も、 それが 兵馬で あると 知って 救 

い を 求めた ので はなく、 兵馬 もまた お雪 ちゃんと 知つ 

たち ま 

て、 その 急 を 救った のではありません。 忽ち 続いて 

起った あの 兇変の ために、 おた がいの 見知り 人な ど は 

飛んで しまいました けれども、 翌日に なれば、 それ は 


当然、 あいわから なければ ならない ことであります。 

わかって みれば、 それ は 上野 原 以来の 相識れ る 人で 

した。 すなわち、 道に 悩んで 一 杯の 水 を 求めた 人が 兵 

馬で、 快く それ を 与えた のみならず、 温き 一夜の 宿 も 

かした のがお 雪ち やんで あります。 

兵馬と お雪 ちゃんとの 名乗り 合いが あり、 その後の 

おた がいの 変化の ある 身の上 話が あり、 結局 は 再び 相 

すま い 

応院へ 送られて は 来たが、 その 住居に は 竜 之 助が いな 

いのみ ならず、 貸本屋の 政 どんが 来た 形跡が あり、 そ 

れと 同時に 何者に かいたく 踏み荒されて 行った 跡が 

歴々 であります。 けれども お雪ち やん は、 器用に それ 


を 兵馬に は 押 隠し、 自分の 生活 は、 久 助さん の ほかに 

は 水入らず だとい うこと を 示し、 同居人、 すなわち 竜 

之 助の こと を 兵馬に 語る はずの な いのは、 その 以前 か 

らー 一人の 間に わ だか まる 何物 か を 察して いるから のこ 

とです。 

そのうちに お雪ち やん は、 いろいろの 方面から、 そ 

れ となく 聞き込んだ ところに よると、 どうも、 あの 代 

官を 殺し、 妾 を 奪うた という 大 悪人が、 自分と 生活 を 

共に していた 竜 之 助で はない か、 あの人に 相違ない I 

I というよ うな 心に 打 たれて、 身 も 世 も あらぬ ほどに 

驚き、 同時に、 竜 之 助 はも はやこ こへ は 決して 帰って 


来ない という こと を 信ずる に 至りました。 

竜 之 助 はいない —— という こと をお 雪 ちゃんが 見 極 

めて しまって、 兵馬 を 迎える ような 順序に 知らず 識ら 

ず 落ちて 行った こと は、 兵馬 も 強いて こちらへ 来る つ 

もり もな く、 お雪ち やん も 決して 兵馬に 来ても らうつ 

もりはなかった のです が、 この 際、 一人の 生活の 不安 

と、 それから 兵馬と しても 頼まれた 新お 代官と いう も 

のが、 ああい う 羽目に なって みれば、 代官 屋敷う ちに 

居す わりにく いものが ある。 その 両者の 雲 行が どちら 

から 誘う とも、 求める ともなし に、 兵馬 はお 雪ち やん 

のい ると ころへ 暫く 身 を 寄せて いる ことにし、 お雪 


ちゃん も 否応な くそれ を 迎えて しまった ものです。 

二人が こうして いるの も、 偶然、 旅路の 一 つ 宿へ 泊 

り 合わせた ような もの だから、 決して 長い間で はない 

と いう こと を 一 一人 は 心得ながら、 暫 しの 生活 を 同じう 

しました。 

代官 殺しと、 お 蘭 誘拐の 一 切の 検分 をして、 自分 相 

応の 観察が あるら しく、 兵馬 は 朝早く 出て 行って、 帰 

リは 不定であります。 

飛驛、 信 濃の 高山が 鳴り 出した の は、 その 前後の こ 

とであります。 

今日 も 兵馬 は、 何 か 心 当りあって 早朝に 出て 行き ま 


した。 あとに 残ったお 雪ち やん は、 ィャ なおば さんの 

着物 を 縫い直す ために 針 を 運びながら、 「死」 という こ 

と を 考えさせられて おりました。 

ああ、 わたしたちの 行く 道 は、 「死」 という ものより 

ほか は 何物 もない ので はない かと。 

お母さん も 死んだ、 姉さん も 死んだ、 誰も 彼 もが 死 

んで 行く、 あたりまえに 死ねない 人 は 殺されて しまう。 

どちらに しても、 人間に は 死と いう ものが 待って い 

る。 若い 身空のお 雪ち やん、 無邪気な 生の 希望に 満ち 

みちて いたお 雪 ちゃんが、 今日は 死と いう ことの 予想 

に、 かえって 幾分の 慰め を 感じて いるので す。 


この 世の中 は、 そんなに 長く 生きて いる ところでは 

ない、 人 を 離れて よく 生きよう とか、 山へ 遁れて 楽し 

く 生きよう とか、 憧れて いた 自分の 思いと いう もの は 

一 切 空想で、 行けば 行く ほど 重し が 加わって くるの が、 

結局 この 世の 習いで はない か、 それで、 早く この 世 を 

去る という ことが、 かえって 人間の いちばん 幸いな こ 

とで はない か —— 

お雪ち やん は、 それ を 空想で はなく、 現実 眼の 前に 

眺めました。 

ほんと にそうでした。 よく 生きよう の、 好きに 暮そ 

うのと 思えば こそ、 一 層の 重荷が 負わされる のでした。 


死んで しまい さえ すれば こんな 重い 悩みが、 すっかり 

取れて しまう —— 自分の 苦 も、 死ぬ ことによって 一切 

解放され るから、 人 もみな 同じ こと、 よく 活かす より 

は、 よく 死なせる ことが 本当の 親切 もので はない かし 

ら。 

お雪ち やん は、 この こと を 厳粛に 考えながら 針 を 運 

んで おり ましたが、 やがて 自分の 針 を 進めて いる 縫物 

力た み 

の 品が、 ^の ィャ なおば さんの 遺物で ある こと を 見る 

と、 

「おばさん —— あなた はま だ 本当に 死に きれてい ない 

ので はない のです か」 


と、 着物に 向って 呼びかけずに はおられませんでした。 

それと 同時に、 お雪ち やん は、 この 着物が どうして 

こうまで 自分の 手 を 離れないで いるの かと、 それと こ 

れとを じ つ と 見 くらべ ておりました。 

二十 二 

そうして、 もう 日 も 入り かけて、 兵馬 も 帰って来な 

ければ ならない 時刻に なっても、 お雪ち やん は 頭 を あ 

げ ませんで した。 その 時、 不意に 縁側に 人影が あって、 

「お雪ち やん」 


「まあ、 弁 信さん！」 

縫物 も、 針 も、 物差 も、 香箱 もけ し 飛んで しまい ま 

した。 

「お雪ち やん、 わたくし は、 そうして はおられな いの 

です、 これから また 直ぐに 出かけなければ なりません」 

してみ ると、 この 僧 はお 雪 ちゃんば かり を 当てに し 

て •：：• 来たので はない らしい。 

「え！」 

「どうぞ、 おかまい 下さい ますな、 そうして はおられ 

ません」 

「どうしたので すか、 弁 信さん、 そうして はおられな 


いとお つし やる の は」 

「この 足で、 また 出かけなければ なりません」 

「どこへ です か」 

「どうも、 なんとなく、 わたくしの 気がせ わしい ので 

す」 

「だって、 弁 信さん、 わたしじゃありません か …… あ 

なた の 落着きな さると ころと、 わたしの 待って いると 

ころと が、 ここの ほかに あるので すか」 

「あります」 

「おや —— では、 弁 信さん、 あなた はわた し を 訪ねて 

おいでにな つたので はない のです か」 


「もちろん、 あなたに 引かされて、 ここまで 参り まし 

たけれ ども、 このまま では 気がせいて、 落着く 気にな 

れ ません のです」 

「まあ …… 」 

あき 

お雪ち やん は 全く 呆れて しまいました。 夢の ように 

待ち 焦れて いた 弁 信さん その 人が、 現に ここに 来て い 

るで はない か。 それ だのに その 人 は、 わたし を 物の 数 

とも 思って いて くれない というの は、 何とい ぅ異 つた 

世界に な つたので しょう。 

「では、 お雪ち やん、 わたくし はこれ で 失礼して、 こ 

れ から 急いで、 ともかくも 行って 見て 参ります」 


「どこへ です か、 弁 信さん」 

「どこへ というの は、 お雪ち やん、 わたくしの 方で あ 

なた にお 尋ねすべき ところで、 わたくしの 方から 答え 

るの は、 逆 問答になる ので ございます」 

「弁 信さん、 あなたの 言う ことが わかりません、 以前 

の 弁 信さん なら、 わかり 過ぎる ほどに わかって いるく 

せに、 ほんとう にあな たは 僅かの 間に 別の 人に なって 

おしまいの ようで ございま すね」 

「いいえ、 別の 人に なった わけで は ございません、 お 

雪 ちゃんが 昔のお 雪 ちゃんなら、 弁 信 もまた 昔の 弁 信 

でございます、 もし またお 雪 ちゃんが、 昔のお 雪ち や 


ん でないならば、 自然、 この 弁 信 も 昔の 弁 信で はない 

ことになります、 変った とすれば、 それ は どちらで ご 

ざ いましょう」 

「わたし は 変り ません」 

お雪ち やん は 意気込んで 言いました。 

そうして、 なお 附け 加えて 言う ことに は、 

「弁 信さん は 眼が 見えな いから、 変 つたと お 思 い にな 

るか も 知れません が、 わたし はこの 通り、 少しも 変り 

ません」 

「そうです か、 でも、 わたくしに はどうしても 昔のお 

雪ち やん を 瞎 かしがる ように、 暧 かしがる 気に はなれ 


ません」 

「どうしてで すか、 弁 信さん」 

「どうして だか 知り ま せんが —— わたくしの y  J の 心が 

落着きません、 わたくしの 尋ねる お雪 ちゃんと いう 人 

の 声 は、 ここでして いるのに は 相違ない が、 魂に 触れ 

る ことができません、 お雪 ちゃんの 魂 は …… 」 

「弁 信さん、 久しぶりにお 逢いした のに、 のつ けから 

そんな 理窟 を おっしゃる ものじゃありません。 わたく 

しの ほかに わたくし は 無い のです よ、 もし、 あなたが、 

わたくしの 声 をお 聞きに なった のなら、 それが 本当の 

わたくし じゃありません か。 神様の ように 鋭い 勘 をお 


持ちな さるく せに、 弁 信さん は」 

「そうではありません、 わたくし は 現在 ここで 声 を 聞 

くお 雪 ちゃんの ほかに、 もう 一人のお 雪 ちゃんが あつ 

て、 それが 行方 定めぬ 旅に 出て いると しか 思えて なり 

ません。 しかも その 行方 定めぬ 旅と いうの が、 火の 坑 

へ 転げ込んで 行く、 お雪 ちゃんの 赤ん坊 そのままです 

—— あなた は 自分の 赤ちゃんが、 地獄の 火の 坑へ 

ま 、- 

這 入って 行く の を そのままに 見て おられます か。 でも 

世間に は、 自分の 可愛 ゆい 片身 を、 罪の 塊り だなん て 

闇から 闇に 送る 親 もないで はありません が …… 」 

「ほんと にい やな 弁 B さん、 昔の 弁 B さん はさつ し 入 


リ があって、 親切で、 有り余る ほどの 同情 を すべてに 

持って 下さった のに、 今、 久しぶり でお 目に かかった 

最初に、 まあ、 なんというい やなこと ばかり おっしゃ 

るので すか」 

「いやな こと を 申し上げる つもりで 言つ ている ので は 

ありません、 わたくしの 尋ねる お雪 ちゃんの 片身が I 

I 片身と いうの もお かしい ようです が、 やっぱり、 魂 

と 申しましょう か、 その 魂が ここにお リ ません のです」 

「ほんと に 困つ てし まいます」 

ああ 言えば こう 言う 弁 信の 着 早々 の 理窟に、 お雪 

ちゃん は 何と 挨拶して いい か、 悲しい 面 をして 立ち迷 


うより ほかに なくなって いるの を、 弁 信 は、 そっけな 

いものの ように、 

「では、 わたくし は、 これから そのお 雪 ちゃんの ある 

ベく して、 あるべからざる ものの ために 出かけて まい 

リま T9」 

と 言って、 腰 を 一 つかけ るで もない 弁 信 は、 さっさと 

歩き 出して しまいました。 

「まあ、 待って 下さい、 弁 信さん」 

お雪ち やん は、 たまり 兼ねて 跣 足で 飛び出した とこ 

ろへ、 出逢 頭に 宇津木 兵馬が 帰って来ました。 

宇津木 兵馬 は、 その あわただしい 光景 を 見て 非常に 


驚きました けれども、 追い かける お雪 ちゃんよりも、 

追い かけられる 当人が、 あまりに 痛々 しい、 弱々 しい 

見すぼらしい、 おまけに 盲目と しか 見えない 小坊主で 

さえぎ 

したから、 それ を 遮りと どめよう とする 気になれ ま 

せんでした。 

いったん 跣 足で 飛び下りた お雪ち やん、 それでも 

草履 を 突つ かけた まま、 坂路を 下りて 行く 弁 信の あと 

を、 息せ き 切って 追い かけました。 追い かける と 言つ 

たと ころで、 相手が、 七兵衛 でもがん りきで も ありま 

せんから、 お雪 ちゃんに も 雑作な く 追いつく ことが で 

きました。 


追いついて さえし まえば、 ここでお 雪 ちゃんが、 弁 

信 を 手放して しまう はず はな い にき ま つ ております。 

二十 三 

それから 暫く 経つ と、 宫 川の 岸の 人通りの 淋しい 土 

手の 上 を、 極めて 物静かに 肩 を 並べて 歩いて いるお 雪 

ちゃんと 弁 信と を 見る ことができました。 

「よく わかりました、 弁 信さん のおつ しゃる ことが、 

す つ かり 呑 込めて しまい ましたから 御 安心く ださい… 

…わたし も、 こうして、 あなた を 追い かけて 来たの は 


この辺で ゆっくりと わたし からお 話 をした いこと が 

あつたから なのです、 あの 寺で はくわし いお 話ので き 

ない 事情が ありました ものです から」 

「左様で ござ いました か」 

「弁 信さん、 ほんとう にわたし は、 物語に も 書け ない 

ほど 奇妙な 縁に 引かされて、 きわどい ところに 身 を 置 

かされて おり、 どちらに も 同情 を 持たなければ ならな 

かたきどうし 

いのに、 その どちらもが 敵 同士と は、 因果な ことで は 

ありません か」 

「そうで ございま すね」 

「昨日まで は、 わたし は あの人の ために、 身 を 捧げて 


ねら 

介抱 をして おり ましたが、 今日は それ を 敵と 覘ぅ 人の 

情け を 受けて、 知らず 識らず 生活 を 共に してし まって 

いるので す、 そうして わたし は、 どちらも 憎めない ば 

かりで なく、 弁 信さん だから 申します が、 わたし は ど 

ちら を も 愛して いるので す、 どちらも わたし は 好きな 

人で、 どちら を も 憎めないで います」 

「あなたの それ は、 世に いう 娼婦の 情けと いうよう な 

ものではありません」 

この 言葉が、 お雪 ちゃんに はよ くわ かってい なかつ 

たが、 

「そういう わけではありません が、 今 S の 人 は 宇津木 


兵馬さん というの が 本名で、 それ も 今日に はじまった 

縁で はなく、 上野 原 以来、 奇妙な 縁が つながつ ている 

のです。 でも、 あの人が いて は、 弁 信さん に 限っての 

話が できません から、 こうして あなたの 後 を 追い かけ 

て、 こんなと ころで ゆっくりお 話ので きる のが かえつ 

て 安心 だと 思いました。 まあ、 何から さきにお 話しし 

ていい かわかり ません から、 思いついた まま、 順序な 

くお 話 をし ますから、 弁 信さん、 ゆっくり 聞いて 下さ 

いな」 

のびのび 

お雪ち やん はこう 言つ て、 なんとなく 暢々 した 気に 

さえな つたので す。 先程からの 急 促した 気分 はよう や 


く 消えて、 ここで はじめて、 昔 馴染に 逢って、 心 ゆく 

ばかり 話ので きる ような 気分に さえな りました。 

だが、 あたりの 光景 を 思い合わせ ると、 決して 左様 

のんき 

な 暢気な ものば かりで はない のです。 ただ、 今日は 不 

思 議に 噴火の 爆音が 途絶えた ような 気がする。 毎日 毎 

日 連続 的に 聞かされ ていた 焼ケ岳 方面の 火山の 音と い 

しゅうそく 

う ものが、 今日に 至って 終熄した という わけで はな 

いが、 噴烟 はこ こ 十 里と 隔たった 高山の 宮 川の 川原の 

土手まで も、 小雨の ように 降り注いで いるので す。 

ですから、 天地 はや はり 晦暝 という 気持 を 如何と も 

する こと はでき ません。 弁 信の 方 は 最初から、 それ は 


滞りが ありませんでした けれども、 このごろ 怖れお の 

のいて いたお 雪 ちゃんが、 今 は それ を さえ 忘れて、 春 

の 日に 長 堤 を 歩む ような 気分に、 少しで も 打 たれて い 

る こと は 幸いでした。 ここで、 弁 信に 向って お雪ち や 

んが、 一 別 以来の こと を、 それから 宫 川の 堤の 長いよ 

うに 語リ 出し ましたが、 い つもお 喋りの 弁 信が かえつ 

て 沈黙して、 いちいち お雪 ちゃんの 言う ことに 耳 を 傾 

ゆるゆる 

けながら、 緩々 として 歩いて 行く のであります。 お雪 

ちゃんとして は、 白骨 山中の ロマンス や、 グロテスク 

の あらゆる 経歴 を 説いて、 いかに あれ 以来の 自分の 身 

の 上が 数奇 を 極め たかを、 弁 信の 頭の 中に 移し 植えよ 


うと 試む るら しいが、 弁 信と して はいつ こう 感じた よ 

うで も あり、 いっこう 感じない ようで も あり、 ただ 不 

思議に、 あれほどの お喋りが 一言 も 加えないで、 お雪 

ちゃんの 話す だけ を、 長 堤の 長き に 任せて、 話させて、 

歩調 だけ を 揃えて いるので す。 こうして、 長い 時の 間、 

弁 信 はお 雪 ちゃんに お喋りの 株 を 譲って、 自分 は 全く 

争う こと をし なかった が —— その 甚だ 長い 時間の 後 

- J  、 

「お雪ち やん、 ちょっと お待ち 下さい、 誰か 人が 来る 

ようです から」 

そこで、 お雪 ちゃんが、 はじめて 長いお 喋りの 腰 を 


折られました。 

「え」 

と 言って、 四方 を 見廻す に は 見廻した けれども、 ここ 

は 長 堤 十 里 見通し、 その 一 目 見た 印象で は、 誰も 土手 

の 前後と 上下 を 通じて、 人の 近づいて 来る ような 気配 

はありません。 人の 気配に は 気がつかなかった のです 

が、 お雪 ちゃんが、 そのと き 愕然として 驚いた の は、 

直ぐ 眼の 前の 宫 川の 岸辺に 漂うた 破れた 屋形船で あり 

ます。 

ああ、 思い出が 無い と は 言わせない、 この 屋形船 I 

I あの 大 火災の 時の 避難 以来。 


ろ 、>  ぼうそう 

それと 同時に 眼 を 移す と、 遥かに 続く 蘆 葦 茅 草の 奥 

に 黒い 塚が ある。 

あ、 ィャ なおば さん —— お雪 ちゃんの 面の 色が 変り 

ました。 

「たれ か 人が 来ます ねえ」 

さ 

それに 拘ら ず、 弁 信 は、 長 堤 十 里 見通しの 利く とこ 

ろで、 人の 臭いの 近い こと を 主張して やみません。 

その 途端の こと —— 思い出の 屋形船の 一 方の 腐った 

簾が ザヮ ついた かと 見る と、 それが 危なっかしく 内 

から 搔き 上げられ ると、 ひょっこりと 一 つの 人間の 面 

が 現われました。 その 思いがけない 人間の 面の 現出が、 


お雪ち やん を 驚かす と同じように、 先方の 面の 持主 を 

も 驚かした と 見えて、 現わす や 否や その 面 を 引 込めて 

しまいました。 

この場合、 先方より はこ ちらの 方が 予備 感覚の あつ 

ただけ に、 認められる ことが 遅く、 認める ことが 早 か つ 

た 勝 味 はありました。 

先方の 当の 主 はお そらく、 こちらが 何者で あるかと 

いう こと は 突きと める 余裕がなくて 首 を 引 込めた こと 

がた しかと 見られる のに、 こちら は その 瞬間に も、 存 

外よ く 先方の 面体 を 認める ことができ たのです。 

お雪ち やん は、 その 瞬間の 印象で は、 この辺で、 


ちょ つ と 灰汁 抜けの した イナ セな 兄さん だと 認める と 

共に、 どうも どこかで 見た ような 男 だと 感じました。 

だが、 わざわざ 物好きに あの 捨 小舟 を 訪れて みょう 

という 気 もせず、 むしろ こんなと ころ は 早く 通り過ぎ 

た 方が よいと 考えて、 今までよ リは 急ぎ足に 弁 信の 先 

に 立ちました。 

しかし、 その 捨 小舟の 近間 を 通り過ぎ たかと 思う と、 

また 以前よりも 増した 緩々 たる 足 ど りで、 弁 信に 話し 

-? つゆう 

かけながら、 悠々 として 堤 上 を 歩いて 行く のです。 

二十 四 


お雪 ちゃんが、 弁 信に 向つ てまた こういう こと を 言 

いました —— 

「弁 信さん、 わたし はこの ごろに なって、 つくづくと 

人間 は 慾 だと 思いました、 親兄弟 だと か、 親類 だと か 

言います けれど、 詰る ところ みんな 慾です ね」 

「どんな ものです かね」 

「あの、 ィャ なおば さんだつて、 家に 財産が あつたか 

ら ああな つたので す。 その後の 騒動が、 この 高山の 町 

を 焼き払って しまうまで になった の も、 元はと いえば 

みんな 慾じゃありません か。 親が 子 を 可愛がる の も 慾、 


友達が 助け合う というの も 慾、 みんな 真実の 皮 を か 

ぶった 慾で、 世の中に 本当の 思案 だと か、 親切 だと か 

いう もの は 無い もの じ やない かしらと、 わたし はっく 

づ くこの ごろ、 それ を 考えます よ」 

「さあ、 どんな もので しょうか」 

「慾 を 離れて 人間と いう もの は 無い のです。 それ を考 

える と、 わたし はた まらない ほど 情けなくな りました 

すべて 人間 は、 物が 無い ほどし あわせな こと はない の 

じ やない かしら、 と 考える ようにな りました」 

「なるほど」 

「ですから、 人間 は、 自分の ものと して は 何も 持た な 


いで、 その 日 その 日に 食べる だけの こと をして、 それ 

から できるだけ 自分の 好きな こと をして、 それでい け 

なくなったら、 楽に 自分の 手で 自分 を 死なして しまう 

のが、 いちばん 賢い 生き方 じ やない かと 思って みたり 

する ことなん ぞ もあります のよ。 自分 ひとりで 死ねな 

ければ、 自分の いちばん 好きな 相手と 一緒に 死 を 選ぶ 

のが、 いちばん 賢い 生き方で はない か、 生きて いると 

いう こと は、 そんなに 幸福な ことで も、 価値の ある こ 

とで もない、 と 思 つ たりす る こと もあります のよ …… 」 

「お雪 ちゃんとして は、 珍しい 心の 持ち 方です ね。 わ 

たくし も、 生きて いると いう ことが、 そんなに 幸福な 


ことと は 思いません が、 それでも、 強いて 死のうと い 

むさぼ 

う 気に もな りません。 生 を 貪る の はよ くありません 

が、 それよりも、 死 を 急ぐ の はよ ろしくありません」 

「ああ、 人間 はほんと うに、 みんな 慾の かたまり では 

ありますまい か。 恩 だの、 義理 だの、 人情 だのと 言い 

ます けれど、 自分の 取 分 を ほかにして 何が 残り ましよ 

う。 恋と いうよう な もの も、 慾の 変形と いったよ うな 

ものです。 弁 信さん のように、 神様 仏様の 信仰 も、 やつ 

ぱリ 根本 を 洗って みると 慾から 来て いるの じ やない か 

知ら、 なんて 疑って くると、 わたし は 浅ましくて なり 

ません」 


「  」 

「慾です よ、 慾 を 離れた ところに 人間はありません。 

わたし は、 慾 を 離れて 人間界の 別の 天地と いったよう 

なと ころへ 落着き さえ すれば、 それが 白山の 上で あろ 

うと も、 畜生 谷の 底であろう とも、 どこへ でも 行って 

みるつ もりでした けれども、 いま 考え直して みると、 

どんな 山奥へ 行った からと て、 どんな 谷底へ 下った か 

ら とて、 慾の ない 世の中 は 無い のじ やない かしらと、 

つくづく 悟りました」 

「なるほど」 

「そうして、 まあこう して 人間が すべて 慾の かたまり 


で、 親 も、 兄弟 も、 親類 もな く、 結局、 持って いる も 

の を 奪い合う という 浅ましい 世の中が、 どうな つて 行 

くもので しょうか ねえ」 

「左様 …… 」 

「人間が、 あんまり 慾 一方で 浅ましい ものです から、 

それ だから 山が 裂けて、 この 世が 一体に 火に なって し 

まう のじ やない かと 言う 人 もあります。 なかには こん 

な 浅ましい 餓鬼の ような 人間 は、 一度、 大掃除 をして 

しま つ た 方が い いなんて 言う 人 もあります」 

「見よう によって は、 そう も 見られないで はあり ませ 

んね」 


「人と いう 人が、 恩 を 忘れ、 慾の ために 人 を 売る よう 

になって しまって は、 全く 神様 や 仏様が、 人間に 水 だ 

のお 来 だの を 与えて、 生かして 置く ことが おいやに な 

るの も 無理はありません ね」 

「なるほど」 

「まあ、 お聞きなさい、 弁 信さん、 また 山鳴りの 音が 

轟々 と 高くな つてき ました。 あなたの 眼に は 見えます 

まい けれども、 どうです、 実に 怖ろ しい 唐傘の ような 

雲が 湧き上つ たこと を、 これ こんなに 灰が 降って 来 ま 

した」 

ち-つち ■ つ 

こう 言つ てお 雪ち やん は、 東の 空に 濛々 と 立ちのぼ 


しゃがい  ころも 

る 車 蓋の 如き 雲 を 眺めながら、 弁 信の 法衣の 袖に かか 

るョナ を、 しきりに 払い除けて やって いました。 

今日の 弁 信 は、 おとなし いもので、 いちいち お雪ち や 

んの 言う ことに 受身に なって、 それに 異議 を 挟む こと 

もなければ、 その 意見 を 訂正したり、 訓戒した りする 

ことの 絶えて ない のが 変って います。 

つまりお 雪 ちゃんの 人生観が、 珍しい ほどの 変り 方 

を 示して、 生存の 否定と、 死の 讃美に 近いと ころまで 

行って いるの を 知りながら、 それに 異見 を 加えない 弁 

信の 態度が、 変って いると いえば 変って いるので す。 

「ねえ、 弁 信さん、 世間の 学者た ち は、 世の中が こん 


なに 悪くな つたの は、 それ は 江戸の 幕府の 方が 堕落し 

てし まっている からだと 申します。 その 堕落し きって 

いる 幕府の 力 を 倒して、 本当の 天朝 様の 御代に すれば、 

この 世の 空気 もす つかり 立て直り、 人間 もみん な 正直 

にかえる の だ、 そうして その 堕落した 江戸の 幕府と い 

う もの も、 どちらに しても 長い 寿命で はない から、 そ 

のうちに 天朝 様の 世に なって、 世界が 明るくな ると I 

I 今 は その 夜明け 前 だとこう 申す 人 も ございま すが、 

それが 本当な のでし ようか」 

「さあ  そのこと も、 わたくしに はよ くわ かりませ 

んが、 政治 向が 変った からと て、 人心 はそう たやすく 


変り ますまい。 人心が 変らない 以上 は、 いくら 制度 を 

改めた ところで、 どうに もな リ ますまい。 慾に ありて 

禅 を 行ず る は 知見の 力なり と、 古哲も 仰せに なり まし 

た」 

弁 信の 返事 は、 お雪 ちゃんの ピントに 合って いない 

ようで したが、 さて、 お雪ち やん は、 ちょっと その後 

を 受け つぐべき 言葉 を 見出し 得ませんでした。 

二十 五 

「それ はそうと 弁 信さん、 あなた はこれ から、 わたし 


を 捨てて、 何の 用が あって、 どこへ 行く つもりで すか」 

「さあ …… 」 

お雪 ちゃんに 改めてたず ねられて、 弁 信 法師が 返事 

に 当惑し ました。 

「さあ、 そう 改まって たずねられ ると 私 は 困る のです 

白骨に いて どうも 動かねば ならぬ 気分に 追われて 動い 

て 来ました が、 ここで わたくしの 頭が、 わたくしの 足 

を 止める 気にならな いのが、 不思議な のです」 

「わたしに 逢いに 来て くれたん ではない のです ね」 

「いや、 やっぱり あなたに 逢いたい 了 心で、 命が けで 

白骨まで 来たので すから、 ここで 逢いたい に違いない 


のです が、 どうも わたくしの 足が、 この 地に わたくし 

をと めて くれないので、 どうに もな りません」 

「どうしたの でしよう、 わたし は、 弁 信さん が 二人 あ 

るよう に 思われて なりません、 今 ここにい る 弁 信さん 

は、 弁 信さん に違いない けれど、 わたしの 弁 信さん は、 

まだ ほかに あるよう な 気がして なりません」 

「そう 言えば、 わたくし もお 雪 ちゃんが 一 一人 あるよう 

に 思われて なりません、 ここにい るお 雪ち やん も、 わ 

たくしの 尋ねて 来たお 雪 ちゃんに 相違ない けれども、 

まだ 別に 一 人のお 雪 ちゃんがなければ ならない し、 わ 

たくし は それ を 尋ね 当てなければ、 本当のお 雪ち やん 


に 逢って いるので はない というよ うに 思われて ならな 

いのです」 

「ほんとうに、 二人とも、 おかしい 気持です ね、 まさ 

か 夢 じ やないで しょうね。 夢であろう はず はあり ませ 

んが、 二人ともに、 逢える と 思う 人に 逢って いながら、 

逢えないで いるので すね」 

「そうです、 わたくし は、 もう 一 つ 本当のお 雪ち やん 

を 探す た め に 、 前途 を 急が ねばなら ぬ よ うな 気持 に 迫 

られ ている のです」 

「どうも、 おかしいで すね。 そうして、 どこへ 行った 

ら 本当の わたしが 見出せる と 思います の」 


「その 見当 はっきません が、 わたくし のこの 足 は、 南 

の 方へ、 南の 方へ とこの 飛 驛の国 を 走れと 教えて いる 

ようです。 飛驛を 南へ 走れば、 美 濃の 国です ね II 美 

濃の 関ヶ原へ 向けて、 何 は ともあれ、 急いでみ たいと 

いう 気分に 駆られて おる のです」 

「美 濃の 国の 関ヶ原 —— 」 

フス 5i」 

「関ヶ原と いえば、 古戦場じゃありません か」 

「そうです —— その美 濃の 国、 関ヶ原と いう 名が、 今 

の わたくしの 頭の 中に ピンと 来て いるの は、 そこへ 行 

けばな にもの かの 捉まえ どころ が あると いう 暗示 —— 


ではない かと、 私の 経験が 教えます から」 

「それだけ なのです か、 その 関ヶ原と やらに、 あなた 

の 知ってい るお 寺 だと か、 昔のお 友達 だと かいうよう 

な ものが あるので すか」 

「そんな もの は 一向、 心 当り は ございません、 ただ わ 

さ さ や 

たくしの この 頭が、 関ヶ原、 関ヶ原と 何 か 知らず 私語 

いて、 見えない 指さし が 行 先 を 指図して くれてい るん 

です ね」 

「なら、 弁 信さん、 わたし も その 関ヶ原へ 行く わ」 

「え」 

「わたし も、 その 関ヶ原へ 連れて行って 下さい」 


「でも、 あなた は、 わたくし のように 身軽に は 歩け ま 

せん」 

「歩きます  このまま でも かまいません、 弁 信さん 

と 一 緖 ならば」 

「困りました」 

「何 を 困る ことがあります か。 では 弁 信さん は、 わた 

し を 振 捨てる 気で そんな こと を 言う のでしょう」 

「そうで はない のです、 そうで はない けれど、 このま 

まあな た を 連れ出す という ことが、 すんなり 行く かど 

うか を 考えさせられずに はおられません」 

「よう ござんす、 弁 信さん がわた し を 連れて 関ヶ原へ 


行かなければ、 わたし はわた しで ひとりで 行きます か 

ら」 

「では、 やむ を 得ません、 あなたと 一緒に 関ヶ原へ 参 

りましょう」 

「ああ 嬉しい」 

「わたくし はこ こに 待って ぉリ ますから、 おうちへ 

帰つ てお 仕度 をして いら つし やい」 

「それ はいけ ません、 弁 信さん」 

「どうしてです か」 

「わたしが あそこへ 帰れば、 わたし はきつ と 引きと め 

られ てし まいます、 決して ひとりで 旅に 出る ことなん 


ぞは 許される はずが ありません もの」 

「でも、 そのまま では 仕方がない でしよう」 

「だって、 弁 信さん だって —— いつも 着の み 着の まま 

で、 旅に 出る ではありません か」 

「わたくし は 違います —— わたくし は 世間の 人と 違つ 

て、 旅が 常住です から …… 」 

ま ね 

「なら、 わたしに も その 真似 を させて 下さい」 

「それ は あぶないです」 

「あぶな いこと は ございますまい、 不自由な 弁 信さん 

が 着の み 着の ままで 出られる ように、 ともかくも 五体 

満足な、 女の 身で は ある けれども 若い 盛りの わたしが、 


着の み 着の ままで 出られない はずはありません、 もし、 

間違っても、 それ は あなたの 責任ではありません から」 

「よろしう ございます、 では、 このまま 出かけ ましよ 

う」 

「出かけましょう」 

二人 はこの 場の 出来心 —— というよりも、 非科学的 

である ことの 甚 しい 弁 信 法師の 頭 だけの 暗示 をた よ 

リ として、 一種 異様なる &落を 試みよう という ことに、 

相談が 一 決してし まった のです。 

「弁 信さん、 わたしが 死ぬ 時 は、 あなた も 一 緒に 死ん 

で 下さいます か」 


「死にます とも」 

弁 信 は 事 も なげに 答えました。 異様なる 縁に 迫られ 

て、 二人 は龃 落の 相談から、 合意の 心中 をまで も、 事 

も なげに 話し合い、 こうして 二人の 行 先 はき まり まし 

た。 

美 濃の 国 —— 関ヶ原、 関ヶ原。 

二十 六 

二人が 長 堤 を 閑々 と 歩いて いた 時、 屋形船から 首 を 

出して、 お雪 ちゃんに 認められた ところの 男が、 あわ 


ただしく 首 を 引 込めてから、 船の 中で 大 あくび をし、 

「いや どうも、 忍んで いると 日が 長い、 日が 長い」 

これ は、 がんりきの 百 蔵と いう 野郎で ありました。 

がんりき は大 あくび をして から、 船の 中 を 見返した 

が、 薄暗い 捨 小舟の 中には、 いま 自分が 枕に していた 

小箱の ほかに は 何物 もない。 何だか 知らないが、 この 

狭苦しい 舟の 中へ さえ も、 ひし と 迫る 言 い 知れぬ 倦怠 

のよう な、 淋しい ような ものが 漂うて 来る のに、 うん 

ざリ した ものら しい。 

たそがれ どき 

ともかくも 黄昏 時で は あるが、 この 男の 出動す る 時 

刻に はま だ 間 も ある ものと 見え、 いったん 眼を醒 まし 


て、 破れ 簾 を かかげて 外の 方 を 見渡した。 とろん と 

した 眼 を 据えて、 そのまま また 小箱 を 枕に ゴロ リと横 

はんてん  ひっかぶ 

になり、 半纏 を 頭から 引 被って 寝ころんで しまった も 

のです。 

相応 院の 入相の鐘が しきりに、 土手 を 伝い、 川面 を 

伝って、 この 捨 小舟 を 動かしに 来る の だが、 がんりき 

の 耳に は 入らない と 見えて、 暫くす ると、 またい い 寝 

息で 寝込んで しまいました。 

ろい ぼうそう 

この 時分、 捨 小舟と は 程遠から ぬ 川原の 蘆 葦 茅 草の 

せんだ つ 

中の、 先達て ィャ なおば さんの 屍体 を 焼いた 焼 跡 あた 

りから、 一 つのお 化けが 現われました。 


がんりきの 出動す るの さえ 早い 時刻 だから、 お化け 

の 出動 はい つ そう 早 過ぎる と 見なければ ならない 時間 

に、 お化けが うろうろ している。 こんな 業の 尽きない 

おばさんの 魂魄が、 焼いても 焼き きれる はず はない か 

ら、 その 焼 跡に まだう ろうろ している こと も 一応 は不 

あぶらみ 

思議で はない が、 ここに 出現した の は、 あの 脂身た つ 

ぷ りな ィャ なおば さんの 幽霊と して は、 あんまりし 

みつたれ で、 景気の ない こと 夥 しい。 それ は 自分の 

焼かれた 焼 跡 をし きりに せせ くって、 舐めたり 乾かし 

たり、 何ぞ 落ちこぼれ でも あり はしない かと、 地 見 商 

売の ような 未練 たっぷりの ケ チケチ したお 化けぶ りで 


いっそ、 こんなし みつたれ な 真似 をし ないで、 思い 

切って 娑婆気 を 漂わせ、 幸い、 最も 手近なる ところに 

がんりき という あつらえ 向きの 野郎が いるの だから、 

そこらへ 一 番 持ち かけて 行って みたら どんな もの だろ 

すえぜん 

う —— ィャ なおば さんの こって リ した 据膳 を、 がんり 

きの 奴が どう あしらう か、 これ は 浅 公なん ぞ より はた 

しかに 役者が 上 だから、 おばさん としても 多少の 歯 ご 

たえ は あるだろう …… たぶん その 辺の 当りがなければ 

と、 あらかじめ ィャ なおば さん はィャ なおば さんと し 

て、 相当のお めかし もしなければ ならない。 いい かげ 


ん水 びた しにされ たり、 焼かれたり したずうたい を、 

なん ぼなんでも、 このまん まで 色男の 前へ 出され もす 

まいじ やない か —— そこでお ばさん は 焼 跡の 土 をせ せ 

くって、 何やら 相当の 身 じまいに うきみ を やつして い 

る ものだろう か。 

ところが、 蘆 葦 茅 草の 中の 一 方が ガサ ガサと ザヮっ 

いて、 そこから、 そろそろと 忍びよ る 一 つの 物が ある。 

幽霊 もまた 友 を 呼ぶ のだろう と 見て いると、 その 蘆 

葦 茅 草の 中が ザヮ ついた と 見る 瞬間、 身 じまい をして 

いた はずの ィャ なおば さんのお 化けが、 びっくり 仰天 

して 立ち上る や、 転がり、 震動して、 その 場 を 逃げ出 


してし ま つたの は あんま リ 意気地がない。 

その 意気地のない お化けの 図体が、 こちらの 水た ま 

りのと ころで 踏み止ま つたの を 見れば、 なんの …… こ 

れ はィャ なおば さんその 人の 亡霊で もなん でもない、 

以前、 一度 見た こと は あるが、 根っから 見栄えの しな 

い、 い っぞゃ あちらの 焼 跡の 柳の 下で、 どじょう を 掬つ 

ていた 紙屑 買で ありました。 

この 紙屑 買の 名 を、 この辺で は のろま 清 次と 言って 

いる。 察する ところ、 この 紙屑 買の のろま 清 次 は、 あ 

の晚、 ああして 焼 跡 をせ せく つた 味が 忘れられず、 何 

でも 焼 跡と 見れば せせ くって、 ものにしなければ 置か 


ない 性分と 見える。 そこで 今晩は、 ィャ なおば さんの 

焼かれ 跡へ 眼 をつ けて、 ここまで 忍んで 来て いたな ど 

は、 のろま どころではない、 生 馬の 目 を 抜く 代り、 死 

人の 皮を剝 ごうと いう 抜け目の ない 奴であります。 

何と なれば、 あの 焼 跡で は、 あんな 怖い 思い をした 

けど も、 同時に、 相当な にか 獲物に ありついた 覚えが 

ある。 今 はもう、 掘りつ くし、 せせ りから してし まつ 

た あとへ、 バラック 建築が ひろがって しまったから、 

しゃぶっても コクは 出て 来まい が、 それに 就いて 思い 

起した の は、 あの ィャ なおば さんの 焼 跡で ある。 本来、 

この 町の 目ぬ きのと ころ を、 あんなに 焼いて、 自分に 


も 多少 儲けさせて くれた 恩人と いう もの は、 一 にあの 

穀屋 のィャ なおば さんの 屍体の 処分から 起って いる。 

その くらいだ から、 その 本元 をせ せって みれば、 ま 

だ 何 か 落ちこぼれが 無い とも 限らない、 あのおば さん 

の 屍体 は、 とうとう 河原の 中で 焼き 亡ぼされる 運命に 

おわって しまったが、 その 焼 跡の 灰 を 安く 入札した も 

のが あると いう 話 も 聞かない し、 おばさんの 屍体 を 焼 

いて、 粉に して、 酒で 飲んだ ものが あると いう 噂 も 聞 
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身に つけた もので、 金の 指 はめ だと か、 バチン 留め 

だと か、 銀の 頭の もの だと か、 煙草 入の 金具 だと かい 


う もの を、 焼 灰の 中から せせ り 出す 見込み はない か。 

紙屑 買の のろま 清 次 は、 今晚 それに 眼 をつ けて、 ィ 

ャ なおば さんの 焼 灰の 跡 をせ せりに 来た ものに 相違な 

く、 決して 最初 想像した ように、 おばさんの 亡霊が、 

心 やみ 難き 未練が あって、 うきみ を やつして 化けて 出 

たもので はない。 

そうな つてみ ると、 一方から、 この 小胆に して 多 慾 

な る 紙屑 買をォ ド かして、 蘆 葦 茅 草 を ガサ ガ サ させた 

いたずら 者の 何者で あるかと いう こと も、 存外 簡単な 

むじな 

問題であって、 それ は 絡でした。 


二十 七 

土俗の 間で は、 絡と 狸と は 別物に なって いるが、 動 

物 学者 は 同じ もの だと 言つ ている こと は前卷 にも 言つ 

た。 ともかく、 このせ せこ ましい うちに、 多分の ュ— 

モア を 持った 小 動物 は、 東方 亜細亜 特有の 世界的 珍 動 

物の 一 つと して 学者から 待遇され ている。 人 を 化すと 

はらつづみ 

か、 腹鼓 を 打つ とかいう 特有の 芸能 を 見る 人 は 見る 

人と して、 犬 族と して は 珍しく 水に 潜り、 木に のぼる 

芸当 を 持って いると いう こと を 学者 は 珍重す る。 食物 

にも 選り 嫌いと いう ものが 少なく、 小鳥 も 食い、 蛇 も 


食い、 野鼠 も 食い、 魚類 も 食い、 昆虫 も 食い、 蝸牛 も、 

田， 螺も 食う か と 思 えば 、 果実 の 類 はまた 最も 好む とこ 

ろで、 木に 攀じ 上る ことの 技能 を 兼ねてい るの は その 

故で ある。 

ただ、 かくの 如く、 器用で ぁリ、 魅惑 的の 芸能 を 持 

ち、 食物に 不平 を 言わない 当世向きの 性格 を 持ちな が 

ら、 自分が 自分と しての 巣 を 作る こと を 知らない、 他 

動物の 掘った 穴の 抜け あと を 探して は、 おずおず とそ 

こ を 占領して 自分の 仮り の 住家と する、 追い出されれ 

ば 直ちに 出て 行く 代り、 岩の 穴で も、 木の うつろで も、 

身 を 寄せ て 雨露 を 凌ぐ と- J ろ さえ あれば、 そ y J に 身 を 


寄せて また 不平 を 言わない 代り、 いつまで 経っても 自 

分の 力 を 以て 文化 住宅 を 営もう なんてい う 心がけ はな 

いのです。 

この 原始的に して、 進取の 心なく、 抵抗の 力に 乏し 

い 小 動物 は、 今し 夜陰、 こうして 食物 を あさりに 出た 

ものと 見える。 その 出動が はからずも、 紙屑 買で あり 

焼 跡せ せりで あると ころの、 のろま 清 次の 仕事 を 脅 

す 結果に な つたと は 自ら 知らな い。 

自分が 人 を 脅して、 かえって 自分が それに おびやか 

されて いる。 

紙屑 買の のろま 清 次 は 水たまりのと ころまで 息せ き 


切って 避難して みたが、 この 敵 は 存外 手 ごた えがな く、 

いつぞや 焼 跡で 見た 幽霊で あり、 辻 斬の 化け物で あり、 

柳の 下で 組み伏せられた 若衆の ような 手 硬い 相手で な 

いこと に 気がつく と、 また そろそろと、 おばさんの 

最期の 焼 跡の 方 へ 立 戻 つ て 来ました。 

立 戻って 来て 見る と、 もう、 あの 東 亜細亜 特有の 小 

動物 はいない。 

胸 を 撫で下ろす と共に、 紙屑 買の のろま 清 次 は カン 

テラ をつ けて、 またも 現場の せせ り 掘り を はじめ まし 

た。 

現場 をせ せく つてい るう ちに、 のろま 清 次 も 変な 気 


にな つ たものと 見え、 

「へ、 へ、 へ、 この 後家 様、 これが なァ、 ずいぶん 罪 

つくりの 後家 様 だな あ。 話 を 聞く と、 屍体と はいえ ま 

わき 

だ 脂つ けがた つ ぶりで、 腋の 下の 毛なん ぞも 真黒け 

だってな あ。 生かして 置けば、 まだまだ どの くれえ 男 

をお もちやに した ことか わからね え。 ほんとうに 天性 

の 淫乱と いうの が、 この 穀屋の 後家 様 だ あな。 へ、 へ、 

じんき よ 

浅さん も かわいそうに 腎虚で 殺されち まった な あ。 高 

山の 町から もえら いのが 出た もの さ。 この 穀屋の 後家 

あま  こ 

さんが 関で、 それに 続い ちゃ、 あの 嘉 助が 娘つ 子のお 

蘭さん だな あ。 あのお 蘭さん なら、 ィャ なおば さんの 


こうせい  うえ がた 

あと はつ げら あ、 後生お そるべし だな あ。 昔、 上つ方 

に、 すてき もない 淫乱の 後家さん があって、 死んで か 

ら後、 墓地 を 掘り返して 見たら、 黄色い 水が だらだら 

と棺の 内外に 流れて 始末に おえなかった と、 古今 著 聞 

集と いう 本に 書いて あると やら。 ， J の 穀屋の 後家さん 

の 屍体なん ぞも 土葬に すり やその 伝だろう。 ィャ、 土 

葬に しなくても、 いやに この辺が じめじめ してきた、 

ィャ にべ とべ とした 泥が 手に つき やがら あ、 い い 気持 

はしね えな あ」 

こんな こと を つぶやきながら、 もしゃ 金の 指 はめで 

も、 もしも 銀の 髪飾りで も、 もしゃ 珊瑚 樹の焼 残りで 


も —— 当節 は 貴金属が ばかに 値が いい、 江戸の 芝 浦で、 

焼 あとの ゴ ミを あさ つ て 大物 をせ せリ 出して 夜逃げ を 

してし まった 貧乏人が あった そうだが、 成金に なって 

夜逃げ もお かしい が、 この 不景気に 大金 を 手に入れた 

日 にゃあ、 夜逃げで もしな くち や あ  仲間に 食い倒 

されて しまう、 としきり に ひと リ言を 言い、 広く も あ 

らぬ 屍体の 焼かれ あと を 一 心不 乱に せせ り 散らして い 

る。 

「イイ 気持 はしね え、 どうも ィャな 気持に なった な あ、 

ざん めえ 

穀屋の 後家 様、 お前 はして え 三昧 をして 死ん だんだ か 

らいいよ うな ものの、 その 焼 跡 をせ せく つてい る、 こ 


の 紙 屑屋の 清 次なん ぞは、 してえ こと をした くっても 

できね えんです ぜ、 ィャな 気持に なった よ、 穀 屋の淫 

乱 後家さん …… 」 

のろま 清 次が、 うわず つたた わごと を 吐きながら、 

地面 をせ せく つてい ると、 

「わつ！ 貴様、 そこに 何し とる」 

お 国な まりの 大喝。 

「へ ッ！」 

のろま 清 次 は 腰 を 抜かして しまいました。 

今度の は 東 亜細亜 特有の 小 動物で はない、 まさしく、 

日本の 国の 或る 地方の 作りな まりを 持った 人間の 声が、 


自分の 仕草 を 見届けた 上に、 一 種の 威圧 を 以て 頭から 

一 暍 して 来た もの だから、 のろま 清 次 はほんと うに 驚 

いてし まい、 へ タへタ と 腰 を 抜かした けれど、 その 抜 

かした 腰の ままで、 いざりが 夕立に 遭った ように 河原 

の 真中へ 逃げ出して しまいました。 

紙屑 買の のろま 清 次が、 一 たまり もな く 逃げ出した 

後で、 その 置きつ 放しの カンテラ を 取り上げて、 

「ザ マ あ 見や がれ」 

苦笑いしながら、 現場 を 一 通り 照らして 見て いる 男。 

これが、 さきほどまで 捨 小舟の 中で、 うたた 寝 をして 

いたがん りきの 百 蔵で ありました。 


それにしても たった今、 うしろから かけた おどしの 

一 喝、 

「わつ！ 貴様、 そこに 何し とる」 

なま 

何し とる というよ うな 訛り は、 甲 州 入墨で 江戸 ツ子 

を もって 任ずる がんりきの 地声で はない、 特にお どし 

を 利かす 場合のお 国訛り に 相違ないでしょう。 

「のろま！」 

がんりき は カンテラ を 持ち上げて、 清 次が 逃げて 

行った 方 を 冷笑 気分に 見廻し、 

「ぼろつ 買い！ だが、 のろまが のろまで ねえ 証拠に 

は、 ぼろつ 買い、 とうとう 味 を 占め やが つた、 抜け目 


のね え のろまめ！ 消えて なくなり や あがれ、 う ふ ふ」 

見れば いつのまにか、 もう キリリと した 道中 姿に 

なって いて、 四通八達、 どちらへ でも 飛べる ように、 

ちゃんと 身斿 えが 出来て 来て いる。 

がんりきが、 カンテラ を 提げて、 宜しく 河原の 中に 
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立って、 暫く 四辺 を 見廻して いると、 四辺 は ひっそり 

した もの だが、 東の 方 は 炎々 と 紅く 燃えて いる。 

ばくえん 

昼 は 黒く 見える 爆烟 が、 夜 は ああして 紅く 見える の 

だ。 

二十 八 


まもなく この やくざ 野郎の キリリと した 旅 姿が、 宫 

川筋の 芸妓 家の 福 松の 御 神燈を 横目に 睨んで、 格子戸 

をホト ホトと 叩く という 洒落た 形に なつ ている。 

「今日 もお 茶よ」 

委細 心得て、 長火鉢の 前にがん りき を 引 据えた 福 松 

の 投げつ ける ような 御 挨拶、 この 芸妓 はこの 間の 晚、 

やっぱり 柳の 下で、 だら しのない、 しつつ こい 芸当 を 

しきりに 演じて いた 兵馬な じみの 芸妓で ぁリ、 お 代官 

の 思われ 者で あり、 当時、 高山で は 売れつ 妓の 指折り 

になって いるの だが、 昨今の 天災 続きで、 ここ 随一の 


流行 妓も、 このごろ はお 茶 を 引かざる を 得な くな つ て 

いる 晚 である。 

「いやん なつち や あな」 

米 友の 口調め いた こと をがん りきが 言う。 

「全くい やにな つち やい ますね、 ただ 不景気 だけなら 

いいが、 人気が すっかり 腐って、 世の中が こわれち や 

いそうなん だから」 

福 松 は ， J う 言 いながら、 吸附 煙草 をが ん リき にあて 

力う 

この 野郎、 もう 僅かの 間に、 この ぼつと り 者へ 渡リ 

をつ けて しまった ものと 見える。 ぼつと り 者の 方で も 


この 高山の 土臭い の や、 郡 代官の ギコチ ない のより、 

口当り だけで も、 きっぷの いい 江戸 ッ 子 気取り の 兄 さ 

んを 用いて みたい 心意気が あった ものと 見える。 

がんりき は、 抱え込んで 来た 小箱の 包み を 下へ 置い 

ながぎ せる 

て、 長 煙管 を 輪に 吹いて いると、 芸妓の 福 松が 頰っぺ 

た を 兄さんに くつ つける ようにして、 

「兄さん、 もう 疑いが 晴れた から、 許して あげよう、 

今晩から ここへ お 泊り な」 

「う、 ふ、 ふ、 何 かお 前に 許して いただく ような 悪い 

こと をした 覚えが あるかね え」 

「大 ありさ。 だが、 少し 罪が 軽くな つたと いうまでの 


ことで、 まだ 無罪 放免と いう わけ じ やな いんだから、 

ここへ 泊めて 上げる に は 上げる が、 ひとりで 出歩き は 

なりません よ」 

「おや、 何とか 言 つ た ね —— ど う やらお い ら は 兇状 持 

ちで でも あるかなん ぞに、 お前と いう 人から ィャ味 を 

言われ るの は、 きざ だけ じ やすまされ ねえせ」 

「そういう わけで はな いんです よ、 わたし は 皮肉に 出 

ている わけで もない のです が、 御 縁 だから 兄さん を大 

事に して 上げたい とこう 思って いる 親切気から、 そう 

言って あげる の だ わ。 内実のと ころ は、 わたし や、 て つ 

きり 兄さんと 睨んで いたのよ。 というの は、 お 代官 様 


の あの 一件ね、 あんな すさまじ いこと を やる 人 は …… 

もしゃ わたしの 兄さん じ やない かしらと、 もっぱら こ 

う 疑って いたんです けれど、 堪忍して 下さい、 わたし 

の 的が 外れました、 うちの 兄さん は、 決して そんな 悪 

党ではありませんでした」 

「何 を 言って るんだ い —— おれが お前、 お 代官の 首 を 

ちょん ぎったり、 それ をお 前、 中 橋の 真中で 曝しに か 

けたり、 そんな だい それた 芸当ので きる 兄さんと 思つ 

ていたの かい」 

「でも、 ほかに、 あれほどの 事 を やりきる 人 は、 まず 

この 高山に はありません からね、 それで、 もしゃと 兄 


さん を 疑って みたんで すが、 その 疑いが ようやく 晴れ 

たから 御 安心な さいと、 そう 言つ てあげて いるんで す 

よ」 

「自分勝手に、 あり もしね え 疑い を かけて おきながら、 

疑いが 晴れた から 安心 させて 遣わすな んぞ は、 あんま 

リ 有難く ねえ」 

「です けれども、 すっかり 疑いが 晴れて しまった わけ 

じ やない のよ、 まだ 充分に 疑いの 解けない 点 も ありま 

すの よ」 

「疑いの 解けない 点と 来たね、 その 点 を、 ちょっとつ 

まんで 見せても らいて え」 


「お 代官 様 を あんな ことにし たの は、 お前さんの 仕業 

じ やない にしても、 お 蘭さん を 連れ出し たの は、 どう 

も 臭いよ …… それば つかり はま だ 疑いが 解けない ね 

え」 

「へえ、 してみ ると、 あのお 蘭さん という みずけた つ 

ぷ りなお 部屋 様 を そそのかして 連れ出し たのが、 この 

兄さん だろうと、 今以て 疑念が 解けな さらね えとこう 

いう わけなんで すか」 

「ところが、 実のところ は、 それ もす つかり 疑いが 解 

けて しまった はずなん です けれども、 どうも、 それで 

もなん だか 臭いと ころが あると 思われて たまらな いの 


さ」 

「御念 の 入つ たわけ だが …… どうも わつ しに や 呑 込め 

ねえ」 

「それじゃ、 疑いの すっかり 晴れた 理由と、 まだ 晴れ 

ない わけと を、 よく 説き わけて 上げる から、 お聞きな 

さいよ」 

と 言って 福 松 は、 がんりきの 手から 長 煙管 を ひ つ たく 

るよう に 受取って 一 服の み、 

「わたし は、 お 代官 を やっつけて、 お 蘭さん は ど こぞ 

へさら つて 行って 隠して 置く 悪い 奴 は、 最初のう ち は、 

て つきり お前さん のした 仕事の ように 思われて ならな 


かった のさ、 ところが、 きのうに なって ようやく 確か 

な 筋から 聞いた ところに よると、 お 代官 を 殺した の は 

ある 腕の 利いた 浪人 者で、 それが お 蘭さん とかね て 出 

来て いて、 お 蘭さん が 手引 をして あんな こと を させ、 

そうして あらかじめ 早 駕籠 を 用意して 置いて、 人が 追 

いかける 時分に は、 もう 国境 を 出て しまって、 手が つ 

けられ なくなつ ている、 という こと を 聞いた から、 そ 

れで 安心し ましたの」 

えんざい 

「なるほど  それで、 このお 兄さんの 冤罪と いう も 

の は 晴れた わけ だが、 そうなる と 今度 は、 お兄さんの 

方で お聞き 申して えの は、 いったい その、 お 蘭さん と 


出来て だい それた 主人 殺し を やり、 国 を 走った その 浪 

人 者と いうの は、 どこの どういう 奴なん だえ」 

「それが さっぱり わかりません のさ」 

「わからね え、 お 代官の 役人の 手で も？」 

「ええ、 もう 少し 早い と、 国境 を 越す 前に 捕まえて し 

まったん だそう です が、 うまく 国境 を 出られて しまつ 

たから、 どうに も 手が 出しに くいんだ そうです」 

「国境 を 出た といった ところで、 お前、 女 連れで 遠く 

は 行く めえ し …… それに、 日頃お 蘭さん と 出来て い 

たって いう 浪人なら、 たいてい 当りが つきそうな もの 

じ やねえ か、 きのう や 今日の ことじ やねえ、 どのみ ち 


お 代官に 居候 か 何 かしていた 覚えが あると いう 代物な 

ん だろう」 

「ところが、 それが 全く わからな いのです よ」 

「わからなければ、 草の根 を 分けても 尋ねたら よかり 

そうな もんだ、 国境 を 出た からといって、 たいてい 道 

筋 はわ か つ ている だろう …… 悪い 者 を ふん づ かまえる 

に、 近所 近国と いえ ども 遠慮 はなかろう」 

「です けれど、 今の 時勢で、 この 高山 はお 代官 地で しょ 

う、 近国 は みんな 城主の ものに なって いますから、 思 

うように いかな いんだ つてい うこと よ」 

「まだる い 話 だな —— じ や、 お 蘭さん の 奴、 色男に 手 


引 をして、 お 主 を 討た せた 上に、 手に 手 をと つて、 今 

頃 は泊リ 泊り の 宿で、 誰 はばからず うじ やついて いる 

と いう 寸法なん だな —— 畜生！」 

「ほんと に 憎い わね、 その 色男より、 お 蘭さん という 

人が いっそう 憎い わね」 

「お 蘭 …… 悪い 奴 だな あ」 

たち ま 

「お前さん なんて、 傍へ 置こう ものなら 忽ちち よつ 

かい を 出す だろう、 出 すん なら まだいい が、 出されち 

まい まさ あね」 

「ふん、 たんと はいけ ねえが、 一度 はお 近づきに なつ 

ておいても 悪くなかった 奴 さ」 


「その 口 をつ ねる よ」 

「だが ねえ …… そこん とこに も、 ちっと 腑に 落ちね え 

節が あるんだ、 お 蘭 様と いうお 部屋 様の 素姓の ほど は、 

おいら も 聞いて いねえ じ やねえ が、 このい ろと いう 奴 

がどう も 怪しい もの だぜ」 

「そり や 怪しい にもなん にも」 

「怪しい といった つてお 前 —— お前 はかね て、 この 怪 

しい 奴と お 蘭さん と 出来て いて、 二人が しめし 合わせ 

て やった 仕事の ように 言う が、 おいらに や、 そうは 思 

えね え」 

「どうして I 


「どうして つたって …… お前、 その 証拠 を ひとつ 見せ 

て やろう か」 

と 言って、 がんりきの 百 は、 後生大事に 船の 中から こ 

こまで 抱え こんで 来た 小箱の 包み を 今更の ように 持ち 

出し、 福 松の 鼻先に 突きつ けて 早く も 結び目 を 解きに 

かかりました。 

「何な の、 いったい それ は —— 」 

のぞ 

福 松が 視き 込む の を、 がんりき は 取りす まして、 

「こり や、 その、 何 さ、 おいらが 特別に あのお 蘭さん 

からのお 預 りの 一 品 さ。 まあ、 どうして こちらが あの 

お 蘭さん から 特別のお 預リを 持た される ようにな つ た 


かってえ こと は 聞かない でおくれ、 とにかく、 あのお 

蘭さん から、 この 兄さんが 特別に 頼まれた 一 品 をお 預 

おぼしめ 

リ 申して いると 思 召せ、 それが この 箱なん だ。 ところ 

で、 この 玉手箱の 中身 を、 ほかならぬ お前の こと だか 

ら、 見せて あげよう という 心意気 だ、 そうれ、 よくご 

らん」 

けげん  あき 

と 言って、 結び目 を 解き 終った がんりきが、 怪訝と 呆 

れを もって 見つめて いる 福 松の 鼻先で、 包みの 中から 

まきえ  つか 

出た 蒔絵の 箱の 蓋 を 取って、 いきな リ摑み 出した のが 

金 包であります。 

「そうら、 百両 包みが 三つ —— 都合 三百 両、 これが お 


蘭さん の 当座のお 小 |忠 さ。 ほかに そら、 持薬が 二三 品 

と、 枕 本、 手紙、 書附 —— 印籠、 手形と いったよ うな 

もの」 

「おや、 おや」 

「どう だ、 こういう もの をお 蘭さん が 人手に 預けつ 放 

しにして 置いて、 龃 落とい うはお かしな もんじ やねえ 

か、 色男と 手に 手 を 取って 逃げようと でもい う 寸法な 

ら、 さし 当り、 この 一 箱 を その 色男の 手に 渡して 置か 

なけり ゃ噓 だ、 昔から 色男になる 奴 は、 金と 力が 無い 

ものに 相場が きまって いる、 そいつが お前、 お 蘭さん 

の つれて 逃げた という 色男の 手に入ら ねえで、 ほかな 


らぬ この 兄さんの 手に 落ちて いる —— してみ リゃ、 か 

ねて その 色男と しめし 合わせて 今度の 龃落、 というの 

は噓だ あな」 

「じ や、 どうしたの」 

「お 蘭さん はお 蘭さん で、 かどわかされ たんだね、 決 

して 出来合つ たわけで も、 しめし 合わせた わけで もな 

いんだ」 

「そうだと すれば、 かわいそうね」 

「うむ、 かわいそう なと ころも ある、 第一、 龃 落に は 

金より 大事な もの は あるに は あるが、 金が 先立た なけ 

り や 身動き もで きる もの じ やねえ のさ、 その 大事の 金 


を 一 文 も 持たずに 連れ出され たお 蘭さん という 人 も、 

たしかに かわいそうな 身の上に 違えね えから、 ここ は 

一 番 •：•： 」 

が ん りき は 意気込ん で 、 小箱の 蓋で 縁 を 丁と 叩き、 

「何とか してやら ざ あなる めえ」 

と 見得 をき つたので す。 福 松 は少々 白けて、 

「では、 どうして 上げよう というの」 

「頼まれた わけで もなんでも ねえが、 男と なって み 

みのが 

リゃ、 お 蘭さん の 難儀 を 知って 見遁し はでき ねえ、 こ 

れ から 後 を 追い かけて、 この 路用 を 渡して 上げて、 ず 

い ぶん 路用 を 安心 さ せて やる のさ」 


「え、 え、 兄さん、 お前さんが このお 金 その他 を、 わ 

ざ わざお 蘭さん に 届けに 行つ てあげようと いうの？」 

「まあ、 そんな もの さ、 そのつ もりで この 通り、 身 ご 

しらえ、 足 ごしら え をして 来たんだ、 時分 もちよう ど 

よかり そうだし、 ところ も 美 濃路と 聞いた から、 旅に 

は 覚えの ある この 兄さんの こと だ、 あと を 追い かけ 

り や、 蛇の 道 は 蛇と いう わけで もね えが、 下手な 目 あ 

かしょ リ はちつ と 眼 は 利いて いる、 ここ 幾日のう ちに 

は、 首尾よく お手渡し をした 上で、 またお 前さん のと 

ころまで 舞い戻って 来て お 目に かかる。 ところで… 

〜」 


がんりき はこう 言つ て、 はや 出立 もし 兼ね まじき 勢 

い を 見せ、 箱 を 包み 返しに かかりながら、 呆れ返って 

いる 福 松の 前へ、 切 餅 一 つ を ボンと 投げ出し、 

「三つ あるう ちの 一 つ だけ は、 骨折り 賃に天 引と して 

こっちへ 頂いて 置いても 罪 は あるめえ、 御神燈 冥利と 

いう もの だ、 遠慮なく 取つ て 置いて お茶の 代りにし な」 

百 両の金 を 気前よ く  いくら 人の 物 だとい つ て も、 

そう 気前よ く 投げ出されて みると、 何 は ともあれ 女と 

うちょうてん 

して、 見得 も、 外聞 も、 怖れ も 忘れて、 有頂天と なら 

ざる を 得ない。 

「まあ、 こんな 天 引 をいた だいて、 ほんとうに 罰 は 当 


ら ないか 知ら  そうさね え、 もともと 元 も 子 もない 

と 思い込ん でいた もの を、 お前さん がそれ を 届けに 

行って やる 御 親切から 比べり や、 なんでもな いわねえ、 

済まない ねえ —— わたし、 嬉しい わ」 

百 両の金 包 を 額に 押 当てて こすりつけた 福 松。 

その 時、 表の 御 神 燈の方 を ハタ ハタと 叩く 音が して、 

「福 松 どの、 福 松 どの —— 」 

その 声 は 不思議 や、 宇津木 兵馬の 声です。 

二十 九 


思いがけなく、 外から おとのう 人の 声 を 聞く と、 家 

の 中の 二人が 一 時大 あわてに あわてた ようで あつたが、 

そこ はさる もの、 がんりきの 百 は 早く も 裏口から 脱兎 

のように 飛び出し、 芸妓の 福 松が なにく わぬ 面で 格子 

を ガラリ と あけ、 

「まあ、 数 馬 様で いらっしゃいました か、 こんなに 遅 

く、 どう あそばし たので ございます」 

「実は …… 」 

しきい  また 

兵馬が 閾 を 跨がな い で 何 を か 言わん とする の を、 

芸妓 は、 

「まあまあ よろしい じ や ございま せんか、 わたしのと 


ころ だって 鬼ば つかり はおりません、 少しお 上り あそ 

ばせ よ」 

「いや、 ここでよ ろしい、 ちょっと 耳を貸して もらい 

たいの だ」 

「まあ、 そう おっしゃらずに、 少し …… 」 

「いや、 ここが よろしい、 ちょっと 聞いても らいたい 

ことがある」 

何 か 内証話が あるら しい そぶり。 福 松 は 引 寄せられ 

て、 

「何で ございま すか」 

「あの …… 」 


兵馬 も 面 を 突き出して 福 松の 耳に 口をつけ ようとす 

ると、 紛 として 白粉の 匂いが 鼻 を 打ちました。 

「あ、 よろしう ございます とも、 それ はよう 心得て お 

ります から、 そういう ことがあり 次第、 何 を 差 置いて 

も あなた 様に お知らせ を 致します」 

さ さ や 

兵馬の 囁き を、 芸妓の 福 松 は 委細 諒承して しまつ 

ての 返事が これです。 

「では、 頼みます」 

「まあ、 よろしう ございます、 もうこん なに 遅い ので 

すから、 ぉ泊リ あそばして いらっしゃい ましな。 あら 

わたしの ところ じ やおい や …… 」 


「そうして はおられません」 

兵馬 はこう 言って、 御 神 燈の下 を 辞して しまい まし 

た。 

うつらう つらと、 宫 川の 岸 を 歩き つ つ ある 兵馬の 心 

頭に 残って いるの が、 あの 脂粉の 句いです。 目先に ち 

ら ついてい るの は、 御 神燈の 光へ 横面 を 突き出して、 

兵馬の 方へ 耳 を 寄せた あの 頰っぺ たの 肉 づきと、 それ 

から 島 田の 乱れた のです。 

兵馬 は、 なんだかう なされる ような 気になりました 

吉 原で 魂 を 躍動 させた ような 血が、 どうやら 巡り 来つ 

て 自分 を 王え つける ような 気持が した だけで はあり ま 


せん、 「泊って おいでなさい ましな、 あら、 わたしのと 

ころ じ やおい や ：：： 」 と 言った のが、 なんだか 耳の 底 

に 残って いてなら ぬ。 

泊って 行けと 言われたなら、 泊って 来たらよ かった 

じ やない か —— そんなに も 兵馬 は 考えました。 

だが、 宿所に はお 雪 ちゃんが 待って いる。 待って い 

な いまでも、 用 向 以外に 人の 家へ 寝 泊 りして 来る いわ 

れ はない。 泊って 行けと 言った の も 〔# 「言った の も」 

は 底本で は 「行った の も」 r 「あら、 わたしの ところ じ や 

おいやな の …… 」 と 言った の も、 先方の 単純な お世辞 

で、 こちらが それに 甘んじて、 のこのこと 芸妓 家へ 泊 


り 込んだり などしたら 大笑いだ。 今 晚福松 を 訪ねた の 

は 彼女 を 利用 せんがた めであって、 その 好意に 甘えん 

がた めで はない。 

兵馬 は、 この間の 代官 屋敷の 兇行 者 を、 がんりきの 

百 蔵 だと 睨んで いな いまでも、 彼が 有力な 芝居 をす る 

こと を 前後の 事情から 推察して いる。 だが、 がんりき 

をがん りきと して 目星 をつ けたので はない。 代官 屋敷 

に 宿直 をして いる 時、 自分と お 蘭さん と を 間違えて 

口説きに 来た 悪党め いた 奴が あった。 その 時、 取つつ 

かまえて やろうと したが、 存外 すばやい 奴で とり 逃し 

たが、 あいつが このたびの 事件に 有力な 筋 を 引いて い 


るよう に 思われて ならない。 代官の 首 を 斬る という ほ 

どの 役者で はない が、 お 蘭さん を かどわかす ぐらいの 

こと を やり 兼ねない。 時 を 同じう しての 出来事 だから、 

代官 を 斬った のと、 お 蘭 を 奪った のとが 同一人の 仕事 

のように 見える けれども、 どうも 別々 の 事件の ように 

思われて ならない。 

そうして、 代官 を 斬った 奴 はもうと うに 国境 を 出て 

行って しまって いるか も 知れない が、 お 蘭さん を かど 

わかした 奴 は、 ことによると まだ 町の 内外に 隠れて、 

ほ とぼりの 冷める の を 待って いるか も 知れない。 

今晚、 その 辺の 当り をつ ける ために、 わざわざ 福 松 


の 御 神燈の 下に 立った の は、 商売柄 こういう 女 を 利用 

すれば、 何 かきつ かけが 得られな いもので も あるまい 

との 用意でした。 

そこで、 今、 兵馬 はお 雪 ちゃんと 宿所 を 共に してい 

ると ころの 相応 院の坂 を 上りながら ふり 返る と、 まさ 

に 草木 も 眠りに 落ちて いる 高山の 天地 —— 宫 川筋に ま 

ほかげ 

ば ゆき 二三 点の 火影の みがい やにな まめかし い。 

「泊って いらっしゃいな、 あら、 わたしの ところ じ や 

おいやな の …… 」 と 言った 声が、 油 地獄の 中の 人の よ 

ささや 

うに 兵馬の 耳へ 事新しく 囁いて、 甘ったるい 圧迫が 

まだ 続いて いる。 泊れ と言われたら、 泊って 来たらい 


いじ やない か —— ばかな …… 

というよ うなう つらう つらした 気持で 後ろの 夜景 を 

顧みながら、 足 はすた すたと 相応 院の 方へ のぼりつめ 

ている。 

「いま 帰りました、 おそくな りました」 

軽く お雪 ちゃんに 挨拶した つもりな の だが、 返事が 

ありません。 返事が 無 いのは 眠って いる 証拠 だから 安 

眠 を 妨げない がよ ろしい と、 ひそかに 井戸端で 足 を 

洗って、 座敷へ 通って 見た が、 いつも ある 有 明の 燈火 

が 無く、 兵馬が 手 さぐりに 近づく 物音に も、 お雪ち や 

ん はいつ こう 驚かず、 やっと 火 打 を さぐりあて、 カチ 


カチ ときった 物音に も、 パッと 明るく した 明りに も、 

あんどん 

お雪ち やん はいつ こう 醒めず、 その 行燈で 兵馬が 一 応 

室内 を あらためて 見た 時、 いずれの 部屋に もお 雪ち や 

んの姿 を 見出す ことができません。 それでも 室内 は 出 

て 行った 時の まま 整然として、 誰も 踏み込んだ 形勢 は 

ない、 お雪 ちゃんの よそゆき であるべ き 衣裳 すらが 、 

そ つ くりと 衣桁に 掛けた ままです。 

三十 

お 絹の 世話で、 砂金 掘りの 忠作 は、 ついに 異人 館の 


ボ— ィ として 住 込む ことにな りました。 

ここで、 親しく 異人の 生活の 実際に 触れて みると、 

忠作 として は、 今までの 想像に 幾 倍す る 経験と 知識と 

にあがき を 感ずる ほどです。 

敏慧な この 少年 は、 ここで 一 から 十まで も 学び 尽さ 

ねばお かないと いう 気になりました。 

まず、 異人 館の 間 取 間 取 を 覚え、 その 器具 調度の 名 

を 覚え、 かの 地から 持ち込まれた 商品と 器械と を 逐一 

に 見学して、 頭と 手帳に 留めて しまいました。 

その 間に 西洋人と いう ものの 気風 をす つかり 呑 込ま 

なければ ならない と 考え、 西洋人に も 幾通り も ある こ 


と を 知り、 そうして、 日本人の 大部分が、 それ を 毛唐 

という 軽蔑 語で 一 掃して しまう ことの 無知 を 今更の よ 

うに さとり、 異人の 気風 を 知る に は、 まず 異人の 国々 

を 知り、 その 国々 の 歴史と 成立ち を も 知らなければ な 

らな いという ことに 気がつく と、 その 方面の 学問 を、 

多少に 限らず 頭に 入れて おかなければ ならない と 知つ 

たの は あたりまえです。 

そういう ふうに 頭の 働く 少年に とって は、 見る もの 

聞く ものが、 ことごとく 新 知識と なって 吸入され ぬと 

いう こと はなく、 忠 作の 得た 結論 は、 どうしても、 今 

の 日本人より は 毛唐の 方が 遥かに 進んで いる —— 日本 


人 は 獣類 同様、 或いは それ 以下に 異人 を 見下して いる 

けれども、 事実、 仕事 をす る 上に 於ての 大 仕掛と、 

金儲けの 規模の 世界的なる ことに 於て、 今の 日本人 は 

梯子 を かけても 及ばない こと を 知り、 異人が 必ずしも 

日本の 国 をと りに 来たと いう わけの もので はなく、 談 

笑の 間に 商売 をし に 来たの だ という こと の 方面が、 忠 

作に はよ くわ かり、 そうして 将来の 商売 はどうしても、 

この 異人 を 相手に しなければ 大きく なれない という こ 

と を、 すっかり 腹に 入れて しまいました。 

だが 同時に、 この 少年 を 憂えし めた こと は、 商売 を 

すると い つ たと ころで、 向う から 買う ベ きものが うん 


と あるが、 こちらから 売るべき もの は 何が ある、 向う 

から 買う ベ きものば かり 多く、 こちらから 売る ベ きも 

のがなければ、 やがて この 国の 富 はすつ かり あちら へ 

持って行かれて しまう ではない か。 

忠作 は、 今 この 貿易 学の 初歩に ついて、 つくづく 考 

えさせられ ています。 そうして 今日の 午後、 自分の 部 

屋で、 コック さんから 貰った 一 瓶の ビ— ルを 味わいな 

がら、 忠作 は、 この 酒 は 異人が 上下と なく 好んで 飲む 

酒 だが、 なんだか 苦く つて、 大味で、 日本人に は 向き 

き き ざ け 

そう もない、 自分 は 利 酒で はない が、 どうも 将来と て 

も 日本人が、 こんな 苦くて 大味な 酒 を、 好んで 飲む よ 


うに なれる かなれ ないか 考え もの だと 思い、 それと 同 

様に、 異人が また 日本酒の 醇 なやつ を、 チビ リ チビ リ 

と 飲む というよ うな 味が 分って 来そう にもない、 どう 

も、 日本の 酒と、 異人の 酒と は、 趣味の ド ダイが 違う 

から、 将来、 あっちの 酒 を こっちへ 持って来て 売る よ 

うに はなれ まいし、 こっちの 酒 を 向う へ 盛んに 売り出 

すよう に はなれまい、 そうすると、 異人 を 目当ての 酒 

の 交易 は、 まあ 当分、 見込み はない、 なんにしても 今 

時、 向う から 持って来て、 こっちへ 売れる の は 鉄砲 だ、 

酒と 違って、 向う の 鉄砲 だって こっちの 人間 を 殺せる、 

しかも 殺し 方が 遥かに 優れてい る、 鉄砲 を 持って来て 


売り込む こと は 的 を 外れない が、 それ だって、 日本の 

鉄砲 は 向う へ 向けて 売り物に ならな いから 片 交易 だ。 

忠作 は、 こんな こと を 考えながら、 一杯 一杯と 好き 

でもない ビ ー ルを 呑んで いると ころへ、 突然 扉 を 叩く 

者が ある。 

「どなた」 

「忠ボ —ィ さん、 御 在 館で げす か、 ほかならぬ 金 公で 

げすよ」 

おっちょこちょいの 金 助が 来たな、 と 忠作は 直ちに 

知りました。 

「金さん です か、 お入りなさい」 


難なく 扉が あいて 身 を 現わした の は、 例によって 

野 封 E 間 まが い の ゾロリ としたお つちよ こちよい の 金 公 

で ゲス。 

忠作は 本来、 こいつ は あんまり 好まない 奴で あるけ 

れ ども、 自分が ここに 住 込む ことにな つたに 就いては、 

お 絹 を 通しての 最も 有力なる 橋渡しの 一 人で も あるし、 

これが 持ち込む 情報が また、 外国人に 取 入る 好材料と 

なつたり する こと も あるし、 また 或る 意味に 於て は、 

お 絹 を 代表して、 忠 作と 共通み たような 儲け口の 組合 

員 ともなって いるの だから、 こいつの、 なれなれしく 

やって来 るの を、 無下に 斥ける こと もで きないよう 


にな つてい る。 

身 を 現わした 金 公 は、 例によって、 いや 味ったら し 

い 表情 たっぷりで、 早く も 卓子の 上の ビ— ル 瓶に 眼 を 

つけ、 いま 忠 作が 代り 目 をつ ぎ 込んで、 まだ 泡の 立つ 

ている の を 見る と、 図々 しく、 

「これ は 乙り きで げすな、 黄金色な す 洋酒の きっすい 

を、 コップに なみなみと 独酌の、 ひそかに 隠し 飲み、 

舶来の しんね こなん ぞ はよ くありません な、 金 公に も 

一 つ それ、 口塞ぎと いう やつ を —— な あに、 そのお 口 

よごしの お流れで 結構で げす …… 」 

こう 言つ て 咽喉から 手 を、 その コ ップ のと ころへ 出 


した ものです。 

「いや、 コック さんから 一 瓶 貰って、 ちょっと 仕事 休 

みに 飲んで みた だけの ものなん だよ。 なんだか 苦くて、 

大味で —— わしゃ 酒の み じ やない けれど、 それでも あ 

ん まり 感心 しないと 思って、 ながめて いたと ころ だか 

ら、 金さん、 よければ みんなお あがり」 

と 言って 忠作 は、 瓶の栓 を 抜いて、 注ぎ 置きの コップ 

の 上へ また 新たに 注いで やる と、 シュ— ッ とたぎ る 泡 

が、 コップの 縁 いっぱいに たぎり 出しました。 そうす 

ると 金 公が 大仰に 両手 を ひろげて、 

「あ、 結構、 有難い、 何て まあ、 この 黄金色な す 泡 を 


たぎら す 色合いの 調子、 ビ— ル つ て やつで ござんすな、 

ビ— ル、 ビル ビル ビルと 一 杯いた だき やしよう」 

物に ならない 駄洒落 を 飛ばしながら、 金 公 は その 

コップ を 取り上げて グッと 一 飲み、 ゴ ボゴボ とせき 込 

みながら、 

「なるほど  苦くて 大味、 というと ころ は 星で ござ 

たま 

ん すな。 但し、 す— うと 胸に 滞らず、 頭に 上らず  

毒に もなら ず、 薬に もなら ずと いうと ころで げすから、 

あわもり 

泡盛より は 軽い 意味に 於て、 将来、 こり や なかなか 一 

般 社会の 飲物と して 流行いた しゃしょう」 

金 公 は、 ホンの 口当りに こんな こと を 言った の だが、 


忠作 はまた それ を 先刻の 胸算用に 引き あてて 聞き まし 

た。 なるほど、 金 公の 出 鳕目も 聞きよう によって 算盤 

になる、 苦くて、 大味で、 日本 向きで はない と、 自分 

はさい ぜん 独断 を 下して みたが、 金 公の ような、 その 

道の 奴に 言わせる と、 胸に 滞らず、 頭に 上らず、 毒に 

もなら ず、 薬に もなら ず、 軽い 意味に 於て、 将来 一般 

に 流行る 平民 的 飲物と しての 素質 を 持って いると すれ 

ば、 この 酒 も 将来、 日本人に とって、 一種の 無くて な 

らぬ 嗜好 物になる 資格が あるので はない か —— 人に 

よ つ て 言 を 捨てず という こと も あるから、 たとえ 金 公 

の出鳕 目で も 聞いて 置く こと だ、 なん ぞと 考えながら、 


「よかったら、 みんな 飲んで 下さい」 

コップに また 泡 を 吹かせて、 忠 作が 酌 をして ゃリま 

した。 

金 公 は 妙な 手つき をして、 それ をお しいた だき、 満 

おもむ 

足して、 それから 徐ろに へらず 口と 用件と を 並べる。 

三十 一 

らち 

「忠 さん、 例の 一 件が、 その 名 儀 借用て な ことで、 埒 

が 明きそう でげ す」 

「はは あ」 


「はは あは 張 合いが ござん せん、 金 公が ここまで 漕ぎ 

つけた 苦心 労力の ほど を、 ちっとお 察し 下さい」 

と 言つ て 金 公が 自讃す ると ころ は 何かと 言えば、 今 ま 

しろうと  めかけ  まか 

で 素人の 娘が 異人の 妾 になる こと は 罷り成らぬ とい 

うこと になって いたの を、 今度、 たとえ 素人の 娘で あ 

るに してから が、 しかるべき 商売人の 抱えと いう こと 

にして 名 儀 を 借りさえ すれば、 西洋人の 妾になる こと 

も 差支えない、 という 御 制度に 改まったから 喜んでい 

ただき やしよう という ことです。 そして、 そのこ こに 

まで 至らし むる こと は、 金 公ら の 内々 の 運動と いう も 

のが 隠然と して 多き をな している という 吹聴でした。 


忠作は そのこと を、 金 公が 自讃す る ほどに 身 を 入れ 

て も 聞かず、 そうかといって、 全く 閑却す るで もな し 

に 聞いて いると、 金 公 は 得意に な つ て、 ベ ラベ ラと 喋 

り 出しました。 

これで まあ、 我々 も 運動 甲斐が あって、 自分の 働き 

ばえ というわけだが、 この ことたる、 単に 我々 の 利益 

ばかり じ やない、 日本の 国の ために も、 どれ だけた め 

になる か 知れない、 これで 素人が、 大っぴ らで洋 妾に 

なれる という ことになると、 何とい つても 異人 は 日本 

人より 気前が いいから、 たった ー晚 にして からが、 洋 

銀 三枚が とこ は 出す、 月極めと いう ことに なれば 十両 


はお 安いと ころ、 玉に よって は 二 十両ぐ らい はサ ラサ 

ラと 出す。 

そこで、 仮り に 日本の 娘が 一 万人 だけ 洋妾 になった 

と 積って ごろうじろ、 月 二 十両ず つ 稼いで、 一年 二百 

四 十両の 一万 人と して、 年 二百 四十 万両 という ものが、 

日本の 国に 転がり込む …… 

「これが お前さん、 元手 いらず でげ すから 大した もん 

でげ さあ、 仮 リに吉 原が はやるの、 新 町が どうのと 言 つ 

たと ころで、 相手 は みんな 国内の 貧乏人で げすから な 

あ、 大きく 日本の 国に 積って ごろうじろ、 共 喰いの 

-こ こま \. 

蛸 配み たような もんで げす、 それ をお 前さん、 元手い 


ら ずで 毛唐から 絞り取ろうと いうんで げすから、 国の 

ためにな り まさ あね、 そうして お前さん、 元手 いらず 

で 現 ナマを 絞って おいて からに、 なお 毛唐人の 精 分 を 

残らず こっちへ 吸い上げて しまえば、 結局、 いながら 

にして 向う の 国 を 亡ぼし、 攘夷の 実が 挙る という もん 

でげ す、 どうして 日本人が、 もっと 早く ここんと こへ 

目 をつ けなかった かと、 金 公、 不思議に 堪えられ ねえ 

儀で) ，- ざん す」 

計算 好き な忠作 も、 この 計算 に は 面 負けが したら し 

く、 苦笑いの ほかにしょう ことなしで いると、 金 公い 

よいよ いい 気になって、 


「今時、 お前さん、 尊王攘夷の なんのと いって、 日本 

の 国の 愛国者 はおれた ちが 一 手 専売て な 面 をして 浪人 

共が 東奔西走、 天晴れの 志士 気取りで いる けれど、 お 

前さん、 攘夷と いう 攘夷で、 今まで 儲かった 攘夷が あ 

なまむ ぎ 

ります かい。 早い話が、 生 麦の 事件で ござん さあ、 薩 

摩つ ぼうが 勇気 凜々 として、 毛唐 二三 人 を 一 刀に 斬つ 

て 捨てた の はま あ 豪勢な もんだ として、 ところで その 

尻拭い は 誰が します、 罰金 四十 四万両 II 拙者 共 は 身 

ぶるいが する ほどの 金で ござん さあ、 この 罰金 四十 四 

万両 という もの を、 薩 摩つ ぼうが 毛唐 を 二三 人 斬った 

くぼう さま 

罰金と して、 公方 様から 毛唐の 方へ 納めな けり やなら 


よるよなか 

ねえ、 運上 所から 夜夜中、 こっそりと 大八車へ 銀貨 を 

山 ほど 積んで 幾 台と いう もの、 ミニ ス トル へ 引き こん 

で、 只 納め をして 来た 有様なん て、 見ない 人 は 知らな 

いが、 見た 人 は 涙 を こぼして ます ぜ。 それに 限った こ 

とじゃありません、 長 州で も、 土 佐で も、 みんな それ 

なんでげ す。 およそ 攘夷と いう 攘夷で、 儲かった 攘夷 

は 一 つない 上に、 莫大な 罰金 を 毛唐に 取られ、 公方 様 

へ 御 心配 を かける。 そんなら ば 何が 儲かる かとい うこ 

とになる てえ と、 正直、 今の 日本の 国なん ぞ では、 万 

端む こうから 買う ものば つ かりで、 こちらから 売って 

しろもの 

金に しょうなんて 代物 は 滅多に はあり やしません —— 


ところで、 洋妾 ときた 日に や 資本 いらず で、 双方 両為 

めの、 いま 言った 通り 年分 ：••： 」 

「もう わかり ましたよ、 金さん」 

さすがの 忠作 も、 金 助の 洋妾立 国論 は 受けき れ ない 

らしい。 金 公 もまた 減らず口 は そのく らいに してお い 

て、 洋 妾の ロニつ 三つの 周旋 方 を 忠作を 通して、 ここ 

へ 出入りの 西洋人に 頼み こむ こと を 依頼して おいて、 

「何しても、 若い 頭の いいと ころに やかない ません、 

じきと リひき 

こんな 話 は、 金 公直 取引と おいでな されば、 たん まり 

と 口銭に ありつけ るんで げすが、 なんにしても ぺ 口が 

いけません からな。 忠 さんなん ぞは、 若くて、 頭が よ 


くって いらっしゃ るから、 ホンの ここへ 来て 僅かの 間、 

ぺ 口の 方で も、 もう 誰が 来ても 引け はとら ねえ、 応対 

万事 差支えな しとお いでな さる —— 当世 は、 若くて 頭 

のい いところ に はかな わね え、 何しろ これから はぺロ 

の 世の中で げすから な」 

つ いしょう 

忠 作に 向って こんな 追従 を 言いました。 

忠作 をつ かまえて、 若くて 頭が いいと 持ち上げ るの 

は、 必ずしも 過当と は 思われない けれど、 ベロが いけ 

ると か、 いけない とか 言う の は、 会話が 出来る とか、 

出来ない とかいう 意味で、 忠作 として は、 金 公が 推薦 

する ほど 会話が 出来る わけで はない が、 敏慧な この 少 


年 は、 ここへ 来て 僅かの 間に、 もう 朝夕の 挨拶 や、 簡 

単な 用 向な ど は、 用の 足りる ほどに 外国語 を 聞き かじ 

り、 覚え込んで いる 程度です。 それが 金 公 あたりの 眼 

から 見れば、 確かに 非凡 過ぎる ほどの 非凡の 頭に 見え、 

もうこの 少年に 頼めば、 立派に 通弁の 役に立ち、 異人 

との 交渉 は 一 切 差支えな くな つ ている と 見える ほどに、 

買いかぶ つ てし ま つ ている らし い。 

結局、 金 公の 用 向 は、 洋妾 立国 論 を 一席 弁じた 上に、 

洋妾 両三 名 を 西洋人に 売り込む ことの 周旋 方 を、 忠作 

びん 

に 頼み込みに 来たの だとい う 要領 だけで、 ビ— ルの壜 

を 傾けつ くし、 ほろ よい 機嫌で この 室 を 出て 行って し 


まいました。 

三十 二 

誰も、 金 公の 話なん ぞを 取り上げて、 あげつらう も 

の はない が、 それでも 忠作 は、 忠作 として 考えさせら 

れる ところの ものが ありました。 軍艦で あり、 鉄砲で 

ぁリ、 羅紗で あり、 器械 類で あり、 外国から 買うべき 

もの は 無数に あるのに、 外国へ 売るべき 物 はなん にも 

無い —— 洋 妾に もとで 要らず で 稼がせる ほかに 良策 は 

ない という 言い分 は、 いかに 金 公の たわごと にしても 


あんまり 悲惨 極まる たわごと ではない か。 

忠作 はもと ょリ、 憂国 者で も 志士で もない に はき 

まってい るが、 甲 州 人の 持つ 天性の 負けず嫌いが、 金 

助の たわごと に対して、 知らず 識らず 愛国 的 義憤 の よ 

うな もの を 起させて しまいました。 

事実、 日本の 国に、 外国へ 正当な 商売 をして、 そう 

し て 我 を 富ます と ころの 品物 は 無 いの か？ 無い はず 

は 断じてない！ 

忠作 は、 ここで、 今に 見ろ という 意気込みに 充ち満 

ちて、 自分の 掌 を 握りつ めて、 自分ながら 何の 意味 か 

わからない ほどの 昂奮に 駆られて いる 時に、 デスクの 


上の 呼 鈴が けたたましく 鳴りました。 

これ は 支配人からの 呼 鈴で ある —— と 心得て、 忠作 

は 急いで この 部屋 を 出て 廊下 を 通る と、 庭が しきりに 

混雑して いるの を 見ました。 

はは あ、 そうだ そうだ、 今日は この 庭で 午後から、 

蒸気 車と テレガ ラフとの 試験 をす る のであった、 その 

準備と、 見物の 人で、 あんなに 混雑して いる。 

と 思って、 支配人の 部屋へ 赴いて みると、 支配人の 

ホ ー ス ブルが、 

「これから 蒸気 車の 試験 ある、 あなた 手伝う ョ ロシイ」 

「承知いた しました」 


「ソレ から、 マダム. シルク ここへ 来る、 早く 庭へ 通 

すョ ロシイ」 

「はい」 

と 言った けれど、 これ は 実は 忠 作に はよ く 呑 込めな 

かった のです が、 西洋人 はグ ズグズ している の を 嫌う 

から、 多分、 お 客が 来たら 庭へ 通して、 蒸気 車の 実験 

を 見せて あげろ という 意味 だろうと 受取 つ て、 目から 

鼻へ 抜ける ように、 イエス、 イエスで 片附 けて しまい 

ました。 

忠作 も、 その他の 雇人と 共に 手伝い、 支配人 も 世話 

を 焼き、 技師 も 出て 来て、 形の 如く 最新 蒸気 車の 模型 


を 動かして 見せる 実験が はじまりました。 

見物人に は、 外人より は 日本人が 多い。 特に 公開し 

たという わけで はない が、 それぞれ 渡り をつ けて、 し 

かるべき 身分の 人の ほかに、 各階 級に わたって いるよ 

うで ある。 

この 実験 は 見事に 成功して、 見る ほどの 人 を、 アツ 

と 言わせずに は 置きませんでした。 

あとで 技師が 事細かに 説明す るの を、 日本人の 通弁 

が、 汗水 流して 翻訳 をして 聞かす の だが、 それでも 一 

同 を 傾聴せ しめる だけの もの は ある。 

それ は、 今から 八十 年ば かり 前、 イン ギリスの ヮッ 


ト という 人が 発明した 蒸気機関 によって、 現代の 西洋 

では、 船と 車 を 動かす ことにな つてい る。 蒸気船 は 現 

在、 皆さんが 横 浜 その他で 見る 通り だが、 まだ 皆さん 

は、 目下、 西洋で 行われて いる 最新の 蒸気 車と いう も 

の を 御存じ は あるまい。 

その実 物 は、 今 ここで 走らせた ものの 数倍の もので、 

まん リき 

これが 機関と いう 万力に よって、 この あとへ、 人なら 

ば 二十 四 人 乗りの 車が 三 四十 輛 つながる、 そうして、 

車輪 も 鉄で あるし、 特別の 道路 を こしらえて、 これに 

鉄の 二 筋の 輪 道 を 置いて、 その上 を 走らせる、 だから 

鉄道 を 敷く 費用 は、 日本の 一里に ついて 三 万両も かか 


る こと はか かるが、 一 度 こしらえて しまえば 永久に 持 

つから、 その 利益 は 計るべからざる ものである こと I 

I こうして 一 定の 鉄路の 上 を 走る から、 車の とても 重 

いのに かかわらず、 速力 は 非常に 早く、 蒸気船よりも 

マイル 

もっと 速い —— 一時間に 三十 哩、 急用の 時 は 五十 哩 

は 走らせる ことができ るから、 仮り に 十二時 間 走リ続 

ける として、 五百哩 走る ことができる。 

江戸から 京大 阪を 通り越して 芸 州の 広 島まで、 一 日 

のうちに 往 つて 戻る ことができる —— こういう 説明が、 

見物の すべての 魂 を 飛ばして しまいました。 

そうして、 この 原動力と して は、 単に 鉄瓶の 蓋 を あ 


げ る 湯気 に 過ぎ ない という こと。 ワットが その 鉄瓶の 

湯気 を 見た ばっかりに、 この 大 発明が 出来 上った とい 

うこと。 そうして 蒸気の 力と いう もの は、 単に 船と 車 

にば かり 応用す る もので はない、 川 を 渡る にも、 水 を 

汲む にも、 山 を 登る にも、 田 を 耕す にも、 銅 鉄の 荒 金 

を精鍊 する にも、 毛 綿の 糸緦を 紡績す るに も、 材木 を 

きる にも、 あらゆる 器具 を 作る にも、 すべて この 力 を 

応用し、 職人 は 自分自身 手 を 下さないでも、 機関の 運 

転に 気をつけて さえ いれば 済む、 そうして 一人の 力で 

楽々 と 数百 人に 当る 働き を 為す ことができ るの だ  

こういう ような 説明 を、 実験の あとで 聞かされた 時 


に、 誰し も その 荒 唐 を 疑う の 勇気が ありませんでした。 

一方の 隅に かたまって、 陪観の 栄を 得て いた 忠作 は、 

特に 心から 感動 させられずに はいなかった らしい。 こ 

けとう 

の 点に 於て は、 たしかに 毛唐と 日本人と は 頭が 違う、 

なにも 我々 だって 卑下す るに は 及ばない けれども、 そ 

れ にしても、 今の 日本人 は あちらの 人 を 知らな 過ぎる、 

これで はいけ ない、 それで はならない。 忠作 はまた こ 

てきがいしん  きた 

こで、 自分ながら わからない 敵愾心の 昂奮し 来る の を 

覚えました。 

事が 終って 支配人の ところへ 行く と、 支配人が また、 

「マダム . シルク、 今日 来ル 約束、 来 ナイ、 どうし ま 


した」 

「左様で ございます」 

「マダム. シルク、 せっかく ジ ヨウ キシャ 見 ナイ、 残 

念」 

「左様で ございます」 

忠作 はなん となく、 自分の 返答が そぐ わない もの を 

感じた の は、 支配人の 言う ことが よく 呑 込めなかった 

自然の 結果で、 そうして、 語学の 出来ない 者が、 へた 

に それ を 問い返す こと は、 西洋人の 御機嫌 を 損ねる 結 

果に 終る こと を 知ってい るから、 そのまま テレ 隠し を 

上手に やって、 珈琲 茶器 を 持って コック 部屋の 方へ 行 


きました。 

三十 三 

コック 部屋へ 来る と、 コック 見習 をして いた 六さん 

というの が、 いきなり 言葉 を かけて、 

「忠 さん、 今日はお 絹 様が おいでになりませんでした 

ね、 それで マネ— ジャ がたいそう がっかりして いまし 

たね」 

「あ、 そうでし たねえ」 

「マネ— ジャ は、 今日の 実験 をお 絹さん に 見せた かつ 


たんだね、 そうして その 交易に、 お 絹さん の 顔 を 見た 

かったん だよ」 

「そうか 知ら」 

「そう かしらじ やねえ ね、 うちの マネ ー ジャ ときち や、 

すっかりお 絹さん に 参って るんだ ぜ」 

コックの 六さん が、 だんだん 小声に な つ て 言う から、 

「そんな こと は あるまい」 

「ないど ころ か、 日本の 絹 は 世界一 だってね、 それと 

としま 

同じ ことに、 マダム. シルクの 年増つ ぶりが、 飛びき 

りの 羽 一 一重なん だと さ」 

「マダム . シルク？」 


その 時に、 忠 作が ハツと しました。 そうだ、 最初に 

自分が 行った 時に、 今日は マダム. シルクが 来る はず 

だ が 、 来た ら 早速 庭 へ 通せと マネ ー ジャが 言 つ た 。 

実験が 済んだ 後に、 今日は 来るべき 約束の マダム. 

シルクが 来て いない、 残念と 言った。 

その 何で あるか は、 忠 作の 頭に その 時まで ピンと 来 

なかった の だ、 多分 知合いの 西洋人の 友達だろう ぐら 

いに 心得て、 お茶 を 濁した 返事で ごまかし ていたが、 

今こう 言われて みると、 ヒシと 思い当る の だ。 そんな 

らば、 そのよう に 返事の しょう もあった もの を  自 

分ながら 何とい う 血の めぐりの 悪さ だ、 何が 若く て 頭 


がいいんだ、 そのく らいの 気 転が 利かないで、 どうし 

て 外国人のお 相手が つとまる！ 

何の こと だ、 ばかばかしい。 

忠作 は、 一時、 全く 自分と いう ものが、 やっぱり 低 

能 児のお 仲間で しか あり 得ない ので はない か、 と歯嚙 

み をして みたので す。 

事実、 この 支配人が、 お 絹さん にまい つてい るの か 

いないの か、 そんな こと は 詮索す る 必要 はない が、 お 

絹さん を マダム • シルクと 呼ぶ こと は 洒落に しても、 

立派に 筋の通った 洒落 だ。 まして、 あちら は 洒落で も 

揶揄で もな く、 多少の 熱情と 敬意 を 持つ 真剣の 呼び名 


であると したら、 そのく らいの こと を 心得ないで、 外 

人相 手の 奉公な り、 商売な りが 勤まる か、 つとまらな 

ヽゝ o 

レ 力 

忠作は 自分ながら、 それ を 歯痒 さに 堪えられないで 

いたが、 そうかといって、 いつまで クョ クョと 物案じ 

をして いる 男で はない、 コック 部屋から また 給仕 部屋 

へ 帰って から、 この ことが きっかけに、 妙な 方へ この 

少年 独特の 頭が 働き 出して きた ことです。 

日本の 絹 は 世界で 第 一 等 だ —— とこ この マネ ー ジャ 

が 言って いると、 今 も コック 見習の 六べ ェが 言った。 

それに 違いない、 そのこと は 常々 自分 も 聞いて いたの 


だ。 聞いて いるの みで はない、 各地から、 いろいろの 

絹と 絹織物 を マネ ー ジャが 取 寄せて、 自分 も 手伝って 

その 整理に 当った ことがある。 その 時に、 もっと 自分 

に 語学が 分り さえ すれば、 この 絹の 質 はどうで、 産地 

はどうで、 織り はどう だとい うこと を、 事細かに 説明 

してやれ るの だが、 言葉の 不自由から、 その 方面の 知 

識は 多分に 持ちながら、 如何と もす る ことので きな 

かった の を、 もどかしが つた ことがある。 

順序 を 追うて それ を 思い返し ている うちに、 発 止と 

ひらめ 

この 少年の 頭に 閃いた の は、 そうだ、 この 絹 だ、 この 

絹 を まとめて、 外国へ 売って やる こと はでき ないか。 


いま、 日本に 来て いる 外国人 なぞ は、 本国 はおろ か、 

たいてい 世界の 各地 を 渡り歩いて 来て いる 人 たちだ、 

それが 特別に 日本の 絹 を 珍重が るから に は、 日本の 絹 

に は、 たしかに 世界の 何 国の もの も 及ばない 特質が あ 

る 証拠に 相違ない、 そうだと すれば  そうして 日本 

の 国で は、 絹なん ぞは、 そんなに 珍しくない のみなら 

ず、 こしらえれば いくらでも 出来る。 桑 を 植えて、 蚕 

を 飼い さえ すれば 無限に 生産ので きる 品な の だ。 現に 

自分の 故郷の 甲 州なん ぞ でも、 山 畑の 隅々 まで も 手 飼 

いの 蚕の ために 桑 を 植えて ある。 いかなる 賤の女 も、 

養蚕の 方法と、 製糸の 一通り を 心得て いない もの はな 


レ 

これ を 買い占めて、 外人向きに 精製して 売る —— こ 

れ はたし かに 商売になる、 そうして 仕事が 大きい、 生 

産 は、 天然に 人力 を 加える だけ だから、 無限に あとが 

続く。 

そうだ！ 

忠作 はついに、 マダム • シルク を こんなよ うにまで 

そろばん  おど 

算盤に かけて、 おのずから 胸の 躍る の を 覚えました。 

三十 四 


駒 井 甚三郎 が 最新の 知識 を 集中して つくり 上げた 蒸 

気 船よりも、 七 兵衛の 親譲りの 健脚の 方が、 遥かに 速 

かった の は 是非 もない ことです。 

いわき だいら 

磐 城 平方 面から、 海岸線 を 一 直線に 仙 台領に 着した 

七兵衛 は、 松 島 も、 塩 釜 もさて 置いて、 まず 目的地の 

いしの まき 

石 巻 の 港へ、 一 足 飛びに 到着して 見ました。 

駒 井の 殿様の 一 行の 船 はどう だ —— もう 着いて いる 

くま 

か 知らと、 宿 も 取らぬ 先に 港へ 出て 隈なく 見渡した け 

れど、 それらし い 船 はいつ こう 見当 リ ません。 

でも、 七兵衛 はガッ カリし ませんで した。 何しても 

前例の ない 処女航海で はあり、 極めて 大事 を 取って 船 


を やる から、 到着の 期限 は 存外 長引く かも 知れない。 

万一 また、 途中、 天候 その他の 危険 をで も 予想した 場 

て いはく 

合に は、 不意に 意外のと ころへ 碇泊して しまう かも 知 

れ ない。 それにしても 目的地 は 石 巻に 限って いるから、 

船に 進行 力の ある 限り は、 石 巻 到着 は 時間の問題 であ 

る —— 先着した 時 は、 多少 気長に 待って いても らい さ 

え すれば よろしい —— その 打合せ はおた がいに よく 届 

いていました から、 船が 港に 見えなくても、 七 兵衛は 

心配 するとい うこと なく、 相馬領 から 鉄 を 買い出しに 

来た 商人の ような ふり をして、 石 巻の 港のと ある 宿屋 

に 宿 を 取りました。 


そうして 当座の 仕事と いう もの は、 毎日 毎日 海を眺 

める ことです。 海 を 眺めて 目指す 船の 影が 見える か 見 

えない かと いう 当り をつ ける ことが 毎日の 日課で は あ 

ります けれども、 この 日課 は、 仕事と して は 実に 単調 

過ぎた ものであります。 

そこで 七兵衛 は、 副業と しての、 この 近辺の 名所 古 

蹟を 見物して 歩く という ことが、 本業の ようになって 

しまいました。 

名所 古蹟 を 見る つもりな らば、 この辺 は 決して その 

材料に 貧しい ところではありません。 その 頭と 興味と 

を 以て 臨み さえ すれば、 数 力 月 この辺に 滞在した から 


と 言って、 さの み 退屈す ると ころで はない のです。 

早い話が、 この 石 巻の 港に してから が、 奥の 細道 を 

旅した 芭蕉 翁が、 この 港に 迷い込んだ ことがあ るので 

あります。 

つ ひ  みなと 

「終に 道 ふみた がへ て、 石の 巻と いふ 湊に 出づ。 

『こがね 花咲く』 と 詠みて 奉りた る 金 花 山海 上に 見 

わたし、 数百の 廻船、 入江に つど ひ、 人家 地 を あら 

そ ひて、 竈の 煙たち つづけたり。 思 ひがけず かか 

きた 

ると ころに も 来れる かなと、 宿 からん とすれ ど、 更 

に 宿 かす 人な し。 やう や うまどしき 小 家に 一 夜 を 明 

かして、 明 くれば また 知らぬ 道 まよ ひ 行く」 


なん ぞは、 今の 七 兵衛の 身に 引かされ もす るし、 旅情 

及び 詩情の 綿々 たる もの を 漂わせないで はない けれど 

も、 七兵衛 は、 日頃 あんまり そういう ことに 興味 を 持つ 

ていない のです。 

かわ むらず いけん 

それから、 石 巻の 港 は 河村瑞 軒が 設計した とかしな 

いと か —— 尾 上 川の 河口が 押し出す 土砂で、 せっかく 

の 良港 を 埋めて しまう、 これ を 何とかせ ぬ ことに は、 

この 東北 第一 の 名 をうた われた 港 も、 やがて さびれて 

しまう だろう  なんという 心配 も、 七 兵 衛には 少し 

縁遠い。 ただ、 名に し 負う 奥州 仙 台 陸 奥 守 六十 八 万 石 

の 御城 下 近いと ころで ある ことによって、 台の 喊下 


はおろ か、 塩 釜、 松 島、 金 華 山 等の 日本中に 名 だた る 

名所 は、 一 通り この 機会に 見て おこうと 企てました。 

だが、 塩 釜 も、 松 島 も、 金 華 山 も、 仙 台の 城下 も、 

ここ を 根拠と して 渡り歩い ていれば、 普通に は 優に 二 

十日 や 三十日の 暇 をつ ぶす に 充分であります けれども、 

七 兵 衛の迅 足 を もってして は、 まことに あっけな いも 

ので ありました。 それでも 瑞巌 寺の 建築 を 考証したり、 

がんみ 

例の 田 山 白雲が 憧れて いる 観 瀾亭の 壁画なん ぞを 玩味 

したりす る だけの 素養が あれば だが、 それ も 七 兵衛に 

は 望む のが 無理です。 

なるほど、 いい 景色 だな あ、 たいした もの だな あ、 


さすが は 仙 台 様 だ —— と い つたよう な、 赤毛布が 誰も 

する 通り一遍の 感嘆の ほかに は、 七兵衛 として、 別段 

に 名所 古蹟 を 縦横から 見直す と いう 手段はありません。 

金 華 山へ 行って 見たところで、 野 飼いの 鹿が いる、 

猿が いる、 それ を 珍しがって、 やがて 頂上へ 登って 見 

ると、 そこの 絶景に 感心す るより は、 更に 一段の 高所 

きた 

に 登った ために、 まず 心頭と 眼底に 映リ 来る の は 駒 井 

の 殿様の 船の 姿であって —— それ を 眼の 届く 限リ、 内 

外の 海の 面に 向って 当り をつ けて 見た が 無駄であった、 

と いう だけの もので ありました。 

多賀 城の 石碑へ も、 名所の 一 つ だからと 案内され る 


ままに 行って 見ました けれど、 これが 日本 有数の 古 碑 

である ことの 考古的 興味から ではなく、 碑 面に 刻まれ 

た、 

「多 賀城去 京 一 千 五百里、 去 蝦夷 界 一 百 一 一十 里、 去 

ひたち  しもつ け 

常 陸国界 四百 十二 里、 去 下野 国界 二百 七十 四 里、 去 

まっかつ こく 

銖鞸国 三千 里」 

と あるの を おぼろげに 読ませられ、 

「はて、 京 を 去る 一千 五百里  これ は、 ちっと 掛値 

が ありそう だ。 蝦夷 境 を 去る 一 百 二十 里の こと は 知ら 

ない が、 常 陸の 国界を 去る 四百 十二 里 は 飛ばし 過ぎる。 

これ は 現に 自分が 歩んで 来た 道 だが —— 四百 十二 里 は 


ョタ だね。 それから すると、 無論 下野の 二百 七十 四 里 

もい けない。 従って 京の 一千 五百里 も あてに ならぬ こ 

との 骨頂 だが、 銖鞮 国と いう ィャに むずかしい 国名 は 

からてん じく 

あんまり 見かけな いが、 唐 天竺の ことで も あるかな。 

せっかくの 石碑が こう ョタで 固められて は 有難く ねえ 

—— だが 待てよ、 これ は 昔の 里数 かも 知れね えぞ —— - 

それとも 支那 里数で 行って いるの か」 

七兵衛 としての 興味と 疑問 は、 そんな 程度の もので 

した。 

きんきん 

ですから、 僅々 数日の 間に、 すべての 名所 古蹟と い つ 

たような もの を見尽 してし まう と、 彼の 天性の 迅 足の 


髀肉が、 徒らに 肥える より ほか はせん 術が なき 姿です。 

でも、 その 数日の 間に、 駒 井の 船が 姿 を 見せない こ 

と は 前日の 如く —— それで 退屈の やる 瀬な き 七兵衛 は、 

風物 を 見、 海面 を 睨めて いる ことに 屈託した 彼 は、 やつ 

ばり、 人 を 見る ことの 興味に よっての ほかに 慰められ 

そうな もの はない。 

人と いったと ころで、 この辺の 人と は 気風 もしつ く 

りしない し、 それに 第一、 まるっきり 言葉が わからな 

ヽ o 

レ 

何とい つても 仙 台の 城下 は 東北 第一 の 都で あるから、 

人 を 見る に は、 あれに 越した こと はない と、 七 兵衛は 


今日し もまた 漫然と、 すでに 概念 は 見つ くした 仙 台の 

城下の 賑やかな ところへ 立 戻ろうと して、 塩 釜 神社の 

下まで きた。 そこで ゆく りなく、 塩 釜 芸妓の 一群が、 

藤色 模様の 揃い を 着て、 「塩 釜 じんく」 を 踊って いるの 

を 見ました。 

塩 釜 かいどう 

かき 

白菊 垣に 

何 を 聞く 聞く 

ぁリゃ 便りき く 

三十 五 


塩 釜での 盛んな 景気の 中 を 足早に 抜け 去って、 早く 

も 仙 台の 城下へ 着いた けれども、 

「塩 釜 じんくが、 今日は どうも 妙に 心を惹 いて、 耳に 

残って いる」 

常 盤 町と いうと ころへ 入る ともなく 足 を 踏み込んだ 

七兵衛 が、 そこで また 仙 台 芸妓の 一群が 取りす まして 

やって来 たのに ぶつ つかりました。 

「今日はい やに 芸妓に 突き 当る 日 だ」 

七兵衛 は、 その 取りす まして 行く 芸妓た ちの 後ろ姿 

を ながめて おりました。 


七兵衛 とても、 年甲斐 もな く、 女に うつつ を 抜かし 

たという わけで はない。 がんりきの 百に 言わせる と、 

「仙 台て ところに は、 美い 女 は 生れて 来ね えんだ そう 

だ、 というの は それ、 昔、 仙 台 様のう ちの 誰かが、 高 

尾と いうす てきない い 女 をつ るし 斬りに 斬って しま つ 

た、 その 祟りで、 仙 台に は 美い 女が 生れね えとい うこ 

となんだ、 だから …… 」 

それ をい ま 思い出し たが、 七 兵 衛には 必ずしも それ 

を 肯定す る わけに は ゆかない。 仙 台 だとて、 決して 婦 

人の 容姿 は 他国に 劣った もので はない の だ。 現に この 

芸妓 たちだ からと いって、 江戸前と 言った つて 恥 かし 


くもない の だ。 といって、 特別に 七 兵 衛の眼 を 惹くほ 

ど 綺麗 だと も、 ィキ だと も 感心した わけで はない の だ 

が、 今日は 芸妓 日 だ —— とで もい つたよう に、 芸妓 を 

眼の 前につ きつけられる ことの 機会が 多い のと、 それ 

から、 出が けに 見た 「塩 釜 じんく」 の 妙に 威勢の よい 

情調が、 何 か 七 兵衛の 心を捉え たと 見え —— 

しぐれ 

そうだ、 そうだ、 ここの 名物と して 「さんさ 時雨」 

というの があった つけ、 退屈凌ぎに 名所 古蹟 だけ は 見 

通した が、 まだ 耳で もって 名物 を 味わう こと はして い 

ない、 せっかく 仙 台へ 来た ことに、 「さんさ 時雨」 を 聞 

いてみ ない ことに は 話に ならない という もの だ。 


七兵衛 がふと、 妙な ところへ 力瘤を入れる 気持に 

なって、 一番、 今夜 は 奮発して、 あの 芸妓た ち を 総 あ 

げ にして 「さんさ 時雨」 を 唄わして みる かな。 

にぎ 

七兵衛 はふと、 こんな こと を 考えながら、 賑やかな 

ところ を、 芭蕉 ケ 辻から —— フ ラフラ、 青葉 城の 大手 

の 門の 前に 来て しまいました。 

この間 も 来たと ころ だが、 ここまで 来る と、 七兵衛 

はまた、 ゆっくりと、 このお 城の 見物人と なり、 なん 

にしても 素敵な 城 だ、 お 江戸の 城から こっち、 これ ほ 

ど の 城 は 見た くも 見られね え。 

その はず、 二十 一郡 六十 八 万 石と は 言う が、 それ は 


表 高で、 実収 は 百 八十 万 石との こと。 

この 城 を 築いた 伊達 政宗 公と いうの が、 まかり 間違 

えば 太閤 秀吉 や、 徳川家 康に 向っても 楣を 突こうと い 

しろもの 

う ほどの 代物 だから、 それ、 今時、 薩摩ゃ 長 州が どう 

あろうと も、 こっち は 仙 台 陸 奥 守 だとい うはらが 据 

わって いる。 

太閤 様、 権現 様、 信玄 公、 謙 信 公と 同格の 家柄 だと 

いう はらが あるから、 この 城の 家相 を 見てから が —— 

以前に もちよつ と 出た ことがあ るが、 これが 七 兵衛は 

一 種の 家相 見であります —— 全く 立派な 貫禄で、 どこ 

へ 出しても ヒケは 取らね え、 奥州の 青葉 城、 うしろに 


青葉 山 を 控えて、 前 は 広 瀬 川が この 通り 天然の 塹壕 を 

なして いる。 城下町と 城内との 連絡 もよ くついて、 大 

軍の 蚯け 引き も 自由で あり、 いざと なって この 広 瀬 川 

を 断ち切り さえ すれば、 後ろ は 山 続きで 奥が わからな 

い、 そこで 城 だけが 天険 無双の 構えと なって 独立 自給 

のでき る 仕掛に な つてい る  見かけから 言 つても、 

実地から 言っても、 これ だけの 要害な 大城 という もの 

は、 ほかに はちよ つと 思い当らない。 日本一 の 青葉 城 

—— といっても いいが、 ただ 一 つ 不足な の は 水が 足り 

ない、 水分が 乏しい。 なるほど、 この 広 瀬 川が 天然の 

ほり 

お 濠に なって いる、 この 切り立った 岩、 こういう 天然 


のお 濠が 出来て いると い う 城 は ほ か に はなかろう ぜ。 

江戸のお 城で も、 大阪の 城で も、 名古屋 はなお さら、 

ひら じろ 

みんな 平 城で、 お 濠と いうの は 人夫の 手で 掘り あげた 

お 濠なん だ。 ここの は 天然の 切 岸と、 川の 流れ その ま 

まがお 濠に なって いる  優れてい るの がそ こで、 ま 

た 足りな いとこ ろが そこ だ。 これ だけのお 濠に して は、 

水が あんまり 少な 過ぎる、 これ だけの 城 を 前にして は 

もっと 漫々 たる 水が 欲しい な あ。 たとえば 江戸のお 城 

のお 濠に しても、 人夫が 掘った お 濠に は 違いない が、 

関 八州の 水が 張りき つてい ると いう 感じが する ね。 大 

阪 はもつ と 水の 都 だ —— この 青葉 城に、 江戸 や 大阪の 


ような 豊かな 水分が ありさえ すれば、 それ こそ 日本 一 

—— 水気が 不足 だな あ。 ここに 水 沢の 気があれば、 天 

下の 運勢 は 奥州の 伊達へ 傾いて 来る の だが —— 

七兵衛 は、 こんな ふうに 自己流に 青葉 城の 城 相 を 見 

ひらめ 

ていたが、 そのうち、 ふと 彼の 頭に 閃いた ところの も 

のが ありました。 

奥州 仙 台、 陸 奥 守 六十 八 万 石のお 城、 ただこ こで、 

こうして 拝見して いる 分に は 誰も 咎める 者 はない 代り、 

誰に もで きる 芸当 だ、 誰も 見られな いところ を ひとつ、 

この 七 兵衛に 見せても らう わけに はいくまい か、 奥州 

仙 台へ 来れば、 誰でも 拝見ので きる ところ を 拝見して、 


誰も 感心す ると ころ だけの 感心 をして いたので は、 七 

兵衛が 七兵衛 になら な いで はない か。 

ここで 七 兵衛の 間違った 野心と、 自覚と が、 ム ラム 

ラと頭 を 持 上げて 来たの は、 持った 病と は 言いながら、 

不幸な ことで ありました。 

もみじ やま 

な あに II 江戸のお 城の、 御 本丸の 紅葉 山まで も 拝 

んで 来た この 七兵衛 だ、 奥州 仙 台で あろうが、 陸奧守 

ま  おきて 

であろうが、 枉げて 拝見の 許されね えとい う 捉はぁ 

るめ え。 

狂言で 見た 先代 萩 —— そうだ、 そうだ、 あの、 きら 

び やかな 御殿 や、 床下が この 御城 内に あるの だつ け。 


仁 木 弾 正 は 鼠 を 使って 忍びの 術で 入り込ん だが、 七 兵 

衛は 七兵衛 冥利 だ、 こいつ は 一番、 このお 城の 中の 隅 

から 隅 —— 六十 八 万 石の 殿様のお 居間から、 諸士 方の 

とのい ベ や  ままた きば  かきわり 

宿直 部屋、 飯 炊 場 も、 床下 も、 書 割で 見 るん じ やねえ、 

正 の もの を、 正で ひとつ、 後学の ために 見て おいて 帰 

るの も 話の種 だ。 

七兵衛 は、 これ を 考え出す と、 今まで 青葉 城 をな が 

めて いた 眼の 色が 変って きました。 そうして、 今まで 

退屈し 切って いた 心の 緒が、 急に 張りき つたの を 感じ 

たようです。 

ねむけ 

駒 井の 殿様のお 船が 着く までの 睡気 ざまし だ、 なに 


も 物が 欲しい 惜しい という わけの もので はない、 七 兵 

衛は 七兵衛 冥利に、 誰に も 見られね えと ころの、 六十 

八 万 石のお 城の 内部の 模様 を、 一通り 拝見 すれば いい 

の だ。 

それだけの ことなら、 こ つちに と つ て は 朝飯前と 言 

いたいが、 夜食の 腹 ごな しに、 持って来いの 前芸だ I 

I 今夜 は 一 番、 それ を やつ つけよう。 

七兵衛 として は、 この 際、 別段に 路用に 困って いる 

と いう 次第で はなし、 人の 急 を 救うた めに 危うき を 冒 

さねば ならぬ 義理合いが あると いう わけで もな く、 た 

だ 閑々 地に いて、 つい 不善 を 心がける という 心理から 


ではない にしても、 持った 病の 虫が、 むらむらと 頭 を 

もたげた の は 情けない ことと 言わねば なりません。 も 

ともと この 男 は、 慾で 盗み をす るより、 手癖です る、 

好奇です る、 興味です る。 本能が、 つい 心と 手と を 一 

緒に そっちへ 向けて、 曲げて しまう ことが 多い。 

前に、 芸者の あだ 姿 を 見て、 そ ぞろ心 を 動かして み 

たが、 今 は、 その がらに ない ら ざる 遊興 心が、 すつ 

かリ 吹っ飛ん でしまい、 今お 城 を 見て 動き 出した 本能 

心 だけ は、 どうしても 分別と 反省が 無い、 のみならず、 

ムラ ムラと いっそう 昂上 する ばかりで、 久しく 試みな 

かった 腕が 鳴り —— な あに、 江戸の 本丸、 西の 丸へ で 


さえ も 御免 を 蒙れる ほどの おれが、 奥州 仙 台 六十 八 

万 石が 何 だ —— 

いかん 

という 慢心 を、 もはや 如何と もす る ことができ ませ 

ん でした。 

三十 六 

明日 は、 どう 間違っても、 仙 台湾に 無事 入港と いう 

確信 を 得た 駒 井 甚三郎 は、 全く 重荷 を 卸した 喜びに 打 

たれました。 

この 重荷 を 卸した というの は、 いろいろの 意味に と 


る ことができます。 自分の 創製が 全く 試験 済みに なつ 

たという のと、 自分の 船に よっての 前例の 無い 処女 航 

海 を 無事に 果 したと いう 成功の 喜び —— それから 最近、 

この 船 を 王国 か 民国 か 知らないが、 自分た ちの 新しい 

領土 をめ がけての 世界的 遠征の 可能、 そんなよ うな 複 

とラ みよ ラ 

雑した 感情で、 前の 晚、 駒 井 甚三郎 は、 船長室の 燈明 

を 以て 前途の 光明 を 見つめつつ、 なお 油断な く 船 を 進 

めて 行きました。 

しかし、 一つ 越 ゆれば また 一つの 難所 —— が ある、 

人生に は それから それと 連続して 関門の ある こと を、 

駒 井 は 決して 忘る る ことができません。 一 つの 成功の 


次に は 他の 魔障、 しからずんば 難関が もう 待ち兼ねて 

目白押し をして いる。 

駒 井 は、 船の 構造と、 航海の 技術との 第一 成功と 共 

に 自信 は 得た けれども、 この 処女航海の 内容 全部が、 

必ずしも 成功と は 言えない こと を 認めずに はおられ ま 

せん。 失敗と は 言わない が、 工業と して、 技術と して 

は 成功の みが 全部で はない、 人心の 和と いう ものが 一 

大事で ある こと を、 忘れる わけに は ゆきません。 

この 清新な 門出の 一 歩に、 もう 船の 中に 悪い 空気が 

湧いて いる。 この 悪い 空気 は、 とりあえず 兵 部の 娘の 

船室から 起って いる こと を、 駒 井 はよ く 知って おり ま 


お 松と いう 子に 於て、 駒 井 は 最もよ き 秘書と 助手と 

を 得ました。 駒 井が お 松 を 信任す る こと、 お 松 を 信任 

せざるを得ない ほど、 お 松 そのものの 素質が 適合して 

いる ことが、 兵 部の 娘に とって 不平で あり、 嫉妬で も 

あり、 反抗の 源 ともなろうと している 空気が、 駒 井に 

はよ くわ かるので あります。 そうして、 兵 部の 娘 は そ 

の 鬱憤の ために マドロス を 近づけて いる こ ともよく わ 

力 リます 

殖民に は 女子が 無くて はならぬ、 婦女子 を 伴わぬ 殖 

民 は、 結局、 海賊に 等しい ものに なって、 永遠の 成功 


お ぼっか 

は 覚束ない、 なん ぞ という こと は、 駒 井 も 研究して お 

リ ました。 このたびの 船出に 当って は、 単純に、 自分 

の 身辺に 居 合わす 人々 を 授けられた ものの ようにして、 

格別 吟味 もせずに 収容し ました。 駒 井と して は 人間性 

にさの み 甲乙 を 認める という ことがあ リ ません から、 

かえって 環境に よって ねじけさせられたり、 荒 ませら 

れ たりした 人間 を 伴って 行く ことが、 別の 世界の 陶冶 

の 一 つの 趣味で あると さえ 考えられて いたのです。 田 

山 白雲 はまた 一 種の 豪傑の 徒で あり、 七 兵衛は 実直な 

農夫と も 見える が、 また なかなか 食えない ところ も あ 

る 苦労人と も 見られる が、 頼めば 頼もしい 人間で あり、 


つかえる 人間で ある こと は 駒 井が 認めて います。 こと 

に 彼が 農業に 堪能で あると いう こと は、 新 天地 を拓く 

のに 無くて ならぬ 素養 だと 思いました。 

マドロス もまた 使いよう によって、 至って 大きな 便 

せんどう 

宜を 供して くれる。 房 州で 集めた 船 夫た ち は、 普通の 

船 夫 以上に は 毒に も 薬に もなら ない が、 その 道に かけ 

て は 安心で も あり、 上陸して 善良なる 土着民と なり 得 

る。 清澄の 茂 は 一 種の 天才で あり、 あの 存在が 一 般の 

キン ツイ  うま 

芸術 をつ とめる。 金椎は 黙々 として 聖書 を 読み、 旨き 

料理 を 一 同に 提供す る こと を 使命と している。 

登が あれば 乳母がなければ ならない。 おのおの、 そ 


の 様に よって 集められた 人材 は、 用い 方で みな 無くて 

はならぬ ものになる。 

ひとり、 岡 本 兵 部の 娘 だけが いけない。 これが いけ 

ない ので はない、 その 娘 だけ を 船中へ 単独で 収容して 

置けば 何の こと はない の だが、 お 松と いう 娘が いるた 

めに いけない。 ではお 松が 悪い 女 か。 悪い どころ では 

ない、 その 良き 女性なる がた めに、 一方が ますます 悪 

くな つて 行く。 女で は 手 を 焼いた 経験の 多い 駒 井甚三 

郎が、 この 雲行き を 見て、 少なくとも これが 新 殖民 最 

初の 悩みと なる ので はない かと 思いました。 

男子 はおのお の その 職に 於て 用 ゆれば 用 い 得られ ざ 


る もの は 無い と 信じて いるが、 女子に は その 法則が 通 

ら ない。 

これ は 寧ろ、 後日の 禍根の ために、 兵 部の 娘 を この 

船から 隔離して しまう か  それ はでき な い。 

では、 何 かの 威圧 か、 才能 かによ つて、 あの 娘 を 使 

いこな すか、 それ も 容易で はない こと だと 駒 井 は 感じ 

ました。 

女子と 小人 は 養い 難し —— 駒 井 は、 やっぱり そうし 

たもの かな あ、 そうして、 自分た ちが 必ずしも 大人 君 

子と いう わけで はない が、 ともかくも 理想の 天地 を拓 

こうと する 途に 向っても、 必ずしも その 理解 者の みが 


集まる もので はない、 かえって、 その 目的と 全く 齟齬 

した 仲間 を、 同志のう ちに 加えて 行かねば ならない I 

I たとえば 女子と 小人と は 養い 難い ものである とも、 

しょい もの 

結局 は 大人 君子の 背負 物であって、 度し難い もので あ 

るに 拘ら ず、 背負 い きらなければ ならな い のが 人生 の 

約束 か 知らん、 とも 思われて くるので す。 

駒 井 甚三郎 は、 当面の 欣喜と、 前途の 希望のう ちに、 

うんじょう 

明らかに この 悪い 空気の 醞醸 を 見て しまいました。 

それ を 考えて いると ころへ、 清澄の 茂 太郎が やって来 

ました。 


三十 七 

はんにゃ 

茂 公 は 例によって、 般若の 面 を 小脇に しながら、 突 

然に 船長室 を 驚かして、 

「殿様」 

「何 だ」 

いしの まき 

「明日 はいよ いよ、 仙 台石 巻の 港へ 着く そうで ござ 

いますね」 

「うむ」 

「嬉しい な、 石 巻で、 お 米 や 水 を 積 込んで、 それから 

南洋諸島へ 渡 るんで すって ね」 


生意気な！ 南洋諸島なん ていう 地名 を 誰に 聞いて 

来た。 

「南洋諸島と きまった わけで はない」 

「どこでも かまいません、 あたい は 嬉しくて たまらな 

かぎ 

い、 涯リ ない この 海 を 眺める のが 好きです、 アル パト 

ロス もい ます、 鯨 もお 友達です、 明日 は 仙 台石 巻へ 着 

けば、 そこに 七兵衛 おやじ も 待って いましょう、 田 山 

先生 も 乗 込んで いらっしゃる でしよう、 そうして また 

この 限りない 大海原 を 乗り切って 行く のが 嬉しい、 嬉 

しい」 

「茂 太郎、 勉強しなさい、 とにかく、 これから みんな 


して 気 を 揃えて 新しい 国 を 作る の だから、 お前 も 歌ば 

かリ 唄って いないで、 皆の 手助け をして、 よく 働く こ 

と を 覚えなくて はならない」 

「働きます とも  今でも 学問 は、 あたいが 一番よ く 

覚えます、 それから、 水夫さん の 手助けで もなんでも 

して 働いて いますから、 みんなから 憎まれません」 

「それ はよ いこと だ、 船中で 誰に も 可愛がられ、 誰の 

ために も 無くて ならぬ 人になる ように 心がけなければ 

いけない」 

「あたい は 憎まれて やしません」 

「一 つの 船に 乗組む 人 は、 陸上の 一家 族の 者よりも 気 


を 揃えなければ ならな い の だ」 

そこへ、 お 松が 静かに 入って 来ました。 

「茂ち やん、 船長さん のお 邪魔 をして はいけ ません よ」 

「お 松 様、 あたい はお 邪魔なん ぞ はいたし ません、 今、 

殿様と、 一 つの 船の 中に いる 人 は、 一 つの 家族で ある 

よりも 親密で なければ ならない という こと を 話して い 

たのです」 

さ 

「ほんとうに 茂ち やん は、 ませた 口 を 利きます ねえ。 

です けれども その 通りよ、 みんなが 全く 気 を 揃えて、 

大船に 乗った つもりで、 船長 様 を 頭 に 戴いて、 船の 中 

がー つの 領土に ならなければ、 新しい 国 は 作れません」 


駒 井の 言う こと も、 お 松の 言葉 も、 茂太郎 に対して 

は、 知らず 識らず 教訓に なって くる。 駒 井 を それ を、 

やっぱり わが 意 を 得たり として、 

「皆のお かげで、 処女航海 もこう して 無事に 済んだ こ 

とが、 わしと して は 嬉しい が、 それよりも 嬉しい こと 

は、 お 松 どのの 言われる 通り、 船中み な 気 を 揃えて、 

よく 働いて くれた そのこと が、 わしと して は 何よりも 

頼もしい」 

駒 井が かく 言って 船中 一 同に 向っての 感謝の 意 を 表 

した 時に、 こまつし やくれ た 茂太郎 が、 おとなしく 受 

入れませんでした。 


「殿様、 それ は 違います」 

「何 だ」 

「殿様の おっしゃる こと は、 それ は 違う とわたし は 思 

レ ます」 

お 松が 聞き 兼ねて、 たしなめました、 

「何 を 言う のです、 茂ち やん」 

茂 太郎は 屈せず、 

「いいえ、 本当の こと を 言う のです、 いま 殿様 は、 船 

の 中の 者が みんな 気 を 揃えて 働いて くれる ことが 何よ 

リ 嬉しい とおつ しゃいました けれど、 それ は、 或る人 

に は 当ってい ます けれど、 ある 人に は 当りません」 


「茂ち やん、 お前、 その物 言い は 何です、 生意気 だと 

言われ ますよ」 

「あたい は 本当の こと を 言って いるんで すよ、 お 松 様、 

今 この 船の 中の 人 は、 みんな 船長さん のために 気 を 揃 

えて 働いて いるよう です けれど、 そうば かりで はぁリ 

ません、 働かないで 楽 をして いる 人が あります」 

「そんな 人はありません よ、 一人 だって。 みんな、 そ 

れ 相当の 持 場で 何 か 働いて ぉリ ますよ」 

「ところが、 働かない 人が 少なくとも 一人 はあります、 

それ は、 あたいのお 嬢 様です」 

「あ、 も ゆるさん のこと」 


「そうです、 そうです、 あのお 嬢さん だけ は、 ちっと 

も 働きません、 お嬢さんば つか リは 働かないで、 遊ん 

で 食べ ています」 

「も ゆるさん は 御 病気なん です もの」 

お 松が 取りな して 言う と、 茂 太郎は それ を 打消して、 

「いいえ、 病気ではありません、 病気で もない のに、 

みんなが それぞれ 一生懸命 働いて いるのに、 あの人ば 

かりが 働かないで、 遊んで 食べて います」 

駒 井 も 少し 苦い 面 をし ました。 お 松 は、 茂太郎 に、 

そんなに ぐんぐん 言わせ まいと 思う けれど、 ちょ つ と 

手が 出せないで いるの を、 茂 太郎は 一向 ひるまずに 続 


けました、 

「それに マドロス 君 もよ くないと 思います、 お嬢さん 

が 病気で もない のに、 横着 をき めて 遊んで 寝てば つか 

りい るの をい いこと にして、 マドロス 君が、 おいしい 

もの を 運んで はお 嬢 様に 食べさせて いるので す」 

「そんな ことはありません、 茂ち やん、 ほんとうにお 

前 は、 よけいな こと を 言いつけ 口す る もの じゃあり ま 

せんよ」 

「よけいな ことじ やない のです、 本当の こと を 言って 

るので す。 で、 かわいそうな もの は金椎 さんです、 せつ 

かく 丹精して、 皆さんに 御驰 走して 上げよう として 


斿 えたお 料理の いいと ころ を、 いっか 知らず マ ドロ 

ス 君に 持って行かれて しまって います。 マドロス 君 は 

うま 

それ を 持つ て 行つ て は 旨そう に お嬢さんと 一 一人でば つ 

かり 食べ てし まう のです」 

「茂ち やん、 およしなさい、 そんな こと も 一度 や 二度 

あつたか もしれ ません が、 それ を 殿様の 前で 素破抜い 

てし まう なんて」 

「一度 や 二度じゃありません、 いつでも そうです、 で 

はつもの 

すから 初物のお いしいと ころ は、 二人で みんな 食べて 

しまって いるので す、 金椎 さん も 苦い 面 をし ます けれ 

ど、 あの人 は 耳が 悪い のに 聖人です からね、 また 機嫌 


を 取 直して、 誰に も 何とも 言わないで、 またお 料理 を 

こしらえ 直して 皆さんに 食べ させて あげる のです」 

駒 井 も、 お 松 も、 茂 太郎の 素破抜き を、 もはや 何と 

もす る ことができないで、 言う だけ は 言わせて しまわ 

なければ ならない ような 羽目に な つ ている と、 

「この間 も あたいが、 何の 気 もな く 部屋へ 下りて 見る 

まんじゅう 

と、 マドロス 君と お嬢さん とが 旨そう にお 饅頭 を 食 

ベて いました。 あたいが 行った ので 二人 は ちょっとき 

まりの 悪い 面 をし ました けれど、 お嬢さんが、 茂ち や 

ん、 お前 も 仲間に おなり、 そうしてお 饅頭 を 半分お 食 

ベな …… と 言いました けれど、 あたい はい やです と 


言って 甲板へ 出て 来て しまいました。 あたい は 人の 悪 

ロを告 口す る わけではありません けれど、 一 つの 船の 

中で みんなが 気 を 揃えて 働いて いるな かに、 寝て いて 

人の 斿 えたお 饅頭 を 食べて いるお 嬢 様の 行い はよ くな 

いと 思います。 それ もよ くないが、 せっかく 金椎 さん 

うま 

が 丹精して 皆さんに 旨く 食べ させよう として こしらえ 

たお 料理 やお 饅頭 を、 盗んで 来て 食べたり、 食べさせ 

はず 

たリ する マドロス 君の 行い も、 道に 外れて いると 思い 

ます」 

「茂ち やん、 もうお よし、 そうして お前 は、 あちらへ 

行って 登 様のお 守 をなさい」 


お 松 はついに、 厳しく 叱りました。 叱られて 船長室 

を 飛び出した 茂 太郎、 上甲板の 方で、 早く も その 即興 

の 出鳕目 歌が 聞え ます —— 


お 饅頭 をァ 

それ を 盗む 人 

せっかく、 殿様が 

新しい 国 を こしらえても 

汗水 を 流して 働く 人と 

寝て いてお 饅頭 を 食- 

あつ て はなん にもな りますまい 


駒 井 甚三郎 は 船 を 作り 

田 山 白雲 は 絵 をう つし 

裏 宿の 七 兵衛は 耕し 

お 松 様 は 教育 を やり 

金 椎君は 料理 をし 

治郎 作さん 父子 は 船頭 をし 

乳母 はお 守 をし 

登 様 は 育ち 

清澄の 茂 太郎は 歌う 

それ だのに 


兵 部の 娘 も ゆるさん は 

病気で もない のに 

■ つま 

寝て 旨い もの を 食べ ています 

それ は マドロス 君が 

持って行つ て やる からです 

まんじゅう 

お 饅頭 の 掠奪 は 

パ ンの 搾取と いう ことに は 

なりません か 

い い 着物 を 着たり 


旨い 物 を 食べたり する ために 

みんなが 気 を 揃えて 

働く の はいい こと だが 

旨い 物 を 食べ るた めに 

盗んだり 

誘惑した りする の は 

それ はよ くないと 

あたい は 考えます 

お嬢さんと 

マドロス 君と が 


この 船の 中での 

賊 でない と 誰が 言います 

ドン チヤ 

ドチ、 ドチ 

ドン チン カン ノ 

チマ ガロ クスン 

キク ライ、 キク ライ 

キ ウス 

チ— 力、 ロンドン 


パッカ、 ロンドン 

足踏み 面白く、 上甲板で ダンス を はじめ 出した のが 

よく わかります。 

三十 八 

一方、 飛驛の 高山から 朝 まだき に 出発した 二人連れ 

の 労働者が ある。 そのうちの 一 人 はお 馴染の 紙屑 買い 

の、 のろまの 清 次で あり、 他の 一 人 はがんり きの 百 蔵 

であります。 


ただ、 お 馴染の 紙屑 買いの のろまの 清 次 は 相 変らず 

だが、 一方がん りきの 百の 方 は、 今日はす つかり 変装 

を 試みて、 山奥から ポット 出の 木地 師に風 を 変えて、 

そうして 天秤棒 を 一 本 だけ、 お 鉄砲 か つ いだ 兵隊さん 

のように、 肩に のせて すまし 込んで 歩いて いる。 

百 は、 百と して、 例の 音羽屋 まがいの 気取った 風で、 

当節の 日 を 歩け ない こと をよ く 知っている だけに、 そ 

こ は 抜け目の ない 変装ぶ リに、 かてて 加えて、 のろま 

の 清 次と いう、 この辺で はかな リ 売れて いる 面な じみ 

の 相 方 を 連れてい るから、 こうして すまして 道中 もで 

きる 趣向と な つ て いるよう です。 


この 道 は、 先夜 —— 机 竜 之 助と 淫婦お 蘭が、 美 濃の 

金山へ 下りた 道と 同じ ことであります。 そこ を、 百と 

清 次 は悠々 として 通過しながら 会話 をし ました。 

百の 方 は 用心して、 なるべく 関東弁 を 出さない よう 

にして いるので、 清 次 はいい ことにして、 山 言葉、 里 

言葉 を、 ちゃん ぼんに して、 しきりに はしゃ いでいる 

のです。 

清 次 はこう 言いました、 

—— わし も、 いつまで もこの 飛驊の 山の 中に 暮す気 

は ござん せん、 京大 阪の 本場へ 出て 一旗 あげる つもり 

で ござい やす。 


やっぱり 向う へ 行っても、 当座 は 紙屑 買い をす るよ 

リ ほか は 心 当りが ござん せん。 

だが、 紙屑に もよりけ りで、 高山の 紙屑なん ぞは、 

高い と 言った ところで せいぜいお 代官の 年貢 帳ぐ らい 

な もんです が、 京大 阪 となれば、 同じ 紙屑に しても、 

紙屑の たちが 違います から、 儲け も たっぷり あると い 

うわけ なんで ござんしょう。 

く げ  おお あきんど 

お 公家さん、 学者、 大 商人と いったと ころの 紙屑 を 

捨 値で 買い込んで、 これ を 拾い わけてう まく 売り出し 

やしよう。 

ところで、 商売 は、 すべて ひろめが 肝腎です からな、 


つまり 宣伝て やつ を 大袈裟に やらない と、 今時の 商売 

は 成り立ちません な。 

そこで、 捨 値で 買い受けた 紙屑 を、 これ は 大納言 様 

じきひつ 

の 直筆で 候の、 このほう は 大御所 様で 候の、 これ はま 

た 少し 御 安値で は ございま すが、 当時 大阪 第一 の 学者 

 といった ように、 広告、 ひろめ、 つまり 宣伝て や 

つで おどかして、 ゥンと 高く 売り やしよう。 

紙屑 を 紙屑と して 売った 日に は、 それ こそ 二束三文 

にも 足りません が、 これ を 大納言 だの、 大御所 様の 御 

直筆 だのと 言って 売り立てれば、 大金に なり やしよう。 

それ を 土台に、 次から 次へ と大 儲け を 致そうと 存じ 


ますが、 いかがな もので …… 

こういう たわごと を、 がんりきが 黙って 聴いて いて 

やる と、 この 紙 屑屋、 なかなか 抜け目の ない 奴 だと 見 

直さない わけに は ゆきません。 

土地で は 渾名 をのろ まの 清 次、 のろまの 清 次と 言い、 

当人 も それで 納まって いるら しいが、 どうして どうし 

て、 のろま どころではない、 ああして 深夜、 焼 跡せ せ 

リを やろうと いう 冒険心から 見ても、 こいつ、 上べ は 

のろまに 見せて、 儲ける ことに かけて は 油断 もす きも 

無い 奴 だ。 

こんなのに、 京大 阪へ 出て 紙屑 を 売り 崩されて は、 


紙屑の 相場が 狂う に違いない —— なん ぞと、 がんりき 

が 考えました。 

だが、 なんにしても、 今まで 単純なる のろまの 紙屑 

買いだ とば かり タカ をく くって いた 奴が、 ひとり 喋 

ら せて 置く と、 講談師 以上の 雄弁家で ある ことに、 が 

んリ きも ほと ほと 面 負けが しないではありません。 

この 紙屑 買い、 のろまの 清 次の 哲学 は、 何でも 仕事 

をしょう とすれば、 一 も 二 もお ひろめで ある、 広告で 

ある、 宣伝で ある。 いくらいい 物で あっても、 吹聴し 

なければ 人が 知らない、 人が 知らなければ 商売に なら 

ない、 それ は 本当に エラ ィ人は 黙って いても 名 を 隠す 


こと はで きないが、 自分なん ぞは、 のろまの 清 次 だか 

ら、 そんなに 気取って いる ガラ ではない、 なんでも か 

ん でも、 自分で 自分 を 吹聴して あるかなければ、 人が 

知 つ て くれな い  と いう ことに あるよう です。 

こうして がんりき は、 のろまの 清 次の 講談師 以上の 

雄弁 を 聞かせられながら、 くすぐったい 思い をしたり、 

冷汗 を 流したり なん ぞ しつつ あるう ちに、 話が 盛り 沢 

山な ために、 けっこう 暇つ ぶしに なって、 そうして、 

例の 街道 を 楽々 として、 美 濃の 金山へ 突破して しまい 

ました。 


三十 九 

こうして、 がんりきと、 のろまの 清 次 は、 飛 驊の国 

の 境 を 出で、 その 晚に、 竜 之 助と 淫婦のお 蘭が 一 夜 を 

明かした 本陣の 宿まで 来て みたが、 がんりき は、 そこ 

で 得意の 一応の 偵察 を 試みた けれども、 ここで、 幾日 

つる  うわさ 

か 前の 晚、 女が 一 人、 吊し 斬りに された という 噂 もな 

い。 亭主 や 女中に 鎌 を かけて みても、 要領 を 得ない こ 

と 夥 しい —— 水 を 飲む ふり をして 裏庭から、 土蔵、 

裏 二階 をまで 横 眼で 睨んだ けれども、 人が 隠れ 忍んで 

いるよう な 気色 は 一 向ない から、 がんりき は 先 を 急ぐ 


気になりました。 

この 調子で、 がんりきの 百と、 のろまの 清 次と は、 

相 連れて 美 濃 路の旅 をつ づける。 がんりき として は、 

国境 を 出ても やっぱり 変装 は 改めず、 ただ、 もどかし 

いのは、 のろまの ために 足の 調子 を 合わせて やらねば 

ならない ことで、 それでも 二人 はこうして、 ついに 美 

濃の 国、 垂 井の 宿まで 無事に 来て しまいました。 

垂井 は、 美 濃 路と木 曾 路の振 分け 路 II 垂 井の 泉 を 

むすんで、 さあ、 これから 関ヶ原 を 越えて 近江路 と、 

ちまた 

心 を 定めて 宿 をと つた その 晚に、 巷で 風説 を 聞き ま 

した。 


明日、 関ヶ原で 合戦が ある —— 片ゃ長 州 毛 利、 片ゃ 

水 戸 様。 

慶長五 年の 仕返しが、 明日から この 関ヶ原に 於て 行 

われる。 

がんりき も、 のろま も、 変な 気になりました。 なる 

ほど、 その 風説が かなり 人気に はなって いるが、 土地 

の 空気と いう もの は、 あんま リ 緊張 もして いないし、 

さの み 殺気立つ ている という わけで もない。 慶長五 年 

の 時 は、 この辺 は みんな 焼き払われ たもの だそう だが、 

今日は その わりに 人が 落着いて いる。 

なおよく 聞いて みると、 合戦 は 合戦 だが、 模擬戦に 


過ぎない という こと。 

ものずき 

こんどお 江戸から、 さるお 金 持の 好奇な お医者さん 

とど 

が 来て、 この 関ヶ原に あんぼつ を駐 め、 道中の 雲助の 

溢れ をす つかり 搔き 集め、 それに この あたりの 人夫 を 

かり 出して、 昔の 関ヶ原 合戦の 型 を ひとつ 地で行って 

みょうとの 目論見 だ。 

知っている 人が 聞けば、 お金 持の 江戸のお 医者さん 

がおかし い、 お金 持に も、 お金 持たずに も、 今時 そん 

な 酔 興 を やって みょうと する お客様 は、 道 庵 先生の ほ 

かに あるまい こと はわ かってい るが、 がんりき も、 の 

ろ まも それ を 知らん 由 はない。 


►  J うず 〈 き 

なるほど、 そんな こと も ありそうな こと だ、 好事 癖 

の 人が、 昔の 関ヶ原 合戦の 地の 理を 実地に 調べようと 

して、 模擬戦の 人 配り を やって みょうと は、 ありそう 

な こと だ。 研究と すれば 感心な こと だし、 お 道楽と し 

て も 悪い ことと は 言えない。 

「まあ、 金の 有り余る 奴 は 何でも やる がいい や、 こち 

とら は  」 

と 言って、 がんりき は 先 を 急ぐ こなし。 のろま は そ 

れと 違つ て、 

「そいつ は、 面白い 目論見で ござんす ね、 後学の ため 

に、 その なれ 合い 合戦 を ひとつ 見物 さしてい ただく こ 


とに 致し やん しょう」 

ここで、 二人の 意見が 二つに 分れました。 一人 は、 

そんな 酔 興 は 見た くもない から 突破して 前進す ると 言 

うし、 一人 は、 こういう 目論見に 出くわす こと は 二度 

とない 機会 だから、 一日 や 二日 逗留しても 見物して 

行きたい と言う。 意見が 二 派に 分れた が、 前進 論者 は 

存外 淡泊に、 

「では、 屑屋さん、 お前 は ひと リ 残って 合戦 ごっこ を 

見物して 行きな、 わつ しゃ あ 一人で、 一足お 先に 行く 

から」 

それで、 両 説が 円満に 妥協し ました。 


がんりき として は、 のろま を 引っぱって 歩く よりも、 

もうこの 辺で 振 切って、 放れ 業の 馬力 を かけた 方が よ 

ろしい。 だが、 そこに は 一 応 のお 愛想 も ある。 

「それから 屑屋さん、 関ヶ原 を 越す と美 濃と 近 江の 境 

になら あ —— あそこに、 それ、 寝物語、 車 返しの 里と 

しやれ 

いう 洒落たと ころが ある、 わつ しゃ 一 足さき に 行って、 

寝物語へ 陣取って いるつ もり だから、 見物が 済んだら、 

尋ねて みて くんな、 また あそこ いらで 落 合える かも 知 

れ ねえ」 

こう 言って、 その 翌朝、 がんりき ひとり は 垂井を 出 

立の、 関 も 追分 も 乗りき つて、 近 江路へ 向って しまい 


ました。 

四十 

中 仙 道 を 近 江から 美 濃へ 越す ところに、 今須 駅と い 

うのが ある。 

関ヶ原へ 一 里、 柏 原 へ 一 里と いうと ころ、 なおく わ 

しく 言えば、 江戸へ 百 十三 里 十六 町、 京へ 二十 二 里 六 

丁と いう ほどの 地点に、 今須 駅と いうの が あるので す。 

います 

不 破の 中 山と か、 伊 増の 明 神と かいって、 古来 相当 

ばんば さめ 

にうた われない ところではなかった けれど、 番場、 醒ケ 


^、 柏 原 —— 不 破の 関 屋は 荒れ果てて、 という 王朝 時 

代の 優雅な 駅路の 数に は、 今須 駅なん ていう の は 存在 

を 認められなかった ような ものの、 でも、 ここが まさ 

しく 美 濃と 近 江との 国境になる という 意味の みからで 

はなく、 王朝 時代から、 ここに 寝物語、 車 返しの 里な 

ん ていう 名所が、 心 ある 旅人に 忘れられない 印象 を 与 

える ところの ものに な つ ておりました。 

寝物語の 里と いうの は、 一筋の 小 溝 を 隔てて、 隣リ 

合った 一軒 は 近 江に 属し、 一軒 は 美 濃に 属して、 国籍 

を 異にした 二 軒の 家の 者が、 寝ながら 物語りが できた 

という 風流の 呼び名と はなって いる。 試みに その 由来 


を 両国 屋 という 宿屋で 尋ねて みると、 次の ような 一枚 

の 絵 入りの 刷 物 を くれる。 

がう のうの き あ ひとな 

「 一 、 此所を 寝物語と 申す は、 江 濃 軒 相 隣り、 壁 を 

隔てて 互に 物語 を すれば、 其詞相 通じ 問答 自由なる 

ゆ ゑな り。 むかし 源義経 卿、 東へ くだりた まひし と 

き、 江 田 源 蔵 広 成と いひし 人、 御 後 をした ひ 奥へ 下 

あるじ 

らんと して、 此 所に 一 宿し、 此屋の 主 と 夜もすがら 

物語りせ しうち、 はからず 其 姓名 をな のる。 隣国の 

家に 泊り 合 はせ し 人 これ を 聞き、 さて は 江 田 源 蔵 殿 

なる か、 我 こそ 義経 卿の 御 情 を 受けし 静と 申す も 

の 也、 君の 御 後 をした ひ、 是 まで 来りし が、 附添ひ 


し 侍 は 道に て 敵の 為にう たれぬ、 我 も 覚悟 を 極め 懐 

剣に 手 を かけし が、 いやいや 何と ぞ して 命のう ちに、 

今一度 君に まみえ 奉らん と、 虎口の 難 をの がれ、 漸 

くこれ まで 来りし なり、 おも ひも よらず 隣家に て 其 

方の ねものがたり を 聞く うれし さ、 これ 偏へ に 仏 神 

のお 引合せな らん、 此 うへ は 我 を も 伴 ひ 給 はれと あ 

りければ、 源 蔵 聞て、 さて は静 御前に てまし ます か、 

此程 のおん ものお も ひ、 おしはかり 御いた はし、 此 

上 は 御 心安 かれ、 是ょリ 御供 仕らん と、 夜もすがら 

壁 を 隔てて 物語し、 翌日 此所を 御 たちあり しょり こ 

のかた、 此所を 美 濃と 近 江の 国境、 寝 物が たりと は 


申 伝 ふるな り。 其のち も 度々、 ねものがたりの 叢 記 

名所た るに より 上聞に 達し、 辱 くも 御上よ リ御 

なしく だしお かれ  しょうせき 

恵 被 成 下 置、 不易の 蹤蹟 たり。 

江 濃 両国 境 寝物語  両国 屋」 

と ある。 これ は、 あんまり あてに ならない。 静 御前に 

よって 寝物語の 里が 生れた というより、 誰かが 呼びな 

した 寝物語の 里の 名が あって、 静 御前の 謂れが 附会さ 

れ たと 見る が 至当でしょう。 

それ は それと して、 もう 一 つ、 それに 附け 加えて、 

たれが いつの 頃、 因縁 をつ けたの か、 ここへ 来た 旅人 

が、 わざわざ 宿 を 替えて 泊つ てみ ると いう ことなん ぞ 


も ありました。 

かみがた  あずま 

それ は、 上方から 東へ 下る ほどの 人に、 「行き かふ 

人に 近江路 や」 は 悪くない としても、 これから、 「いつ 

かわが 身の を はりなる」 という 辻占が よろし くないと 

いう わけです。 

尾 張、 美 濃から 出て 近 江に 足 を 踏み入れる 分に は、 

何の こと はない が、 さて、 これから 近江路 を、 みのを 

はりへ 出る という 旅人に してみ ると、 何 かしら 人生の 

旅路の たよりな さとい う ものが 讖を なすよう な 気持に 

駆られる の も、 人情 無理の ない ところがありましょう。 

そこで、 いったん 美 濃路へ 入った 人が、 また 改めて わ 


ざ わざ 近 江の 国へ 逆戻り をして、 足 を 踏み 直す という 

ような こと をす る、 そのお まじない のために は、 この 

あつらえむ 

寝物語の 里が 訛 向 きの 地点に な つ て いました。 

今日の ような 科学の 粋の 時代に 於て すら、 地球上の 

暦数の 都合 上、 海上の ある 地点で は 一日 を 二つ こしら 

えて、 そこ を 行きつ戻りつ する ような ことに 於て 三百 

六十 五日 を 調節す ると ころさえ ある。 その 頃 美 濃と 近 

江との 境で、 ちょっと こんな 地理 的 遊戯 を 試みて、 行 

さ い さき 

きこし 旅の 幸 先 を 祝う という こと も、 ありそうな こと 

で、 無から しめる ほどの 必要 もなかった ものでしょう。 

今晚、 この 寝物語の 里の 近 江領に 属する 家へ、 机 竜 


之 助が 泊り ました。 

それと 例の 小 溝 一 筋 を 隔てた 一 方の、 美 濃路に 属す 

る 方の 家へ は、 代官の 淫婦お 蘭さん が 泊 りました。 

泊るならば、 わざわざこう やって、 二 軒に わかれて 

泊らず ともの こと だが、 それ を、 わざわざ わかれて 泊つ 

たの は、 土地の 来歴 を 知る お 蘭さん という 女の ヮ ザと 

した 振舞で、 同じ 泊るならば 一 つ 家へ 泊る よりも、 こ 

う 分れて 泊って、 国境で 寝物語の 趣味 を 味わって みる 

こと も 一興と してした ことで あるか、 或いは また、 こ 

の 種の 女の 習いで、 迷信が 存外 深く、 何ぞ このたびの 

旅の 縁起 を かついで、 ために わざわざ 手分け をして 泊 


るよう に 仕組んで しまった もの か、 その 辺 はよ くわ か 

らな いが、 いずれと しても、 人間同士 は あんまり くつ 

つき、 ひっつきして いるものより は、 少し 離れた 方が 

情味が ある ものに 相違ない。 全身の 豊満な 肉体 を 露出 

うすもの  まと 

する より は、 薄物 を 纏うた 姿に かえって 情調 を そそら 

れる といった ような 心理 もないで はない。 

お 蘭さん の 計らいで、 今晩は 離れて 泊って みまし よ 

うよ、 国 を 一 つ 離れて ね、 夏 だと 一 層よう ござんした 

ほととぎす 

ねえ、 今 は 寝物語の 夜もすがら、 杜鵑 をき いて 明かす 

という わけに も ゆきません から、 虫の 音で もしん みり 

と 聞きながら —— なん ぞと 来る と、 この 女 も 相当に 憎 


らしい 奴に 相違ない が、 これ はそう いう 風流 気 はさて 

置き、 一 種の アブ ノ  — マルな 性慾 心理の させる 張り 

きった 余技 か、 そうでなければ、 子供に も 笑われる 迷 

信が、 おのずから 風流の 道と 一 脈 相 通じた というまで 

のこと でしよう。 

「ねえ、 あなた、 近 江のお 方 …… 御機嫌 はいかが」 

宿 を わかつ と共に、 お 蘭 は 蒲団の 上に 横にな つて、 

くるりと こちら を 向いて、 竜 之 助に 呼びかけました。 

てな 事で この 女 は、 無性にい い 気持に なって いる。 

この 女 は、 自分が 美 濃の 国に いて、 相手 を 近 江の 国へ 

置いて 寝物語 をす ると いう だけの 興味で い い 気持に な 


り、 まだ 宵の口な のに 早く も 夜具 をし つらえ、 行燈を 

細目に し、 帯 を 解いて 寝巻に 着替えて、 横にな つて ク 

ルリと 向き 直って、 隣り の 家の 障子 越しに 呼びかけて 

みた ものです。 

女が はしゃいで いるのに、 男 は 返事 を しないが、 こ 

れも 多分、 同じように、 宵の口 を 夜具の 上に 寝そべつ 

ていての 応対に 違いない。 

「ねえ、 あなた、 乙 じ やなく つて …… 」 

といった ような 甘ったる いもので、 女 はは や 蒲団の 上 

で、 なめくじ のように 溶け 出して、 手に 負えない。 

さて、 もうこ こまで 来さえ すれば、 追う にしても、 


追われる にしても 安心、 美 濃から 追われれば 近 江へ、 

近 江から 追われれば 美 濃へ I - 

こうして 女 も 甘ったる いもの だが、 男の 方 も かなり 

甘ったるく 出来て いる。 飛 驛の国 越え をして 美 濃の 太 

田へ 落着いた 晚、 この 女 も 今晩のう ちに 殺して しまわ 

なければ ならぬ 女 だ —— と 幾分の 凄味 を 見せた はずな 

のに、 ずるずるべ つたり にこ こまで 牛に 引かれて 来て 

うんぬん 

しまって、 寝物語 云々 のい ちゃつ きに お 相手 をつ とめ 

ている。 

「ねえ、 あなた、 ほんとうに 乙じゃありません？ 寝 

物語の 里なん て、 名前から してよ く 出来て いますね え _ 


そこで 今晩は 寝かしません よ、 今晚 こそ、 よつ ぴ てお 

のろけ を 伺 いたい もんで ございま すね、 寝物語の 里で、 

いびきの 声なん ぞは艷 消しで ございま すから ねえ、 寝 

ようとな さ つ て も、 寝かす ことじ や ございま せんよ」 

美 濃の 国の 女 は、 こう 言って また ひとり、 いちゃつ 

き、 いちゃついて、 甘ったるい 自己 陶酔が いよいよ 溶 

け 出して 来る。 

近 江の 人 は、 それに 返事 をし ない こと 以前の 通リだ 

が、 「こんな 晚、 ほととぎすが 聞きたい わ」 とかなん と 

か、 どちら かの 口から 一 言 洩れる と、 御 両人 もま だ 話 

せる の だが、 女 は 自己 陶酔から 醱酵 する ベち やくち や 


の ほかに は 何の 初音 ももら さない。 男 は うんがの 声 を 

上げないで 寝そべ つ ている だけの ものら しい。 

「ねえ、 あなた、 おのろけ を 伺おう じゃありません か、 

ちょいと、 近 江のお 方 …… 」 

いよいよ うじ やじ やけて 手が つけられない。 

「女殺し …… 」 

と 女が 突然に 言いました。 無論、 絶叫ではありません。 

「女殺し …… あなたと いう 人 は、 今まで 幾人の 女 を 殺 

しました、 さあ、 今晩の 寝物語に、 その 懺悔 話 を 聞 こ 

うじゃありません か、 ぜひ …… 白状 しないと 殺す よ」 

肉感的に 圧迫す るよう な 声です。 


「ようよう、 あなた、 おのろけ を 聞かして 頂戴よ …… 

今までの 罪 ほろぼしに、 よう」 

両国の 宿屋で は、 軒 を 隔てて、 こんな も だ も だの 宵 

の 口 —— 車 返しへ 通ず る 表 街道 は、 こんな もので は あ 

りませんでした。 

この 寝物語の 里の 前で、 ちょっと 杖 をと どめた、 美 

濃 近 江路を 通り 合せの 二人の 旅人が、 

「よい 月で ございますな あ」 

「ほんとう にょい 月で) J ざいます」 

「惜しい ことでした、 実は 柏 原から わざわざ 疲れた 足 

を 引きずって、 この 寝物語の 里 を 名 ざして まいり まし 


たが、 今晚、 ここで ゆっくり 寝物語 を 伺いたい との 風 

せんくち 

流が あだにな りまして な、 もう 現に 先口のお 客が あつ 

て、 寝物語の 座敷が 約束 済との ことで がっかり いたし 

ました」 

「是非に 及びません、 関ヶ原まで 伸そう では ございま 

せんか、 荒れて なかなか やさしき は、 不 破の 関 屋の 

いたび さし 

板廂 —— この 通りい いお 月夜で ございま すから、 か 

えって、 この 良夜 を 寝物語に 明かそう より、 明月 や 藪 

も 畠も不 破の 関 —— とい つた 風流に 恵まれよう では ご 

ざいません か」 

「それ は 一段で ございます。 では、 これより 不 破の 関 


を 目指して、 宿り を 急ぐ ことと いたしましょう」 

「まだ 宵の口で) J ざ い ますから、 あえて 急ぐ 必要 も) J 

ざいますまい、 関ヶ原まで は 僅か 一里の 道、 それ もこ 

の 良夜 を、 得手に 帆 を 揚げた ような 下り坂で ござ いま 

す 力ら」 

ゆるゆる  ふたり 

こう 言って、 夜道 を 緩々 と 東の 方へ 立 去る 両箇の 旅 

あつらえむ 

人が あるの を 以て 見れば、 外 は、 やっぱり 跳 向きの い 

い 月夜に 相違ない。 

この 声高な、 表 街道の 風流 人の 会話に、 しばし 聞き 

耳 を 立てて いた 美 濃の 女が、 それより、 月と も ほと と 

ぎす とも 言う ものの な いのに 業 を 煮やし、 


「ようよう、 あなた、 焦った いわねえ、 今晩は 天下の 

寝物語 を 二人 だけで 借りつ きりな のよ、 誰に 憚る こ 

と はない から、 おのろけ を、 たっぷり 伺いましょう、 

夜の 明ける まで …… ようよう、 焦った いわねえ、 白状 

なさい よう」 

四十 一 

柏 原 の 駅で 泊るべき 予定 を、 わざわざ y J の 良夜 の た 

めに、 寝物語の 里まで 伸して、 そこで 風流 を 気取ろう 

として 来て みた、 二人の 被 布 を 着た 風流 客 は、 意外に 


も、 たのみき つて 来た 風流 寝物語の 里 は あだし 先客に 

あ i や 

占められて しまった 溢れの 身 を、 せん 方な く、 もう 一 

里 伸して 不 破の 古 関で 月 を 眺める ことによって、 一段 

の 風流 を 加えよう という 気になって、 得手に 帆 を 揚げ 

き o す 

るよう な 下り坂の 道 を、 車 返しで も 踵 をめ ぐらす こ 

と をせ ず、 悠々 として 月の 夜道 を たどりました。 

この 二人 は、 どうやら 俳諧師と いったよ うな 風流 人 

であるら しいが、 それ は 二人ともに 被 布 を 着て いるか 

ら、 それで 俳諧師と いう 見立てで はなく、 また 俳諧に 

よ つ て 点取り 生活 をして いる 営業の 人と いう 意味で も 

しょうふう  だん りん 

なく、 正風と か、 檀林 とかいう まで もな く、 一種の 俳 


諧味を 多量に 持った 道 づれの 旅人と 見れば それでよ ろ 

しい。 

いぶきやま 

「あれが 胆吹 山で げしょう、 胆吹 山で な いまでも、 胆 

吹の 山つ づきに は 相違 ござるまい テ」 

「してみ ると、 こちら、 それが 例の 金 吾中納 言の 松 尾 

山 …… 」 

「これ を 松 尾 山と 見れば、 あれと つながる 雲煙の 間の 

なんぐ うざ ん 

が、 たしかに 毛 利の 南宮 山で なければ なるまい もの 

じ ゃテ」 

ゆうゆうかんかん 

悠々 閑々 たる 月の 夜道で、 二人 は 行 手の 山の 品 さ だ 

め をし ました。 


彼等 は ほぼ 歴史上の 知識が 教える ところに よつ て、 

せきじ 

山 を 断定して いるものに 過ぎない ので、 まだ この 関路 

の峡 では、 胆吹 も、 松 尾 も、 南 宫山も 見えない と 見る 

が 正しい、 しかし、 それらの 山の 方角 を 指し、 裳 をと 

ら え た と 見れば、 当らず と い え ど も 遠から ぬ ものが あ 

る。 

二人が めざす 不 破の 古 関のと ころまで は、 ホンの 一 

息のと ころまで 来て いる。 

秋風 や 藪 も 畠も不 破の 関 

一 人が 口ずさんで 杖 をと どめた 時に、 もう 一 人が、 

「おや ：：： 」 


「これ は 例の 妙応 寺で ござろう、 青 坂 山、 曹 洞宗、 西 

そうろく 

美 濃の 惣録 —— 開山 は 道元 禅師の 二世 莪山 和尚。 今須 

ぼだい  こん リ ゆう 

の 城主 長江 八 郎左衛 門 重景の 母、 菩提の ために 建立 

—— 今、 伏 見の 宫の御 祈願 所」 

もう 一人の 風流 人が、 左の 方に、 と ある 大 寺の 門 を 

のぞんで、 「おや …… 」 と 不審が つて 杖 をと どめた 一 方 

の 同行に 向って 註釈 を 試む ると、 杖 をと どめた のが、 

身の 毛 をよ だてて 首 を 左右に 振り、 

さまよ 

「そのこと では ござらぬ、 たった今、 この 門前に 彷徨 

うていた 物影が 見えない」 

「はて - 


びゃくえ  おもて 

「白衣 を 着て、 たしかに 大小 刀 を 帯して、 面 は 覆面し 

ていたが、 もう その 姿が 見えぬ」 

「はて」 

とどめた 杖が 震え、 その 杖に よって 支えられた 足が 

おのの 

戦慄いて いるら しい。 

「拙者 は それ を 見なかった」 

一 方の が 言う。 

「たしかに …… この 目の 幻で は ござらぬ ぞ、 たしかに 

その物の 影が …… 但し それが この 門から 出た もの か、 

この 内 を 入ろうと して 来た もの か、 それ を 見定める 瞬 

間に、 その 姿が 消えて しまいました」 


「はて」 

ひがめ 

「たしかに この 目が …… 現在 見た この 目が 僻目で あろ 

うはず は ござり ませ ぬ が、 見届け 得な んだ この 目 は、 

うきめ 

浮 目で ござりました か」 

「果して、 左様な 物影 を 見られた のか」 

「見ました、 正 明に。 ただ その 動 止 を 突 留め 外した ま 

での こと」 

「では …… 」 

どうも、 一人が たしかに 実際 を 見た というのに、 一 

人 はどうしても それ を 幻影と しか 受取れ ない 心 持 —— 

たしかに 実際 を 見た という 当人 も、 それ 自身 どうも 


お ぼっか 

覚束ない 心 持 —— 

「はは あ、 あれが まさに 遊 魂と いう もので は ござる ま 

ヽ i  I 

レカ」 

「遊 魂 …… 」 

「ところ は 寺院の 門前で あり、 見た目の 姿が うつつ か、 

まぼろし か、 見た 当人 をこう も 迷わして いる。 そこで 

遊 魂の たぐいで は ござるまい か」 

「なるほど  」 

一 方 も 深く 感激した ものの よう。 

「東海道の 小夜の 中 山で は、 はらみ 子の 母の 遊 魂が、 

夜な夜な 飴 を 買いに 出た という、 それが 思い出される。 


ただし、 いま 現に やつ がれが 見た の は、 遊 魂に して は 

いかめしい」 

「両刀 を 帯びて、 覆面 をして、 白衣 をつ けて —— ああ 

さまよ 

古 関の 夜に 彷徨う 遊 魂 …… 我々 の 風流 も、 なんとなく 

肌寒い ものに なりました、 急ぎましょう」 

「刍 へぎましょう」 

ここで 両人が、 ぞっとして 寒い 思い を させられて、 

片時 も 早く この 場 を 急ごうと いう 気にな つたの は 風流 

の 故ではありません。 

なんとなく、 今の 遊 魂の 迫真 味が、 身の 毛 をよ だて 

る ものと なった に 相違ない。 


こうして 二人の 風流 客が、 まもなく 関の 藤 川の 橋 を 

渡り かけた 時分に、 

「今晩は、 いい 月夜で ございま すねえ、 寝物語 からお 

いでに なりました か、 へ、 へ、 御風 流な ことで …… お 

大事に おいでなさい まし」 

通りすがりに、 ィャに 丁寧な お世辞 を 二人の 風流 客 

に 送って、 行き 違う 旅人が ありました。 

「や あ —— 」 

と 言った ままこの 二人の 風流 客 は、 ィャ にお 世辞の い 

い 一人旅の 男 を 後ろへ やり 過して おいて、 何とな しに 

その後ろ 姿 を 見送つ て、 


「なんと まあ、 足の 早い 旅人で は ござらぬ か」 

「左様 …… 挨拶 は 歯切れ のい い 江戸 弁で) /ざ つ たよう 

だが、 今ごろ 一人旅 は、 飛脚で ござろう かな」 

「飛脚 …… それにして は、 酒樽 を 一 つ 携帯して いたよ 

うで ござ つ たが」 

「美 濃の 養老 酒で ござろう がな」 

二人 はこうして、 おもむろに 関の 藤 川の 小 橋 を渡リ 

きる と、 もう、 ついそ こがめ ざすと ころの 不 破の 古 関 

の あとな のであります。 

四十 二 


僅か 一 里の 道 を —— この 良夜の 風流 客と いえ ども、 

外 を 行く 時 は 寒い 思い もさせられたり、 あらぬ 幻影 も 

見たり、 いやにて いねいな 旅人に も 出くわした りする 

が、 うちにい ると 相 変らず、 お 蘭 どの は、 その 脂ぎ つ 

た 肉体 を 持 扱いながら、 どた どた と 寝物語の 寝床の 上 

てんてん 

を輾 転して いるに 過ぎない。 そこへ、 

「こんばんは、 お 隣り のお 方から、 奥様に 御酒 一 つ 上 

げて くれと 持って 参 じました」 

少女が 塗りの 剝 げた 膳の 上に 徳利 を 一 本つ けて 持つ 

て 来たの が、 さすがの イカ モノの どてつ 腹 をえ ぐり ま 


した。 

「近 江のお 方が …… まあ、 なんて 心憎い 行き方で しょ 

うね、 こちらで いくら 持ち かけても、 いっこう 御 挨拶 

もな さらない くせに、 搦め手から 御酒 一 つなん て …… 

憎 いわねえ」 

横に 向いて 寝て いたお 蘭 は、 、つっぷしに 寝そべって 

眼の 前に 置かれた 御酒と 肴 を 細い 目で ながめる と、 

「お 酌し ましょう、 奥様」 

「済まない ね」 

さかずき 

、つっぷしに 寝た まんまで、 お 蘭さん は 杯 をう けに 

かかりました。 


「寝物語の 本場なん だから、 ヮザ とこうした ままいた 

だくの よ、 ねえさん、 若い 人 はこん な だら しのない 

ま ね 

真似なん ぞを する ものではありません よ」 

まら ま 

お 蘭 どのが、 とうとう 腹這いながら 酒 を 飲み はじめ 

ました。 

この 女 は うわばみ のように 腹ば いながら、 チビ リチ 

ビリ とやる うちに、 いよいよ いい 心 持に なって 寝物語 

くだものが たリ 

か、 管 物語 かわから ないように 舌が もつれて きます。 

「おのろけ を たっぷり お聞かせ 下さらな けリ やなら な 

いのに、 そちらで お聞かせ 下さらない とすれば、 こち 

ひととせ 

ら から 押し かけあ そばし ます てんだ —— 一年、 宇治の 


蛍狩り —— こがれ 初めた る 恋人と 語ろう 間 さえ 夏の 夜 

の  とおいで なさる …… チ チン ツンツ ン」 

ところへ、 姚 子のお 代りが 来る。 この 酒が 地酒 だと 

ばかり 思って いたら、 思いの ほか 口当りが いい。 お 蘭 

どの、 生 一 本の 自己 陶酔に 気ち がい 水が 手伝った もの 

てす 力ら 

「俊徳 様の 御 事が、 ほんに 寝た 間 も 忘られず …… チチ 

ン ツンツ ン」 

手が つけられ なくな つ て —— 

力み 力た 

わたし、 上方へ 行ったら、 ひとつ 本場の 役者 買いが 

あらきち  ひいき 

してみ たいわ。 わたし は 嵐吉が 矗 属 なんだ けれど、 


もっと 渋い ところと もー晚 遊んで みたい わ。 でも、 役 

者 は  一口 物で、 ちょっと 口直しに はいい かもしれ ない 

が、 長く つき 合う とおくび に 出る かも 知れない ねえ。 

お坊さん にも、 今時 は なかなか 色師 がい るんで すって 

ねえ。 和尚 さま、 あれさ 仏が 睨みます、 なんて 言わせ 

る 坊主 も 罪が 深 いわねえ。 地色 は あぶない ねえ。 だか 

ら やっぱり 楽しむ に は 役者 買いが 一 番 でしよう。 役者 

を 買って、 それ を 殿様に 仕立てたり、 お 小姓に しつら 

えたり、 或る時 は 奴に してお ともに つれて 歩いたり 

なん ぞ すれば、 好きと 自由で、 後腐れがなくて 面白い 

じ やない の。 だが、 きっと 長いう ちに は 飽きる ものよ。 


はじめに 惚れた の は 大抵 あとが いけない つてね、 嫌に 

なった 曰に は、 見る の も 嫌に な るんで すって  そこ 

へ 行く と、 はじめのう ちはい やで いやで たまらな かつ 

かぼちゃ やろう 

た 南瓜 野郎が、 長いう ちに は 愛情が 出て、 飽き も 飽か 

れ もせぬ なんて こと も あるそう じゃありません か。 そ 

うなる とまた 別な 味わいが 出て 来て、 男つ ぶりなん ぞ 

は 問題じゃなくなる ん です とさ。 

くるみざわ 

早い話が、 あの 胡 見 沢 さ。 あのく らい 色が 黒くて、 

デブで、 しっこくって、 助平で、 ケチな 男って あり や 

しないが、 でも、 長い あいだつ き 合って いると いいと 

ころも あ つ てよ。 


どこが いい かって、 あなた、 そり やっき 合って みな 

けリ やわ かりません。 芸者 や 役者に なると、 万人が 万 

きれい 

人、 綺麗 だから、 のぼせて しまいた がるんで すけれ ど、 

玄人 は 玄人と して 黒つ ぼい ところに、 だんだん 味が 出 

て 来ます よ。 そうです ね、 胡 見 沢なん ぞも、 あれで 

黒人なん でしよう よ、 色が 黒い から。 

わたしの 知っている 大家のお 姫様で、 男で ありさえ 

すり や、 誰でも 択 好み を しないと いうお 姫様が ありま 

した。 ああな つても 困ります ねえ。 それで 御 当人 は、 

ごき リ よう  ちゅうげん 

優れた 御縹緻 なんです から 恐れ入ります ねえ。 仲間 

小者で も、 出入りの 小間物屋で もなんでも、 お 気が 向 


けばお 話合いに なろうと いうの だから 情けない つ たら。 

つまらない 奴 を 相手と して 浮 名 を 立てる の は、 馬鹿 

の 骨頂 だが、 あんまり 身分が 違っても 楽 じ やない わね 

え 

まあ、 飛驛の 国で も、 悪源太 義平 公に 可愛がられた 

ばっかりで、 八重 菊、 八重 牡丹の 二人の 姉妹が、 籠の 

渡しから 飛んで 心中 をして しま いました。 

それから、 南朝の 時の 忠臣で、 畑 六 郎左衛 門て 豪傑 

がご ざいましたろう、 あの方が やっぱり、 飛驛の 木地 

師の 娘に 迷い こんで、 身分 違いと いうの を 無理矢理に 

お 手が ついた もの だから、 とうとう 六 郎左衛 門が 戦死 


したと 聞いて、 その後 を 追い かけ 心中と いう わけなん 

です。 

一 口に 木地 師 木地 師 つて 言います けれど、 木地 師の 

娘に は あれで、 色が 白く つて、 愛嬌が あって、 とても 

ぼつと リ 者が あるんだ から、 ずいぶん 艷 物語が 起り ま 

さあね。 だが、 いくらいい 人に 思われた からって、 そ 

の 人が 死んだら、 自分 も 追つ かけ 心中 をし なくち やな 

ら ない というの は 酷です ね。 その 身上 を 譲りう けて、 

ざん ま い 

したい 三昧 をして、 安心に 暮らして 行ける 身の上に な 

るん ならいい けれど。 

そこへ 行く と、 後腐れの ない 相手 を 選んで、 思う 存 


分、 遊んだり 遊ばれた りする のが、 いちばん 賢い —— 

とはいう ものの、 あの 穀屋 のィャ なおば さんの ようで 

も 困ります ねえ。 

自分の 目下の 男と いう 男 を 片っぱ しから 征服  と 

いう わけなん だから、 たれに 遠慮 も 要らない ような も 

のな のに、 それでも、 末 はとうとう、 命 を 取った のか 

なきがら 

取られた のかして しまって、 亡骸まで が あの ざまです 

 そうして みると、 色恋なん ていう こと は、 何が 何 

やら わからない —— 

いなかや ど 

ああ、 酔った、 酔った、 田舎 宿の くせに、 いやにい 

い 酒 を 飲ませる ねえ。 


この辺で お 蘭 どの は、 ついに 前後不覚 にも、 まどろ 

ん でしまい ました。 旅の 疲れ も あり、 ここまで 伸した 

という 安心 も ある もの だから、 その まどろみが、 いつ 

か 本物の 熟睡の ようになって しまったの は、 思い設け 

ぬ 不覚でした。 

そこで、 幾 時間 かの 後、 このま どろみ から 醒めた 時 

のお 蘭 どのの 周章と、 狼狽と、 たれ も 見て いないのに、 

それ を錯 おうとす るテレ 隠しと は 見られた もので は あ 

リ ません。 

「もし、 ちょいと 近 江のお 方 …… 」 

呼びかけて みた 時分に は、 四辺の 気分が、 まどろみ 


に 落ちた 宵の口と は 大分ち がいます。 かなり 夜 は 更け 

て、 あの 時より は 予想外の 時が 経って いると 見な けれ 

ばなら ない のです。 

「もし、 近 江のお 方 —— 寝物語の 里じゃありません か、 

今晩は 眠らない こと、 眠らせな いこと、 お 約束、 そう 

して、 たっぷり おのろけ を …… 」 

自分の 落度 を 先方へ 向って なすりつけて みょうとし 

たが、 それ も 良心が 許さない もの か、 なんとなく 空お 

そろし くな つ て、 

「ねえ、 あなた、 ばかばかしい じゃありません か、 

おおみそか 

大晦日の 年越し じゃある まいし、 寝物語の 里 だからと 


いって、 ヮザヮ ザー晚 わかれて 寝な けり やならない は 

おきて 

ずの 捉が ある わけの もの じゃあ リ ますまい。 なんだ 

か 淋しくな りました ね、 わたしが そちらへ 行きます よ、 

さあ、 美 濃の 国 はこれ でお 暇、 これから 近 江へ お引き 

う つり  」 

といっても、 この 国 越え は、 枕 一 つ を 抱えて、 障子 

一重 を 引き あけ、 小 溝 を 一 つ 飛び越し さえ すれば 済む。 

たまらなくな つたお 蘭 どの は、 むつく り はね 起きて、 

右の通りに 国 越え をして しまおう とすると、 月 は 天に 

こうこ ラ  ひさし 

皓々 として、 廂を 洩れて 美 濃と 近 江の 境 をく つきり 

くま 

と隈 どって いるが、 月なん ぞ はどうで もよ い。 


「ハック ショ、 ほんと に ばかばかしい、 何が 寝物語 だ」 

こう 言って、 近 江の 国の 障子 を 引き あけて、 なれな 

れ しく 近 江の 国へ 夜 込 乱入 を かけ、 

「いやに 暗い じゃありません か」 

燈 心を搔 きたてて やって、 さて、 寝かしつ けて 置い 

た 相手の 枕許 を 見る と、 

「おや？」 

r ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ, 

i  <  ん  ん  ん I- 

そこで 吹き出す の を こらえながら、 バッカリ 眼 を あ 

いて 見せた の は、 宵の口に 寝かしつ けて 置いて 国 越し 

に 口説いた その 人と は 似ても 似つ かぬ —— 男に は 相違 


ない が、 裏 も 表 も 全く 違って いる —— のが、 なれ なれ 

しく も、 図々 しく も、 

「お 蘭さん —— 待って ましたよ」 

「まあ、 お前 は、 どこの 人？」 

「がんりきの 百で ござんす よ …… 」 

御 当人 は ニヤ ニヤと 笑って、 した リ 顔に 名乗って い 

るが、 お 蘭 どのの 方で は、 まだ、 がんりき なんて、 そ 

んな名 を 聞いた こと はなし、 まして、 こんな やくざ 野 

いお 

郎の面 を 見知って いる はず もない。 

四十 三 


これより さき、 妙応寺 坂の 門前で、 一 つの 遊 魂の 

さまよ 

彷徨う の を 見た という 風流 客の 一人 は、 まさに それ を 

信じき つていた が、 他の 一 人 は 半信半疑 でありました 

が、 二人の 者が 同時に 風流 以外の 寒さ を 感じて、 肌に 

粟しながら その 場 を 足早に 下リ 去った というの は、 理 

由な きこと ではありませんでした。 

これら 両人 は、 暗 鬼 を 生む ところの 疑心 を 持たぬ 風 

流人であった。 その 風流 人の 風流 心 を 曇らす ところの 

現象が 存在して 蹌ぃ たこと はたし かに 事実で、 その 証 

拠に は、 彼等が 関の 藤 川へ 向って 足早に 歩み 去る つい 


その あとに、 やはり 妙応 寺の 門 側から、 かすかに 影 を 

現わした それが、 それです。 

最初の 一 人が 見た目に、 多くの 誤り は 無かった ので 

す。 それ は、 覆面した いでたちに、 両刀 を 携えた 姿に 

ぼ< り 

は 相違なかった が、 月明に 木履の 音 を 響かせて 潤 歩し 

びゃくえ 

て 行く という わけで もな く、 着流しの 白衣の 裾から、 

よく 見る と 足の 存在 を さえ 疑う ほどの 歩みぶ リ。 一 一人 

そうそう ろうろう 

が 立 去る と 間もなく、 これ は蹌々 踉々 として 妙 応寺坂 

さまよ 

を 東へ、 同じく 関の 藤 川の 方へ と 彷徨い 行かん とする 

ものら しい。 

だが、 これ は 遊 魂で はない、 さいぜん、 寝物語の 里 


を、 近 江の 国に 属する 宿から 彷徨い 出で た 机 竜 之 助の、 

い つもの そぞろ 心が させる 業な のです。 

二人の 風流 人 を やり 過して おいて、 寝物語 を 美 濃 尾 

張路 へと 逆戻り をす る 人の 当り をつ けた 目的地と いつ 

て は、 別に 無い と 見る のが 本当でしょう。 今宵 は 杖 を 

ついていないで、 小なる 刀の 方 は 差した まま、 大 なる 

刀 は 手に 持って 歩いて いるよう です。 

この 遊 魂が、 しばし 妙応 寺の 門の 内外に ネん でい 

たの は、 少なくとも 右の 二人の 風流 客が 寝物語の 里で 

失望し、 その 失望の 結果が もう 一 段の 風流 を 生んで、 

不 破の 古 関へ と 伸そうと 心 を ふり 向けさせた、 その 以 


前の ことで なければ ならない。 

して みれば、 淫婦のお 蘭さん なる もの は、 いい 気で 

宿 を 換えて、 おのろけ を 伺う の、 伺わない のと 盛んに 

管 を 巻きつつ ある 最中に、 遊 魂 はも はや、 近 江の 国 分 

の 宿の 蒲団 を もぬけの 殻に してし ま つたに 相違ない。 

お 蘭さん なる もの は、 その もぬけの 殻に 向って、 しき 

りに エロ キュ— シ ヨンの 挑発 を 試みて いらっしゃった 

に 相違ない。 

かくして 雲間から 出た 三日月の ように、 この 遊 魂 は、 

一 一人の 風流 客 を やり 過して、 やや 暫 しの 後に 門の 前に 

ちょっと 姿 を 現わした もので したが、 あいにく、 こま 


しゃくれ た 雲め がまた 一 つ、 東の 方から 掠めて 通り か 

かった ために、 僅かに 片影 を 見せた 三日月が また 形 を 

隠して しまいました。 

関の 藤 川の 小 橋の 上で、 二人の 風流 客 を ちょっと 驚 

かせた、 いやにお 世辞の いい 一人旅の 男 —— 足の 早い、 

飛脚に して は 酒樽 を 持ち 過ぎて いると ころの、 若い 一 

人 旅の 男が、 さっと この 門前まで 来 かかって、 

「やれやれ、 別段、 疲れたつ てわけで もね えが、 この 

徳利が 荷になる のでな あ」 

と、 片手に さげた 美 濃の 養老 酒の 徳利 を、 門前の 御影 

石の 畳の 上に 置いて、 自分 は 同じ 石の 橋の 欄へ 腰 を 


かけて 一 休みして いる。 

なるほど、 特に 疲れたと いう わけで もな し、 重い と 

ききう で 

いう ほどの 荷物で もない が、 こいつ は、 利 腕に も 利か 

ない 腕に も 一本し かないから、 思いがけなく 持たせら 

れ たこの 一物が、 相当に 荷厄介に はなる らしい。 それ 

でい つたん 地上に 置いて、 少々 その 手に 休養 を 与えよ 

うとい う 段取りで あるら しい。 

ところが、 紐で 括った 養老 酒の 一 樽 を 前に 置いて、 

つくづく とそれば つかり を 眺めて いた 旅の 奴が、 

「美 濃の 養老 酒 —— 親孝行の 本場 仕込み、 悪く ねえな 

あ。 およそ 物 は 品に よりけ りで、 牛が 水 を 飲めば 乳と 


なり、 蛇が 水 を 飲めば 毒と なると はよ く 言った もんだ。 

この 養老 酒 だって、 源 長 内て な 息子さんに 持たせれば、 

水が 酒と なる、 がん ちゃんなん ぞ にこうして 持たせた 

曰に は …… いやはや、 及ぶべからず」 

と 言って、 ニヤ ニヤと 徳利 を 見ながら 思 出し 笑い を は 

じめ たが、 何 を、 そんな 思 出し 笑いに うつつ を 抜かし 

ている ような、 お 目 出たい ので はない といった 形で、 

すっくと 立ち上る や、 もはや かなりに 休養の 時 を 与え 

た その 片腕で、 やにわに 養老の 美酒 を ひつ さげ、 さつ 

さと 近 江路へ 向って 影 を 没して しまったの は、 単に こ 

れ だけの 台詞 を 言わん がた めに、 この 場面に 出た もの 


のよう です。 

これが 引 込む と 間もなく、 西の方から、 怪しげな 

かっぱ  ひとつ 

河童が 一箇、 ふらり ふらりと 乗 込んで 来て、 これ は 正 

銘 の妙応 寺の 門に 向って、 異様の 叫び 声を立てました。 

r ィ ルカ、 ィ ルカ」 

この 者の 姿 を 見る と、 頭 はがつ そうで、 まさに 河童 

に 類して いるが、 身に 黒の 法衣の かけらと 覚し いもの 

まと  かんざん じっとく 

を 纏うて いると ころ、 寒 山 拾得の 出来 損いと 見られな 

いこと もない。 

r ィ ルカ、 ィ ルカ」 

いるか 

河童が 海豚 を 呼んで いる。 


「ィ ル、 ィル」 

はる  しきいし 

門 内 遥かに 相応ず る 声が したが、 鋪石を カラン コロ 

ンと 金剛 を 引きずる 音が する。 

「天狗 小僧 —— 来た か」 

「来て いる —— 筍 八 段 も 来て いる」 

門の 内と 外と で 応答す る。 

まもなく 小 門の くぐりが あいて、 そこから 首 を 出し 

たの は、 同じような 河童 姿、 法衣の かけらで、 寒 山 拾 

得の 出来 損いが、 まさに 二人 揃った ものです。 

海豚が 門 内から 出て 来る、 河童が 門外で これ を 迎え 

る、 さて、 二人 はこ こで B 携えて、 どこへ、 何し に 行 


く？ と 見れば、 二人 は 門 を 左に した 鋪 石のと ころへ 

来る と、 差 向って 石に 腰を下ろして しまったが、 と 見 

れば、 もう 二人ともに、 黒白の 小石 を 手に 持って いる _ 

そうして、 丁々 として 盤面に 石 を 下ろし はじめて いる _ 

ここに 盤面と いうの は、 門 脚の 一方の 親 石の 花 崗石面 

に 碁盤 目 を 画した もので、 河童と 海豚と は、 これに 対 

して 黒白 を 争い はじめて いるので す。 ィ ルカと 言い、 

河童と 言い、 天狗 小僧と 言い、 筍 八 段と いうの は 自称 

他称が 混乱して いて、 どれ を どれと も 分らない が、 こ 

の 二人の もの、 黒白 を 持たせて はたし かに 人間業と は 

思われない ひらめき を 見せる。 


かれ 一石、 これ 一石と 下ろしながら、 人間界の 碁 打 

まリざ ん まう 

ち をコキ 下ろして いる 罵詈 讒謗 を 聞いて いると、 なか 

なか 面白い。 伝うる ところに よると、 近来、 武州八 王 

子 あたりから 天狗 小僧なる ものが 出現して、 遠く 美 濃 

尾 張 あたりまでの 聯珠 界を 風靡して いると いう こと だ 

が、 それ だ！ 

とにかく、 この 出来 損いの 寒 山 拾得の 悠々 閑々 たる 

聯珠、 眼中 人な き 天狗 心の ために、 妙応寺 門前の 今晚 

の 魔 気が 払われて しまいました。 

魔 気が 払われて しまって は、 幽霊の 出現の 場所が な 

ヽ o 
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とはいえ、 引 込みの つかぬ ような こと は あるまい。 

例えば 寺 門の 前 はこうして 天狗 小僧と、 海豚 童子の た 

めに 塞がれて しまった としたと ころが、 遊 魂 は 必ずし 

も 山門の 中に 済度され てし まわなければ ならぬ はず は 

ない ので、 道 は 到る ところに なければ ならない。 

妙応 寺の 裏山 を、 ほとんど 真一文字に 岩 倉の 方へ 抜 

ける と、 そこ はやが て、 れっきと した 北国 街道が 横た 

わって いるし、 ちょっと 左へ とれば 大野 木から、 江 州 

ひとす ベ 

長 浜 方面へ 一 ヒり という 道に も 通ず る はず、 ぜひ この 

東海道 をと つて、 どっち かへ 形 をつ けなければ 動きの 

とれない とい う 約束 はな い はず。 


事件 もまた、 このところ、 道筋と 同じように、 前後 

が少々 ややこしく はな つ ている けれども、 もうこの 時 

分 は 完全に、 がんりきの 百の 野郎と、 その 携えた 養老 

の 美酒と は、 寝物語の 里に 届いて いる。 お 蘭 殿 はいい 

気持で、 もぬけの 殻に 向って エロ キュ— シ ヨン を 試み 

て、 試み 疲れて うとうとして、 つい 寝過ごし、 枕 一 つ 

を 抱えて 国 越え —— と いう 時刻に な つ ている に 相違な 

ヽ o 
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四十 四 


これより さき、 二人の 風流 客 は、 小 笹篠原 を 探し 分 

けて、 ほとんど 道な き 方へ 進んで 行きました。 

この 二人と いうの は、 生国 郷関の ほど はわから ない 

が、 来る こと は 今晚、 確かに 西の方から 来て、 寝物語 

の 里で 一 夜の 思い出 を 楽しもう としたが、 それが 意外 

にも 先客に 占められて、 泊り はぐれて、 不 破の 関まで 

伸して 一 段の 風流 を 試みようと 出かけた 二人の 者で あ 

るが、 その 行 先 を 見る と、 不 破の 古 関で はない、 かえつ 

て その 小 関の 方へ 向って、 小 笹篠原 を 押し分け 押し 分 

け 進んで いる ことが 明らかであります。 

不 破の 関に は 大関と 小 関と が ある。 


大関 は 今や 彼等が、 もう 一 歩で 当然お とずれ ていな 

ければ ならない 地点で あるが、 それが こうして 小 関の 

方へ 向いて しまって いるの は、 何 か 道標が あって、 そ 

ぞろ 心に 誘われた のか、 実際 この 夜が 爽涼なる 秋の 良 

夜であって、 「秋風 や」 というの を 「名月 や」 とで も 置 

やぶ 

き 換えたら ば、 そのまま 藪 も 畠 も. 到る ところが 不破 

の 関に なって しまう、 すんなりと 志す ところまで 行つ 

てし まった ので は、 あっけな いという 感じから、 わざ 

わざ 小路 をえ らんで、 そうして 本道と は 別に、 北国 街 

道 を 擁する ところの 不 破の 小 関 をまず とぶらわん とす 

る ものら しい。 この 二人 は 本当に 風流 人で あるが 故に、 


小 笹篠原 を 押し分け 押し分け 行く うちに も、 

霞 もる 不 破の 関屋に 旅寝して、 夢 を も 得 こそと ほ 

さ ざり けれ 

人す まぬ 不 破の 関 屋の 板び さし、 あれに し 後 はた 

だ 秋の 風 

ひま 多き 不 破の 関 屋 はこの 程の、 しぐれ も 月 もい 

かに もる らん 

これら を朗々 と 謡の 調子で 口ずさんで、 受けつ 渡し 

つす る。 ややあって、 頭上に 高く 松の木の 亭々 たる そ 

の 幹に 一本の 白旗が 結びついて、 静かに 垂れて いるの 

を 認める。 


「白旗が ー旒 —— 音 もな く 竿に もたれて いる、 なん 

となく 物々 しい」 

「おやおや、 ここに 小 流れ、 御用 心さつ しゃい」 

一 人 は 高く 松の 上なる 白旗に 気を取られ、 一 人 は 道 

を 横切る 小 流れに 足 をす くわれた 形で ある。 やがて、 

くさむら  ほこら 

叢 の 間に 一 つの 小さな 祠を 二人が 同時に 見つけ ま 

した。 

「おや —— この辺が 小 関の あとで ござろう か」 

「左様 I -」 

二人が また ここで 同時に まよって いると、 荒原の 夜 

気 深々 たる ものが 身に 迫る の を 覚える。 


どちら ともなし に， 

「誰か 後ろから 人が 来る ような 気配が 致す では ござら 

ぬか」 

「左様、 さいぜんから 左様な 心 持 もいた しました、 誰 

やら 後 を 慕うて 参った ように 思われ もいた したが、 耳 

を 澄ます とや はり その われと わが 足の こだまで ござ つ 

たげ な」 

「左様ならば 仔細. ノ  ^ ざ ら ぬ 」 

「 モ シ —— 」 

祠 のうしろ の 尾花の 茂みから、 人の 声が したので あ 

そらみみ 

る。 これ も 二人 同時に 聞き は 聞いた が、 それ は 空耳に 


違いない と 打消す こと も 同時でした。 

「もうかれ これ 八丁 はまい りました な」 

「左様 —— 小 関の あと は、 いずれな らんと たずねわず 

ろう」 

「モシ —— あなた 方 は、 御風 流で 夜の 関ヶ原 を 御遊 放 

の 方と お 察し 申し上げ ますが、 少々 おたずね 致したい 

の は」 

ここまで 明瞭に 呼び かけられて みると、 もう 空耳 だ 

ひがみみ 

とか、 僻 耳 だと か、 自分の 感覚 を 疑って はおられない。 

「どなたで ござる」 

「はい、 わたくし も 同じく 旅の 者で ございまして、 関ケ 


原の 秋の 夜が あんまり 淋しい もので ございま すから、 

宿 をう かれて これまでまい りました」 

ごにょしよう 

「御 女性のお 身で は ござらぬ か」 

「はい」 

「きつい 御風 流、 全く これ、 恐れ入りました」 

二人 は 同時に、 松の木の うしろ、 尾花 かる かやの 中 

を 見込んで、 そこに 覆面した —— しかし 同じ 覆面で も、 

これより 先に 寝物語の 里から、 妙 応寺坂 を ふらふらと 

下りに かか つ た 覆面の 遊 魂と は 全く 別物です —— しと 

やかな 婦人が 一人、 全く ともを も 連れないで、 この 荒 

© にさ まよい 出で ている という こと は、 これ こそ 宙に 


さまよう 遊 魂の たぐいで なければ、 自分た ちの 同病 者 

以外の もので ありよう はずはありません。 

ちゅうしん 

二人の 風流 人 は、 風流の 地に 落ちない こと を 衷心 

よろこびに 堪えなかった ようです。 自分た ち は 寝物語 

の 里での 失敗 を、 関ヶ原の 夜で いま 充分に 取 返しつつ 

ある この 良夜、 旅の 身に して、 しかも 女性で ありな が 

ら、 この 名所と、 この 良夜に そむき かねてた つた 一人 

で、 もはや 自分た ちの 先 を 越して まで 不 破の 小 関へ、 

あと をと ぶろう ている 者が 存在して いる こと は、 せち 

がらき ことのみ 多 かる このうつ し 世に 於け る 風流 道の 

ための 名誉でなくて 问 であろう。 


二人が 同時に 敬服して、 全く 恐れ入った というの は、 

お世辞の みで はなく …… 

「清風 明月、 何とい う 良夜で ございましよう。 この 良 

夜 を 古 関の あとに 来て、 このままで 過す は、 まさに 良 

夜に そむき、 名所に そむき、 風流に そむく もので ござ 

ろう。 されば 我々 は、 寝物語の 里 を 経て、 ついう かう 

かと これまで 迷い込み ましたの は、 古 関の 清 興 は 後 ま 

まずち つ 

わしと 致し、 先 以て 小 関の 人訪 わぬ 昔 を とぶらわば や 

との 寸志で ござった」 

「左様で ございま すか —— 御風 流、 まことに お羨ま 

し いこと でございます」 


覆面の 女 は、 はっきりした 物の 言いよう。 しとやか 

で、 そうして わるびれて はいない。 

「どちらの 方面から お越しに なり ましたな」 

一 人の 男が たずねる と、 女 は それ を 押 返して、 

「失礼ながら、 あなた 様 方 は、 いずれから お越しに な 

りました」 

「拙者 共 は …… 」 

「お名乗り 下さい」 

「は」 

風流 人 二人 は、 機先 を 制せられた 気味です。 

事実、 ここへ は 関所 をし のぶ 風流の ために 来たので、 


お 関所のお 調べ を 受けん がた めに 来たので はない ので 

す。 まさか、 この 女性が 御 関所 役人の 変装で、 自分た 

ち を 胡乱と 見 こみ、 詰問の ために 出た 者で ない と 信じ 

て 疑わなかった の は、 関所と はいえ、 不 破の 関 は 千 何 

百年 前の 不 破の 関で、 その 以後 は、 政治的に も、 軍事 

的に も、 存在 は 認められ ていない、 純粋の 名所と して 

のみの 関所で ある こと を、 充分に 呑 込んで いるからで 

あります。 

四十 五 


だが、 二人の 風流 人 は 故意 か、 好意 か、 この 思いが 

けない 関所 あらために 対し、 神妙に 返事 をして、 郷貫 

と 姓名と を 名乗って しまいました。 

「拙者 は、 越 前敦賀 藩の 湯 浅 五助」 

「拙者 は、 紀州 和歌 山の 藤 堂 仁 右衛門」 

一 一人が こう 言つ て 尋常に 名乗る と、 直ぐ その あと を 

ついて、 覆面の 女性が 問い かけました、 

「では、 あなた 方に お聞き 申せば、 たしかに わかる と 

おおたに ぎょう ぶしょう ゆう 

存じます が、 あの —— 大谷刑 部 少輔の 首の 埋めて あ 

ると， ，一 ろ は どちらで) /ざいましょう」 

みしる し ありか 

「何と 仰せら るる、 大谷刑 部少輔 殿の 御 首の 在所？」 


「はい、 わたくしの 力で は、 尋ね あぐんで いると ころ 

でございます、 あなた 方なら ばお わかりと 存じます が」 

「これ はまた、 途方もない お尋ね もの —— して、 あな 

たは、 何のよ しで 今頃 それ をお 尋ねになる？」 

「何のよ しも ござ リ ませぬ、 ただ、 あなた 方に お尋ね 

したら、 それが わかる かと 存じまして」 

「以ての外 —— よし それ を 存じて いたと ころで、 他人 

に 明かす ような 拙者 共で は ござらぬ」 

「では、 仕方が ございません」 

こう 言う と、 おのず からこの 怪しい 女性と、 風流の 

二人連れと は、 左右に 立 別れて しまいました。 


「驚き ましたな」 

「驚きました」 

「我々 でたらめの 姓名 を 名乗った に、 あわても せず、 

刑 部 少輔が 首の ありか を尋ぬ る 女性 —— 身 の 毛が よだ 

ちました」 

おのの 

「足が、 おのずから 戦きながら、 やっと ここまで 来て 

生ける 心地が 致した」 

「風流 もこ こまで 来て は 空 怖ろ しい、 胆吹 山に は 近来、 

きょかい  こも 

女賊の 巨魁が 籠って いると いう 噂 だが、 そんなん では 

あるまい か」 

「恐ろしい」 


二人の 風流 人 は、 小 関の 白旗の 下から、 飛ぶ が 如く 

う ぶすな はちまん 

に 八丁の 道 を、 産 土 八幡の 前の 本道へ 出て しまい まし 

た。 

本道と いえ ども、 深夜の 関ヶ原で すから、 藪 も、 畠 

も、 まばらに 立ち並ぶ 民家で さえが、 みな 一 様に 不破 

それでも ここまで 来る と、 恐怖心が 解け 去って、 風 

流 心が 追加して きました。 

「藪 も、 畠 も、 山 も、 川 も、 森 も、 林 も、 村 も、 小 家 

も、 みな 不 破の 関 —— 」 

「明月 や 到る ところが 不 破の 関」 


こう 言って、 関ヶ原の 本道の 真中に 立って、 美 濃へ 

つづく 曠 原の 秋の 夜に 眼 を 放っと —— 

「や！」 

あし ちと 

つい 間近な 足 許の 一地 を 一点 のぞんで、 一人が 立ち 

すくむ と、 それに おぶさる ように 一 人 も 立ちす くみ ま 

した。 

「や！」 

「人が …… 」 

「人が 斬られて いる」 

いかに 風流 人で も、 街道の 真中に、 人命が 一 つ、 朱 

まう 

を 流して 抛り 出されて いると いう 現象 をば、 無条件で 


は 風流 化し きれない。 

むざん 

「無 慙！」 

全く 無慙な ことでした。 

「飛脚で はない か」 

「飛脚 体の ものに 見 ゆるが …… 」 

「雲助で はない か」 

「折 助で はない か」 

「デモ 倉で はない か」 

「そうでなければ プロ 亀」 

「江戸川 乱 歩か」 

うだる 

「大下 宇陀児 か」 


「ただし 加賀爪 甲斐 守で はない か」 

「坂 部 三十 郎 とも 思われない …… 」 

自分ら のせつ かくの 風流が ここまで 来て、 粉砕され 

たのみ ならず、 かかり 合い 上、 どうして もこれ を この 

ままで は ごまかし きれない 立場に 立 到つ ている。 

声 を あげて 大きく 叫ぼう か。 叫んだ ところで、 この 

場合、 そうさつ きゅうに 龃 けつけ る 人が あろうと も 思 

われぬ。 やむ を 得ない、 一人が この 場に 立番 して、 一 

人が 然るべきと ころまで はせ つけて 報告す る こと だ。 

だが、 この 二つの 役 廻り は どちらに 廻っても ぞっとし 

ない。 ここで、 ひとり、 斬られ 人 を 守って いる ことの 


無気味 さは、 これから ひとり 陣屋まで 走って 行く 無 気 

味 さと 相 譲らない。 

二人の 風流 人 は、 風流 気 も 全く 醒めて しまって、 そ 

の 処分に うろたえ きってい ると ころへ、 東の 方から ハ 

ま， 

タ ハタと 人が 馳 せて 来る 物音 を 耳に しました。 

敵 か、 味方 か、 それ は 知れない が、 逃れら るべき 場 

合で はない と 観念 最中へ はせ つけたの は、 まだ うら 若 

い 一 個の 少年に 相違ない。 

くせもの 

「曲者！ 動くな」 

と 先方が 叫んで、 鞘 走る 刀 を かいこみ、 かいこみ、 は 

せ つけて 来ました。 


「いや、 拙者 共 は 曲者で は ござらぬ、 通りが かりの 旅 

の 者、 このところで 計らず も 一人の 負傷者 を 発見いた 

した こと 故に、 いかが 取 計らわん かと 思案に 暮れて い 

る 者で ござる」 

「あ、 左様で ござる か。 しからば、 その 負傷者と いう 

の は …… 」 

くだん 

こう 言つ て、 息せ き 切つ て 近づ いて 来た 件 の 少年 

を 見れば、 これ は、 風流 人た ちと はま だ 交渉 はな かつ 

たもの の、 すでに、 このつ い 先の 駅まで 姿 を 見せて い 

たと ころの、 岡 崎 藩の 美少年、 梶川与 之 助なる もので 

ありました。 


二人の 風流 人 は、 この美 少年の 血気と、 斬られて 倒 

れ ている 事の 化と を 見比べる と、 二人の 間に 結ばれた 

にんじょうざた 

刃傷沙汰 であるな とさと りました。 

おく  ま 

つまり、 このお めず 臆せざる 少年の 刀が、 眼の あた 

しき 

リで 頻りに 鞘 走って いる 気勢 を 見て、 斬られて いる 一 

方の あわただし いの を 見る と、 どうしても 二人の 間に 

何か嫉 刃の 合わされる ものが あって、 とど、 この 一方 

が 斬られて ここへ 来て 斃れ、 一方 は その 先途 を 見届け 

ん として、 あと 追い かけて 来た ものと、 見れば 見られ 

ない ことはありません。 

それ はかえ つ てよ ろしい  ここで 当事者 同士に 引 


渡して しまえば、 我々 のか かり 合い は 免れる。 

四十 六 

梶川与 之 助の 言葉 短 かに 語る ところに よれば、 自分 

たち は 一 行 五 人と 共に 今日 大 垣に 宿 を 取った の だが、 

ともに 雇うた 一 人の 悪漢の ために、 同行の 者の 系図と 

きんす 

金子と を 奪い 去られた。 

金子 はさの み悔 ゆるに は 足らない が、 系図 は 大切で 

ある。 それが ために 自分 は その 者の 後 を 追い かけ、 つ 

いに これまで 追い込んで 来たの だが —— 


「こいつ だ！」 

岡 崎 藩の 美少年 は、 何 は ともあれ、 斬られて 斃れて 

いるの を のぞきこんで 叫びました。 

「おたずね 者の 悪漢に 相違) y ざらぬ か」 

きっと 

「いかにも、 こいつに 相違 ござり ませぬ、 屹度 あらた 

めて くりょう」 

と 言って 美少年 は、 当人の 生死 她 何より は、 まず 盗ま 

れた 物品の 安否が 心に かかる らしい。 

「盗難の 品々、 いかがで ござる」 

風流 人 連 も 顔 を あつめて 心配す る。 

「金 包 —— 金子 は 二百 両、 たしかに これに 相違な し、 


系図 こそ は …… 」 

打 返し、 打 返し、 斬られた 奴の 懐中 を さぐって みた 

が、 それらし いもの はない。 帯と、 腰と、 衣裳の 内外 

のす ベて を 調べた がそれ が 無い。 なお 念のために、 そ 

こら あたりの 街路と、 路傍の 地面と いう 地面 を 見た け 

れ ども、 それ は 見当らない。 

「金子より は、 その 系図が、 それが 命に も 換え 難い ほ 

どの もの」 

美少年 は、 ひとり いらだち きってい るが、 無い もの 

は 無い。 

「見つかり ませぬ か」 


「見つかり ませぬ」 

「それ は それ は」 

「人手に 渡す ひま はなし、 察する ところ、 追い詰めら 

れた 苦し まぎれに、 途中へ 投げ捨て でも 致した もの か、 

振い 落しで も 致した ものと 見る より ほか はない」 

「で) J ざろう が、 ， ^ の 当人が - ^ - に 斬られて いるから 

に は …… 何 かまた」 

「おお、 それ それ、 それで ござり ましたな、 途中へ 投 

げ 捨てた もの か、 或いは ここで また 賊に でも 出で 合い、 

ものした もの を ものされ た、 というよ うな 次第で は ご 

ざらぬ か」 


「そのこと はわ かりませ ぬな」 

「モシ、 申しお くれ ましたが あなた 方 は、 いずれの 御 

仁で、 いかにし てこ いつを、 このところで お見出しに 

なりました か」 

おもて 

こう 言って 美少年 は、 改まって 二人の 風流 人の 面 

き じ 

に 向って 見ました が、 この 二人 は 生地からの 風流 人で 

した。 風流 を 楽しまん がた めに 良夜の 関ヶ原 を 漫歩し、 

眼前 不意の 存在 物に よって、 その 風流 を かき 乱された 

ことの 以外に 立つ 人ではありません。 

「我々 は、 関ヶ原の 秋の 夜の 風流 を 楽しまん がた めに、 

夜道 を 致 した 以外の 何者 でも ござり ませぬ、 只今、 ぱ つ 


たりと この 場で この 仕儀 を 見ました のみ、 その 以前の 

こと は  」 

この 事件に 就いては、 なんらの 予感 を も 感じな かつ 

たので ある。 

が —— ただ 一 つ 心が かりが ぁリ とすれば、 それ は、 

大谷刑 部 少輔の 首 をたず ねて 廻る 超 風流の 女の 覆面 あ 

るの み —— だが いくら 疑おうと しても それ は 女人 だ、 

ここへ 引合いに 出して、 物議の 種と する の は 大人げな 

い 思いが する。 

岡 崎 藩の 美少年 も、 これより 以上 はいかなる 手段 を 

とっても、 この 二人から 聞き 得る 何物 もない こと を 知 


り、 やがて 決然と して、 二人の 風流 人に 向って 言い ま 

した。 

「拙者 は、 この 者 を この 場に 見守って おります る 故、 

おのおの 方、 御苦労 千万ながら、 最寄りの 役所まで こ 

のこと をお 届け 下さるまい か」 

やす 

「それ は、 いと 易き ことで ござる」 

二人 はこの 頼まれ をき つかけ に、 この 殺風景の 地 を 

去る こと を 幸いな リ として、 言い合わせ たように この 

場 を 走り出しました。 

時 は、 まだ 決して 天明の 時で はなく、 むしろ、 これ 

からい よいよ 深夜の 部に 入ろうと いう 時であります。 


風流 を 以て 今宵 を はじめた 二人の 風流 人 は、 極めて 

没 風流な 用 向 を 兼ねて、 関ヶ原の 真中の 夜に 没入して 

しまいました。 あとに 残る は 美少年と、 その 足 許なる 

人の 屍骸。 

最初 はた だ、 斬られて いる 人の 何者で あるか を 知る 

より は、 その 者が 果して 盗難 品 を 持って いるか、 いな 

いかと いう こと を 知らん とする に 急に して、 仔細に こ 

れを 検視して みると いうよう な 余裕はなかった のです。 

それが 今、 こうな つてみ ると、 幾分 か 研究 的の 心に 

いかよう  きず 

なって、 如何様に して 斬られ、 いかような 創が 致命傷 

になって いるか、 という こと を 知りたい 心に 駆られた 


もので したが、 見る とこの 男の 致命傷と いうの は、 たつ 

た 一 力 所で、 しかも それ は 頭部から 顔面に かけて 横な 

ぐり に 一 つなぐった だけの 傷であります。 横 擲リに 

擲 つた 切 先が 少し 残った ものです から、 ホンの 甘皮ば 

かり、 そのほか は 西瓜 を 輪切りに 切り 損ねた のが 斜め 

に パック リロが あいたよ うな ものです。 

そのほかに は 一 指 を 加えた ほどの あ ともなく、 無論、 

斬 捨てて 止め を剌 してなん ぞは ありません。 

徳 川の 初期に 於て は、 西瓜 を 食う こと を いやがった 

ものであります。 西瓜 は 由 井 正 雪の 頭 だ！ と 言って、 

その 二つに 割られた 中身の 鮮紅色なる を、 この 上 もな 


く 不祥の 色と して n| み 怖れた 時代 もあった ので ありま 

同じく 人 を 斬 捨てる にも 斬 捨てよう が あると、 美少 

年 は 思案に 暮れた 時に、 はじめて 自分の 手が、 かなり 

の 血痕に 汚れて いる ことに 気がつき、 この 手 を 洗わな 

ければ ならぬ と 思いました。 

美少年 は、 手 を 洗おうと して 思わず あたり を 見渡し 

うぶすな はちまん 

た 時に、 つい 鼻の さきの 産 土 八幡の 社内で、 物のう ご 

めく 姿 を 認めました。 

こういう 場合です から、 手の こと は 忘れて、 その 手 

を 握り、 じっと 闇 を 透して、 その うごめく ものの 形 を 


見定めよう とすると、 その物 影 は 難なく ス ルス ルと八 

幡 境内の 闇 を 出て 来て、 この 街道の 真中まで 走り出し 

たもので すから、 その 輪郭 を 見て取る に は、 おのず か 

ら 与えられ たような 形に なった ものです。 

それ は 実に、 一個の 少年が 手 槍と 覚し いもの を 構え 

つつ、 今し、 八幡の 境内の 中から 走り出し、 何物 を か 

追い かける 姿勢であります。 

獵師が 鹿 を 追う 時、 鳥 さしが 鳥 を覘ぅ 時に、 ちょう 

どこん な 姿勢 をす る。 前路 にね らう ものが あれば こそ 

後ろに 美少年の ある こと を 知らない。 

美少年 は それ を 実に、 以ての外の 振舞 だと 思い まし 


た。 けれども それ は 自分と いう ものの 存在 を ここに 認 

めて、 それ を 避けよう として 走り出し たもので ないか 

ら、 現に ここに 行われた 兇変に 交渉の ある 人間と は 思 

われない。 何 か 別に 怪しむべき もの を 認め 得 たれば こ 

そ、 ここに 我 というものがある こと を 忘れて、 それ を 

追 い 求め 行く ものに 相違な い 。 

この 怪しの 者の 正体 こそ、 宇治山 田の 来 友で あると 

知って しまえば 何の こと はない のです が、 それ を わき 

まえぬ 美少年に とって は、 この 際、 合点の ゆかぬ 至極 

の 人影で ある。 良 不良に 拘ら ず、 それ をつ き 留める こ 

と は 応変の 仕事で なければ ならない。 一方、 その 小さ 


き 人影に 向って 追い 行く と、 それ を 感づいた か、 感づ 

かぬ か —— こちらが 追えば 彼 も 走り、 彼が 走る ことに 

よって、 こちらが 追えば 彼の 転身 は 一層 鮮 かなもので 

すから、 美少年 はちよ つと、 人 か 怪獣 かの 区別 さえつ 

きかね る 気持に なりました。 

それだけに、 興味 も 異常に 集中して、 ともかく もこ 

れを ひとつ 手捕りに して 置いて その上 —— と、 彼 は 全 

ばくしん 

能力 をつ くして 驀進しょう とした 時に、 その 行 手に は 

たと 立ち塞がった ものが あります。 

それ は、 ちょうど、 深山 を 旅する ものが、 ももんが 

あと 呼ぶ 動物の ために、 眼 も、 鼻 も、 口 も、 抱きす く 


めら れて しまうよ うな 呼吸で、 かの 小さき 怪しい もの 

と、 我との 間に 立ち塞がった けれども、 ももんが あで 

はありません。 

「いけません、 あれ は ああして 置きなさい、 あなたの 

知 つたこと ではありません」 

彼と 我との 間に 割って入り、 ももんが あのよう に少 

年 を 抱きす くめて しまって、 こう 言い聞かせる その 人 

は 不思議に も 女の 声、 説明して しまえば お 銀 様 その 人 

の 声で ありました。 

ちょうちん 

その 時、 街道 筋が にわかに 物騒がしく、 提灯 を かざ 

した 多数の 人が こちらへ 向いて 走り 来る の は、 まさし 


く 先刻の 風流 人た ちの 報告に よって、 宿場の 係りの 人 

たちが 出動して 来た ものに 相違ありません。 

四十 七 

きた 

変事 を 聞きつ けて 集まり 来った 宿 役 その他の 連中に、 

この 場の 事と 人と をう ち 任せた お 銀 様 は、 いつの まに 

か、 松 尾 村への 草 むらの 中 を ひとり 歩いて いました。 

「お 嬢 様 —— お前と いう 子 も、 人に 世話を焼かせる 子 

だな あ」 

だんがん ぼくろ  おど 

林の 中から 弾丸 黒子の ように 躍り 出した それ は、 宇 


治山 田の 米 友であります。 

来 友 は、 右の 手に 例の 杖 槍 を 担いで、 左の 手で 早く 

もお 銀 様の 帯 を とらえた ものです。 

「友さん」 

「うむ —— お 嬢 様、 お前、 女の くせにそう ひとりで 夜 

歩き をし ちゃ いけね え」 

「いいのよ」 

「よか あねえ」 

米 友 は 少しく どもつ て、 

「そうお 前、 子供 じゃある めえ し、 いい年をして よる 

夜中、 出歩い ちゃ 困る じ やねえ か、 親方が 焦った がる 


の は 無理 あねえ な。 ちえつ、 どうしてそう、 みんな 人 

にば つ かり 世話を焼かせた がるんだ ろうな あ」 

と、 来 友が 口惜しが りました。 事実、 来 友 をして 世話 

を 焼かせる の は、 今晩のお 銀 様にば つかり 限った もの 

ではない、 もっとい い 年 をしながら、 世話を焼かせる 

こと を 本業に 心得て いる 道 庵と いう 親爺の 如き も ある。 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

とお 銀 様 は 笑いました。 

「誰も 世話を焼かせようと はして いないのに、 勝手に 

世話を焼きた がるから おかし いじ やない？」 

「勝手に 世話を焼きたがる 奴が ある もの か、 お前に し 


ろ、 道 庵 先生に しろ だね、 ほんとう にこの くらい 人に 

世話を焼かせり や 話 はねえ やさ、 まるで 眼が はなせね 

えんだ からな、 人が ちょっと でも 眼 を はなして みょう 

もんなら、 どこへ 飛び出して、 何 をす るか わからね え」 

「大丈夫」 

「当人 だけ は 大丈夫 だって、 ひとはそう はいかね えよ、 

よる 夜中、 こんな 淋しい ところ を ひとり 飛び歩い てみ 

な、 どういう 奴が 出て、 どういう 目に 逢わせられ るか 

知れた もの じ やねえ ぜ、 おいらなん ぞは、 槍が 出来る 

からい いような ものの …… 」 

米 友 は、 ここで 自分の 槍の 出来る の を 自慢で 言う つ 


もり はない。 いささか でも 腕に 覚えの ある ものなら ま 

あいい として、 それでも 慎まなければ ならない のに、 

何の 防備 も 手段 も 持ち合わせない 女性の 身の、 ひとり 

歩きの 危険 を 警告した 親切の 意味が 充分に 籠って いる 

のです が、 それ をお 銀 様 は 軽く あしらって、 

「心得て いたって 怪我 をす る 時 は 怪我 をし ます、 怪我 

をし ない 時 は 怪我 をし ません、 それに …… わたしなん 

ぞに、 誰も 怪我 を させよう なんて 心がけて いるもの は 

一人 もありません からね、 怪我の 方が 逃げて 行って し 

ま レ ますよ 」 

あき 

「ちえ ッ —— 聞いて 呆れち まあな、 怪我の 方で 逃げて 


行く なんて やつが ある もの か、 いまに 大 怪我 をして み 

なせえ、 そのと き 思い知って は 遅い ぜ」 

「怪我 —— といった ところで、 死ぬ より 大きな 怪我 は 

ありますまい」 

「ちえ ッ —— お前と いう 子 も、 よくよく 理窟 屋 だな あ」 

「理窟じゃありません、 物の 道理よ」 

「おいらが 迎えに 来たんだ から 帰って くんな、 お前 を 

連れて 帰らね えと、 また、 おいらが 親方から 大目玉 を 

食 うんだ からな」 

「親方と いうの は 誰の こと？」 

おんな かるわざ 

「お前、 知って るだろう、 両国の 女 軽業 の 親方のお 角 


さんの こと さ」 

「あの人が、 お前、 怖い の？」 

「怖い —— ？」 

米 友 は、 お 銀 様から 反問され て、 思わず 眼 を 円く し 

て 地 団駄を 踏みました。 

女 軽業の 親方のお 角さん という 女が、 お前 怖い の… 

…とお 銀 様から 改めて 聞かれる と、 米 友が 何 か 知らず 

自分の 胸に ギクッ と 来る ものが ありました。 

怖い もの は 無い はず だ —— 鬼 だと か、 お化け なんと 

いう もの は、 見た という 人 も あるが、 そんな もの はこ 

の 世に 無い もの だとい う 人 も ある。 おいら はま だ、 お 


目に かかった ことが ないから 知らない。 親爺が 怖い と 

世間の 人 はよ く 言う けれど、 おいらと いう 人間 は、 親 

という ものの 味 を 知らね えから、 甘い もの か、 辛い も 

のか わからね えの だ。 そのほか、 地震 だと か、 雷 だと 

か、 火事 だと かいう もの は、 災難 だから、 来ね え 前に 

ビ クビク していた つて はじまら ねえ やな —— また 或る 

人 は 言う、 借金 ほど 怖い もの は 無い と。 ところが おい 

らは 怖い ほどの 借金 を まだ 持って みた こと はねえ。 貧 

乏 はもつ と 怖い という 者が ある けれど、 その 貧乏の 味 

というの も、 おいら は あんまり 知らね えよ  と 言つ 

たと ころが、 お 君から 笑われた ことがある —— 


「友さん、 お前、 貧乏の 味 を 知らな いんじゃない、 お 

前と いう ものが 貧乏 そのもの なのよ、 夏 冬 一枚の 着物 

で 通して、 家 も 無ければ、 財産 もな いんだから、 まあ、 

友さん ぐら い の 貧乏人 は 世間に たんと はありますまい、 

それ だのに、 貧乏の 味 を 知らない なんて 言う と 笑われ 

ちゃ いますよ」 

お 君から 来 友 は、 こう 言つ て 笑われた ことがある。 

なるほど、 そう 言われて みれば、 おいらなん ぞは 天地 

間の 本当の 貧乏人 かも 知れね え。 だけれ ど、 お 君 はな 

おその 時に 附け 加え て 言 つ た —— 

「だけれ ども、 本当の 貧乏の 味と いう もの は、 所帯 を 


もって、 子供が 出来て 困って みなけ り やわから ない と 

いうから、 そうして みると、 友さん も、 わたし も、 貧 

乏 とはいう けれど、 まだ 本当の 貧乏の 味と いう もの を 

知らないの かも 知れません ねえ」 

本当の 貧乏と、 ゥソの 貧乏 というものがある かどう 

か、 とにかく、 自分た ち は、 貧乏の 味 を 知ってい ると 

知っていな いとに かかわらず、 決して 金 持で はない、 

貧乏 を 貧乏と して 知らずに いる くらいだ から、 貧乏 は 

決して そんな 怖い もの じ やない と 思って いる。 

じと ラ 

地頭が 怖い の、 泣く 子が 怖い のとい うけれ ども、 一 

定の 殿様の 下 や、 お 代官 地に 生業 を 営んで いない おれ 


たち。 道 庵 先生 あたり こそ、 怖い と 言えば、 米 友に とつ 

て 怖い 人 かも 知れない が、 自分 は 先生 を 尊敬し、 服従 

もして いる けれども、 或る 場合に は 大いに 先生の 不謹 

慎 を 責める こと も あるし、 その 脱線 を 訓戒す る こと も 

ある —— だから、 一 応は 監督者 気取りで、 優越感 を 持 

ちながら おとも をす る こと もで きる という もの だ。 

昼が 明るくて 夜が 怖い という こと も 覚えない し、 物 

の わかった 人間 はわかった ように 扱う し、 わからない 

奴 はわから ないように、 乱暴な 奴 は 乱暴な ように、 腕 

で 来る 奴 は 腕で あしらつ ている。 別段 曲った こと をし 

た 覚え はねえ から、 おまわり さんや、 刑務所が 怖い と 


も 思わね え、 どう 考えて みても、 天下に 自分の 特に 念 

を 入れて 怖がるべき 相手の 存在 はわから ないよう だが、 

ここで 今、 お 嬢 様から、 「お前、 あの 女 軽業の 親方が、 

そんなに 怖い の？」 と 白い 歯で あしらわれて みると、 

米 友の 身体が おのずから 固くな つ てく るの を 覚え まし 

た。 

怖い —— というの はなんだ か 業腹 だが、 そうかと 

いって、 ちっとも 怖 か あねえ、 あんな 女 軽業の 親方な 

んかぁ …… と、 うっかり ロをヒ らして しまって、 それ 

が あの 親方の 耳に でも 入ろう ものなら、 この 野郎、 も 

う 一 言い つ てみ な —— とのし かかつ て、 頭 ごな しに や 


られる 時 を 想像す ると、 米 友が 変な 心 持に なって しま 

いました。 

しかし、 お 銀 様 は、 それ を 米 友に 追究す るつ もりで 

言った のではありません。 やがて、 冷淡で はなく、 冷 

静に、 むしろ 物 を 頼む ように 来 友に 向って 言いました。 

「友さん、 わたしの こと は、 わたしと して 間違いの な 

いこと をす るの だから、 心配し なくても いいよ、 親方 

がお 前に 何とか 言ったら、 わたしが 申し わけ をして あ 

げる、 そんな こと は 心配し なくても いい けれど、 ここ 

で 友さん に、 素直に わたしの 言う こと を 聞いても らい 

たい」 


米 友 は、 お 角さん を 怖れる ように、 お 銀 様 を 怖れて 

はいない のです。 怖がる より はむしろ どういう もの か 

一味の 同情と、 親愛と いうよう な もの を 感じて いるの 

です。 

お 角さん が 腫物に 触る ように 怖れて いる この 令嬢 か 

悪 嬢 か 知れない 難物に 向って、 来 友 は 少しも 窮屈 も 威 

圧 も 感じて いないの みならず —— 何とい うか、 来友自 

身で は 名状ので きない 哀れな 感情が 働いて いて、 おた 

がいに そぐ わない 会話 をしながら も、 魂の どこかと け 

合って 行く ような 親しみ を 加えて 行く の は、 お 銀 様 も 

知らないし、 米 友 も 知らないながら、 おた がいに 好き 


だとい うような 感情が あらわれて 行く のです。 好きと 

いったと ころで、 惚れた の 腫れた のとい うわけ ではな 

いが、 おた がいに どうしても 衷心から 憎み 合えない 

ような 何物 かが ある こと を、 おた がいに 気がつき ませ 

ん。 

そこで、 米 友 はこうして 取 押えに 来たよう な ものの、 

ら つ 

手荒く どうしても こうしても 拉 して 行こうと はせ ず、 

お 銀 様 もまた、 来 友に 向って 物 を 頼めば 聞いて くれな 

いはず はない といった、 安らかな 気分で、 すらすらと 

前方へ 向って 歩いて 行く のです。 


四十 八 

暫くして、 お 銀 様 は 一 つの 小 流れの 岸に 下り立ち ま 

した。 

米 友 も、 それに 従って、 同じ 河岸に 数 歩 を 離れて 立つ 

おばな かる かや 

ている と、 お 銀 様 は、 岸の 傍らに 一 むら 茂き 尾花 I 刈萱 

の 中に 分け入つ たかと 見る と、 無雑 作に その 中から 一 

つの 白い 円形な 物体 を 取り出して、 来 友の 眼の 前に 捧 

げた ものです から、 米 友が またも その 眼 を 円く して 見 

きた 

ると、 夜目ながら はっきりと 眼底に 映リ 来る ところの 

もの は、 まさに 人間の 一 箇の 髑髏 でありました。 


「友さん —— この 髑髏 を、 この 川で よく 洗って 頂戴」 

「うむ —— 」 

くろちが わ 

「この 川 は 黒血 川と いう 川な のです、 昔、 大 友の 皇子 

いくさ 

と 天武の 帝の 戦 のあった ことから、 黒血 川の 名が 起つ 

たそうで すが、 それ は 名前 だけで、 そのこと は 千年 も 

昔の ことです から、 今 は 血なん ぞは 流れて いや あしま 

せん、 この 通り、 鏡の ようにき れいな 水なん ですから、 

これでよ く 洗って 頂戴」 

「うむ —— 」 

うな  ものずき 

米 友 は、 唸りました、 病と はいえ 好奇に も 程の あつ 

たもの だが、 今まで 隠し持つ ていたと も 思われない 人 


間の 骨 を、 どうして ここへ 持ち出し たか、 尾花 莂萱の 

やすやす 

中 を 探って、 易々 とこれ を 取り出し たよう だが、 いく 

ら 黒血 川の 岸の 尾花 I 刈萱だ とて、 手品師の ように かね 

て 仕掛けて 置かない 限り、 そう 易々 と 人間の 髑髏 を 探 

し 出せる もので はない。 

「友さん、 そんなに 眼 を 円く して、 驚いて ばかりいて 

もお かしい じゃありません か、 これ は 怖い もので は あ 

リ ません、 生きて いる わけで はない から、 口 を あいて 

食い つき はしません よ」 

「お嬢さん、 お前、 どこから こんな もの を 持って来た」 

「これ は、 さっき わたしの 手で 掘り出して、 この 尾花 


莂萱の 中へ そ つ と 隠して 置きました」 

「お前と いう 人 も、 つまらね え 悪戯 をした もんだ —— 

人間の 骨 を 掘り出す なんて、 て えげ え 手癖の 悪い 餓鬼 

でも、 それほどな 悪戯 はしね え」 

「いいのよ、 これ はわた しに 縁の ある 人の 骨 だから」 

「お前に 縁の ある 人って —— こんなと ころに 親類が あ 

る わけ じゃある めえ」 

「ええ」 

「よしんば、 親類が あつたから といって、 いったん 墓 

に 埋めた 人間の 骨 を 掘り出す なんて、 そり やあん まり 

乱暴 過ぎる」 


「友さん に はわ かるまい が、 これ は、 わたしが 掘り出 

くどく 

して 上げる のが、 かえ つ て 功徳 じ やなかろう かと 思う 

人な のよ、 ですから 友さん の 手で、 この 土 まみれに なつ 

きれい 

たお 骨 を 綺麗に 洗って 上げて ください、 そうすれば、 

友さん の 功徳に もなる」 

「おいら は、 そんな 功徳 はした くねえ」 

「そんな こと 言わないで、 素直に、 この 黒血 川の 流れ 

で、 三百 年の 土の よごれ を 洗い清めて あげてく ださい。 

これ はね、 大谷刑 部少輔 という 人の 首な のよ」 

「大谷 刑部少 輔？」 

「そんな 大きな 声 を 出さなくて もよう ござんす よ、 


関ヶ原の 時に、 石 田 を 助けた 日本一 の 器量人の 首 だか 

ら、 わたし も わざわざ ここまで 来て 掘り出して 上げた 

の だから、 友さん も 嬉しがつ てこれ をお 洗いなさい」 

「おいら あ、 嬉しく ねえ」 

「何でもい いから 洗って あげてく ださい、 できな けれ 

ば 無理に は 頼みません、 名将の 供養に なること だから、 

わたしが 洗います」 

「できねえ と 言 やしね えよ、 嬉し か あねえ と 言つ たん 

だ」 

「できない ことで なければ、 やって 下さい、 この 黒血 

川の 水で、 幾 百年 埋もれた 英魂の 泥 を、 友さん の 手で 


洗つ て 上げて ください」 

「うむ —— なんだか 理窟 はよ くわから ねえが、 頼まれ 

たこと をい やと は 言わね えよ」 

米 友 は 捨鉢の ようにこう 言って、 杖 を 下に 置く や、 

お 銀 様の 捧げた 髑髏 を 引った くるよう に 受取って、 

それ を いわゆる 黒血 川の 小 流れに 浸して、 ぐんぐん 洗 

い 立てよう とする。 

「あんまり 手荒な こと をし ないように。 落ちなければ 

かきず な 

この 川 ベリの 砂の 軟らかい ところ を 取って 磨 砂 にし 

て、 洗って あげてく ださい」 

お 銀 様 は 立って、 来 友の 洗濯ぶ リを 監視す るよう な 


すべ 

形で 見詰めて いる。 その 肩 を 昼の ような 月が ヒ つて、 

黒血 川の 水に ささやかな 金波 銀波 を 流し ています。 

四十 九 

命ぜられた 通りに、 宇治山 田の 米 友 は、 与えられた 

髑髏 をゴシ ゴシと 洗濯して いるが、 なるほど、 数百 年 

来 英魂 を 埋めた 泥と 見えて、 来 友の 精根 を 以てしても、 

なかなか 落ちない のであります。 

みょうばん 

「明礬 の 水で でも 洗ったら どう だか、 只 じ やな かな 

か 落ちね え や」 


黒血 川の 水 を 以て 洗う の だから、 落ちない のが 当然 

かも 知れない が、 それでも 来 友 は 倦まず 洗いつ づけて 

いると、 

「少々 もの を 尋ねとう ござる が  」 

おばな かる かや 

尾花 莂萱の 中 を 押し わけて 来た 人の 声、 それ はかな 

リ遠 いところ から 呼びかけ たようで も あるし、 つい 鼻 

のさき で 呼びかけ たようで も ある。 

「うむ —— 」 

来 友 は 髑髏 を 洗う 手 を 休めないで、 声の した 方 を 振 

仰ぐ と、 二 間と はない 川幅の つい 向う 岸に 人が 一人 

立って いる。 


「関の 藤 川と いうのへ 参る に は、 どう 参ったら よろし 

かろう」 

「関の 藤 川で ございま すか …… 」 

それ を 引取って 答えた の は、 米 友の 後ろに いて 首 洗 

いの 検査役 をつ とめて いたお 銀 様の 声で ありました。 

「関の 藤 川から、 不 破の 古 関の 跡 を 尋ねたい の だが… 

〜」 

「それでし たらば」 

お 銀 様が 委細 引取って くれる から、 来 友 は 安心です。 

かよう 

そうでなくて、 斯様な 返答 を 自分が 引受けねば ならな 

いこと になる と、 米 友と して は 苦境に 立たなければ な 


ら ない。 

それ は、 こ の 流れが 黒血 川の 流れ だ という こと も、 

お 銀 様の 口から 初めて 聞いて 知った くらいだ から、 関 

の 藤 川 だの、 不 破の 古 関の 跡 だのと いう もの を、 不意 

に 尋ねられて、 米 友 に 明答が できる はずが ないから で 

す。 幸いに、 お 銀 様と いう ものが あって、 知らざる と 

ころ を、 知れる 人よりも 周到に 教える ことので きる 知 

識を 備えて いる。 

そこでお 銀 様 は、 立って その 人の ために、 黒血 川と 

やす 

関の 藤 川と 混同し 易くて 別物で ある こと、 だが、 その 

あ、 ぺけ こ 

相距 たる こと は、 さまで 遠い もので ない ことが、 混同 


され 易い 理由で ある こと —— 関の 藤 川の 名が 徒 らに 

高く して、 その実 物 は、 この 黒血 川と 相 譲らない ほど 

の 小 流れに 過ぎない こと、 それへ 出る 道と、 藤 川の 土 

橋の 下から その 真上 は、 もう 古え の不 破の 関の 跡に 

な つ ている はず だとい うこと を 明瞭に 教えて やる ので 

それ を 逐一 耳 を 傾けて 聞き 終りながら、 向う 岸に 

立って 物 を 尋ねて いる 人 は、 急いで 教えられた 方へ は 

躍 を 向けず、 

たんてき 

「あれ は、 どこから 響いて 来ます か、 あの 短 笛の 音 は 

…：- J 


そう 言われて、 はじめて こちらの 人が 聞き耳 を 立て 

ました。 

実は、 聞き耳 を 立てる ほどの こと はなく、 さいぜん 

から 亮 々 として 満 野に 響いて いた 音声な のです けれ 

ども、 あまりに 亮々 たるた めに、 かえって 二人の 耳に 

入らなかった のか、 そうでなければ、 首 を 洗う ことの 

興味と 難渋で、 二人に は その 音が 耳に 入らなかった の 

でしよう が、 今そう 言われて みると、 はじめて、 亮々 

やぶ  くさむら 

として、 藪に も、 畠に も、 叢 にも、 虫の 声に も、 い 

ささ 黒血 川の 流れの せ せらぎ にも、 和して 聞 ゆる 一 曲 

えんてん 

の 管 声が、 今 も 宛 転と して 満野 のうちに 流れて いるの 


です。 

「ああそう でした、 あの 尺八の 音の する あたりが ちょ 

うど、 不 破の 関に 当りましょう」 

かんざんげ つ 

「関 山 月 を 吹いて いますね」 

「はい …… 」 

お 銀 様 は、 その 返答 だけが 手 持 無沙汰な ものに なり 

ました。 前に 地の 理を 問われた 時の ように 明快に いか 

なかった の は、 「関 山 月」 と言われて、 ちょっと 知識 負 

け、 或いは 度胸 負けが したの かもしれ ません。 

それ にも拘らず、 もの を 尋ねた 向う 岸の 人 は、 まだ 

お 銀 様から 指示され た 通りに、 また 関 山 月の 吹き 示す 


通りに も その 足 を 進めようと しないで、 空しく 黒血 川 

きた 

の 向う 岸に 立ち 尽 して、 そうして、 無心に この 流れ 来 

る 笛に のみ 耳 を 傾けよう として いるものの 如くで あり 

ま ^9 

こうなる と、 三人 三 様に 沈黙せ ざる を 得ません でし 

た。 向う 岸の 人 は、 前の 如く 一曲に 聞き惚れて 沈黙す 

うんぬん 

る。 お 銀 様 は、 関 山 月 云々 と 言った のが ひっかかりで 

沈黙す る。 宇治山 田の 米 友 は、 そのい ずれなる に拘ら 

ず、 髑髏に ついた 泥の もう 少し 手軽く 落つべく して 落 

ちない のに 中ッ麼 で、 ゴシ ゴシと 洗って いる。 

右のう ち、 お 銀 様の 不平 を、 なおく わしく 言う と、 


向う 岸に 立つ 人が、 自分た ちが 今まで 耳 中に 置かな 

かった 一管の 音 を、 早く も 耳に 留めて、 これに 就いて 

問う こと をす ると 共に、 その 吹き 鳴らす 曲 を 鮮やかに 

関 山 月と 聞き分けて しまった それ を 歯痒く 思って いる 

のです。 お 銀 様と いう 人 は、 なかなか 管絃の 古曲 を 聞 

き 分ける 耳 は 持って いるので す。 それ だのに、 その 遠 

音 を 聞いて、 直ちに 関 山 月 …… と 断定す る ほどの 音楽 

の 知識 を この 際 持ち合わせて いなかった ことが、 軽蔑 

でもされ たように 自分の 心 を 依怙地な ものに 固めて し 

まいました —— それで、 無性に 沈黙して いたので すが、 

沈黙 すれば する ほど、 その 一管の 音 は、 いよいよ 鮮ゃ 


お お 

かに、 この 場へ 流れ 渡って 来る の を、 耳 を蔽ぅ ほかに 

は 遮る 由がない のであります。 

ああ、 お 銀 様 は 相当に 管絃 のた しなみ が あり、 尺八 

も 相当に 聞き こなす 耳が ある けれども、 まだ 関 山 月と 

いう 曲 を 知らない。 

五十 

不 破の 古 関の 跡 を 守る 関守に、 心憎い のがあって、 

人の 知らざる 曲 を 吹く。 吹いて 酣 わなる に 至れば 至 

ひそう  はらわた 

る ほど わからない。 悲愴に 人の 腸 を 断つ の 声で は あ 


るが、 どこまで 行っても お 銀 様と して は それに 名づく 

べき 名 を 知らない 曲で あるのに、 向う 岸の 人 は、 も は 

やとうに これ を 了して、 命じて 「関 山 月」 と 言った。 

お 銀 様 はこの ことに 憤り を 発して、 含む ところ ある 沈 

黙の 凝立 を 守って いると、 そのい ずれに も 頓着な く、 

黒血 川に 浸って いたと ころの 髑髏が、 不意に 米 友の 手 

から 離れて、 月の 天上に 向いて 舞い 上りました。 

さて は、 百年 埋れ たりと いえ ども、 苟も 一方の 名 

将の 遺骨、 それが 今宵、 匹夫 下郎の 手に よって 洗滌の 

ぼうとく こうむ  こつ 

名の 下に 冒瀆を 蒙って いる ことの 恨みから、 骨に 精 

が 残って 天に 向って 飛び去ろ うとした のか、 そのこと 


はわから ない が、 執心に 洗いつつ あった 来 友の 手 を 

はなれて、 しかも これが 尋常に 取 外した とか、 取 落し 

さい  もて あそ 

たと かいう ほどの もので なく、 犀が 月 を 弄 んで 水が 

天上に 走る ような 勢いで、 宙に 向って 飛んだ の だから、 

憒リを 含んだ 沈黙のお 銀 様で も 驚かない わけに は ゆき 

ません。 

「どうしたの」 

来 友 は、 その 時に 必死の 勢いでした。 髑髏の 精が 

あって、 天上に 逃れようと したわけ でもなければ、 匹 

夫 下郎に 辱められ たこと を 憤った わけで もな く、 まし 

て 匹夫 下郎 もな お 自分の 留魂を 慰めて くれる 殊勝 さ を 


感激した わけで もな く、 飛ぶ に は 飛ぶべき 理由あって 

飛んだ に は 相違ない が、 あえて 自力 更生の 力で 飛んだ 

わけで はない。 実は その 持主が 烈しく それ を 投げ出し 

たもの だから、 その 勢いだ けで 枯骨が 躍って 天上に 舞 

い 上った だけの ものです。 

然 らば、 持主 は 何故に、 今まで 洗滌 を 試みて いた 枯 

骨に 対して、 こんな 急激な 取扱い を 試む るに 至った か。 

今の 先まで、 口小言 を 言いながら も、 極めて 熱心 忠実 

に 洗濯 をして いた ものが、 いくら 短気 だと はいえ、 

かんしゃく 

癇癩 まぎれに おつ ぼり 出して、 それで 命ぜられて、 或 

いは 頼まれて 引受けた 約束 を 無茶に する ことほ ど、 来 


もぎ どう 

友の 短気 は没義 道な 短気で はない はずです。 

彼 は 口 小 言 は 言 うけれ ども、 その為すべき 仕事が 困 

難と 複雑 を 加えれば 加える ほど、 自己の 負けじ魂と 忠 

実と が 加わ つ てく ると ころの 性格 を 持つ ている 男です。 

それが かく も 自暴に、 心なき 枯骨 を 天上に 向って おつ 

ぼり 出した という ことの 理由に は、 それだけの 筋道が 

あるので、 筋道と いうの は、 特にく どく 説明す るまで 

もな く、 そうしなければ 自己の 生命 問題に 触れる から 

でありました。 

されこう ベ 

ごらんなさい、 名将の 髑髏と 称する もの を 天上に 

投げ上げた 来 友 は、 そのまま 後ろに 転び、 仰向けに 転 


がって、 そうして、 岸の 上に さして 置いた 例の 杖 槍 を 

ひと 

手に 取る と、 かねて 甲府 城下の 霧の 夜の 闇で 演じた 独 

り 芝居の 時の 如く、 仰向けに 転んで、 その 杖 槍 を 構え 

たと ころと いう もの は、 四方 転びの 縁台 を そこへ 持つ 

ほう 

て 来て 抛リ 出した ような ものです。 

ですから、 お 銀 様 も、 その はずみ を 食って、 ものの 

二 間ば かり 後ろへ 飛びの いて、 さいぜん 髑髏 を 探り出 

おばな かる かや 

したと ころの 尾花 莂萱の 後ろへ 身 を 引いた ものです。 

ただ、 動かな いのは、 玲瓏たる 天上の 月の 影で あり 

まして、 この 通り 照り 渡って いる 良夜で ありまし たか 

ら、 光 はいよ いよ 冴えに 冴えて、 この 場の 光景 を 照ら 


し 残す ところはありません。 

来 友 ほどの 者が、 かく も 狼狽 周章 を 極める のに、 天 

上の 月と、 向う 岸の 風物 は、 全く 澄みき つた もので あ 

りました。 

向う 岸に 物 を 尋ねた 人 は 冷然と して そこに 突っ立つ 

ている， J と 少しも 変らない。 強いて 変った と， J ろを認 

めろ といえば、 今まで 右の 手に 持って いた 二 尺 三寸 以 

上 は あると ころの 大の刀 を、 ただ 単に 左の 手に 持ち 替 

えた だけの ものでした。 

「じょ、 じょ、 じょう だんじ やねえ」 

それ にも拘らず、 宇治山 田の 米 友の 醜態 を 見よ。 


それ は 醜態と いうより 外 はない、 米 友 ほどの 豪傑と 

して。 

でも、 ようやく 立て直し、 

「じょ、 じょう だんじ やねえ  < を 油断 さして 置い 

て  降る と 見て 傘と る ひま もなかり けりで、 やろう 

なんて、 じょ、 じょう だんじ やねえ、 おいら だからい 

いけれ ども、 ほかの 者なら、 やられち まう ところ だ。 

さあ、 もう 心得た もんだ、 どうで もして みや あがれ」 

ようやく 起き直った けれども、 その 張りき つた 用心 

と、 夜目に も 燃える ような 眼光 は、 以前に 倍した もの 

です。 得意の 杖 槍 を 如法に 構えて、 その 向って いる 先 


は、 向う 岸に あって 水の ように 澄みき つて 物 をたず ね 

た 人の 面 上に あります。 

ここに 至って、 米 友 は その 意外なる 醜態から 全く 救 

われました。 

足 は 地から 生えた ように、 筋肉 は隆々 として 金鉄が 

入り、 その ビタリと 構えた 一流の 槍先 は、 金城鉄壁 を 

も 覆 すの 力に 充ち 満ちて いました。 

いい 形です。 運慶の 刻んだ 神将 だの、 三十 三 間 堂の 

二十 八 部 衆のう ちに、 まさに これに 類す る 形が ありま 

して、 わが 宇治山 田の 来 友が こういう いい 形 を 示す こ 

と は、 幾年のう ちに 幾度 も ある ことではありません。 


求めても 見る こと を 得られない 代りに、 求めず して 展 

開せ しめられる ことが 甚だ 稀れ にある。 

最近に 於て は、 信 州 川 中島の 夜霧の 中で、 ひとり こ 

の 恰好 を 戯れに した ことがある けれども、 真に 必死の 

ひと 

相手 を もって この 独り芝居 を 演じた 真正の 型と いう も 

の は、 まず その 昔の 甲府 城下の 霧の 闇の 夜の ほかに は 

ありませんでした。 

今や、 美 濃の 国、 関ヶ原の 原頭、 黒血 川の ほとりに 

於て、 今晚 はからず このい い 形 を 遺憾な く 見る こと を 

得た 見物の よろこび は 至大な もので なければ ならない 

はずです が、 得て、 こういう 天地の 間に、 いい 形 をし 


て 見せる 時には、 あいにく 見物と いう もの は 無い もの 

であって、 人に 見られ、 喝采され、 雷同され、 賞讃さ 

れる ところの 大部分に は 物の 屑が 多い。 

そんな こと は、 どうで もよ い、 来 友 は 久しぶり でい 

い 形 を 見せよ うがため に、 こういう 芸当 を 演じて いる 

みじん 

ような 芝居気の 微塵 も あるべき 男で ない こと はよ くわ 

かってい る。 全く 彼 はこの 場合、 一生懸命、 文字通り 

に 生命 そのもの を 一本の 杖 槍に かけて、 眼 を 注ぐ とこ 

ろ は、 向う 岸に 水の 如く 澄み切った、 ただ 単に 右に 携 

えていた 刀 を、 左に 持ち 替えた だけの 新来の 客で なけ 

れば なりません。 


つまり、 向う 岸に 呼びかけた 新来の 客が、 ただ 単に 

刀 を、 それ も 鞘ぐ るみ 手から 手へ 持ち 替えた という だ 

けの 動静が、 米 友 を 圧迫して、 こう も 無二無三なる 形 

にして しまいました。 

五十 一 

都合の よい ことに は、 今夜 は 月が 皓々 として 蟻の 這 

うまで 見える ような 良夜で ありました のみならず、 僅 

か 三、 四、 五 間と は隔 つて いないと ころの 向う 岸の 澄 

まし 返った 人が、 身に なんらの 覆いと いう もの をつ け 


て いない ことでした。 

身に 覆い をつ けて いないと いったと ころで、 決して 

裸体で あると いう 意味ではありません。 尋常の 袷 を 

着流しに していて、 独 鈷の帯 か 何 か を 締め、 小刀 を 前 

にして、 犬の 方 を 如上の 如く 提げて いるので すが、 最 

も 幸いな ことに は、 全く、 この種の 人の よくす る 覆面 

と いう もの をして いない ことでした。 

本来、 覆面と いう もの は、 しないで 済めば しない 方 

がいい ものです。 第一 風通し は 悪くない し、 手数 はか 

からず、 覆面な しで 押し通せれば 世の中 は 覆面な しに 

越した こと はない のです。 


しかしながら、 人生に は、 ところと、 場合と、 時と 

き じ 

によって、 どうしても 生地の ままの 面目で は 押し通せ 

ない ことがある のです。 天下の 選良 を 集めた という 国 

家の 議会に 立つ 台閣の 宰相で さえ、 時として は 万機 公 

論の 間を頰 かむ り をして 押し通さねば ならない ことが 

あるく らいです から —— 夜な夜な 町の 辻 を 歩いて、 人 

間の 一人 も 斬って みょうと する 輩が、 相当の 覆面 を 

する の は 当然 過ぎた 当然の ようであります けれども、 

ここ も 天下の 関ヶ原と はいえ、 ゆるさぬ 関が 行く 人の 

足 を 止めた の は、 それ は 千 有余 年の 昔の ことで、 まし 

て徳川 期と なって は、 公道 を 宫と鈴 鹿の 方面に とられ 


しょくさん  ともから 

てし まって、 蜀山 や 一九の 輩 をして すら、 ふわ ふわ 

の 関と 歌わし めた ほどの 荒涼たる 廃 道に なって いるか 

さまよ  なんぴと 

ら、 この 月夜 を 彷徨う 何人と いえ ども、 覆面 をして ま 

で 人 を 憚 る ほどに 人 臭いと ころで はな か つたので す。 

(お 銀 様 だけが 相 も 変らない の は、 それ は 外に 向って 

する 覆面で はなく、 己れ の 良心に 向っての 覆面 かも 知 

れ ません。) 

そこで、 今、 宇治山 田の 米 友の 当面に 立つ ところの 

相手 も、 宿 を 出る 時には、 さすがに、 その 良心に だけ 

でも 覆面 を かけて 出る 必要が あつたか も 知れません が、 

今 は その 必要がない ので、 おのずから 秋風に 吹き払わ 


れて、 本来の 素面 素 小手で 相対して いるが 故に、 勢い 

まともに 槍先 をつ き 続けて いる 宇治山 田の 来 友の 眼底 

きた 

に、 その 面貌 風采が 手に 取る 如く 映り 来る の は 当然の 

ことです。 

そこで、 心 を 落着け て、 よく 見る の 余裕 を 得て 見る 

と、 右の 手に 持って いた 刀 を、 単に 左に 持ち 替えた と 

見た の は 僻目でした。 左の 方に 持ち 替えた の は 鞘 だけ 

で、 右の 手 を ダラ リと 下げて いるから、 最初 は それと 

分らなかった だけの もので、 その だら りと 下げた 右の 

手に、 まさに 鞘 を 出た 白刃 そのもの を ぶらさげ ていた 

のです。 ただ、 その 下 げっぷり が、 もとより 下段に も 


わきが ま 

ならず、 側 構えで もな し、 全く 格に 無い ところの ダラ 

リ とした 下げつ 放しな のです から、 刀 を さげて いない 

と 見る ことが、 正しかった くらいの ものであります。 

「おっと、 待ちな！」 

と、 その 時に 米 友が 持 前の 奇声 を 発しました。 

これ は 充実した 気合で はなく、 むしろ 充実が 脱け 出 

した 意外の 表情に 出る 奇声で ありました。 

「や —— お前 は、 その、 いっかの 弥勒 寺 長屋の、 その、 

あれ じ やねえ のか」 

「うむ —— 」 

かねつきどう 

「本 所の 鐘撞堂の 弥勒 寺 長屋に、 おいらと 一緒に 住ん 


でいた、 あの 時の、 あの人 じ やねえ のか。 お前と いう 

人 は、 もしそうなら そうだと 言つ て くれ  江戸の 本 

所の 鐘撞堂 新道の、 弥勒 寺 長屋に 覚え はねえ か、 それ 

とも、 甲斐の 甲府の 城下の 闇夜の 晚 …… 」 

杖 を 構えた なりで、 穴の あくまで 相手方の 覆面 をし 

ない 面 を 見詰めて、 来 友が こう 呼び立てた ものです。 

ところが、 

「そういう お前 は 友 造 だな」 

「うむ、 いかにも、 友 造 だ、 その 時の 友さん がお いら 

なんだ」 

「そうか」 


先方 は、 実に 憮然た る 返答ぶ リ でありました。 

あわただしく 杖 を 畳んだ 来 友が、 その 間に 一文字に、 

二 間 余りの 川幅 を ふつ 飛んで、 つい 先方の 胸元に 迫り、 

そのまま 自分の 顔 を 突き あげて、 相手方の 顔 をな める 

ように、 つくづくと 見上げて、 

「違えね え、 違えね え —— お前 は 弥勒 寺 長屋に いて、 

おいらと 一 つ 鍋の 栗 を 食った ことがあ るだろう、 そう 

してお いら を 出し抜いて、 毎 晚毎晚 脱け 出して どこへ 

何し に 行った、 それ を 今 ここで、 おいらに 素つ ば 抜か 

れ たら 困る だろう！」 

米 友が 連呼しながら、 水の ように 澄んだ 相手方の 身 


の 廻りで、 幾度 も 幾度 も 地 団駄を 踏みました。 

五十二 

それよりも 意外に 早かった こと は、 米 友 なれば こそ 

もすそ 

一飛び に 跳ね 越えた 二 間 有余の 黒血 川の 流れ を、 裳 

のぞ 

も 濡らさずに 渡って 来たお 銀 様が、 米 友の 視き 込んだ 

面 を、 無遠慮に 横取りして しまって、 

「まあ、 あなた は、 わたしの あなたで はありません か、 

どうして こんなと ころに …… まさか この 声と、 この 熱 

い 手と をお 忘れに はなります まい、 染 井の 屋敷の こと 


は 夢ではありませんで したねえ」 

その、 自分で は 熱い という、 見た目に は 白い お 銀 様 

の 手が、 するすると 相手方の 首 を 抱いて しまい、 米 友 

の 見る 前で、 熱 鉄の ように 熱い 唇が、 溶ける ように 物 

を 言いました。 

「ああ、 友さん、 お前 はいい 人 を わたしの ために 見つ 

けて おくれだった ねえ、 このお 礼 は 何でも 望み次第よ」 

お 銀 様 は、 その 澄みき つた 人の 身体 を、 火に なれ、 

水に なれと、 からみついた まま 離れません。 

米 友で さえが、 この 吐く 息、 吸う 息 を、 巨 蛇の 息で 

はない かと 疑った ほどで、 相手 を 丸呑みに してし まう 


執着 を、 さしもの 米 友が 目の前で 見ながら、 手 をつ け 

すべ 

る 術 も、 文句 をい う 隙 もない のです。 

「ああ、 わたし はこの 旅のう ちに、 きっと、 あなたに 

逢える ように 思われて なりませんで したが、 果して… 

…それでも 今晚 このところで、 こうして 逢える と は 誰 

が 思いましょう、 わたし は 今晩に 限って、 こんなに 

さまよ 

彷徨い 出た という わけではありません、 今晚 わたし は 

一 つの 死んだ 人の 骸骨 を 探しに 出かけた のが 幸いに 

なって、 生きた あなた を 見出しました、 もう 放し ませ 

ん、 放す ことではありません」 

「ああ、 お 銀 どの、 ここ は 美 濃の 関ヶ原で はない か、 


ここで そなたに 逢えようと は 誰も 思わない。 無事で し 

たか」 

「あなた こそ、 よく 御 無事で いて 下さいました、 ほん 

とうに 御 無事で、 ちっとも 変り ません、 相 変らず、 何 

という この 肌の 冷たい こと。 それで、 まだ 持って 生れ 

た 悪い 道楽が やめられません のね え」 

ほんとうに 熱い —— 女の 執念が、 道 成 寺の 釣鐘 を ど 

ろ どろに 溶かして しまって、 七日の 間、 人が 寄りつ け 

なかった というよ うな 伝説 を、 来 友 も ほのかに 聞いて 

いる。 

冷静で、 権が あって、 人 を 人と も 思わぬ お 銀 様と い 


う 人が、 一団の 火の かたまりの ようになって、 この 人 

にぶ ッ つかり、 吸いつ き、 しがみつき、 燃えつ く 執着 

を、 来 友が はじめて 見ました。 同時に 言い 知らぬ 危険 

を 感じ はじめた の は、 全く 自分の 眼の 前で、 この 女の 

人が、 この 男 を 湯の ように、 鉛の ように、 溶かして し 

まい はしない かとの 怖れでした。 

その 時に お 銀 様 は、 来 友の 方へ 顔 だけ を 振 向けて、 

「友さん、 お前 もし、 そこで わたしの する ことが 見て 

いられないなら、 見て いられないで いいから、 ここ を 

離れて 頂戴 —— 少しの 間で もい いから、 どこへ か 行つ 

てし まって 下さい。 わたし はこの 人に 向って 言わな け 


れ ばなら ない ことが たくさん あるので す。 ですから 友 

さん —— お前、 見て いられない に違いないから、 おと 

なしく 外して 項 戴 —— ああ、 そうそう、 いい ことがあ 

ります、 あれ あの 通り 尺八の 音が 聞え ています、 お前 

さん はこれ から あの 笛の 音 をた よりに 不 破の 関の 跡 ま 

で 行って、 そこで、 わたしたち 二人の 帰る の を 待って 

いて 下さい、 そんなに 長い ことじゃありません —— わ 

たした ち 二人が、 ここで 何 をす るか、 何 を 話す か はお 

前さん が 聞いて いても、 見て いても つまりません」 

「ふ— ん」 

「お帰り、 いいから 帰って 頂戴。 こういう 時 は、 おと 


なしく 席 を 外す のが 人情と いう もの、 礼儀と いう もの 

なのよ —— 関所へ 先 廻り をして、 少しの 間、 待って い 

て 頂戴、 直ぐ 後から 行きます」 

「ふ— ん」 

「お帰りなさい。 帰らなければ いいよ、 わたし はお 前 

の 見て いる 前で、 わたしの したい こと をしたり、 言い 

た いこと を 言ったり する から」 

「ふ— ん」 

「友さん、 お前 は、 お 角の 言う ことなら 何でも 頭 を 下 

げて 聞く くせに、 どうして わたしの 言う こと を 聞かな 

いの。 よう ござんす、 それほど わたし をば かにす るな 


ら、 わたしに も 考えが あるから」 

「そり や、 行けと 言えば 行き まさ あ、 だが …… 」 

「行けと 言って るんだ からお いでなさい、 先へ 帰って 

いて 下さい、 お前が いて は、 この 人と 肝腎の 話 をす る 

ことができない、 この 人と 思いき り 話 をす る ことが で 

ごしょう 

きないから、 後生 だから …… 」 

「帰る、 帰る、 そうまで 言 うんなら、 おいら は 先へ 帰つ 

て やら あ」 

「帰って 頂戴 —— でも、 よそへ 行つ ちまって はい やで 

すよ、 つい、 わたしたち も 後から 行く から、 いま 言つ 

た不 破の 関の 関所の 跡、 あの 笛の 音の すると ころが、 


たしかに そうよ、 あそこで 待って いて 頂戴」 

「うむ —— J 

宇治山 田の 米 友 は、 後ず さりに す さって 黒血 川の 

みぎわ 

汀へ 来て 見る と、 自分の 手から 飛び離れて、 一度 宙天 

へ 飛んだ 英雄の されこう ベなる もの は、 無事に また、 

洗われたい ささ 小川の 中に 落ちて、 流れの 真中の 浅瀬 

にかぶ りついた まま、 パッカ リ とうつ ろに なった 大き 

な 眼窩が 生ける ものの ように、 男女 相 擁して いる あな 

たの 岸 を 見つめて いました。 

一旦、 それに ギヨ ッ とした 米 友 は、 

「ちえ ッ、 何が何だか わからね えが、 天下 無類の 


わがまま むすめ 

我儘 娘の 仕事 だ、 見ち や いられね え や」 

と 捨ぜリ ふで 驀然 として、 道な き 道 を 「関 山 月」 の 曲 

の 音 をた よりに 走り出しました。 

五十 三 

命令され たの か、 懇願され たの か、 哀 求され たの か、 

追 払い を 食った のか 知らないが、 とにかく 宇治山 田の 

来 友 は、 ひと リ短 笛の 音 をた よりに、 程遠から ぬ不破 

の 古 関の あとへ やって来ました。 

なるほど、 短 笛の 音 はこ こより 起った に 相違ない。 


あわただしく 米 友が 龃け つける と共に、 その 音 はやみ 

ました。 

「誰 じ やい」 

フ J ん ばん は  」 

「何し においで だね」 

「少しの 間、 ここで 待たせて おくん なさい」 

「ゆ つ くりお 休みな さるが よい 」 

関守の あるじ は、 笛の 清 興 を 妨げられ たこと を 咎め 

えしゃく 

ないで、 快く 来 友の 縁に 待つ こと を 会釈し ました。 

思う に、 月明の 夜、 こんなと ころへ わざわざ 訪れて 

来る ほどの もの は、 たとえ、 その 者に 多分の 不作法の 


咎 むべき ものが ありと いえ、 詮 ずると ころ は 風流 を 解 

すると ころの 人で なければ ならぬ、 自他の 風流 を 相 許 

す こそ 風流 人の 礼儀 なれ。 

いおり  はなしが たき 

そこで、 尺八 を やめた 庵 の 主 は、 米 友 を 談 敵 とし 

て もてなし はじめた ものです。 

ところが、 押しても、 突いても、 この 男から は 風流 

の 音が 出ない こと を 一 時 は 意外な りと しました が、 ま 

た 改めて、 そこが また 一 風流なる こと を も 許した もの 

のよう です。 

味 も そつけ もない この 風流 漢は、 羅漢 を嚙み 潰した 

ような 面 をして、 縁に 腰 を かけた ままで、 お 愛想 一 つ 


言 わない から、 関守の 主 も 強いて それに 取合わないで、 

また おもむろに 歌口 をし めして、 前の 一 曲 を 吹きす さ 

ませた ものです から、 自然、 縁に 羅漢 を嚙 みつぶ して 

いる 来 友の 形が、 神妙に 「関 山 月」 を 聞き惚れる とこ 

ろの 童子の 形と なりました。 

関守の 主 は、 吹いて 吹いて 吹き 続けて いるう ちに、 

ばったりと 月が 落ちて、 天地が 暗くな りました。 

暗くなる と共に、 秋の 夜風が 特に ざわめいて —— 

「どうです、 月が 落ちました、 焚火で もお はじめな すつ 

ちゃ あ」 

また、 尺八 を やめて、 緦 のれんの 中から 関守が 一抱 


えの 薪 を かかえて 庭へ 下りました。 

「そこらから、 杉の 落葉 を 少し 搔き 集めて 来て 下さら 

んか —— この辺の ところへ ひとつ、 焚火 をいた しま 

しょう」 

方形、 輪形、 柱 形、 自然 石の 幾つ も ある 庭の 真中の 

椎の 大木の 下へ、 薪 を 置いて、 関守が 力 チカ チと火 を 

きり はじめた ものです。 

来 友 も それに 手伝って、 あたりから 落葉と 木片と を 

搔き 集めました。 

「どちらから おいでな すった」 

「江戸 を 出て、 中 仙 道 を 通って、 尾 張 名 古屋の 方から 


おとも をして 来たんだ」 

「おやおや、 それ は それ は、 長路の 旅で …… してお 連 

れの衆 は …… 」 

「連れの 衆と いっても、 途中で 変った 相手なん だが、 

今夜 はこ こ を 合図に して 待合 わせる ことにし たんだ 

よ」 

「左様で ござった か」 

これ は 単に 土着の 番人で はない、 前身に は 何 か 曰く 

の ありそうな 関守です。 しかし、 前身 は 何で あろうと 

も、 今 は 万事 物穏 かな 初老 人。 

火が 明々 と 燃えさ かってい る。 二人が 向き合って そ 


れ にあたり 出した 時に、 闇路の 外で 人の 声が ありまし 

た、 

「おやおや、 もう 一 息と いうと ころで 月が 落ちました 

それでも ここが 不 破の 関屋の あとに 相違ありません」 

と 言って、 男の 手を曳 いて、 開けっ放した 木戸 口 を、 

爪先 さぐりに そろそろ とこの 場へ 入って 来たの はお 銀 

様で ありました。 

関守と、 米 友と は、 その 焚火の 光 を できるだけ 放流 

せしめて、 そうして 新たに 来合わせた 人の 道 しるべに 

供しょう とする。 

「ぉ危 のう ございま すよ、 石塔が 倒れて いたり、 木の 


根が 張って いたり 致します から、 御用 心 あそばせ」 

初老 人なる 関守 は、 やはり 万事に つけて 親切です。 

「ごめん あそばせ、 深更に お騒がせ 致して 相す みませ 

ぬ」 

「いや、 風流に は、 夜の 早い と 遅い と は ござらぬ でな、 

やつ がれ も、 今晩は 夜もすがら 竹 を 吹いて 吹き 明か そ 

うと 企てて おりました」 

「このお 縁 を 拝借 させて いただいても よろしう ござい 

ます 力」 

わびず ま い 

「よろしい 段 か —— 但し、 ごらんの 通りの 侘 住居、 差 

上げた くも 敷物に 致す もの さえ ござらぬ 始末で な」 


「いいえ、 その 御 心配に は 及び ませぬ。 まあ、 これが 

古 えの 不 破の 関の あとな ので ございま すか」 

「ごらんの 通り 荒れ果てて おります。 荒れて なかなか 

いたび さし 

やさしき は不 破の 関屋の 板廂、 と 申す 本文に は 合い 

過ぎて おります が …… 」 

焚火に 照らされた 中空の 老樹 大木が、 枝 を 張って、 

ごうてんじょう 

天空に 竜 蛇の 格天井が 出来て いるよう に 見えます。 

風が また 強く 鳴り 出して、 壁に かけ 捨てに して あつ 

た 笠 を ハタ ハタと 鳴らす。 

「あなた 様で ございま すか、 さいぜん、 尺八 をお 吹き 

になり ましたの は」 


「はい」 

「たいそう 御風 流で ございます、 このところに 永らく 

お住ま い で) J ざいます か」 

「いいえ、 やつ がれ は 本来、 ここの 関守 を 頼まれた わ 

けで もなんでも ございませぬ、 諸国 修行の 傍ら、 これ 

へ 立 寄ります ると、 いかに 荒れた るが 名物の 不 破の 関 

屋の 跡と は 申せ、 あまり 荒れ果て たのみ か、 この 家に 

『売 家』 の 札 さえ 張られて いた もので ござる 故に、 いさ 

きんす 

さかの 金子 を もって 買い取り、 仮り の 住居と いたし ま 

した もので ござる が、 なに、 特別の 執着が ある わけで 

も ござり ませぬ、 興 去らば 明日に もこの 地 を 引 払つ て、 


また 旅に 出で ようかと も 思案 を 致して ぉリ まする」 

執着と 凝滞 のない らしい 関守 の 返事。 

五十 四 

それから ここに 落 合った 四 人の 漂浪の 客の 間に、 焚 

火 を さしはさんで、 旅の 話の 興が 湧き上りました。 誰 

と 誰が 何 を 言うた と、 いちいち 記号 をつ けないでも、 

おのずから、 しかく 言うべき 人の、 しかく 言うな る 言 

語と 感情の 特異性 はありましょう。 なかには、 の ほほ 

んで 全く 沈黙に 終って いる 人 も あるし、 一人が ほ とん 


ど、 議長で でも あるかの ように、 会話の 音頭 を 取らず 

に はおられぬ 人 もありましょう。 

ゆくえ 

「おた がいに 行方 定めぬ 旅の空、 旅路の 中に 旅 を 重ね 

て 行く ような 人が 集まった ものです。 さて、 おのおの 

の 落着く ところ はいずれのと ころでありましょう か」 

一 人が 言う と 一 人が 応じて、 

「人間の 世間に 落着く ところなん ぞ はない はずで し 

た」 

「それはありません さ、 人生 は 永久 不断の 旅の ような 

ものです からね。 でも、 旅する 人に も、 一夜 一夜の 宿 

りと いう もの はあります」 


「一夜 泊り の 浮 寝 鳥なん ていう、 はかない もので なく、 

土から 生えて 抜けない 人生の 安息 所が 欲しい と はお 思 

いに なりません か」 

「土に 生れて 土に 帰る、 やっぱり 故郷と いう ものが、 

最後 の 安息 所 かも 知れ ま せ ん 」 

「いいえ、 人間 は 生れた 母の 腹へ 帰れない ように、 故 

郷 なん ぞへ 帰って 落着け る もので はない と 思います」 

「では、 死と いう ものです かな、 死が 万事の 終リ であ 

リ、 一 切の 安定と いうと ころです かな」 

「死ななくても いいのです、 死と いう もの は 生命の 終 

り だか、 更生の 初め だか、 そんな こと は 弁 信さん あた 


りの 言う ことで、 わたしたちの 知った ことじ やない と 

思います、 静かに 思いのままに 生きて 行ける 道が、 人 

間の 世に なけり やならない はずです」 

「加賀 の 白山、 飛驛の 白水 谷の あたりに 畜生 谷と いう 

ところがあって、 そこに はこの 世の 道徳 もな く、 圧制 

もな く、 服従 もな く、 人間が 何 をして 生きて 行っても、 

制裁と いう ことの 無い と， J ろ だそう だ」 

「わたし は、 そういう ところへ 落ち込もうと は 思い ま 

せん、 また、 人 を 導いて そんなと ころへ 落して しまお 

うと も 思いません、 わたし は 自分の 力で、 自分の 本当 

の 世界 を この 世の中に 作りたい と 思って おります、 人 


間の手で それが 出来ない はず はない と 思って います」 

「はは あ、 人間の 手で、 人間 特有の 理想の 浄土と いつ 

たような 世界が 出来て、 人間 自身が そこに 安住な し 得 

おぼしめ 

る 時が あると 思 召します か」 

それ は 関守の 疑問の ようです。 それ を 受けて、 当然 

お 銀 様の 声で こういう 議論が 聞え ました、 

「わたし は、 この 世で、 人間が 人間 を 相 犯さない とい 

う 世界 を 作りたい、 相 犯さない という こと は、 いわ ゆ 

る 悪い こと を しないと いう ことじゃありません、 何 を 

しょうと も 自分の 限界が 犯されない 限り、 他の 自由 を 

妨げて はならない —— という 領土 を 作つ てし まいたい 


と 思います」 

「それ は 容易なら ぬ ことです。 第一、 その 領土 を どこ 

から 手に入れます か、 領土 を 手に入れた 上に、 その も 

ろ もろの 設備と い つたよう な ものの 莫大な 資金 を どう 

します 力」 

「もし、 それが 金銀の 力で 出来るならば、 わたしに は 

その 力が あると 申し上げずに はおられません。 当然、 

わたしたちに 分けて もらえる ところの 先祖からの 財産 

が ある はずで ございます、 わたくし は 時と ところと を 

さえ 改れ ば、 その 資本で、 その 目的 を 実地に やって み 

よう、 やれない はず はない と 思わない こと はあり ませ 


ん」 

これ もお 銀 様の 言葉でした。 

五十 五 

金力が すべ て を 解決す る —— というよ うな 論理 は、 

知らず 識ら ずお 銀 様 も 父の 子で ありました。 

「自分た ちの 領土と いっても、 それ を 支配す るの、 管 

理す るのと いう 面倒なん ぞは、 わたくしに はやれ ませ 

ん、 ですから、 それ は、 やっぱり 人 を 雇って させます。 

お金 を 出し さえ すれば、 人 は 喜んで、 わたし たちのた 


めに 働いて くれます。 そうして 置いて、 わたしたち は 

かき 

その 領土へ すつ か リ牆を こしらえて しまって、 自分の 

思う 通りの 人 を 集め、 思う存分 のこと をして みます。 

故郷なん ぞに 安息の 地が あろう はず はなし、 また、 古 

来 伝説 の 国 をたず ね て、 あこがれる ほど 無邪気 で も) J 

ざいません。 こうして 旅 をして いるう ちに も、 ここと 

気に入った 土地が 見つかったら、 故郷に ある わたしの 

分の 財産 をす つか リ 投げ出して、 その 土地 を 求めて、 

そういつ た 領土 を こしらえる ことに 致そうと 思わない 

ではありません」 

そこでお 銀 様の 言葉が 熱 を 帯び て、 全く 真剣に なつ 


てく ると ころ を 見る と、 お 銀 様 は 日頃そう いう 具体的 

の 抱懐 を 持って いたに 相違ない、 それが 今晩は 時と 人 

と を 得た もの か、 自分ながら 抑え きれない ほどに 昂奮 

して、 その 抱懐 をぶ ちまけ てし まったら しい。 その 言 

うと ころ を 聞いて いると、 そこで は、 人々 が 相愛す る 

こと は 自由で あると 同時に、 人の 愛 を 犯して はなら な 

い、 愛する ことが 自由なら ば、 その 自由 を 異動させる 

こと も 自由で なければ ならぬ、 物の 相愛 を 犯して はな 

ら ないように、 その 愛の 異動 を も 妨げて はならない、 

愛 は 報酬 関係であって はならない、 また 権力 関係で 

あっても ならない、 愛の 異動 を 水の 流れの ように 承認 


する 以上 は、 嫉妬と いう ものが 微塵 も 介在して はなら 

ない。 

たとえば、 自分の 眼前で 他の 相手 を 愛しても、 戯れ 

て も、 それ を 妨げて はならない、 それ を嫉ん ではなら 

ない、 まして 復譬の 手段 を 講ずる なんて、 そんな 不条 

理 のこと をして はならない —— お 銀 様 はこうい うよう 

な 愛情に ついての 自分の 論理 を 根強く 主張し ましたが、 

「わたし は 今、 愛情の ことば かリ 言いました けれども、 

わたしたちが 住もうと いう 世界 は、 愛情の 自由 を 与え 

る ことば かりではありません …… 有形に も、 無形に も、 

人間の する ことに 人間が 決して 干渉して はならない の 


です よ、 圧迫して はならない のです よ。 そこに は、 服 

従の 卑屈が あって はならない ように、 勝利の 快感 も 

あって はならない のです」 

不思議と も、 矛盾と もた とえよう のな いのは、 故郷 

にあって は 無比の 暴君と して、 親 を ももて あまさせて 

いるお 銀 様が、 ここで 自分の 描く 世界に は、 全く 圧制 

という ものの 無い 世界 を 説いて います。 

無制限に 許して しまえば、 罪と いう もの はない もの 

です よ。 同時に 無制限に 禁じて しまえば、 そこに はま 

た 罪 は 起り ません。 許す 者に は 許し、 禁ずる 者に は禁 

ずるから、 そこに 不平が 起り、 反抗が 起り ます。 不平 


と 反抗の 起る ところに、 暴圧の 力が 来る の は 影と 形と 

離れない ような ものです。 世間の 人 は、 わたし を 暴 女 

王 だと 言います。 それなら それでい いから、 わたしに 

絶対の 暴圧 を 許して みて 下さい、 わたし は 決して 暴君 

では あり 得ない のです。 そうでなければ、 絶対の 力で 

わたし を 威圧して 下さい、 わたしたちの 暴虐なん ぞは 

物の 数に も 入らない はずで ござ います。 

わたし は、 物 を 惜しみ はしません よ、 もし 与えて い 

い 人が 見つかったら、 なんでもかんでも みんな、 洗い 

ざら いその 人に やつ てし まいます よ、 ここから ここ ま 

でと 区分して、 おれの 物 だ、 かれの 物 だなん て、 ほん 


と うにば かば かしい ことの 骨頂 で す。 所有 慾と いう も 

の は、 悪魔の 栴 えた 人間への 落し穴の、 いちばん 巧妙 

で、 そうして いちばん 危ない ものな のです。 

ごらんなさい、 総ての 人間界の 浅ましい 葛藤の すべ 

て は、 みんな この 所有と いう 悪魔の 巧妙な 眩惑の わな 

に ひっかかった その 結果じゃありません か。 所有に 

よって 人間 はみ な 魔 薬 を かけられて、 それ を 多く 所有 

している ものが 最も 富める 者で、 最も 幸福な りと いう 

観念 ほど、 人間 を 迷わす 大きな ものはありません。 そ 

れに 迷わされて、 持たなくても 済む 重荷に うん うんと 

押しつ ぶされ ている、 人間の 浅まし さほど 笑止な もの 


はありません。 

もたら 

所有が 決して、 富 を も 幸福 を も 齎 さない のみならず 

かえつ て その 反対と 裏切りと を つとめて いる こと は、 

物事 を じ つ とほん の 少しば かり 眼 を 留めて 見つめて い 

れば 直ぐに 分る ことなのに、 ですから、 わたしの 領土 

では、 決して 一 事 一 物 を も 所有と いう こと を 許し ませ 

ん、 形の 上で それ を 許さない のみならず、 所有 を 思う 

こと を さえ 許さない のです。 

それ はそう なければ なリ ますまい、 あらゆる 眠り薬 

と、 迷いから 眼が 醒めて、 最後の 結局に、 自分の 持て 

る ものと て はこの 身 一 つの ほかに 何もない と覚 つて 来 


た、 その 背後に は、 はやこの 身 一 つで さえ、 自分の も 

ので はない という 消滅の 神様が、 穴 を 掘って 待って い 

るので す。 

ああ 早く その 無 所有の 領土が 欲しい、 それ を 作り ま 

あがな 

しょうよ、 わたし は その 土地 を購ぃ 求める 力が ござ 

います —— 皆さん、 わたしに 力 を かして 下さい、 おた 

がいに その 世界に 住もう ではありません か —— とお 銀 

様 は、 一座の 前で これ を 絶叫した けれども、 無 所有の 

ど I つち やく 

世界 を 所有 せんとす る この 撞着 した 熱望に ついて、 

自身 はな んらの 矛盾 を 自覚す る ほどに 昂奮から さめて 

はいない ようです。 


そこへ、 また 颯と 強い 夜風が 吹いて 来て、 焚火 を薙 

ぎ 倒そうと しました ので、 来 友が 立ち上りました。 

五十六 

まもなく、 不 破の 関の あと を 立ち 出で たお 銀 様 は、 

米 友と 相 前後して 帰り道に ついた が、 二人 だけで 同行 

者 はおりません。 

いたび さし 

多分 —— あの 板廂の —— 心き いた 関守に、 大切の 

人 を 預けて 安心が いける と 信じ たれば こそ、 お 銀 様 は 

なおさめ やらぬ 昂奮のう ちから、 関ヶ原の 本 宿へ 帰る 


夜道 を、 来 友 を 捉えて、 問答 を 試みました —— 

「友さん、 お前、 これから、 わたしたちと 一 緒に 旅 を 

する 人に ならない？」 

「う うん」 

と 来 友が、 重い 含み声で 頭 を 左右に 振り、 

「おいら は 道 庵 先生に 頼まれた 人なん だ」 

「あの 先生の こと は、 お 角さん に 任せて 置きなさい、 

そうして 友さん は、 わたしたちと 一緒になる といい」 

「そうはい かねえ よ」 

「いきます、 話合いで どうに でもなります よ」 

お 銀 様に は 何 か 期す ると ころが あるら しく、 


「ねえ、 友さん、 これから わたしたちの 旅の 行 先と い 

うの は、 どこへ どう 行く のか わからな いのです よ。 わ 

からない だけに 面白い じゃありません か。 道 庵 先生な 

ん ていう 人 は、 ああして ふざけき つ て 歩き さえ すれば 

いい 人なん です。 お 角さん ていう 人 も、 ああして 抜け 

目な く 商売 を あさ つ て 行けば それでい い 人なん です。 

道 庵 先生 はお 角に 任せて おしまいなさい、 あの 親方な 

ら悪 いように はしないでしょう —— 道 庵さん の 方で も、 

友さん なん ぞ について いられる よりも、 女 軽業の 親方 

を ダシに 使つ て 歩いて いた 方が お 歯に 合つ ていいで 

しょう、 ね、 友さん、 そっち は、 わたしが いいように 


話 をして 上げる から、 これから わたしと 三人 だけの 旅 

をし ましょうよ」 

「いったん 約束した もの を、 そう 自分勝手 のこと はで 

きね え」 

それでも 無事に 宿まで 帰りつ きました。 

米 友の 眼から 見れば、 この 手の つけよう のない やん 

ざん まい 

ちゃな お 銀 様、 今夜 夜遊び をして、 したい 三昧の こと 

をし、 言いたい 三昧の こと を 言って いる、 知らず 識ら 

ず それのお 守役 を させられて 来た 米 友に、 何 だ、 ばか 

にして やが ら  と いう 啖呵 を 切る の 思案 さえ 与え ま 

せん。 


しかし、 今晩は 特に 警戒 を 要する の だとい う、 米 友 

の 責任感 だけ は 強まりました。 

いよいよ 図に 乗って、 あの 二人 は、 ああして これ か 

ら 手に 手 をと つて、 どこと いう 当ても なく 旅に 出かけ 

わがまま 

るつ もりら しい。 考えな しの 至り だが、 あの 我儘な お 

嬢 様なる ものの 仕事 だから、 何 を やり 出す か 知れた も 

ので はない。 自分た ちが 実行す る だけでなく、 この 来 

友 を も 捲 添えに しょうと そそのかし を かけ るんだ から 

恐れ入る。 

まあ、 それ、 親方のお 角さん でさえ もてあます 別 仕 

立 て の 難物 のこと だが、 まんざ ら 馬鹿 や 気ち が いで も 


ない の だから、 そこに は 程度と いう ものが あるだろう _ 

明日に なって 親方に 引渡して しまえば、 それで 自分の 

責任 は 済む という もの だが、 大事な の は その 明日の 朝 

まで だ。 今晩のう ちに 飛び出されて しまった 日に は、 

自分の 責任が フィ になる と 同時に、 お 角さん のお 目玉 

の ほどが 思い やられる、 それより は、 頼まれた 自分と 

しての 面目が 立たない という ことになるの だ。 

今 晚ー晚 は 寝ずに、 お 銀 様の 行動 を 監視して いなけ 

れ ばなら ない と 考え、 そうして その実 行 上、 お 銀 様の 

寝間 を それとなく 注意す る 一 方、 外へ 出て 塀の 外 門の 

締リ など を 厳密に 気をつけて 廻って 歩きながら、 米 友 


の 頭の 中に も、 この 前後から 動揺して 穏 かならぬ もの 

が 捲き 起って いるので す。 

古 関からの 帰り 途、 お 銀 様から 言われた こと、 道 庵 

先生 は 親方のお 角さん に 任せて 置いた 方が いい、 これ 

から 先 は、 わたしたちと 一緒に 旅 をし ないかと、 そう 

言われた こと は、 言った 方 も 一 時のお 座な リ であり、 

聞いて いた 自分 は むろんう けつけ もな にもし なかった 

が、 本来、 自分 は あの 尺八 を 聞いて いる 前後から、 旅 

をして みたくて たまらない 心 持に 襲われて いたの だ。 

旅 をして みたい という けれども、 現在、 自分 は 旅 を 

している じ やない か、 と言われれば それまで だが、 ど 


う も 自分の 今の 旅 は、 これ は 本当の 旅で はない という 

ような 感じが、 米 友の 頭の 中に 捲き 起されて いるので 

旅と いう もの は、 もっと 自由の もので なければ なら 

ない。 自由と いわなければ、 もっと 無 目的の もので な 

ければ ならない のに、 自分の は あんまり 窮屈す ぎ、 目 

的が 有り 過ぎる。 

さきほど 尺八 を 聞いて いた 時の、 あんな 流れる よう 

な 旅 をして みたら どうな るんだ。 

現に、 今晩の 無分別 者 ども は、 どこへ どう 落ちて 行 

くの か 知らないが、 その 心 持の 呑気 さ 加減が、 ばかば 


かしい ほど 現実と いう もの を 無視して いる。 

道 庵 先生の 世話が 焼き きれず、 お 角 親方に は 頭が 上 

ら ない 旅 をして 暮 すよりも、 こんな 連中と 行 当りば つ 

たりの 旅 をして 歩いた 方が 気楽 じ やねえ かしら —— 

おいら だって、 お 君と いう 奴が 達者で いれば、 二人 

で 旅から 旅 を 渡って、 歌 を 唄って 歩いて いた 方が なん 

ぼう 気楽 だかと 考えて いる。 

旅 は 旅 だが、 今のお いらの 旅 は 人のお ともをし てい 

る 旅 だ。 

キ J まま 

気儘の 旅が してみ てえ と は 思わね え か。 

米 友 は そぞろに こんな ことまで 考えて はいるが、 そ 


れは 単に 何 かの はずみで 空想に 耽らせられ たまでの こ 

とで、 やはり 来 友の 本質と して、 それ を 実行に 移して、 

ほうじょ 

二人 を 封 巾 助して、 夜逃げ、 高飛びに うつろう なん ぞと 

は 及び もっかぬ ことです。 

それ は それと して、 厳重な 警戒心 を もって 今晩のと 

ころ、 責任 を果 さねば ならぬ という 責任感 は、 いよい 

よ 強くな りつつ いったん 部屋に 帰った 来 友 は、 またも 

一 一度 目の 夜 まわり を はじめました。 

五十 七 


米 友 は、 米 友と しての 深夜の 警戒から、 この 宿の 周 

囲 を うろつき、 大きな 柿の 木の下に 立つ と、 この 前に 

言った ような、 何とも 自分で はっか まえ どころ のない 

一 種の 空想に かられて、 そこに じっと 留 つて 考え込ん 

で いました。 

その 時、 不意に 自分の 立って いる 左手の 方の 一方が 

パッと 明るくな つて、 柿の 木に 反射す るの を 感じ まし 

た。 

そこで 振 向いて 見る と、 一見して そこが 本宅に つい 

た 湯殿で ある こと を 知り、 湯殿の 中に 燈 火が ついて、 

誰か 人あって そこへ 入浴に 来た もの だと 感づきました。 


「なるほど」 

そう、 うなずいた けれども、 用意周到な 来 友 は、 人 

を 驚かさん こと を 怖れた ものです。 

それ は、 この 深夜、 自分が ここに 立って いる ことな 

んぞ 気取られよう ものなら、 確かに 入浴の 人 を 驚かす 

もちろん  こうむ 

こと は 勿論、 そういう 自分 も、 一 時な リ とも 疑い を 蒙 

るの 立場に 置かれる こと を 心配し ない わけに は ゆき ま 

せん。 

今までに 米 友 は、 誤解から 来る 釈明の かなり 面倒な 

こと を、 知りぬ いている。 

万事 は 咎めず 咎められないで 済めば 済まして しま つ 


た 方が よい。 

そこで、 動き もせず、 言葉 も かけず、 暫く そのまま 

の 姿勢 を 続けて いて、 そうして 或る 機会 を 待って、 痕 

跡 を 残さずに 退却して しまおうと 考えた ものです。 

だが、 入浴の 主の 方 は、 無論、 米 友が 左様な 細心な 

思慮 を もって、 つい 軒下に 立って いると いう こと を 知 

りません。 

いったい、 深夜、 こんなと ころに 立往生 をし なけれ 

ばなら な い の やむ を 得ぬ に 立 到 つ た 来 友の 方 も 幾分の 

不心得が 無 いと はいえない が、 この 深夜、 浴室 へ 立 入つ 

て 来た 客人の 方 も 度外れで ない という こと はあり ませ 


ん。 

しかし、 お 客 はお 客と して、 或いは 深夜に 到着す る 

こと も あるし、 宿 は 宿と して、 不時の 客の 到着に も 風 

呂を 沸して 待つ というの が 商売 冥利の 一 つで も ありま 

すから、 それ はいずれ を 咎め だて するとい うわけ に は 

ゆかない のであります。 

しかし、 風呂場の 引戸が あいていた ものです から、 

それ は 外より 内 を 見る に はよ ろしく、 内から 外 を 見る 

に は 適して いなかった だけに、 来 友と して は 形勢が 有 

利の ような、 不利の ような 立場に 置かれて ありました。 

米 友と して は、 見 まじと しても、 風呂場の 中 を 見な 


いで はおられぬ 立場に 置かれ、 風呂場の 中の 人と して 

は、 見ようと しても、 米 友の 何者で あるか は 見られな 

いような 立場に 置かれて ありました。 その 途端、 

「あつ！」 

米 友の 胆を 冷やした というよ リは、 叫ぼうと して、 

その 舌 を 引きし め、 眼 を 円く させた の は、 引戸の 隙間 

から ありあり と 見える 中なる 人の 姿、 それ はほんとう 

に 美しい 女の 肉体の 一 塊であった からであります。 

といっても、 米 友が、 女の 裸体 美の 曲線の 一 つや 二 

つに 驚いて うつ つ を 抜かす ような 男で ない こと は、 

知っている 限りの 誰もが 保証す る ことでありましょう。 


すなわち、 この 男 は 十四 世紀の 高師 直で あったり、 

明治 末の 出歯亀 氏と いうよう な、 女性に 対しての 一 種 

の 変態 性慾 を 持って いる 男ではありません。 

女の 肉体美に 面 まけが して、 体が すくむ というよう 

な 男で ない こと は 勿論 だが、 それが、 「あつ！」 と 言つ 

て、 一 時、 のけぞり 返る ほどに 眼 をす ましたの は、 そ 

れは 申す まで もな く 女の 肉体 そのものが、 自分の 幼な 

なじみ  あい やま 

馴染で あると ころの 間の 山の 女性の、 それの 面影が 電 

光の 如く、 幻影の 如く 眼 を かすめた からです。 爾来、 

この 男が 女性と 見れば、 その 一人 をし か 幻 出す る こと 

ので きないら しい 性癖 は、 名 古屋に 来てから 暫く 影 を 


ひそめた ものです けれども、 決して 絶滅した わけで は 

ない のです。 

それが 今、 眼前に 現われました。 つまり、 軽 井沢の 

勇者と しての 飯 盛 女の 待遇 も それに 過ぎなかった よう 

に、 ここで もまた 思いがけなく 女性の 肉体 を 見せられ 

ると、 「あつ」 と 心頭に 上り 来った の は、 間の 山 以来の 

その 複雑した 哀傷の 名残りでした。 

そこで 彼 は 身ぶ るいしながら、 篤と その 肉体 を 見直 

さない わけに は ゆきません。 といっても 再応断 わって 

おかなければ ならぬ こと は、 この 身ぶ るいが、 前世紀 

の 足 利 将軍家の 執事 氏の 為した 身ぶ るいと 全然 性質 を 


異にする 身ぶ るいで ある ことの 証明と して は、 肉体 そ 

の もの だけ を 見れば、 間の 山の 彼女 を 聯想す る こと は 

あえて 米 友 ひとりの 幻想の みで はなく、 それ を 知って 

いるものの 公平に、 ああよ く 似て いるな と、 傯 ばざる 

を 得 ざら しめる ほどの ものな のです。 

そこで 来 友 は、 誰 はばからず 身ぶ るい をしながら、 

いやと いう ほど その 肉体美 をな がめ 尽 してお りました。 

ここに 将軍の 執権 師直 氏よりも、 東京 巿外 大久 保の 

植木屋 池 田 氏よりも、 なおい つそう 強烈なる 注意人物 

を 自分の 背後に 持って いると いう こと を 知らない 湯殿 

の 中なる 肉体 氏 は、 悠々 閑々 として その美し い 肌に と 


どまる 汗 を 拭って いました。 幸い、 どちらに も 都合の 

よい ことに は、 なかなる 肉体 氏 は 米 友に 対して は、 あ 

ちら 向きに なって われと 我が 肌 を さすって いるし、 来 

友 氏 は そのうし ろ 姿の み を 眼に 据えて 眺めて いるので 

すから、 おた がいに 見せたり 見られた りする 目的と し 

て は 完全に 達せられて いるので すが、 それによ つても 

しゅうちしん 

おた がいの 羞恥心と いうよう な ものに は、 全く 相 触れ 

ず、 相 知れざる 形に なって いる ことであります。 

ああ、 よく 肖て いる！ 

米 友 は 詠歎 的にまで といき をつ きました。 

処女、 或いは 処女に 遠から ぬ 女性と いう ものの 肉体 


は、 誰が 見ても そんなに 違う ものではないでしょう。 

それにしても、 米 友の 眼から すると 似 過ぎて いる。 こ 

ういう 場合に は、 この 男 は、 実体と 幻想と を 混同した 

がる 癖が ある。 時と すると、 死者と 生 人と を さえ 混同 

したがる 癖が ある くらいだ から。 

ぬれぎぬ 

間の 山から 紀 州へ 向っての 山中で、 盗賊の 濡衣を 乾 

かすた めにあの 女の 裸体 姿 を 見て、 自分 は 何とも 思わ 

ない のに、 相手の 女 をして 面 を 赤く させた こと も ある _ 

このまま 行ったならば、 この 男 は、 ついに その実 体と 

幻影と —— 死人と 生 人との 境界線 を 突破して、 湯殿の 

中に 面 を 突 込み、 「玉ち やん —— お前 ここにいた のか 


い」 と 叫ぶ かも 知れない。 

うかが 

かかる 敵 あつ て 自分 を 覘 うと は 一 切 御存じの ない 

湯殿の 中の 美しい 肉体 は、 もはや その 危険が 身に 迫つ 

たこと を も 一 切お 感じがなかった が、 天成 不思議な 力 

で、 自他 共に この 幻想から 救わる るの 時機が 到着し ま 

した。 

何の 気 もな しに 美しい 肉体のう しろ 姿 は、 この 時ク 

ルリと 向き 直りました。 向き 直った というの は、 一 切 

の 環境が 変った という ことで、 それが ために、 以前 右 

にあった もの は 左と なり、 左に あった もの は 右と なり、 

前にあった ものが 忽然と し て 後ろに 廻る と い う 革命な 


のであります。 

「あつ！」 と 来 友 は、 今度 こそ は 正銘に 叫ばなければ 

なりません。 今までの は、 驚異と 詠歎と を 隠して 慎し 

むだけ の 含蓄が あつたので すけれ ども、 今 は、 到底 そ 

れが 追つつ かなかった のです から、 是非 もな く、 

「あつ！」 

と 米 友 流の 叫び を 立てて 舌 を 捲いて、 地 団駄を 踏んで 

しまいました。 

後向きに なって いた 美しい 肉体、 その 肉体から 来る 

あらゆる 来 友と しての 幻想 や、 詩想が、 僅かに 向き を 

変えた その 瞬間に、 刎ね 飛ばされ たと 言おう か、 蹴 散 


ら された と 言おう か、 蹂躪と も、 潰滅と も、 何とも 言 

おうよう なき 大破 壊に 逢着して しま つたと いうの は、 

後ろの 美し さに 引き かえて、 何とい うこれ は 醜悪、 醜 

悪と いうよりも 恐怖、 恐怖と いうよりも 威嚇、 威嚇と 

ぼうとく 

いうより は 侮蔑と 言おう か、 冒瀆と 言おう か、 その美 

しかった 肉体の 主の その 面貌！ 

米 友 も、 不動 様の 面影 以来、 はじめて 怖ろ しいと 思 

う 面 を 見ました。 それが ために 「あつ！」 と 言って、 

叫び を洩 してし まい、 地 団駄を 踏んで 躍り 上った ので 

すが、 同時に、 中の 主はク ルリと また 美しい 背 を 米 友 

の 方へ 向けて しまい、 


「だ あれ！」 

その 声 は、 怒れる 如く、 さげすむ 如く、 呪う が 如く、 

うろた 

狼狽えた る 如くして、 実は 悠然た る ものが あり、 米 友 

をして 三 斗の 冷汗の、 身のう ちに 身 を 没す るの 思い を 

させる だけの 価値が ありました。 

だが、 もうこう なって は、 のがれる わけに は ゆき ま 

とが 

せん。 先方の 咎めが、 許す まじき 威圧 を 以て 抑えて い 

ると いう 意味の みで はなく、 実は 来 友の 良心と して、 

もはや このまま ごまかして はいられ なくなりました。 

「どうも 済まね え」 

咽喉が 引きつる ような 気持で、 まずこう 言って 米 友 


が 詫びました。 

「誰に 済まない の？」 

「な あに、 つい、 その、 夜 廻り をして いた もんです か 

ら」 

米 友と して は、 しどろ もどろ の 弁解で ありました。 

ところが、 内の人 は 存外、 落着いた もので、 

「お前、 友さん じ やない の？」 

「うむ」 

うな 

米 友が 唸りました。 その 瞬間に 気の ついた の は、 こ 

の 女人が 別人なら ぬお 銀 様で ある こと を 知った からで 


湯屋 のぞきの 最初から 来 友 は、 その 人と はちつ とも 

気づいて いません でした。 後ろ姿の 美しい 肉体 を 見て、 

そう 気がつかなかった のみならず、 ク ルリと 正面 を 

切った 時に、 その 名状し 難い 面影 を まともに 見せられ 

て、 絶大の 悪感と 恐怖と を 感ぜ しめられても、 なお そ 

の 人と は覚る こと はでき ませんで した。 これ は あたり 

まえの ことです。 誰でも 今晩まで、 この 暴 女王の 正体 

を 正の ままで こう 拝ませられた 経験の ある もの は、 お 

そらく 近親のう ちに もない だろうと 思います。 米 友の 

見て いたお 銀 様 は、 覆面 を 放す ことなく、 その 覆面 を 

さえ 常に 横に 向けて いるお 銀 様で ありました。 


しかるに、 今晚、 この 際、 この 暴君と 荒神と を 兼ね 

た 女王の、 生ける 正体 を 拝む ことので きた 偶然 —— 

米 友 は、 ただただ 戦慄して いるの みでした けれど、 

中なる 主 は、 存外と いう 以上に 冷静な もので、 そのく 

せ、 ちっとも こっちへ は 再度の 正体 を 向けないで、 

「友さん なら、 かまいません、 こっちへ お入りなさい 

そうして、 わたしの ために 背中 を 流して 頂戴な！」 

「あつ！」 

来 友が、 またも 飛び 上って 地 団駄を 踏みました。 

「わたしの 背中 を 流して 頂戴」 

この 女王が こう 言い出した 以上 は、 その 権力の 及ぶ 


限り は 誰でも その 命令 を 拒み 得る ものはありません。 

不幸なる 宇治山 田の 米 友 —— 或いは 光栄 ある 宇治山 

田の 来 友 —— ここで、 この 暴 女王と 共に 洗 浴の 施行 を 

相つ とめる か、 そうでなければ、 甘んじて 三助の 役目 

を 任命せ しめらる る 運命 をのが るる わけに は ゆきます 

ニー、 ヽ o 

レ 

五十八 

の っぴき 

米 友 は、 ここで、 退 引なら ずお 銀 様の ために 三助の 

役 をつ とめる ことにな りました。 


ここ ろが ら 

退 引なら ずと は 言いながら、 米 友と して は 心柄に 

ある まじき 仕事と 見なければ なります ま い。 

職業と すれば、 なにも 必ずしも 三助 を 貴み 賤 しむべ 

きい われ はない ような もの だが、 職業で も あり もしな 

いくせ に、 人の ために 先方から 三助 を やる こと を 命ぜ 

られ、 当方が 甘んじて それ を やる としたならば、 友人 

か 故旧 かで ない 限り、 それ は 甘んじて 奴 隸の役 廻り を 

勤めさせられる ような もので はない か。 まして 相手 は 

女です。 

「友さん なら かまわな いから、 こっちへ 来て わたしの 

背中 をお 流し！」 と は、 问の よしが あって 言う の だ。 


おそ 

畏 るべ き 親方のお 角さん でさえ も、 こういう こと は 言 

わなかった はずです。 

「ばかにして やがら あ」 

これが、 今晚 はどうし たもの か、 おめお めと 米 友 ほ 

どの ものが 異議なく、 こうして お 銀 様の 背中 を 流し は 

じめ ている のです。 

米 友に 三助の 役 をつ とめさせつつ、 悠然として 背 を 

向けて いる 暴 女王の 横柄 さよ。 

「友さん、 お前 は 力が あるから、 お前に 流しても らう 

といい 気持よ」 

「う 1 ん」 


米 友が 唸りました。 

もう 夜更けと いうよりか、 夜明けに 間近い 時間に 

なって いるのに、 お 銀 様 は 悠然として 来 友に 背中 を 洗 

わせて、 友さん、 もういい から いいかげん にして 頂戴 

よ、 と は 決して 言わない。 米 友が ゴロ— の 垢す りで 生 

一 本に、 それでも 女の 肌 だと 思う から 多少の 加減 をし 

てキ ユキ ュ とこす る 肌 ざ わりにで も、 思い設けぬ 快感 

を 感じ 出した もの か、 いつまでも その 肌 を こする に 任 

せて、 いつまで 経っても、 もういい よと は 言いそう も 

ない。 

ところが また 一方、 おめお めと 三助の 役目に 服従し 


ていた 米 友 は、 いや だと も 言わない、 いやな 面 もしな 

いで、 この 柔らかな お 銀 様の 肌 を、 加減し いしい、 生 

一 本の 力で こすりた てながら 飽きた とも 言わない。 

「ねえ、 友さん、 お前、 さっきの こと を どう 考え まし 

た」 

「さっきの ことつ て 何 だえ」 

「おや、 この 人 はもう 忘れて しまった のかい。 ほら、 

道 庵 先生のお ともの 方 を 断 わって、 わたしたちと 一緒 

にこれ からの 旅 をす る こと さ」 

「う ー む」 

「どっちへ か 心が 決まりました か」 


「う— む」 

うな 

「唸って ばかりい ないで、 どっちと かお 決めなさい。 

どっちと か 決める というより は、 あっち を 断 わって、 

わたしたちの 方へ 来て おしまいよ。 話 はわた しが きれ 

いにつけ て 上げます、 どちらへ も お前さんの 面が 立つ 

ようにし てあげる から」 

「う ー む」 

「それとも お前さん は、 わたしたちと 一緒の 旅 はい や 

なの、 道 庵 先生が 好きなん だね？」 

「好きと いう わけ じ やねえ、 あの 先生に や 義理が ある 

からね」 


「義理なん ぞは、 わたしの 方で 何とで も 話合い をして 

あげます」 

「話合い さえつき やな」 

すべ 

米 友が、 うっかり ここまで ロをヒ らして しまい まし 

た。 

来 友が こう ロをヒ らして しまった 以上、 こちらへ 八 

分の 気がある と 見なければ ならぬ。 本来 来 友と して は、 

そんな 相談に 乗るべく もない はずな のに、 今 は 道 庵 先 

ちと 

生の 許 を 辞して、 さて この 暴 女王と、 かの 怪しむべき 

男との 一行に 加わろう とする 下地が、 かなり 出来て い 

ると 見なければ ならぬ。 


「わたしに お任せなさい」 

「うん」 

米 友が、 うんと 言って しまったの は、 かりそめにも 

取 返しが つかない ようです。 このうん は 同意の 意味の 

うんだ か、 いつもの ように 単に 感情 だけ を 表明す る 唸 

リ声 に過ぎないの だか、 よく 分明し ない けれども、 少 

なくと も、 分明し ない 意味の 返答 を 与えた こと だけ は、 

来 友の 重大なる 弱味で なければ なりません。 

「では、 そうしましょう、 嬉しい」 

とお 銀 様が 言いました。 

「うう— ん」 


次に 米 友が、 また 唸りました。 嬉しい と 言った お 銀 

様の 言葉 は、 勝利の 快感 を 多少 こめて 言った のか、 冷 

かし 気持で 言った のか、 そのこ ともよく 分らない が、 

やす うけあ 

米 友の 唸った の も、 安請合い をして、 しまった！ と 

いうつ もりで 言った のか、 何 かまた 別に 深く 腹に こた 

える ものが あ つ て 言った のか、 そのこ ともよく わから 

ない のです。 

だが、 もう 少し、 解剖して 言う と、 結局、 米 友と い 

う 人 は、 お 銀 様と いう 女が 嫌いで はない のです。 つま 

り どこかに 好きな ところが あるに 相違ない。 それと 同 

じこと に、 お 銀 様の 方に も、 自分から 進んで こう 言つ 


て 誘惑 を かける だけに、 米 友 を 好いて いると ころが あ 

ると 見なければ なりますまい。 

しかし、 もう 心配す るが もの はない、 好いた とか 好 

かれた とか、 少なくとも 嫌で はない と 言った ところで 

ここ ではもう 明らかに、 意識が さめて いる はずな の に 

この 後ろ姿の やわらかな 肉体 を、 ゴロ  — の 垢す りで 加 

減し いしい 生一本に こすって いる 来 友が、 再び 実 想と 

幻想との 混乱 世界に 導かれて、 死んだ 者と 生ける 人と 

の 境界線 を 踏み はずす 心 持に な つてし まった のが、 

は つ と 我に 帰りました。 

「もうた くさん、 もう 有難う」 


お 銀 様から そう 言われて、 米 友 は 俄然と して 醒めた 

けれども、 この 肉体 を このまま 引渡す に は 忍びない 気 

持が する。 

「もういい から、 米 友さん、 お休み。 そして、 明日と 

限った こと はない が、 もう 少し ここにいて 関ヶ原の 地 

理を 調べたい から、 お前さん も 一緒にいて 下さい、 道 

庵さん や 親方の 方への 行渡 は 決して 心配ありません」 

「うむ」 

「さあ、 お休み …… 」 

五十 九 


一 方、 岡 崎 藩の 美少年 は、 お 銀 様に 支えられ、 下人 

の 斬られて いた 街道へ 戻って 見る と、 もう、 宿 役の 人 

が 寄 合って 押し かけて いると ころで ありました。 

そこで、 これらの 人た ちと 共に、 改めて 斬られて い 

きょす  ぎんなん 

る 奴 を 検閲す ると、 これ は 長く 清洲の 銀杏 加 藤 家に 仕 

えていた 下郎に 相違ない ことが 確かめられました。 

今日まで 忠実に 勤めて いた この 下郎が、 今日 一 家が 

西 国へ 下ろうと いう 途中で、 何故に こんな 心 変 リをゃ 

きんす 

り 出した か、 ことに 金子 だけなら ばと にかく、 銀杏 加 

藤 家の 系図 そのもの を 盗み出し たという ことが、 疑念 


を 一 層 濃く している のであります。 

それ は、 どうしても 行きが けの 駄賃と して、 この 系 

図が 手に 触れた から 引つ さらって 出た もの か、 特に 日 

頃から、 この 系図に 目 を かけて いたの か、 それが 最も 

解し 兼ぬ る ことで ありました。 銀杏 加 藤の 奥方 は、 そ 

れを、 どうしても 後の 意味に しか 取る ことができない 

でい るの も 尤もな こと だと 思われる。 つまり、 この 

下郎 は、 日頃から この 計画の 下に、 加 藤の 屋敷へ 住み 

込んで いたの だ、 屋敷に 在る 時 は、 それの 所在が わか 

ら なかった が、 旅へ 持ち出す となって 当りが ついた か 

ら、 それで 伊都 丸の 枕許から これ を 持ち出し たの だ。 


そういう 計画的の ことで あるから して、 系図 その も 

のが 目的で、 金子の 方 は 行きが けの 駄賃に 過ぎない、 

こういう こと を垂 井の 宿へ 一 同が 引き あげた 後、 岡 崎 

藩の 美少年に 向って ひそかに 銀杏 加 藤の 奥方が 打 洩ら 

しつつ、 何ともい えない 憂鬱 —— というよ リは 絶望に 

近い 色 を 現わす ので、 美少年 も 慰む る 余地がない ほど 

です。 

それと いうの は、 この 系図 こそ 銀杏 加 藤の 家の 第一 

の 誇りであって、 この 奥方 は、 この 系図が あるた めに、 

この 系図 を 保護し、 保護させる ために、 弟 を 引きと つ 

て 清洲に 隠れて いたと 見る のが 本当でしょう。 


以前に も 言 つ た 通り —— , J の 系図 y  J そ 加 藤 肥 後 守 清 

正 以来の 最も 正しい ものであって、 今日で も 加 藤と 名 

乗る 家 は 少ない 数で はなし、 また 現に 名 古屋に 於ても、 

自分の 家より 俸禄の 高い 地位の 上な 加 藤 家 はいくら も 

あるが、 自分の 家より 系図の 正しい 加 藤と いう もの は 

ない。 

そうして、 朝な 夕な 名 古 屋の名 城 を 見る ごとに、 こ 

の 城 こそ 我が家の 先祖 肥 後 守 清 正が、 一 代の 心血 を 注 

いで 築き上げ たもの、 世が 世で ありさえ すれば、 この 

城の 主 は、 徳 川でなくて 加 藤で なければ ならぬ、 加 藤 

なれば、 わが 銀杏 加 藤 以上の 加 藤 は 今の 世に 無い！ 


銀杏 加 藤の 奥方 は、 この 点に 於て は、 名古屋 城の 内 

外で 藩主 を も 憚らぬ 見識 か、 或いは 虚栄 か を 捨てる 

ことができません。 この 見識 か 虚栄 かの ために、 名 古 

屋 城下に 住む ことが いやにな りました。 

こも 

弟 を 擁して 清洲に 籠って、 鬱積した 心 を 慰め かねて 

いると いうの は、 頼み 切った 唯一 の 弟が、 病身で ある 

と いう 事情ば かりではありません。 

徳 川の 名古屋 ではない、 加 藤の 名古屋 でなければ な 

ら ない、 この 気位が、 物心 覚えてから 一日 も、 銀杏 加 

藤の 奥方の 頭から 離れた こと はない のです。 

けれども、 城内 城下で はそんな こと を、 奥方が 自負 


している ほどに 高価に 買う もの はなく、 かえって それ 

よりも、 この 奥方が、 名 古屋の 城内 城下 を 通じて 第一 

うばざくら  いま 

等の 美人であって、 また 現在 姥桜と なって いても、 未 

だ 一 の 座 を 争うべき ほどの ものが 現われて 来ない とい 

う 評価の 方が、 幾多の 人 を 仰がし め、 悩ましめ ていた 

ものです。 世間に 於て、 婦人に 要求す る 評価の 最初で 

あって、 また 最大で、 また 最後で あるかの ように 見え 

る もの は、 いつの 世に あっても、 美で あるかな いかと 

いう ことであります。 

女 は 美で なければ ならない のです。 あらゆる 他の 欠 

陥が 隠れて いたにした ところで、 それが 美人で ありさ 


え すれば 世間 は それ を 許したがる こと は、 古今東西、 

あまり 変り はない と 同じく、 女の 誇リ としても、 富で 

あり、 門地で あり、 賢明で ある ことのす ベて を 束ねて 

も、 美人で あると いう 自負に は 及ばない のであります _ 

ところが 銀杏 加 藤の 奥方に 限って、 名古屋 城の 内外 

を 通じて 第 一 等の 美 をうた われる、 それ を 衷心から 誇 

りと はして いないで、 自分の 家が、 加 藤 肥 後 守の 最も 

正系に 当る という ことの 方が、 幾 倍 も、 幾 倍 もの 自負 

であり、 焦心で ありました。 

今、 その 系図 を 奪われて しまった。 銀杏 加 藤の 奥方 

にと つて、 生命 を 奪われる ほどの 負 ことならなければ 


幸いです。 

岡 崎 藩の 美少年 は、 この 事情 を 聞いて 全く 慰め かね 

ている。 慰める 唯一 の 手段と して は、 草の根 を 分けて 

も、 右の 系図の 一巻 を 探し出して、 無事に 夫人の 手に 

戻して やる ことで なければ ならぬ、 と 覚悟 を 決め まし 

た。 

ところが、 その 端緒に 迷う ことの 最初 は、 右の 犯人 

が 殺されて いる ことであって、 犯人の 手に も、 懐ろ に 

も、 出な くと も 我慢ので きる 金子の 方 は 残って あって、 

出なければ ならない 系図の 一巻 は、 消えて なくなって 

いる ことでした。 


これ は 途中で 振り落し たか、 そうでなければ 追跡の 

ま う 

急な ために、 あらぬ 方へ 抛り 出して 逃げた か —— その 

辺 だとして、 引きつ づき 手 を 廻し、 なお 夜が 明けたら、 

関ヶ原の 草の根 を 一 本 一 本分 けても 探さに やならぬ こ 

とに して ある。 

だが、 もし 仮り にこの 下郎に 共犯の 者が あって、 そ 

れを 持って 逃げ のびたと すれば 一 大事で ある。 

銀杏 加 藤の 奥方の 口 うらで は、 どうも、 それ もやつ 

ぱリ 後者で ありそうな 推察が されて ならぬ。 

すなわち、 名古屋 城下の 加 藤 家のう ちに は、 たしか 

に 自分の 家に 正系の 存 する こと を 知っている ものが あ 


る。 門地に 於て、 俸禄に 於て、 銀杏 加 藤よりも 上席に 

あると しても、 伝統と 系図と を 持ち出した 日に は、 頭 

の 上らぬ 家柄が 無いで はない。 もし、 金と 知行 等で 交 

換が できる ものなら ば、 何とで も 内交渉 を 進める こと 

を 辞さない 家が、 いくら も ありそうな ことにな つてい 

る。 もし、 そういう 家柄のう ちに、 だい それた 心 を 抱 

くの があって、 所詮、 威圧 や 買収 を 以てして は 歯が 立 

たない と覚 つた 時、 陰険な 非常手段 を 以て、 他の 家の 

宝を覘 わない ものが 無い とも 断言で きない。 

系図 は 必ずしも 利息 を 生まない けれども、 武家の 時 

代に あって は、 後光 を 失わない ものに なって いる。 


現に 先年、 飛ぶ 鳥 を 落す 幕府の 老中 田 沼の 当主が、 

佐 野の 系図と やらに 望み を かけて、 これが ために 斬ら 

れ、 その 家の 没落 を 招いた —— いかに 高い 地位に お 

ごって いながら も、 系図に 於け る 貧弱の 念が、 武家の 

運命 を 左右す る ほどの 事態 を 生ませる 力 は ある。 

岡 崎 藩の 美少年 は、 いずれにしても 容易なら ぬ 事件 

が 出来した もの だな と 思い、 且つ また 自分が 附 くこ 

とに なって おりながら、 いろいろの 複雑した 旅行ぶ り 

のために、 充分に 目が 届かなかった こと を 悔い、 その 

つぐな 

償いの 意味に 於ても、 夫人の 心 を 回復させる だけの 

こと をして やらなければ ならない と覚捂 しました。 


その 翌朝に なると、 道 庵 先生が 壁へ 馬 を 乗り かけて 

しま つ て、 どうに もこう にも 抜き差しの ならぬ 事態に 

立 至 つ てし ま つ ている の は、 心 がらと は 言いながら、 

ふびん 

不憫 そのもの であります。 

つまり、 昨夜 来、 江戸の 金 持の ものずき なお 医者 さ 

んが 来て、 この 関ヶ原で、 研究の ために 昔の 慶 長の 合 

戦の 模擬戦 をして 見せる、 それ は大 がかり な もので、 

街道 筋の 雲助と いう 雲助 は 残らず 集め、 それぞれ 相当 


の 学者 も、 故実 家 も 集まり、 合戦 当時の 地の 理を 実地 

戦争の 形に して 研究す るの だ。 

なにしろ、 発起人が 江戸で 有名な 金 持のお 医者さん 

で、 それが 道楽 半分に する こと だから、 金銭に 糸目 を 

つけない、 近頃での 大きな 催し物になる —— 

そうして この 模擬戦に 参加した もの は、 誰彼 を 問わ 

ず 一人 頭に 百ず つくれる  それ 行って 見ろ、 という 

評判が 関ヶ原の 東西南北に 漏れな く 伝わった ものです。 

ですから 道 庵 先生の 野 上の 宿の 前 は、 夜の 明けない 

うちから、 仕事に 溢れた 雲助 を はじめと して、 近郷 近 

在の 見物人が 真黒に 寄って たか つ て 騒いで いる 有様で 


まだ 夜が 明け きらない うちから この 有様で は、 日中 

のこと が 思い やられる。 

そうして 口々 に、 なにしろ 江戸で 有名な お金 持のお 

医者さん が 道楽 半分に なさる こと だ、 金銭に 糸目 をお 

つけな さらね え —— と いう 評判が 道 庵の 耳に 入った の 

で、 いささか 宿酔の さめ かけて いた 道 庵が、 青くなら 

ざる を 得ませんでした。 

さじ 

一 本の 匙 を 振えば 天下に 恐る る もの は 無い 道 庵 先生 

では あるが、 この 江戸で 有名な 金 持のお 医者さん —— 

という 一 種 特別なる デマに は、 道 庵 先生が 全く 恐れ を 


なさずに はおられません。 

下 谷の 長者 町 あたりで こそ、 有名 は 有名に 相違ない 

が、 誰も 道 庵 先生 を 金 持 だと 信じて いるもの はない か 

ら、 いかに 大言を 払っても、 税務 調査 委員が、 真剣に 

は 取合わな いからい いが、 旅へ 出て はそう は ゆかない。 

こういう デマの もとに、 こういう 人気 を 呼んで みると、 

この 場に 於て、 信用に 答える だけの 自腹 を 切る か、 そ 

うでなければ、 こっそり 夜逃げ をして しまわなければ 

乗 切れる もので はない という こと を、 道 庵が 感じない 

わけに は ゆきません。 

つまらね え 宣伝 をして しまった もの だ、 道 庵 は それ 


を 心から 悔いました けれども、 今にな つて は 追いつき 

ません。 このまま 夜逃げ をしょう にも、 ところ は 名に 

し 負う 関ヶ原の 要害です から、 逃げようと したって 逃 

げらる る もので はない のです。 

道 庵 は 全く 青くな りました。 刻々 と 詰め寄せ て 来る 

溢れ 者の 雲助と、 見物が てら 幾らかの 日当に ありつ こ 

うとい う 近郷 近在 連と が、 ひしひしと 押し かけて 来る 

の を 見る と、 もはや 絶体絶命 だとい う 観念が 湧かない 

でもありません。 

ま ら 

最初、 法螺 を 吹く 時の 考えで は、 な あに、 こうして 

フザケ ておいて、 いざと いう 場合に なれば 盛蒿 麦の 一 


つも 振舞って 追い かえせば 済む —— と、 このく らいに 

タカ をく くって いたのが、 こうな つてく ると、 盛蓠麦 

の 一 つや 二つで は 追つつ かない、 とにかく 相当の こと 

をし なければ、 暴動が 起る！ 

相当の ことと 言った ところで、 仮り にも 天下分け目 

の 関ヶ原の 模擬戦と なれば、 少々 の 費用で 済む わけの 

もので はない。 道 庵 先生、 多少 名 古屋に 於て 信者から 

わらじ せん 

草鞋 銭 をせ しめて 来たと はいえ、 千両箱 を 馬に つけて 

のうちゅう 

来た わけで はない し —— 囊中 おおよそお 察しの きく 

程度の ものであるのに、 それ をし も はたいて しまって 

は、 これから 先の 旅 を どうす る、 おめお め 名古屋 くん 


だり へ 引返して 泣き 言 をい うこと なん ぞは、 道 庵 先生 

の 面目に かけても できる ことで はない のです。 

そこで、 さすがの 道 庵が 全く 青くな つて、 なお 刻々 

に 増して 来る 雲助と 見物 を 眼前に 控えながら、 為さん 

すべ 

術 を 知らないので あります —— といって、 為さん 術 を 

知らない ままです まし 込んで いる わけに はなお ゆかな 

ヽ o 

レ 

「こり や あ、 実に 弱った —— どうしてい いか、 おれに や 

わからね え」 

きわ 

可憐なる 江戸 仕込みの 大御所 は、 ここで 進退 谷 まつ 

て 悲鳴 を 上げました。 慶長五 年の 時に、 もし 小 早 川が 


裏切り をせ ず、 毛 利が、 うしろ 南宫 山から きって 下ろ 

したならば、 本物の 徳川 大御所 も、 ちょうど 目下の 道 

庵 先生と 同じような 窮境に 立 つ たか も 知れません。 

「どうしてい いか、 おれに やわから ねえ、 友 様 —— あ 

あ 頼みき つたる 来 友 公 —— せめて あの 男で もいて くれ 

たら、 何とか 相談 相手に はなろう もの を …… 」 

国 衰えて 忠臣 を 思う の 時です —— この 窮境に 於て、 

道 庵が 頼みき つ た る 郎党 米 友 のこと を 思い出して その 

名 を 呼びました けれども、 それ は、 もう 一 駅 先へ 泊つ 

ている。 


六十 一 

けれども、 全く 道 庵の 日頃の 心がけが いいため に、 

はからずも 東西から 援兵が、 この 危急の 場へ 送って よ 

こされました。 

その 一方の 援兵 は、 昨晩、 関ヶ原へ 先着して お 銀 様 

を 見守った ところの 来 友が、 早朝 この 野 上の 道 庵大御 

所の 本陣へ 馬 を 乗りつ けた ことと —— 一方、 東から は 

まだ 到着 はして いないので すが、 お 角さん の 一行が 垂 

井 を 出発した から ほどなく これ へ 見える ことでしょう _ 

前路 より 来 友、 後陣より お 角さん の 一 行が 到着して 


みれば、 道 庵 も、 この 苦境 を 乗り越す ことができない 

まで も、 苦衷 を 訴える こと だけ はでき る。 

米 友が 到着した の を 見る と、 道 庵が 来 友の 前へ 走り 

出して、 思わず 掌 を 合わせました。 

「友 様、 何とか 知恵 はねえ か、 お前の 知恵で、 何とか 

ごしょう 

この 場 を 切り抜ける 工夫 はねえ もの か、 後生 だから 頼 

む」 

と 言って 道 庵 は、 事の 始終 を 来 友に 向って 手 短 かに 物 

語って、 泣きつ いてみ たもので す。 

暴力の 場合に は、 米 友に 向って 頼む という こと を 

言った の は、 道 庵と しても 一再で はない けれど、 知恵 


分別の ために 米 友に 泣きつ いたの は、 これが はじめて 

でしよう。 しかし、 先生の 頭で 知恵 分別に 余る こと を、 

米 友の 頭で 解決し ようと は 無理です。 結局、 

「おいら も、 どうしてい いかわから ねえ」 

「弱つ ちま つ たよ、 ほんとうに 今日の こと は 冗談 ご つ 

ちゃね え、 あれ 外の 騒ぎ を 聞きな、 あの 通リ だよ …… 」 

耳 をす ますまで もな く、 今や 野 上の 上下から、 関ケ 

原 駅頭 を 埋める とも 言い つべき ほどの 人だかり は、 全 

く 道 庵 一人 を 目に かけて 群が リ 集まった もので、 それ 

が 口々 に、 

「何しろ、 お 江戸、 徳川 将軍家のお 膝元で 指折りの 有 


名な 金 持のお 医者さん が、 道楽 半分に なさる こと だか 

ら、 金銭に 糸目 を つけねえ、 何しろ 江戸で 有名な お金 

持の …… 」 

江戸で 有名 はかまわない にしても、 金 持 はよ けいな 

こと だ、 道 庵 や、 蔵 園 三 四郎に そんなに 金が あるか 無 

ちまなこ 

いか、 ここへ 出て 財布 を 振って みろ と 血眼に なって さ 

わいだ ところで 追つ つかない。 

「どうに もい けね え、 へたに 出り や 暴動が 起って 袋 叩 

き だ —— じっとし ていれば 時刻が 移る、 友 様 後生 だか 

ら 何とかして くんな」 

後生 だからと 言われても、 この 際、 来 友に は、 得意 


の 槍先 を も つ て 応援 を 試む ると いう わけに もなん にも 

ゆくべき ではなかった の だが、 物 は 相談であって、 偶 

ひらめ 

然 にも 米 友の 窮 した 頭に 閃 いたと 見えた の は、 

「先生、 こうしち やどう だ、 こんな 問題 は、 親方のお 

さば 

角さん に 捌き を つけて もら つち やどう だね」 

「えらい！」 

道 庵が けたたましく 叫び 続けて 言いました、 

「そいつ は、 いいと ころへ 気がついた、 あの 女なら、 

じ や  へぴ 

何とか 捌 きをつけて くれる かも 知れね え、 蛇の 道 は 蛇 

だ」 

「じゃあ 先生、 親方 はこの 一 つ 向う の 宿に いるから、 


おいらから ひとつ、 頼みに 行って 来よう かな」 

「頼む II 」 

道 庵 はまた 米 友 を 拝みました。 

事 はお 芝居の ような ものである。 金 持が 道楽で やる 

研究心から 起った 模擬戦と は 言 い 条、 本来、 芝 居 気 た つ 

さじ 

ぷリの 催しなん だから、 これ は 道 庵が 必死になって 匙 

を 振り 廻す より は、 餅屋 は 餅屋、 興行師のお 角さん な 

らば 何とかして くれる かも 知れない、 全く 友 様 もい い 

ところへ 気がついた、 負うた 子に 浅瀬 を 教えられ ると 

はこれ だ。 一 も 二 もな く 道 庵が 米 友の 提案に 同意す る 

と、 来 友 は、 そうでなくても ここで 一応 先生に 挨拶し 


て、 そうして 垂 井のお 角さん に 復命し なければ ならな 

い 道筋な のです から、 いざとば かり、 また 馬に 乗って、 

群がる 軍勢の 中を垂 井へ 向けて 乗り切ろう とすると こ 

ろへ、 運よくお 角さん の 一行が 乗りつ けて 来ました。 

六十 二 

いちぶしじゅう 

人 を 分けて、 宿の 一 室で、 道 庵 先生から 一 伍一 什 を 

聞かされ たお 角さん が、 いかに この 江戸で 名代のお 医 

者さん が、 旅へ 出る と 小胆で あり、 無気力で あるかと 

あき 

いう ことに、 呆れて しまいました。 


関ヶ原で 東西の 大 模擬戦 を やる なんて いう こと は、 

道楽に したって 胸が 透かない ことじ やない、 江戸 ツ子 

の やりそう な ことじ やない か、 その 点 はさす がに 道 庵 

先生 だと 賞め て やりたい が、 あとの 締めく くりが 全く 

なって いない。 いや、 興行師と してのお 角さん から 見 

れば、 なって いないど ころで はない、 なり 過ぎて いる 

の だ、 江戸で はピ ー ピ ー の 大関の くせに、 旅で 大金 持 

にされ てし まってい るの は、 ゥソ にも 大当り じ やない 

か、 おれ はお 金 持 だと 言っても 本当にして くれない 世 

の 中な のに、 先方から 金 持に してし まって くれてい る 

の だから 大出来です —— その 求めて 許されない 宣伝 名 


を、 儲けながら 持 扱って いる この 大御所 様の 腰の 弱い 

こと。 

どうして、 人と いう もの は、 集めよう としても なか 

なか 集まらな いもの を、 集めようと しないで、 この 人 

数に 押し かけられる 道 庵 先生の 人徳 は 大した ものな の 

さ、 その 大した 徳分 を 自分が 持ちながら、 自分で 持 扱 つ 

ている、 何とい う 知恵の ない 先生だろう。 

てい  しょうし 

お 角さん が、 道 庵 先生の 絶体絶命の 態 を 見て 笑止 さ 

に 堪えられないで いるの は、 さすがに 商売柄です。 道 

庵 先生 は、 今、 人の 集まった ことに 押しつ ぶされ、 空 

宣伝の 利き 過ぎた - J と に 窒息し ようとし ている の だが、 


お 角さん にと つて はこれ が 商売で あり、 これが なけれ 

ば 生きて 行かれない —— どころ ではなく、 多分の 費用 

を 用い、 苦心 を 凝らして 宣伝しても、 人が 来ない 時 は 

全く 来ない、 千両役者 を かけて みても、 来ない となる 

と 首へ 緦を つけて 引 張っても 客 は 来ない ものであるの 

に、 こんなに 押し かけて 来て いる 客 を、 怖れて 青くな つ 

ている 道 庵 先生。 

お 角さん は 気の毒で たまらない 気にな つ て、 

さじ 

「御 安心な さいよ 先生、 匙の 方に かけて は 先生が 御 本 

職です けれど、 人の 頭数 を 読んで 生きて 行く のが わた 

しの 商売なん ですから、 こんな ことの 捌き は 朝飯前の 


仕事です、 万事、 わたしが 引受けました、 先生 は 暫く 

大御所の 席 をお すべり 下さい、 これから わたしが 臨時 

に 女 大御所と なって、 関東 軍 を 引 廻して お 目に かけ ま 

す 力ら」 

お 角さん に 笑いな がらこう 言われて、 道 庵 先生 は 一 

も 一 一 もな く 大御所の 席 をヒり 下り、 

「頼む、 餅屋 は 餅屋に 限る —— その代り 腹が 痛え とか、 

癩が 起った という 時 は、 いつでも おいらの 方へ 言って 

よこしな II」 

ここで、 こんな 負 惜みを 言う 道 庵に と つ ての 恐怖 は、 

お 角さん に は 興味で ありました。 やむなく、 道 庵の も 


て あました 軍勢 を 引 連れてお 角さん が、 ここ 美 濃の 国、 

不 破の 郡、 関ヶ原で 采配を振って みょうと いう 段取り 

にまでな りました が、 本来、 お 角さん は、 自分が 興行 

師 であって 役者で ない こと をよ く 知っている。 そうし 

てこの 際、 采配を振 ると は 言 うけれ ど、 自分が 

きんせんう まじる し 

金扇 馬標 を 押 立てて 本陣に 馬 を 進めようと いうので 

はなく、 表面 は どこまでも 道 庵に 芝居 を させて、 自分 

は 軍師と しての 采配を振る —— という 行き方 は、 お 角 

さんら しい もので ありました。 

まもなく、 前 は 関ヶ原、 後ろ は垂 井の 宿へ 人 を 飛ば 

あかね もめん 

して 買い集められた ものが、 白木 綿と 茜 木綿の 布で、 


またの まリ 

これでで きる 限り 幾多の 旗幟が こしらえられ、 同時に、 

どこで どう 探した のか 陣鐘、 陣太鼓の 古物が 見つけら 

れ、 これによ つて 野 上の 本陣 を 繰 出した 同勢が 無慮 百 

有余 人 —— それに 随ぅ 見物の 無数。 

いぶきお ろし  なぴ 

白と 赤との 旗幟 を、 胆吹 嵐の 朝風に 靡かせて、 のん 

のん ず いずいと 繰 出した 同勢 —— その 中に 馬に 乗って、 

きまり悪げ に 手綱 を曳 かせた 大御所が すなわち 道 庵 先 

生であります。 

道 庵 先生、 こうして 首尾よく 大御所に まつり 込まれ 

たもの の、 これ は 自分の 力で 得た 大御所の 地位で ない 

こと をよ く 知っている。 すなわち 特に この 場で 汚な く 


もお 角さん に 援助 を 求め、 その 力で もってよ うやく 与 

えられた 大御所の 地位で ある こと を、 よく 知っている 

自分の 良心 は、 さすがに、 馬に 乗せられて 采配 を 持た 

せられた 時から して、 道 庵が ガラ にもな く 大いに テレ 

込んで しまったが、 それでも この 同勢が 陣貝を 高く 吹 

き 鳴らし、 一鼓 六 足と いったよ うな 武者 押し を はじめ 

ると、 またす つかりい い 気になって、 

「ソ レ、 進め、 進め、 かまわね えから ずんずん 進んで、 

敵 を やつ つけろ」 

と 号令 を かけた 時分に は、 もう 本当に、 自分 はお 角 さ 

かろ 

ん によ つ て 辛うじて 支持され ている 大御所で はなく、 


駿遠 参の 間から 起った 大御所 気分に 増長して しまい ま 

した。 馬 側に 武者 押し をつ とめて いる 米 友 —— 面白く 

もね え、 また 始まった という 面です。 

ぎんなん 

お 角さん は、 都合 三人の 若い者 を つれて、 銀杏 加 藤 

の 一 行より は 先発して ここまで 来たので すが —— 道 庵 

先生 をこう して 躍らせて 置いて、 自分 は 若い者に 駕籠 

の 前後 を 守らせながら ついて 行く が、 進軍に つれて 漸 

く はしゃぎ 出す 道 庵 を 見る と、 苦々 しい 面 をし ました _ 

六十 三 


こうして、 この 一行 は 事実上の 鳴 物入り、 それに 加 

ぉぴ ただ  はたさし もの 

うるに 夥 しい 旗 差 物で、 まもなく 関ヶ原の 本場へ 着 

いてし まいました。 

まあ、 こんな ことで、 辛くも 野 上の 本陣 だけ は 道 庵 

先生 も 危急 を 免れた けれども、 こと はこれ で 解決した 

のではありません。 むしろ 芝居 はこれ からで、 模擬戦 

は、 その 陣 押し だけで、 火蓋 はちつ とも 切られて いる 

次第で はない —— 

そこで、 関ヶ原の 本陣へ 来る と、 この 大 軍に 休憩 を 

命じた が、 さて、 これから さきの 策戦 を どうす る。 万 

事お 角に 引 廻され て 来た 道 庵に、 この 自信が ありよう 


だが、 そのお 角さん は、 これほどの 難事 を あんまり 

呑んで かかり 過ぎて いる。 ここまで 引 張り出して、 こ 

れ からどう 括り をつ ける かとい うこと も、 大将軍に 

向って 伺いに も 来なければ、 打合せに も 来ない。 

これ を 思う と、 道 庵 は 気が 気で はない ものです から、 

むやみに 地酒 を あおって、 テレ 隠し を 試みて いると、 

そこへ お 角さん が 現われて、 

「先生、 軍用金が 出来 ましたよ、 ほかの ことにお 使い 

になつ ちゃい けません、 そっくり 今日の 軍用金に お 使 

いなさい」 


ぁリ がて 

「うむ、 有難え」 

道 庵 は 思わず 盃を取 落して 自分の 頭 を 叩きました。 

軍用金の こと、 軍用金の こと、 実際、 悩み はこれ だけ 

のこと なので ある。 

「いったい、 いくら あるえ！」 

「 一 本です よ」 

「 一 本と いうと 百両 だな」 

「そうです」 

「占めた！」 

「先生、 先生 もこう して 関ヶ原まで 来て、 ゥソ でも 江 

戸で 有名な お金 持のお 医者さん にされ ちまって るんで 


ま ね 

すから、 あんまりし みつたれ な 真似 はでき ません よ、 

でも、 ばかげた 金を使っても 笑われ ますから、 一本 だ 

けき れいに 使つ ておしまい なさい」 

「有難え —— 一本 あり や、 けっこう 使いで が ある」 

道 庵が 勇み立ちました。 

事実、 この 際、 百両を 手入らずに 一日の 一興に 使つ 

てし まえば、 決して 貧弱な 費用と は 言えないでしょう 

おそらく、 この 街道 を 通行す る 旅人で、 一 日に 百両を 

投じて 戦争 ご つ こ をして 遊ぶ と いうよう な 珍客 は 今 ま 

でなかった に 相違ない。 

道 庵が、 この 莫大なる 軍用金の 不意の 出現に うつつ 


を 抜かした の はいいが、 その 出 所に 就いて 一応 吟味し 

なかった というの は 不覚で ありました。 一に も 二に も 

お 角さん の きっぷに 信頼して しまって、 あの 女なら、 

場合によ つ て 百 や 一 一 百の あぶく 銭 を 投げ出す なん ぞは 

くく 

何でもない —— と タカ を括リ 過ぎた のか も 知れません 

そこ を、 お 角さん がー 本 釘 を さした つもり か、 

「先生、 その 軍用金 は、 軍用金と して 御 使用 御 随意で 

すが、 それ を 先生に 御用 立てる 前に 抵当 をいた だいて 

あります から、 あとで かれこれ おっしゃつ てはいけ ま 

せんよ」 

果してお 角さん も、 溝へ 捨てる 金ば かり 持って いる 


わけで はない。 かりそめにも 百 両の金 を 投げ出す に は 

投げ出す ように、 前後の 押す ところ は 押して あるに 相 

違ない。 

そう 押されても、 本来、 後 暗い にも、 明るい にも、 

抵当に 取られて 困る ほどの 抵当 物件 を 持って いた 覚え 

がない という 道 庵 は、 やつば リ大 呑みに 呑 込んで、 

さじ 

「抵当に 取る ものが あるなら、 矢で も 鉄砲で も、 匙で 

も 薬箱で も、 みんな 持って行きな、 あとで 苦情 は 決し 

て 言わね え」 

この 百両の 軍用金 は、 ここでお 角さん がお 銀 様 を 説 

いて、 ある 条件の 下に 支出 させた ものである という こ 


となん ぞに、 道 庵 は 当り をつ けよう はず もな し、 また 

その 辺 を 心配して、 後日に 備えよう なんて 頭 は 全く あ 

りませんでした。 

六十 四 

お 角さん が 道 庵に 念 を 押して 帰って 見る と、 お 銀 様 

はいませんでした。 

だが、 それ は 驚く ほどの ものではありません。 衣類 

調度す ベて そのまま になって おり、 且つ また 今日は 立 

派に、 自分 は不 破の 関屋の あとへ 行って 来る からと、 


お 角さん に 断 わって 出た の だから、 そのこと は 心配し 

ませんで した。 

ここで、 お 角さん が 打ち くつろいで、 ホッと 一息 入 

れた 時に、 昨日 来の こと を 考える と、 得意の うちにお 

気の毒 を 感じたり、 お気の毒 のうちに 得意 を 感じたり 

している ことが 一 一 つあります。 

その 一 つ は、 日頃、 強情 我慢の、 人 を 人と も 思わぬ 

道 庵 を、 今日と いう 今日はす つかり とっちめて  も 

うこの 後、 他人 は 知らず 私の 前で は、 大口 を 叩かせな 

い ことにして しま つたと いう 痛快なる 優越感！ 

力し ず 

もう 一 つ は、 昨晩、 あの 岡 崎 藩の 美少年が 侍いて い 


る 名 古屋の 御大 身の 奥方が、 昨夜の 出来事の ために、 

しょ 

見る も 痛ましく 悄げ てし ま つ ておいで なさる こと  

それ は 全く 災難と して 同情 をして あげる ほか はな いが、 

それにしても あれほどの 奥方が、 あんまり 失望 落胆な 

さリ 方が 強 過ぎる、 それ は、 多年 信用して 召使った 飼 

犬に 手を嚙 まれた の は、 残念に も、 業腹に も 違いない 

が、 こちらに 誰も 命の 怪我 はない し、 その 悪い 奴 は 

てきめん 

覿面に 命 を 落して しまったし、 それに 盗られた お金 も 

無事で 戻った し、 それでい いじ やない の —— それ 以上、 

くよくよした つてつ まらない 話 じ やない か、 災難 は ど 

こに も ある はずの もの、 立派な 御大 身の 武家の 奥方が、 


あれで は あんま リカ を 落し 過ぎな さる、 災難 は 諦 める、 

金 も 惜しく はない が、 惜し いのは 系図 だと おっしゃる。 

系図 —— そんな ものが、 それほど 惜しい、 欲しい も 

のか しら、 系図の 巻物なら、 誰かに 頼んで また 書き直 

して もらえば いい じ やない か、 系図と いう ものが あつ 

たと ころで、 お腹の 足しになる わけ じ やなし —— わた 

しなん ぞは 災難 は 災難で、 とっちめる 奴 はこつ ちから 

と つ ちめ て やる し、 あきらめる ところ は 立派に あきら 

めて、 後腐れ を 残しません ね —— 憚りながら 系図な 

んて もの は 今日まで、 持った こと も、 見た こと もない 

が、 それで ちっとも 暮 しに 差支えた ことなん ぞ あり や 


しない。 

ゆくえ 

系図の 行方が わかる まで は、 先へ 進めない。 厄介な 

ものだねえ、 そんな 世話の焼ける 系図 なんても の は、 

持参金 附 きで くれる からと 言われた つ て、 わたしなん 

ざ あ まっぴら さ。 

御大 身 だの、 お 武家なん ていう もの は、 自分の 

みびいき 

身 貝顯属 ばかり じ や 追つつ かないで、 遠い 先祖の 世話 ま 

のんき 

で 焼かな けり や、 暢気な 旅 もで きな さらな いんだから、 

お気の毒な もの さ、 そこへ 行つ ちゃ 失礼 だが、 わたし 

なん ぞは  

お 角さん は それ を 考えて、 お気の毒 にもな つたり、 


得意に もな つ たりして いるので すが、 どちら かと 言え 

ば 得意 の 分が 多い ので、 今日は 何 か と 御機嫌が よろし 

ヽ o 

それで、 昨晩の 続き も あるし、 道 庵 先生の 芝居なん 

くく 

ざ あ 見る もの はない と タカ を 括って、 今日は 一日 この 

関ヶ原の 宿で、 骨休めに 寝込んで しまおうと、 女中 を 

呼んで 床 をのべ させ、 ゴロ 寝 をして しまいました。 

一方 —— にわかに 大 陽気に なった 道 庵 先生 は、 宿の 

主人 を 呼び立て、 右の 軍用金の 百両を 崩して 眼の 前に 

積み上げて、 熱 を あげ はじめました。 

しかし、 道 庵の 催し を 聞いて みると、 宿の 主人と し 


て も 一 肌ぬ がない わけに は ゆきません。 口で はかれ こ 

れ 言っても、 いざと なれば、 身銭 をき つて 知らぬ 土地 

のために 催し をす るなん ていう こと は 容易に できる も 

ので はない。 見たところ キ 印に 近い 奇人の ようで は あ 

ります が、 稀れ に 見る 奇特な 老人で も ある。 こういう 

お客様に 対して は、 土地つ 子と して 一 肌ぬ がなければ 

ならぬ。 この 宿の 亭主が 宿 役へ も 沙汰 をし、 宿 役から 

また 青年団、 在郷軍人の 類が、 いずれも 多大の 興味 を 

持って 参加す る。 そういう 奇特な お客様が ある 以上 は、 

我々 土地つ 子と して、 できるだけの 御 加勢 をして、 こ 

の 催し を 意義 あり 精彩 ある ものたら しめなければ なら 


ない。 労力 はむ ろん 奉仕 的です が、 なお 道 庵 先生の 百 

両 積んだ 傍らへ、 志ば かりとい つて 幾らかの 寄進に つ 

く 者 さえ 出て 来る。 

そこで、 いよいよ 地の 理を 案じ、 土地の 故実 家に た 

だし、 合戦 当時の 陣形 を 考証す ると 共に、 武器 を 一 通 

リ 集めなければ ならない。 接戦 をす る わけで はない か 

えもの 

ら、 得物の 必要 はない が —— 

とりあえず 最も 肝要なる は 旗 差 物で ある。 野 上から 

用意して 来た 赤と 白の 幟 だけで は 不足で ある。 そこで 

この 宿で また 紙と いわず、 布と いわず、 旗になる べき 

原料の すべ て を 買い集め —— 続々 と 参加す る 軍勢 を、 


当年の 陣形に よって 幾 組に も 分ち、 おのおの その 家々 

の 旗 を 持たせて、 部署 を 分ける という 段取りになる。 

+6L こ のま リ 

しかしながら、 こうして 部署 を 定め、 旗幟 を 割 振った 

ところで、 いずれも 同じような 赤と 白との ほかに、 

鬱金 だの、 浅黄 だの、 正 一位 稲荷 だの、 八 雲 明 神 だの 

ばかりで は 困る。 各 軍 家々 の 旗印 を 分けて 持たせな け 

れば、 どれが 東軍で、 どれが 西 軍で、 どれが 大御所の 

本陣で、 どれが 井伊で、 どれが 本 多で、 どれが 石 田、 

小 西 だか、 毛 利、 宇喜多、 小 早 川 —— さっぱり わから 

ないで はない か。 そこで、 どうして もこの 無数の 旗に、 

家々 の 紋所、 馬 印 を 描かなければ ならぬ というと ころ 


へ 来て、 道 庵が また 行詰りました。 

道 庵 先生い かに 博学な りと はいえ、 軍学の こと はま 

た 畠 違いで ある、 関ヶ原 合戦に 参加した ところの 各大 

名の 紋所 馬 印 を、 いちいち 暗記して いる はずがない I 

I 土地の 古老、 物識り だからといって、 昨日 今日の 戦 

いのこと ではなし、 小 西の 紋 がどうで、 石 田が どうで、 

安国寺が どうで、 小 早 川が どう だとい うこと を、 精細 

に 心得て いる 者が 無い。 

「ハタと 困った」 

道 庵 先生、 洒落 どころではない。 旗が あって 印の な 

い 間抜けが ある もの か —— 昔の 戦争 は、 この 家々 の紋 


所が 皆 もの を 言った の だ、 さあ、 諸 大名の 紋所 —— 紋 

帳 は 無い か。 武鑑が あつたと ころで、 慶長五 年の 武鑑 

でな けり や 間に合わ ねえよ。 

道 庵 先生が ハタと 困った 時、 それでも、 すべて 潮 合 

いのいい 時 はいい もので、 この 際、 旗幟の 故実 を かな 

リ 精細に 心得た 救い主が 現われた というの は 別人で は 

なく —— 昨夜、 寝物語の 里で 追 払い を 食って、 一段の 

風流と 伸して 来た 一 一人の 風流 人であります。 

「左様な 儀なら ば、 不肖ながら 拙者が 大 ようは 心得て 

いる」 

と 言って、 硯と紙 を 置いて、 関ヶ原 合戦 参加の 大名の 


名 を 思い出し、 書きに 書き並べ、 その 頭へ いちいち、 

心覚えの 紋所 を 描いて 行きました。 

まず 大御所の 金扇 馬標 から 始めて、 石 田 三 成の 大吉 

大 一大 万の 旗 を 作り、 次に 福 島 正則が 白地に 紺の 山道、 

ふじと もえ 

小 西 行 長 は 糸車 か 四 目 結 —— 黒 田が 藤 巴 で、 島津は 

たち まな 

十文字、 井伊が 橘 で、 毛 利が 三 星 一 文字、 細 川の 九 

曜 —— 西 軍の 総帥 格 宇喜多 中納 言と、 裏切者の 小 早 川 

秀秋 は、 共に 豊臣 太閤のお 覚えめ でたい 子分 だから、 

これ は 当然に 桐、 本 多の 立葵に 藤 堂の 蔦 —— それから、 

東西き つての 器量人 大谷吉 継 は、 たしか 鶴の 丸 だと 心 

得ました が、 いかがな もので ございまし たかしら。 


何しても 旅 中の ことで、 的確な 史料 を 得る ことが で 

きません から、 この辺で 悪し か らず …… と 心覚え の紋 

所 を、 それから それと 描き出し たので、 道 庵 を はじめ、 

この 風流 人の 博識に 感心して、 それ を 手本と して、 筆 

きそ 

の 達者な ものが 競って 家々 の 旗 を 描き 上げました。 

ことごと  うぶすな はちまん 

そこで 軍容が 悉 くと とのい、 産 土 八幡の 前 を 右に、 

北国 街道へ 向って 陣を 進め、 笹尾 山の 上に 翻された 石 

田 三 成の 大吉 大 一大 万の 旗 を まともに、 天 満山 を 後ろ 

にした 宇喜多、 小 西の 大軍を 左に 見て 悠々 と 馬 をす す 

める 大御所 道 庵、 かくて 一 わたりの 模擬戦が その あた 

しょ • つぎ 

りで 行われる こと 宜しくあって、 床几 場へ 納まり、 そ 


こで 大御所た る 道 庵が 首実検の 儀式 を 行って 解散と い 

う 順序になる のであります。 

かくて、 関ヶ原が おそらく 慶長五 年 以来の 人出と な 

り、 見渡す 限りの 山々 谷々 が、 諸 大名の 紋所 打った る 

旗幟で へん ぼんたる 有様 は、 遠く 眺 むれば おのずから 

きた 

その 当時 を 聯想して、 人の 血 を わかし 来る 光景が 無い 

ではありません。 冗談 もまた 事と 所に よって は、 士気 

を 鼓舞す るの 勢いと なる、 参加す る ほどの 人が、 みな 

多少と もに 緊張 を 感じて 行かな い のはありません でし 

た。 


六十 五 

今日は、 ゆっくり 足腰 をのば して 休み 通そうと した 

お 角さん すらが、 この 景気に 押されて じっと はして お 

られ なくなりました。 

全く 素晴らしい 景気です から、 ぜひ ちょっと でも 見 

てあげて ください、 道 庵 先生の 大 芝居が すっかり 当つ 

ちまい ました。 

お供の 者から 呼び 起されて、 お 角さん が タカ を括リ 

ながら、 関ヶ原 駅頭へ 出て 見る と、 これ は 確かに 一応 

の 眼 を 拭うて 見る が もの はありました。 


まず 眼 を 驚かす もの は、 行 手の 山々 と 左右の 峯々 に 

ぉぴ ただ  ま-たのま- リ 

立て 連ねられた 夥 しい、 諸家の 紋所 打った る 旗幟 

と 馬 印であります。 

今時、 どこから こんなに 夥しい 旗幟 を 借り出して 来 

たの かしらん、 お 祭礼 用と して 村々 が 神様の 旗幟 を 

蔵って 置く ように、 この辺の 民家で は、 こんなに たく 

さんの 旗幟 を 用意して 置いて、 戦争 ごっこ をしたい 希 

望 者の ために 賃貸しで もす る もの か 知らん。 そんな こ 

と は あるまい、 三 都の 芝居の 大道具 小道具 をす つかり 

集めた からと て、 こうは 揃う はず はな いんだから、 て つ 

きゅうご しら 

きリ急 斿 えの 間に合せ ものに 過ぎない の だが、 間に 


い つ とき 

合せ ものにしろ 何に しろ、 僅か 一 時の 間に これ だけの 

旗幟 をと とのえ、 それにお のおの、 れっきと 各 大名の 

旗印、 紋所と いう もの を 打ち出し ている。 これ を 見る 

とお 角さん が、 道 庵 先生の 腕 を 凄い もの だと 考えずに 

はおられません。 先生の 腕で はない、 こっちから 投げ 

出した 百両の 金の 威力 だと 考え直して みても、 そんな 

らお 前に 百両 やる からこれ だけの 旗 を 集めて みろ と 言 

われても、 残念ながら 覚束ない。 してみ ると、 道 庵 先 

生 も やっぱり 只の 鼠 じ やない —— 口惜しい という 気に 

もな つてみ ました。 

それ はとに かく、 女で こそ あれ、 お 角さん のよう な 


血の気の 多い 気象の 者に は、 この あたりに へん ぼんた 

る 日本 国中す ぐった 大 大名の 旗印 を ながめる と、 舞台 

背景 そのものが 実地で ある だけに、 芝居の 書 割より、 

より 以上の 実感に 迫られ、 自分が 腕に より を かけて、 

満都 の 人気 を 吸い 寄せ て 溜飲 を 下げる の も 面白 い が 、 

こうして 日本中の 大名 を 相手に、 真剣な 大 芝居 を 打つ 

てみ る 人 は さぞ 面白いで しょうね。 

男に 限ります。 男で なけり や、 こういった 大 芝居 は 

打てません ねえ —— 大御所 権現 様と いう 方の ェ ラサが 

こうして 見る と、 はっきり 分ります ねえ。 だが、 大御 

所 権現 様の エラ ィ ことが はっきり 分る と共に、 それ を 


向う に 廻した 石 田さん という 人の ェ ラサ も 一 層よ くわ 

かります ねえ。 さあ、 どちら かと 言えば わたし はこ こ 

では 石 田 三 成 を 買って出ます ねえ —— 勝ち負けなん ぞ 

は、 お前さん、 時の 運です からね え、 これ だけの もの 

を 相手に とって 大 芝居 を 打て さえす リゃ あ、 勝ち負け 

なん ぞ はどう だ つてい いさ、 わたし や 石 田 三 成 を 買つ 

て 出る。 

江戸 ツ子で あるお 角さん をして、 思い も よらず 江 州 

人 石 田 治 部 少輔の 同情者と してし まいました。 

とにかく、 この 模擬戦 はお 角さん をして お 手前 もの 

の 興行 以上の 興味 を 持たせた に 相違ありません。 この 


まま 宿に 引返して 寝て なん ぞ いられる ものです か、 行 

くと ころまで 行って、 道 庵 先生のお 手 並 を 拝見し ま 

しょうよ。 こういう 意味で、 お 角さん もまた 手勢 を 引 

具して、 道 庵 先生の 大御所の 出陣の あと を 追うて 

うぶすな はちまん 

産 土 八幡から、 北国 街道 を 小 関の 方へ、 押し 進んで 行つ 

たもので す。 

お 角さん が 藤 川の 土橋 を 越えて、 北国 街道 を 進んで 

行く 時分に、 大御所の 旗下と、 天 満山の 麓に 配って 置 

いた 小 西、 宇喜多の 先鋒と が、 今し 戦端 を 開いた とこ 

ろであります。 

両 陣で陣 鉦、 陣太鼓が 鳴る II バラ バラと 現われた 


両軍の 先頭、 いずれも 真黒な 裸体の 雲助で、 おのおの 

長い 竹竿 を 持って いる、 竹槍 かと 見れば 先が 尖って い 

ない。 

天 満山の 下なる 西 軍に も 大将ら しいの はいるが、 こ 

ちらの 道 庵 大御所の 陣羽織 を 着て 采配を振つ ている 気 

取リ 方、 それ を 見る と、 お 角さん がまた、 ばかばかし 

いねえ と、 くしゃみ をせ ずに はいられません。 

その 両軍の 先鋒が 長い 竹竿で、 ちょっと 叩き 合いが 

はじまつ たかと 見た 途端、 本陣の 旗 もとで 一 声高く 

ま ら 

法螺の 音が 響き渡りました。 これ はもと より 進め かか 

れの 合図で はなく、 戦端の 開かれた の を キッカ ケに休 


まこ 

戦の 合図であって、 火花 を 散らさん とする 途端で 鋅を 

納めて、 これから 幕僚の 講評に うつる 順序の ための 法 

螺の 音で なければ なりません。 

困った ことに は、 この 休戦の 合図が 徹底し ませんで 

した。 いや、 徹底 はした けれども 実行され ませんで し 

た。 

もちろん、 - ,1 の くら い の 高音に 鳴らした 法螺の 音で 

すから、 敵 味方の 間に 透徹し ない はずはなかった ので 

すけれ ども、 騎 虎の 勢いに 駆られた 接戦の 両軍の 軍 気 

いかん 

を 如何と もす る こと はでき ませんで した。 

たち ま 

はからずも 休戦の 合図が、 突貫の 号令と なり、 忽ち 


その 長い 竹竿で、 突 合い、 なぐり 合いが はじまる と、 

仮 戦 は 全く 実戦に 入りました。 

「あつ、 こういう はずじゃなかった んだ」 

本陣の 大御所 は それと 見て 狼狽し、 左右に 命じて あ 

わた だしく、 第二の 休戦の 法螺 をい よいよ 高々 と 吹か 

せました。 

だが、 この 高らかに 吹かせた 第二の 休戦の 合図が、 

ついに 乱戦の 口火と なって しまったの は、 是非 もない 

ことと 言わねば ならぬ。 

竹竿での 叩き 合い を 事 面倒な りと する 裸虫の 雲助 は、 

竿 を 投げ捨てて 組ん ず ほぐれつ の大 格闘に 移り、 その 


惨儋 たる 有様、 身の 毛 も よだつば かりにな りました。 

「大将の 命令 を 聞かね え か、 休戦の 合図が 耳に 入らね 

えの か、 実地と 芝居の 区別が つかねえ のか —— やめろ、 

いくさ 

やめろ、 戦 を やめろ！ 休戦 だよ、 休戦 だってえば」 

こういって 馬上の 大将 は、 わめき 立てた が 追つつ か 

ない。 乱戦 激闘が うず を 巻いて 手の つけよう も、 号令 

の 下しよう もない ので、 道 庵 先生が 馬上で 指を嚙 みま 

した。 

六十 六 


ここで 道 庵が 指 を嚙ん だの は、 全く 芝居で もな けれ 

ば、 日頃の 手癖で もな く、 これ はまた 真剣に、 大変な 

ことにな つち まった、 どうに も 始末が つかねえ、 とい 

う 絶体絶命の 表情で ありました。 

ところが この 時分に、 見物の 中に、 二人の 異様な 人 

物が いて、 道 庵 先生の 指 を嚙ん だと ころ を大 問題と し 

て、 真剣に 取扱って いると いう 場面が ありました。 

その 二人と いうの は、 見覚えの ある 人 は あるべき 南 

条と 五十嵐との 二人の 浪士 であります。 これ も 計らず 

この辺へ 通りかかって、 今日の 模擬戦 を 最初から 極め 

て 興味 を 以て 見物して いたの だが、 道 庵 先生が いよい 


よ 指 を嚙む 時節に な つ て 南条が 言いました。 

「いよいよ、 古狸 も 指を嚙 むように なった な。 およそ 

いくさ 

日本の 歴史上に、 この 関ヶ原の 合戦 ほど 心憎い 戦と 

いう もの はない。 すべての 戦が、 すべて 勝負 は 時の 運 

という ことにな つてい るの だが、 勝敗の数 を あら かじ 

め 明らかにして、 しかも 最初から わかりきつ たはめ 手 

にかけ、 目指す 大名 を、 豚の 子の ようにみ な 相当 大き 

くしてから 取る とい つた 図々 しい 横着な 戦争と いう も 

の は 他に あるべき はずの もの じ やない。 徳 川の 古狸 を 

心から 憎い と 思う 者 も、 その 力量の あくまで 段違いと 

いう こと を 認めない もの はない。 それでいて、 戦う も 


の は 戦い、 敗れる もの は 敗れて 亡びなければ ならない 

.? つゆう 

というの が 運命 だ。 悠々 として 落着き 払って、 遠 まき 

に 豚 を 檻の 中に 追い込み、 最後に ギュッ と 締めてし ま 

う、 すべてが 予定の 行動 だ —— こんな 行動と 結果の わ 

かりきった 戦争と いう もの は 無い が、 ただ 一 つ わから 

そむ 

ない ものが ある。 それ は あの 古狸が、 秀秋 いまだ 反 か 

ざる 前に 枠 めに 計られて 口惜しい 口惜しい と 憤つ て 

指 を嚙ん だとい うこと だ。 家康は 若い 時から、 自分の 

軍が 危なくな ると 指 を嚙む 癖が ある、 その 癖が この 際 

に 出た という こと はわから ない —— 本来 この 関ヶ原の 

戦 は、 家康が 打った はめ 手 通りに 行って いる 戦で、 ど 


う 間違っても 家康に 指を嚙 ませる ように 出来て いない 

芝居であった のが、 あの 際、 指を嚙 ませる ことにな つ 

たの は、 たしかに 芝居で はない、 家康 として は、 重大 

なる 不覚と いわなければ ならぬ。 本因坊が 石 田、 小 西 

の 四 五段と いうと ころ を 相手に して、 終局の 勝ち は 袋 

の 物 を さぐる ような 進行 中、 指を嚙 まねば ならな く 

なった という こと は、 たしかに 失策で あり、 そうでな 

ければ 誤算な の だ。 本来、 あの 際に、 誤算なん ぞを、 

頼まれても やるべき 家康 ではない、 幼少 以来 鍛えに 鍛 

えた 海道 一 の 弓 取り だ、 敵 を 知り、 我 を 知る ことに 於 

て は 神様 だ。 あらかじめ 斥暌の 連中が 皆、 上方 勢 を 十 


万、 十四 五 万と 評価して 報告して 来る うちに、 黒 田家 

の 毛 谷 主 水 だけが、 敵 は 総勢 一 万 八 千に 過ぎない と 言 

そろばん 

う。 軍勢 を はかる に は、 京大 阪の 町人 共が 算盤の 上で 

金銀 米銭の 算用 をす るよう な 了見で は 相 成らぬ、 なる 

ほど、 上方 勢 十万 も 十五 万 も あるだろう が、 高い 山へ 

陣取って いるもの は、 平地の 合戦に は 間に合わぬ もの 

だ、 上方 勢で 実戦に 堪え 得る もの は 一 万 八 千に 過ぎな 

い、 それ 故、 味方 大勝 利 疑いな しと 毛 谷 主 水が 家康の 

前で 広言して、 家康 をして、 『よく 申した、 武功の 者で 

なければ その 鑑定 はでき ない』 と 言って、 手ず から 

まんじゅう 

饅頭 を 取って 毛 谷 主 水に くれた。 無論 そのく らいの 


こと は家康 はとうに 読みき つてい る。 今い う、 毛 谷 主 

水の 一 万 八 千 人 は、 つま リ石 田の 手兵 五 千と 小 西の 六 

千、 大 谷の 千 五 百 人と いう それに、 宇喜多 軍の 一部 を 

加えた ものに 過ぎない、 とにかく 西 軍の 実勢 力 は 二 万 

に 足らぬ 小勢で あつたと は 見る 人 はき つと 見て いる。 

その 二 万に 足らぬ 小勢が、 十万 以上の 古狸の 百 練 千 磨 

きょしゅう 

の大 軍と、 去就 不明の 十万 以上の 味方 を 足 手 まとい 

にしながら、 家康に 指を嚙 ませた という 超人 間 力の 出 

所 を、 もう 一 べん 我々 は 見直さなければ ならない。 こ 

, J が 家康 の 誤算な き 誤算な の だ。 決死の 軍に 超 数学的 

の 援兵が ある 真実 は、 幼少の 時、 阿部 川の 印 地 打ちの 


勝敗 を 予言した ほどの 家康 は、 知って 知り 過ぎて いる、 

それが なお 且つ、 それ を 計り そこねた の だ。 家康 をし 

て、 指を嚙 むこと をもう 一分 遅から しめる と、 天下の 

こと はどうな つた かわからぬ」 

南条が 評し、 五十嵐が 耳 を 傾けながら、 前面の 模擬 

戦の 危急 を 見て いる。 その 時 あちらで は、 指を嚙 みき 

れ なくなった 模造 大御所が、 自ら 馬 を 飛ばした のか、 

馬が 驚いて はやり 出した のか、 まっしぐらに 大御所 を 

乗せて 戦争の 渦中へ 走り込む の を 見ました。 

「あ、 危ない！」 

当年の 大御所の 指 を嚙ん だとい う 一 節 を 特に 強調し 


ていた 南条 もまた、 目下の 大御所の 危急 を 見て、 あつ 

とそ ちら へ 眼 を 向けない わけに は ゆきません。 

なまびょうほう 

「言わない ことじ やない、 生兵法 大 怪我の もと —— 

道楽 も いいかげんに せんと …… 」 

六十 七 

道 庵主 催、 前代未聞の 関ヶ原の 模擬戦 を 見物して い 

たと ころの 一人に、 紙屑 買いの のろま 清 次がいた こと 

みのが 

は見遁 すべ からざる ことでした。 

のろま 清 次 はがんり きの 百と 別れて 特に この 催し を 


逐一 実見す る や、 何しても これ は 一 つ 話と して、 自分 

の 頭と 眼 を なぐさめる だけにと どめて 置いて は 惜しい 

と 思いました。 

そこで、 天性の 商売気に 独特の 宣伝 癖が 加わって、 

柏 原の 駅へ 来てから、 一枚の 瓦版 を 起しました。 

「前代未聞！ 

江戸の 大御所！ 

関ヶ原に 大勝 利！ 

西 軍 大敗！ 

京大 阪危 し！」 

という 大 標題 を 掲げ、 金扇 馬標を 描いて 馬上の 道庵大 


御所の 姿 を 現わし、 それから 本文に は、 近 ごろ 江戸で 

名代の 金 持のお 医者さん が、 道楽で 関ヶ原に 模擬戦 を 

試みて 大成功 を 遂げ、 その 勢いで 不日、 京阪の 地に 乗 

込んで 来る！ 

それ をく わしく 見知りた いと 思えば、 この 瓦版 をお 

買い 下さい！ 

大評 半" 

大 売行き"： 

一 枚た つた 四 文"： 

暴風の 如き 売行き！ 

売り切れぬ うちに！ 


空前、 断然、 売れる、 売れる、 到る ところ 引 張 リ顾！ 

さめ  い  こうみ や 

この 瓦版 を 柏 原 を 振出しに して、 醒ケ 井、 番場、 高宫、 

越 知 川、 武佐、 守 山、 草津 と、 大声 を あげ あげ 呼 売り 

をして 歩きました。 

のろま 清 次の この 商売気が すっかり 当って、 宿場 宿 

場の 物好きが、 争って これ を 買わざる はなく、 それ を 

読んで 興味 を 催さぬ はありません。 

江戸から 人 を 食った 金 持のお 医者さん が 現われて、 

大御所 気取りで 関ヶ原の 模擬戦に 大勝 利 を 博す ると、 

その 余勢 を もって、 一気に 上方 を 笑殺に 来る の だ。 

まごこ 

孫子までの 話の種と して、 この 大 茶目の 武者振り を 


見て 置かなければ ならない と 人気が 立ちました。 

それだけ ならば 格別の ことはなかった のです が、 こ 

こに 清 次が 金儲け をしながら 呼 売り をして、 草 津の宿 

まで 来た 時分の ことです。 

うば  もち 

草津の 町の 名代の 姥ケ 餅に 足 をと めて、 しきりにお 

しょうがん 

砂糖 を 利かせた 姥ケ餅 を賞翫 している ところの 一 行 

が ありました。 

うめ 

「姥ケ 餅 ちゅうは これ かい、 旨え のう、 もう 一 盆 これ 

へ 出しな さろ」 

おうよう 

鷹揚に 命じた のが 金 茶 金十郎 でありました。 

「金 茶、 姥ケ 餅が 気に 召した かの」 


これ は 安直 先生であります。 

「旨え、 旨え。 だが、 あんこの 上に こんな 白砂糖 をち よ 

ん ぼり 載せた の は 気に 食わね え、 身共 は 黒砂糖で も か 

まわん によって、 しこた ま 載せても らいた いんじゃ」 

「金 茶 先生」 

傍らに 控えて いた 俠客 みその 浦な め 六が、 金 茶に 呼 

びかけ る。 

「何 だ」 

「その 白砂糖 をち よんび りと 載せた ところが、 主の 

したた  力た と 

子 を 育てた 姥の 乳の 滴り を 象った もので、 名物の 名 

物た る 名残りで ござり まする」 


なめ 六 は、 さすがに 老巧 だけあって、 相当に 故実 を 

心得て いる。 

「身共、 乳なん ぞは 飲みとう ない ぞ、 我々 を 子供扱い 

に 致しお るか、 ちゃ あ」 

金 茶が 少しく 御機嫌 を 変じて きたが、 この 時ち よう 

ど、 隣席で かなり 喧しい 談議の 声が 湧いた ので、 安直、 

金 茶ら も 思わず そちら を 向いて 見ました。 

六十 八 

うば  もちや 

姥ケ 餅屋 は、 餅屋と いっても、 ただの 餅屋で はない。 


見たところ、 陣屋の ような 構えで、 通し 庭が ある、 

離れの 広い 座敷が ある、 客間が ある、 茶の間が ある。 

それぞれの 間に 立派な 身分 ありそうな 客が、 名物と し 

ての あんころ を 口につ けたり なん ぞ している。 その 向 

うの 間で はパ チリ パ チリと 碁 を 囲む 悠長の 客 も ある。 

安直 及び 金 茶の 餅 を 食って いるつ い 隣り の 席に 数人 

の 客が あって、 それが やはり 同じように 名物の 餅 を 

しょうがん 

賞翫 しながら、 しきりに 語り合って いるの は、 槍と い 

う 字 は 木 偏が 正しい のか、 金 偏が 本格 かとい うような 

ことで、 話に 花が 咲いた が、 やがて、 古往今来、 日本 

の 武芸者の うち、 わけて 剣客のう ちで、 いちばん 強い 


の は 誰 だ、 という 評議に 移って いたが、 ついに 両 説に 

わかれ、 一 方 は 荒木の 前に 荒木な し、 荒木の 後に 荒木 

なしと 言って、 荒木 又 右衛門 説 を 主張し、 一方 は宫本 

武 蔵が 荒木 以上で あると いう 説 を 支持し、 結局、 武蔵 

が 日本一と いう ことに 落着こう として、 ひときわ 話に 

身が 入った ところで ありました。 

それ を 小耳に ハサんだ 金 茶 金十郎 が、 いきみ 出して 

立ち上りました。 

「何 だ、 宮本武 蔵が 日本一 だと、 身共 聞 捨てが ならね 

え」 

安直が それ を 聞いて、 


「金 茶、 尤もな こっち や ぞい —— 宫本武 蔵 は 強くな 

いさかい。 第一、 あり や 利口者 やて、 名 ある 人と は 試 

合 を 避けたん やな」 

隣席へ あてつけが ましく、 安直が、 宫本武 蔵が 評判 

ほど 強から ざる 所以 を 述べ立て ると、 金 十 郎が相 和し 

て、 

「そうじゃ、 そうじゃ、 宮本武 蔵なん ぞは、 甘え、 甘 

え、 うな、 武 蔵なん ぞは 甘え」 

「うな —— 甘え、 甘え、 宫本武 蔵」 

リき 

安直と 金 茶と が、 こう 言って 力み 出した ので、 隣席 

の 人 も あっけに とられて いると ころへ、 さいぜんの、 


のろま 清 次が 大声 あげて 乗 込んで 来ました。 

大評 半！ 

大成功！ 

大 売行き！ 

たった 四 文！ 

前代未聞！ 

江戸の 大御所！ 

関ヶ原 慶 長の 大 合戦！ 

西 軍 大敗！ 

暴風の 如き 売行き、 引 張り 她！ 

金 茶、 安直の 一行が、 その 呼 売り を 買わせて、 一見 


する や、 あっと 地 団駄を 踏み、 悲憤の 色に 燃えました。 

それ は 覚えの ある ことです。 

びわ じ まばし 

過日、 枇杷 島 橋の 勝負 は、 かんじんの ところで 肥 後 

の 熊 本 五十 七 万 石、 細 川 侯の 行列ら しい 道中で、 うや 

む やにされ てし まった が、 まあ、 あれ だけに、 こっち 

の 威力 を 示して 置けば 多少お それ をな し、 道 庵の 奴、 

もう 上方 筋で は 手 も 足 も 出そうと はすまい、 この 上 は、 

彼が 大阪へ 到着した 際に 於て、 みつち り 思い知らせて、 

取って 抑えて、 ダウの 音 も 出ない ようにして しまう こ 

くく 

とだ、 こっち は 凱歌 を 奏して 先着の ことと、 タカ を 括 

り、 道 庵主 従 を あとに してこう して 草津 まで 先着して、 


いい 気持で 餅 を 食べて いると ころへ、 のろま 清 次の こ 

の 呼 売り を 見て 安直が、 ら つきよう 頭 を ピリ リ とさせ、 

こんどん す  ぇリ  しょうぎ 

金 茶 金 十 郎が紺 緞子の 衿の 胸元 を 取って 思わず 床几 か 

ら 立ち上 つたの はさ も あるべ きこと です。 

「いよいよ 以て、 奇怪 千万なる 藪医者 じ や！ どだい 

我々 を 何と 心得お る！」 

金 茶が 力む と、 安直が、 なべ— ん とした 面 を 振り 立 

て、 

さか もん 

「わ てら、 阪 者の ちゃきちゃき じ やが な、 江戸の 大御 

所たら、 しゃらく そうて、 どもな らん」 

金 茶 ひるまず、 


「大御所 呼ばわり 奇怪 千万、 プル、 プル プル」 

安直 抜からず、 

「大御所たら、 足 利 三代 将軍 はんの ほかに、 禁裏 はん 

から 御沙汰の ない 名 じ やが な、 どだい、 家康 はんが、 

江戸の 大御所たら 名乗りな はるから して 理に 合わん、 

十八 文の 藪医者 はん、 来 や はって、 大御所 呼ばわり、 

片腹痛う おまつし やろ、 ちゃ」 

「片腹痛え、 痛え、 うな、 片腹痛え」 

「わて、 どだい、 生れ は阪 もん やが な、 江戸の 田んぼ 

で 修行し や はった 押し も 押され もせん 折 助 仲間の 兄 は 

ん やが な 、 碁 将棋 だ かて 田舎 初段が とこ 指しまん がな、 


デモ 倉 はん、 プロ 亀 はんたち と、 よう 腹 を 合わせて、 

江戸の 大衆、 みんな わて が 緦張リ やが な、 わて が 無う 

て は 新版 屋 はん、 飯が 食え へんさ かい、 今時、 阪 もん 

の 天下 やが な、 その わて が 本陣へ、 江戸の 大御所たら 

いうて 乗 込む、 十八 文 はん、 どない な 目に 逢わせたら、 

この 腹が 癒え まっしゃろ、 金 茶 抜からず、 頼ん まがな、 

ちゃ」 

「いで、 この 上 は —— 」 

金 茶 金十郎 が、 六法 を 踏む ような 形 をして、 手ぐ す 

ね を 引きました。 

さか もん 

「あの 憎たら しい 十八 文のお 医者 はん、 阪者 はみ みつ 


ちい、 みみつ ちいと 言 や はるけ どな あ、 太閤 はんかて 

阪者じ やが な、 徳川 はん、 江戸で 政治な はリ やった か 

らて、 経済で は 大阪が 天下 じ やが な、 蔵屋敷の 立 入り 

たら 諸侯 はん、 みな 大阪 商人に 頭が あがり ま へんが な、 

そや かて、 大塩 平八郎 はんも 阪者 やが な、 あないな 気 

骨 ある 役人、 今のお 江戸に お ま へんが な、 中 井 竹 山 先 

生たら、 履 軒先 生たら、 緖方洪 庵 先生たら、 みな 阪も 

んゃ がな、 そない に 御 安直ば つか あり や へん、 ちゃ」 

安直が 早口に ベち やべ ちゃと、 こんな こと を 言い出 

した ものです から、 姥ケ 餅に 居合わせた 客人が、 ぉぞ 

け を ふる つ て 総立ちに なりました。 


関ヶ原へ も 途轍もない 茶人が 現われた そうだが、 こ 

こに も 絶大なる 豪傑が いる。 

一人の 方 は、 太閤 はん はじめ 蔵屋敷 を 親類に 持って 

いる。 まった、 もう 一人 は、 宫本武 蔵 も 荒木 又 右衛門 

も 寄りつ けない ことにな つてい る。 

これ はた まらない と 怖れ をな しました。 

六十 九 

さりながら、 自分の 売りつ けた 瓦版に よって 安直、 

金 茶の 一行の 悲憤慷慨 を 招いた からといって、 のろま 


清 次に 少しの 責任が ある わけではありません。 

そんな ことに 頓着の ない 清 次 は、 名物の 餅 を 味わう 

暇 も 惜しんで、 また それから 先の 呼 売り を 急ぎました。 

きわもの 

しかし、 さすがに 際物の ことで、 草津を 過ぎる と、 

パッ タリ 瓦版の 売行きが 減じました。 けれども 清次自 

あきら 

身、 それ は 無理の ない こと だと 諦め、 草津に 至る と、 

さっぱり 瓦版の 残部 を 琵琶湖の 水に 投じて しまい、 さ 

て 売上高 を 勘定して みると、 自分ながら 予想外 の 利益 

でありました。 

この 成功の 一歩が 清 次に 教えた こと は、 いよいよ 仕 

事 は 宣伝に 限る と いう ことの 信念 を 確立した ことで あ 


リ ま ^u/ 

前代未聞の 関ヶ原の 模擬戦 —— それ をお つた まげて 

見て しまえば それまで、 笑って 過して しまえば それ ま 

で、 それ を 利用した ことの 働きが、 京大 阪 までの 自分 

つぐな 

の 路用 を 償って 余り ある ものであります。 無から 有 

を 生み出す こと、 目から 見た こと を 金に かえる 術 はす 

なわち 宣伝で ある。 

人間の 社会 は 本来、 甘く 出来て いるもの だから、 臆 

面な しに 吹聴し さえ すれば 人が 信ずる、 よし 買い被つ 

たと ころ、 売って しまい、 買って しまった あとで は暄 

嘩 にもなら ぬ、 コケ嚇 しに 限る！ 


清 次 はこの 信念 を 強く 植えつ けたと 共に、 単に コケ 

嚇し とはいえ、 それに は 時機 も 時間 も ある、 それ を 取 

外して はならない、 瓦版が 草津へ 来て パッ タリ 売れな 

くな つたよう に、 潮時と いう もの は、 何事に も ある も 

の だから、 目先 を 利かして、 転換 を 試みねば ならぬ と 

いう 処世術に もよ い 経験 を 与えました。 そこで 清 次が 

考えた の は、 宣伝す る 以上 は 一時的の 宣伝で なく、 永 

久に 効果の ある 名前 を 売り込んで 置きたい という こと _ 

その 題目 を —— 道々 考えた 清 次 は、 最も 手っ取り早 

いこと は 自分に 与えられた 渾名の 宣伝に 越した もの は 

ない、 「のろま」 の 題名 は あまり 有難くない 題目で は あ 


るが、 これ を 世間から 与えられた 自分が のろま か、 こ 

れを 自分に 与えた 世間が のろま か、 今後の 成功に よつ 

て 目に 物 を 見せて やる、 それ はよ い 思いつき だ。 

清 次 は、 これから 京大 阪へ乗 込んで 仕事 をす るた め 

に、 自己の 宣伝 名と して 「のろま」 を 撰み、 この 名に 

よって、 自分と その 商品 を 売り出そうと 決心し ました _ 

その 商売 及び 商品の 品目と して は、 まだ 確定 はして い 

ない が、 菓子屋で も はじめる 時 は のろま 焼、 漬物 屋で 

あれば のろま 漬、 その他 のろま 薬、 のろま 染、 のろま 

あめ 

餅、 のろま 縞、 のろま 芋、 のろま 飴、 のろま 酒  何 

にで も 通用す る。 ここに 於て、 京大 阪の 天地に 「のろ 


ま」 の 名 を 圧倒的に 宣伝す る。 これが この 時に 萌した 

清 次の 大望であります。 

そうして、 その実 行の 第一 着と して、 大津の 町の 外 

れ から、 塀で あろうと、 垣で あろうと、 軒で あろうと、 

やす 

木 幹、 石 面に 到る まで、 およそ 人目に 触れ 易い ところ 

へ は、 用意の 矢 立 を 取り出して、 

「のろま」 

「のろま」 

「のろま」 

「のろま」 

「のろま」 


「のろま」 

と 書きました。 

これが、 京都 を 出て 大阪へ 向う 時 は、 単に 「のろま」 

の 名 題 だけで は 満足し なくなって、 いちいちの 名 題の 

下へ 次の ような 標語 を 書き加えました。 

「のろま  少納言 様 は、 のろま はェ ライと 仰せに 

なりました」 

「のろま —— 中 納言様 は、 のろま は 愛い 奴 じ やと 仰 

せに なりました」 

「のろま —— 大納言 様 は、 のろま は 少し 馬鹿 だと 仰 

せに なりました」 


これ を 書いて 清 次 はしたり 面です。 

前に 述べた 通り、 清 次の 哲学に よると、 実質の ある 

もの は 宣伝 をし なくと も 人が 認める、 力 ラッポな 奴 こ 

そ 宣伝が 生命な ので ある、 自分 は 本 多 平八郎 でもな け 

れば、 上 杉 輝 虎で もない から、 そこで 極力 自分の 名 を 

自分で 売り ひろめて のろまの 存在 を 認めし めなければ 

ならぬ  しかしそう 露骨に 自己宣伝 をす る こと は、 

いかに 甘く 出来て いる 世間と はいえ、 かえって 反動的 

に 軽侮の 念 を惹き 起し 易い という こと を 知つ ている、 

そこで 清 次 はまた 雲 を 炙つ て 月 を 出す の 法 を 考え まし 

た。 それ は、 自分の 口から 直接に 言わず、 あらかじめ 


相当 世間の 知名の 人士の 名 を 以て、 その 口 を 借りて、 

自分 を 推薦 讃美せ しむる の 賢なる に は 如かない —— そ 

う 思いついた 清 次 は、 京都 を 出る と 直ぐに、 それ を 実 

行す る こと を 忘れませんでした。 彼が まず 少納 言、 中 

納言、 大納言の 名 を 借り 用いた の は その 第一 歩で あり 
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その後、 清 次 は、 あらゆる 方面の 知名で、 そうして 

人の よい、 お 目 出た そうな 人の 名 を 撰んで、 いちいち 

のろま 推讃 のために 利用し ました。 

すき ま  き 

この 透 間な き 宣伝 利用 法 は 大いに 利きました。 淀の 

下り 船から 八 軒屋に 至る まで、 旅人の 口に 「のろま」 


の 名が 上らない という ことはありません。 

清 次 は 図に 当れ りと 思いました。 これ だけ 売り込ん 

で 置けば、 それが、 のろま 餅で あろうが、 のろま 染で 

あろうが、 のろま 薬で あろうが、 相当に 当る こと 疑い 

なし。 

見よ 見よ、 期 年なら ずして、 のろまの 名が 京阪 を 圧 

倒し、 その 名に よって 営む 商売が、 一 つと して 成功せ 

ざる は 無く、 富と 名と を 一 時に 贏ち 得て、 一 代 を 羨望 

せし むる は 遠い 将来の ことで はない ぞ。 彼 は ひとり、 

この 成功 を 想像して、 王者の 意気に なりました。 

さて、 その 次に は、 功 成り 名 遂げた 後の 名爵 のこと 


を も 考えました。 

いよいよ 自分の 成功に 貫禄が ついて、 たとえば 従 三 

しち じち 

位 文部 卿の ような 地位にまで 上り、 下々 に 訓諭 を 垂れ 

たりす る 場合に なると、 売り こんだ のろま 清 次の 名が 

かえ つ て 仇 をな す。 

商売 用と して は それで 差支えな いが、 かりに 従三位 

文部 卿に でもな つた 場合に、 のろま 清 次の 名 はふ さわ 

しくない という ことまで 考えました。 

そこで、 機敏に 働く 彼の 頭脳が、 最もよ き 語呂の 転 

換を 教えました。 

「のろま 聖人」 


これが よろしい。 これなら ば、 以て 一代に 向って 訓 

諭 を 垂れる に 足る 名前で ある。 

成功す るまで は、 のろま 清 次で よろしい が、 成功し 

た 以上 は 「のろま 聖人」  この 名 を 中外に 宣揚す る 

こと をまで、 深く 心の底に 考えました。 

きりん じ 

ああ、 この 周到なる 未来の 成功の 麒麟 児 を 呼んで、 

「のろま」 と は 誰が つけた？ 

七十 

関ヶ原の 環境の 波動が こういう 次第の ものである 中 


されこう ベ 

に、 ひとり 取 残された ものに 黒血 川の 髑髏が ある。 

米 友の 手から 離れて、 ひとたび は宙 天に 飛び 上り、 

また 川の 流れの 上に 落ちて、 よろめき 流る る こと 二三 

間、 ささやかな 流れ 川の なぎに 堰き 留められ たままで 

おばな かる かや 

下 は 流れに 冷され、 上 は 秋風に 吹かれて、 尾花 莂萱の 

中に あなめ あなめ と 泣いて いる、 この 骸骨。 

北国 街道の 彼方に 於て は 道 庵 大御所の 旗本が 電光 石 

火 を 降らして いる 間、 不 破の 古 関に 於て は 風 変 リの関 

守と、 昨夜 「関 山 月」 を 聞き分けて 来た 怪しい 覆面の 

ない 男と が、 白昼、 炉を 擁して 端坐して いる 時 —— か 

の 髑髏 は ひとり 黒血 川の 流れに 漂うて、 あなめ あなめ 


と 泣いて いるが、 それ をと むらい 来る もの はあり ませ 

ん。 

されこう ベ  ゆえん 

思う にお 銀 様が、 この 髑髏 を かつぎ 出した 所以の 

もの は —— 考証 的に これ こそ 目指す ところの 大谷刑 部 

少輔の 首よ、 と 主張すべき 根拠 はなに もの も 無かった 

というべ きであります。 

その 当時で すら 秘密に されて あり、 また、 三 成、 行 

長、 安国寺 あたりの 首 は、 白昼 都 大路で 梟され ようと 

も、 この 男の 首 だけ は 秘密に してやるべき ことが 武士 

道に 叶って いる —— それが 今日に なって、 何人の 手に 

於ても 考証が 届く はず はなかろう。 まして 通り 一 べん 


あば 

のお 銀 様 あたりの 手で、 発 かれ 出されよ うはず もない 

のであります。 

しかし また 歴史的 考証 や、 科学的の 探求の ほかに、 

お 銀 様 特有の 神秘 力と でもい つたよう な 働きから、 つ 

いま  むくろ 

いに 何人も 未だ 探知し 得なかった 古人の 骸を 感得し 

得た のか、 そのこと はわから ない が、 よしこの 髑髏が、 

大谷刑 部少輔 そのものの 骸骨 ではない としたと ころが、 

ここ は、 やっぱり、 夏草 や つわもの どもが 夢の あと I 

I なんだから、 いずれの ところに か 偶然、 露出され て 

いた 無縁の 骸骨の いずれの 一 つか、 当年の 腥風血 雨の 

洗礼 を 受け ていない という こ と は 言えな い 。 


ただ 枯骨が もの を 言わない だけの ものである。 物 を 

言わない ではない、 現に、 あなめ あなめ と 言った こと 

になって いるが、 それ は 髑髏が 言って いるので はない、 

秋草が 言わせて いるの だ。 

由来、 関ヶ原の 本当の 悲劇 は 慶長五 年に あるので は 

ない。 

さかのぼ  おお いづか さ 

慶長五 年 を 遡 る こと 九 百 三十 年の 昔、 大炊 省の 八 

力なえ 

つの 鼎が、 八つながら 鳴リ 出した 時に 起って いる。 

慶長庚 子の 関ヶ原 は 悲壮で は あるが、 どちらも 戦い 

得る 器量 だけに 戦い、 器量い つ ぱいに 敗れた ものと 言 

いつべき だから、 天下 は 帰す ると ころに 帰した もので、 


大局から 言えば 成敗 共に うらみな き 合戦で あ つ た。 

ところが、 白 鳳 壬 申の 秋の 不 破の 関の 悲劇 は、 その 

恨みが 綿々 として 千古に 尽きな い。 

黒血 川の 名 は その 時から 起り、 今 こそ 水 は 澄んで い 

ま；ま 

るが、 髑髏 を 見る と、 流れ 去る こと を 沮んで 恨み をと 

どめよう とする の は、 千 百年に してな お 浮べない もの 

が あるから だ。 

ちょうど この 日、 北国 街道の 小 関、 天 満山の 麓で は、 

なぴ 

道 庵 先生の 旗 風が 三た び 靡き、 三た び 立直って いる 激 

戦の 最中 —— その 矢叫び も、 棒ち ぎれ も、 ここまで は 

届かない 閑寂なる 黒血 川の 岸。 


秋草が 繚乱 として、 川に 流れ やらぬ 髑髏 を、 あなめ 

あなめ と 泣かせたり、 尾花が 手 を 延べて、 千古 浮べな 

いという もの をな ぶったり している、 昼の しんかんた 

る 景色。 

それが、 日の 天に 冲 する ほど、 いよいよ 物寂しい 景 

色、 昨夜の 物好きな グロテスク 人種 以外に は、 白昼と 

いえ ども、 誰あって こんなと ころまで 足 を 踏み入れる 

はず はない の だから、 こうして さびしい ままで 一 日 を 

送り、 一夜 を 迎える ほかに は あるまい と 思われた のに 

その 日中 —— 耳 を 驚かす の は、 はたはたと ものさびし 

い 上に ものさびし さ を 加える 軽い 足音が、 ここ 黒血 川 


辺の すすき 尾花の 中に 消えて は 起り、 起って は 消えて 

来る。 

では、 やっぱり こんなと ころ を 通る 人 も ある。 いや 

虫 を 追い、 虫 を 追って、 つ い 帰路 を 忘れた 里の 童 たち 

だろう  しかし その 断続した 足音 を 聞いて いると、 

静かで はあり、 軽く は あるが、 踏む 調子 は 正しい、 い 

さまよ 

たずら に 虫 を 追い、 虫 を 追うて 彷徨うて いる 里の 童の 

たぐいで はなく、 一定の 目的 を 以て この 道 をよ ぎる 旅 

人の 足音と 聞いた 方が 正しい のです。 

果して II すすき 尾花の 中から、 二人連れの 旅人が 

現われました。 


前なる は 弁 信 法師 —— 後ろなる はお 雪ち やんで あり 

ました。 

「川が あります」 

お雪 ちゃんが いう。 

「越せます か」 

「越せます けれど、 はだしに ならない と —— 」 

「お雪ち やん —— 一 一人が 一 一人 はだしになる はムダ です 

から、 わたしが あなた をお ぶって あげます」 

「弁 信さん の 力で？」 

「お雪 ちゃんの からだです もの」 

「でも、 弁 信さん は、 琵琶 を 背負って いる。 こうしま 


しょう、 わたしが 琵琶ぐ る み 弁 信 さ ん をお ぶい ましよ 

う、 ほんの 一 間ば かりのと ころです もの」 

「男子の 身が 女人に 負われる こと は 逆縁の ようで ござ 

います けれども、 弁 信で ございま すから、 お雪ち やん 

の 重荷に はな リ ますまい  では、 そういう ことに 

願 つ て もよう ございます …… 」 

お雪 ちゃんが 弁 信さん をお ぶ つ て、 この 小 流れ を 越 

す ことにな りました。 

「あ！」 

その 川幅 僅か 一間の 小 流れの 中流で、 弁 信 を 背負つ 

たお 雪 ちゃんが 立ちす くんで 「あ！」 と 言いました。 


それ は、 申す まで もな く、 中流に 流れ もやらず 留ま 

あ 

リも敢 えずに 漂 動して、 あなめ あなめ と 泣いて いる 

されこう ベ 

髑髏 を 見た からです。 

「何です か、 お雪ち やん」 

背中の 上で 弁 信が たずねました。 

どくろ 

「まあ、 気味の 悪い 人間の 髑髏が 一 つ、 ここに 流れて 

レ ます」 

「髑髏です か」 

「全く 生きて 物 を 言つ ている ように、 川の 真中に 流れ 

も敢 えず  」 

「そうです か I 


その 時に もう、 弁 信 法師の 身 は 向う の 岸に 渡されて、 

以前、 来 友が 四方 転びに なった ところ あたりに 安全に 

置かれて ありました。 

「ほんとうに、 まあ、 この 髑髏 は、 生きて わたしたち 

に 物 を 言い かける ようです」 

「供養 をして やりましょう」 

「水に 流して、 流れる ところまで 流して やりましょう 

か」 

「いいえ、 水に 流す と、 流れの 末が 心配で ございます」 

「では  」 

お雪ち やん は、 この 上 もな く 気味 も 悪い し、 怖く も 


あるが、 そうかといって、 もう 捨てて は 置け ない もの 

になり ました。 

髑髏に 物 を 言い かけられて、 引 寄せられ でもした も 

のの ように、 するすると 再び 川の 中流へ 戻って 来て、 

機械が させる ものの ように、 その 髑髏 を 手に 取って 掬 

い 上げて しまいました。 

それ を 両手に 捧げて、 見えない 眼の 弁 信に 見せる よ 

うな 形 をし、 

「弁 信さん、 どうしましょう」 

「そうです ね、 地 水火 風のう ちに 溶かして、 空に して 

くどく 

あげる のがい ちばん 功徳 だと 思います が、 すでに、 も 


う 地の 中 をく ぐり、 水の 中 を 漂うて、 それで 空に なら 

ない 因縁の 髑髏です から、 この 上 は 火で 供養す るより 

ほか はあります まいと 思います」 

「では、 火葬に して あげる のです か」 

「そうです」 

「火葬 —— 火で 焼く こと は、 わたし は 好きで はあり ま 

せん、 弁 信さん —— あの ィャ なおば さん も …… 」 

お雪ち やん は、 ィャ なおば さんの ことが、 ついこん 

な 時に 自分の 口から 飛び出し たこと を、 自分ながら 心 

外な りと しました。 

そんな 不快な 聯想 を ここへ 持ち出して、 この 無縁の 


骸骨にまで、 業 縁 を 加えた く はない と 思いました。 そ 

して、 ィャ なおば さん …… と 言った だけで 口 をつ ぐん 

で、 

「人間の 身体 を 火で 焼く という こと は、 勿体ない と 私 

に は 思われて なりません、 じっとして 置けば、 いっか 

また 魂が 戻って 来る ような 気がして …… 」 

「魂魄が 戻って 来て いいこと もあります が、 戻って 来 

ていよ いよ 業 縁 を 重ねる の は、 よろしく ございません 

善 縁 悪縁に かかわらず、 火の 供養 を 以て， 1 切 空の 世界 

へ 送って あげる のが、 一番の 功徳で はない かと わたく 

し は 考えます I 


「それ もそう です ね、 川へ 流しても、 川下の ことが 心 

配になる し、 土へ 埋めても、 また 人 獣の 手に よって 発 

かれる という 心配 も ございます —— ではき れいに、 弁 

信さん の 美しい 心と、 汚れない 手で、 火葬に して あげ 

て 下さい まし」 

「別段、 わたしの 手が きれいな 手で も、 汚れない 手で 

もありません が  この場合、 ほかに 有 縁の 人 も ござ 

いません から、 わたしが 導師の 役 をつ とめます、 お雪 

たきぎ 

ちゃん、 薪 を 集めて 下さい」 

「承知いた しました」 

お雪ち やん は、 その 辺 を あさって、 燃料と なりそう 


な もの 一 切 を搔き 集め、 下へ ほどよく それ を 並べ、 上 

へ ほどよく それ をつ み 重ねる と、 弁 信 法師 は、 もう そ 

の 火 壇の 前へ 恭 しく 坐って いました。 

お雪 ちゃんが 火 をつ ける と、 弁 信の 読経が はじまり 
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火の 勢いが 盛んにな るに つれて、 弁 信のお 経と 呪文 

が 高くなる。 

火が いよいよ 盛んにな ると、 お雪ち やん は、 今まで 

にこん なきれ いな 火の 色 を 見た こと はない と 思い まし 

た。 

はじめに は 傷まし い 心と、 おびやかされる 気持 を 


もって 事に 当った お雪 ちゃんが、 この 火の 色 を 見る と 

つ い 何とも 知れない 快感に 打 たれて しまいました。 

弁 信 もまた、 いかにも うらら かな 読経の 声に、 はず 

んで いるよう に 見えます。 お雪ち やん はいい 気持に な 

りながら、 薪 を 取って は 加え、 取って は 加えて いるう 

ちに、 髑髏 は、 あと も 形 もな く 焼け失せて しまい まし 

た。 

おわ 

同時に、 弁 信の 読経 も 了り ました。 

弁 信 は、 灰にな リ きった 髑髏 を 袋の 中へ 納めて、 首 

にかけ ました。 

お雪ち やん は、 水 を 掬って 来て、 燃えさし の 火 をよ 


く 消して おいて、 二人 は 出立し ました。 

二人の 行く先 は？ 多分、 これ も、 不 破の 古 関の あ 

と あたりで なければ ならぬ。 

しかしながら、 今、 不 破の 古 関の あとに は、 「関 山 月」 

を 吹いた 関守が 居、 昨晚 その 関守の 家へ 泊った 覆面 を 

しないお 客が 一人いて、 今日はの どかに 二人が 炉辺で 

いとぐち 

茶で もす すりながら、 「関 山 月」 の 曲に 緒 をき つて、 

ポッリ ポッリ と 諸国 情調の 物語に 暮 している はずで あ 

る。 

それだけなら い いが —— それ を 知 つ て いるお 銀 様が、 

い つまで も 一 一人 だけに 悠長な 世界 を 与えて はおくまい。 


お 銀 様が その 場に 現われる と、 お 角さん はついて は 

来まい が、 米 友 は 来る かも 知れぬ。 そうすれば、 今日 

は 明るい 日に、 昨晚 通りの 面が また 揃う ことにな つて 

いる。 

そこへ、 何も 知らぬ 弁 信と お雪 ちゃんが、 不意に 馳 

せ 加わったら、 どんな 光景になる？ 

他の もの はすべ て 一 面の 識が ある 間と しても、 お雪 

ちゃんだ けが 全く 新しい ので す。 

お雪 ちゃんが 新しい ので はなく、 お雪 ちゃんとお 銀 

様と いう ものが、 全く 新しい 対面に ならなければ なら 

ない。 


そうした 時に —— お雪 ちゃんの 到着が、 敏感な お 銀 

様の 機嫌に 触れた 時 はどうなる、 悍※ 〔# 「「敖 \ 馬」」、 

149-17〕 なお 銀 様が、 可憐な お雪ち やん を 裂いて 食って 

しまう と は 言うまい か。 

弁 信さん とお 雪 ちゃんの 二人 は、 もう 不 破の 古 関の、 

関守の 家の 屋根の 低く 見える ところまで 来ました。 

七十 一 

神 尾 主 膳が 書道に 凝って いると いうの は、 今に 始 

ま つたこと ではありません。 


この 人が、 不善と、 退屈と、 頹廃 とから 救われる 唯 

一 の ものが 書道で ありました。 

こうして 不善の 閑 境の 中に、 必ずしも 自分 は 善事 を 

為す つもりで やって いるので はない けれども、 凝って 

みると、 おのずから ほぐれて 来る もの も あるので あり 
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神 尾 主 膳の 書道に 於け る 腕と、 その 眼との 肥えて き 

たこと は、 非常な もので ありました。 

この 道 だけ は 相手が 無い から、 さすがの 悪友 ども も、 

主 膳の 腕が あがり、 眼が 肥えて きた ことに 就いて、 賞 

あ ゆ 

讃 する 者 もなければ、 阿諛す る もの もない だけに、 自 


信が ようやく 本物に な つ てく ると いう ことが 予期し な 

ぃ大 なる 収穫で ありました。 

書道に 於ての 昨今 は、 神 尾 主 膳に 於て は、 もう 今人 

を 相手に せず、 古人と 共に 語る というと ころまで 行つ 

うぬぼれ 

ている のです。 それ も 決して 自惚 でもなんでも なく、 

それに 叶う ところの 腕と 眼が、 並び 進んで いると いう 

こと は、 全く 案外な 進境と 言わなければ なりません。 

ただし かし、 誰も これ だけの 進歩と 造詣 を、 主 膳の 

きごう 

ために 見て くれる 者 はなし、 特に 一 幅の 揮毫 を 請うて 

子孫に 伝えよう とする 者 もな し、 ありと すれば お 絹が 

帯 を 締めながら、 感心に よくお 手 習 をなさい ますね、 


かんしゅ うさ い 

今に 菅 秀才 になれ ますよ  なん ぞと い つ て 賞め る 

のと、 それから、 女 軽業の 親方の ような ものが、 大き 

じょ リん もく 

な 如 輪 空 を 持ち込んで、 これに 江戸 一 流 女 軽業と 書い 

て 下さい、 なんてい う 程度の ものに 過ぎない のです。 

そうして また、 御 本人が、 腕と 眼の 肥えた こと は自 

認 する けれども、 この 腕前 を 見せて やろうと いうよう 

な 野心が、 もうす つか リ 消磨して いるので すから、 そ 

げんき 

こで 主 膳の 書道に 於て は、 銜気、 匠気と いう ものから、 

ひと 

頼まない のに 解放され て、 独リを 楽しむ という 高尚な 

域に 近くな つてい るので す。 その 結果と して、 功利的 

方面から 見れば、 主 膳が 書道に 一 時間 凝れば、 一 時間 


だけ 自分 は 不善の 閑 境から 救われる、 その 周囲 は、 不 

善の 伝染性から 遁れ ると いう 勘定に なって いて、 主 膳 

自身 は それ を 覚りません。 

今日は どこからの 帰り 途か、 神 尾 主 膳 は 馴染の、 浅 

草の 馬 道の 本屋の 前に 現われました。 

番頭 は、 この お客様が たいへんお 眼が 高くて いらつ 

しゃって、 現代 及び 近世 もの は 振 向いても ごらんに な 

らな いこと を 知ってい るし、 ことに 今日は 何 か 取って 

置きの 期待が あるので、 勇み をな して 主 膳 を 迎え、 

「殿様、 たいした 掘 出し物が 出ました、 これなら 必ず 

殿様のお 気に 召す と 存じます」 


「何 だ」 

「弘法 大師が 出て まいりました」 

「なに？」 

ほう さ い 

「これ こそ 正銘の 極印 附 きで ございまして、 鵬斎 先生 

の 御門 下が 京の 東 寺へ つてが あって、 それからお 手に 

入りました 品で ございます」 

「ふ— ん」 

と 神 尾 主 膳が、 頭巾の 中から 浮かぬ 返事 をして みせた 

が、 本屋の 番頭 は 失望し ないで、 かえって 乗り気に な 

り、 箱入りの 一 本 を 棚から 取 下ろし、 恭 しく 主 膳の 

前に 中身 を 繰り ひろげました。 


「それが、 その 弘法 大師 か」 

「はい」 

「ふ— ん」 

神 尾 主 膳の 返事 はむしろ 冷笑 気味でした けれども、 

番頭が それに 降参 しないの は、 番頭と しても 相当の 自 

信  他 信から 移された 自信と いう ものが あるからで 

しょう。 

はんにゃ しんぎよう 

それ は 般若 心 経 かなに か を 書いた 残 欠本の 仮 表装 

でありました。 

「 い かがで) J ざ います  これ は 珍品で) ，1 ざいます」 

「ふ— ん」 


神 尾 主 膳 は、 それでも 一 通り 右の 心 経の 残 欠本 —— 

伝 弘法 大師 筆と 称うる ところの ものに 目 を くれてい ま 

した。 

「全く、 近来の 偉大なる 掘 出し物で ございます」 

と 言って 番頭が、 下へ も 置かない 気持で いるの を、 主 

膳が、 

「ふ ふ ー ん」 

と 鼻で あしらいました。 

今まで あしらつ ていたの は、 ただ 「ふ— ん」 という 

軽い あしらいで したが、 今度の は、 「ふ ふ— ん」 となつ 

て、 ふが 一字 だけ 多い のに 過ぎない が、 それ は 明らか 


ろうばい 

なる 冷笑と 排斥の 意味です から、 番頭が 狼狽し ました。 

「いけません か、 違います か、 左様な はず は ございま 

せん」 

「誰が、 これ を 弘法 大師 だと 言った」 

r 鵬斎 先生の 御門 下 は、 どなた も 保証で ございます」 

「ばかな！」 

神 尾 主 膳が、 冷笑に 代 ゆるに 罵倒 を 以てしました。 

「え！」 

「こんな 弘法 大師が どこに ある」 

「だ つ て 殿様 —— もうお 歴々 のお 方が 保証 をな さらぬ 

は ございません、 こういう ことになります と、 書家の 


書と 違いまして、 それだけの 人格が 備わらなければ 書 

ける もので はない、 こういう 風格 は、 偽作な どしょう 

と 思 つ て も 及び もっかな いもの だそう でございます」 

「弘法で はない よ」 

「では、 どなたで ございましよう」 

ここで 番頭 は 反問の 気味と なった の は、 弘法で なけ 

えんきょく 

れば その 反証 を あげて 見せろ という、 婉曲なる 抗議 

でありました。 主 膳 は 取って 投げる ように、 

「それ は 越後の 良 寛と いう 田舎 寺の 坊主の 手 だ、 なる 

ほど、 ちょっと 乙な ところ も あるが、 これ を 弘法 だな 

んぞと は、 猫 を 指して 虎と いうよう な もので、 規模 も、 


輪郭 も、 問題に はなって おらん」 

「はは あ、 越後の 良 寛と いう 出家の 筆です かな」 

「弘法 大師な どと は 及び もっかぬ こと だが、 良 寛 は 良 

寛 だけに 見て 置けば よろしい、 近頃の わいわい 連が、 

何と 思って か、 方図 もな く 良 寛 を 担ぎ出し たもの だか 

ら、 天晴れの 高僧 智識で でも あるかの 如く 心得る 奴 も 

あるが、 本来 あいつ は、 越後の 田舎 寺の ちょっと 変つ 

た 坊主と いう だけの もので、 弘法 大師に 比べるな んぞ 

は 笑止千万な 次第で、 鵬 斎の 弟子 共 あたりが 担ぐ のに 

しろもの 

手頃の 代物 だ」 

神 尾 主 膳 はこう 言って、 一 も 二 もな く 良 寛 を 追つ ぱ 


ら つ てし ま つ たが、 書 幅 を 持ち かかえながら 番頭が 

すっぱい 面 をして いるの を、 多少 気の毒と でも 見た か 

「だが、 こい つ だ つ てまん ざら 捨てた もの じ やない、 

好く 奴 は 好く だろう から、 越後の 良 寛と いう 田舎 寺の 

変った 坊主の 筆 だと 心得て 持って いればよ い、 弘法 大 

師 などと は 論外の 沙汰 だ」 

こう 言って 多少、 良 寛に 余地 を 与えた よう だが、 か 

え つ て それ を 奪つ てし まうよう な ものです。 

それから 以後、 主 膳 は 良 寛に は 見向き もせずに、 

「どう だ、 支那の 拓本で、 何 か 変った もの は 出ない か」 


七十 二 

その 時、 街頭に 騒がしい 物音が 起り ました。 

店の 番頭 も、 支那の 拓本 を あさっていた 神 尾 も、 そ 

の 物音の 起った 方面 を 見ない わけに は ゆきません。 

「何 だ」 

「百姓で ございます」 

「百姓？」 

みのがさ 

苦々 しげに 見やった 街道 を、 練って 行く 一  隊の蓑 笠 

があります、 その 数 都合 十四 五頭 もありましょう。 

練って 行く と 見た の は、 見直す とそうで はない、 十四 


五名の 蓑 笠が みんな 数珠つな ぎに なって、 手先に 引き 

立てられて 行く のです。 

「百姓 一 揆 でございます」 

「うむ」 

「百姓 一 揆て やつ は、 始末に 困る そうで ございま すね」 

「始末に 困る、 百姓 はものの わからない 奴 だ、 あいつ 

ら がまと まって 領主に 迫る ような ことになると、 国の 

乱れ だ」 

「物の 分らない 奴が、 党 を 組む ほど あぶない こと は ご 

ざ いませぬ」 

「だから、 徳 川の 政治の 方針と して、 百姓 は 生かさず 


殺 さずに 置 け —— というの を 以て 主意と したの だ」 

「へえ •：：• 」 

番頭 は、 主 膳の いう 「添 かさず 殺さず」 がよく わか 

ら ない。 それ を 主 膳が 註 訳して 言う、 

「百姓に 生活の 余裕 を 与えて 置く と、 得て 我儘が 出て 

一揆 を 起す ようになる、 そうかといって、 活 きる だけ 

の 情け を 与えて 置かなければ、 米 を とらせる ことが で 

きぬ」 

ごもつ と 

「御尤も …… 」 

「その 活か さず 殺さず の 呼吸が、 領主 の 腕なん だ」 

「御尤も …… 」 


「近 ごろ 百姓 を 増長 させた の は、 あの 千 葉の 佐 倉宗五 

郎 という 奴 だ」 

「は— あ」 

「あいつ は 公事 好きの 暄嘩屋 みたよう な もので、 意地 

であ ぁ楣を 突き やが つたの だ、 それ を 義民 だの、 救民 

だのと 持ち上げる もの だから、 百姓 を增 長させ てし 

まった の だ」 

きぬ  ののし 

主 膳の 衣 を 着せずに 百姓と 義民と を 罵る 歯が、 番 

頭の 耳に も少々 手痛く 食い入つ たと 見え、 

「でございますが、 昔のお 政治 は、 百姓 は 仰せの 通り、 

活かさず 殺さず のお 慈悲で ございま したが、 近年 は 全 


いとま ゆ 

く 活かさず  活かさず だそう で) J ざいまして、 糸 繭 

は 売れず、 税金 は 高し、 思えば お 百姓 も 哀れな もので 

ございます」 

「百姓なん て、 人間 じ やねえん だ」 

「え！」 

番頭が 、 さ すが に それ は ごまかして うなずきき れ な 

くな りました。 

「でも、 農 は 国の本と 申しまして、 古え の 帝王 は …… 」 

またもの 

「百姓 をお だてち やい けない、 百姓 や 又 者 をお だてて 

のさ ばらせる のが、 天下 大乱の もとな の だ」 

「はは あ、 で ござんす かな」 


「今の 世の中が こんなに 騒々 しくな つたの は、 又 者が 

騒ぐ からだ、 又 者 を 増長 させて 置く その 罪 だ」 

主 膳の 論鋒が、 百姓から 又 者の 上に 来ました。 又 者 

というの は、 必ずしも 百姓 町人 以下 を 呼ぶ ので はなく 

主 膳の 地位と して、 江戸の 旗本 以外の もの を、 すべて 

を 又 者と 呼んで いるら しい。 

ひがみ 

こういう 論鋒 は、 主 膳と して は 峻烈で もな く、 僻見 

でもな く、 真実そう 思って いるので すから、 憚りな く 

言っての けて しまって、 なお 平然として 石 刷 を さぐつ 

ている のです。 

こうして 神 尾 主 膳 は、 二三の 拓本 を 求めて 悠々 とこ 


の 本屋 を 立ち 出で ましたが、 時 はもう 黄昏です。 根 岸 

へ すんなり 帰る の も、 気が 利かない ような 気持が して、 

なんとなく、 池の 端の 方 を ブラ つこうと いう 気になり 

ました。 

七十 三 

神 尾 主 膳 はこうして、 池の 端の きんたい えんの 傍 を 

通る と、 書画 会の 崩れら し い のら 者が、 三々 五々 と 帰つ 

て 行く の を 認めました。 いずれも 気取った なり をして、 

軽薄な 笑い話 をしながら 肩 を 並べ て 帰って 行く。 


近頃の 書画 会と いう やつ は、 酒と 芸者が 入らな けれ 

ば 出来ない ことにな つてい る。 堕落し きった 奴等 だ。 

主 膳 は、 書画 会の 崩れの のら 者 を 横目で 睨んで 行く 

と、 

「え、 え、 いか あさま —— 御 安直に 一 つ、 いか あさま」 

これ もまた、 いやに 気取った 兄い が、 三味線弾 きを 

ひとり 引 連れて、 客 を あさって 歩く の を 見る。 

「いか あさま、 御 安直に …… 」 

新 内の 流し か、 こわいろ 使い か。 そんな 奴等に して 

も、 以前 は 御 安直に、 御 安直に …… なんて 言わな かつ 

たもの だ。 こいつ は 人の 面さえ 見れば、 いか あさま、 


御 安直に と 言つ ている。 かりにも 江戸 者に 似合わね え 

しみつ たれな 奴 だ、 と 見て いると、 ようやくお 得意 を 

一 軒 くわえた と 見え、 三味線が シャ ラシ ャラと 鳴り 出 

して、 

「御 安直なる いずれも 様に、 弁じ 上げます 標 目の 儀 

さ つま あらし 

は、 薩摩嵐 か 西南の 太平 記 …… 」 

しゃも 

軍鶏 を 締め殺す ような 声。 

なんだ、 江戸前 を 誇りと している こいつら が、 新 内 

か、 江戸 役者の こわいろで もやり 出す かと 思えば、 近 

頃 はやり 出した こいつが 上方 筋 か、 ィャ にきん きんし 

た、 そのく せ、 みみつ ちい 声 を 出 しゃがる、 聞く とも 


なし 聞え ると ころ は、 あっち を 取 入れたり、 こっち を 

焼 直した リ、 いま 長 崎で 敵 討 を はじめた かと 思う と、 

唐の 南の 方へ 繰 出して、 ガタ ガタ慄 えたり なん ぞ して 

いる。 それ を  一く さり やって、 したり 面に 歩み をう つ 

しながら、 

「お 次 は 一 つ、 目新しい 酒屋 ぞ めきと いうの を、 いか 

あさま、 御 安直に …… さあ、 御 安直に お遊び 下さい」 

なるほど、 御 安直 を 看板の 芸術  御 当人、 この 臭 

い、 ァク 抜けの しない 芸当 を、 大 江戸の 真中で 押し流 

して 歩いて 臆面の しないと ころ、 たしかに 出が 阪 者の 

下等な 奴 だ。 


「さあ、 御 安直に、 いか あさま、 新 古お しなべ ての 五 

もく 節、 御 安直に、 いか あさま —— J 

それでも、 この ァク ドィ 臭い 芸術が、 右から も、 左 

から も、 口の かかる ところが 不思議。 

江戸前の 芸当て やつ も、 こうして 阪 者の 鼻 持ちの な 

らぬ 臭い奴に、 日に日に 侵入され て 行く のか、 近頃の 

江戸 ッ児も 舌った るくな つた もの だ、 誰か あんなの ブ 

チ のめす 奴 はねえ のか。 

ものまね 

「では、 ひとつ、 物真似て やつ を、 御 安直に お聞きに 

達します」 

そこで また 三味線が ペンチ ヤンと 鳴り 出して、 豚の 


吼 える ような 声、 それ を 聞いて いると、 当時 江戸で 有 

名な 芸人の 芸風 を 物真似で しゃべり 出して いる。 それ 

を 上方 弁の ァクの 抜けない のが、 いっぱし ァクを 抜い 

た 気取りで 臆面な くやって のける もの だから、 歯が浮 

いて、 聞いて はいられない。 

でも、 やっぱり 感心に、 右から も、 左から も、 声が 

力 力る  

「御 安直 は芸が 冴えて いる！」 

何が 冴えて いる！ 江戸 ッ児 も、 もう 駄目 だ。 

馬 道で 百姓 を 見せられ、 池の端で 御 安直 を 聞かせら 

しゃく  さわ 

れた主 膳 は、 癩 に 障って 山 下 を 歩きながら 考えました。 


取る に 足らぬ 安直な 芸術と はいえ、 あの 泥臭い 上方 

芸が 、 江戸前 をの さばる という ことが すでに 天下 大乱 

きざし 

の 兆 だ —— 

「 御 安直な る いずれも 様へ …… 」 

どぶく さ 

その キン キンした 溝 臭いち よん がれ 声が 耳に ついて、 

プンプンしながら 根 岸の 宅へ 戻って 来る と、 今晩は 珍 

しくお 絹が 待って いて、 しかも 上機嫌で チヤ ホヤした 

の は、 主 膳 を 歓迎して 御機嫌 をと る 意味で はなく、 何 

か 自分の 方に 嬉しい ことがあって、 それで そわそわし 

て いるものと は 見て取れる。 

「あなた、 今日は、 あなたのお 留守中に、 珍しい 人が 


見え ましたよ、 全く 珍しい 人、 どうして ここが わかり 

ました か 知ら」 

「誰 だ」 

「相 馬の 金さん」 

まゆ 

相 馬の 金さん と 聞いて、 主 膳が さすがに 眉 を ひそめ 

ざる を 得ませんでした。 

相 馬の 金さん と 聞いて、 主 膳 ほどの ものが 思わずう 

ん ざり したの は、 わけが ありそうです。 

それ はこうです。 相 馬の 金さん といえば、 誰も 知つ 

ている ほど 通って いたが、 本来 は 相 馬 姓で はなく、 自 


ら相 馬の 子孫と 称して はいたが、 実は 戸村な にがしと 

いう、 お 屋敷 添番 をつ とめた 旗本の 一人で はあり まし 

た。 

この 男が、 主 膳 も 眉 を ひそめる までの 無頼漢で あつ 

たという の は、 麻布の 長者 丸 あたりに あった 屋敷の、 

門の 扉な ど は 疾うに なくなつ ていて、 荒緦を 一本、 横 

に 張って、 扉の 申し わけに していた というく らいです 

から、 その 荒廃の 程度が わかる。 

幾多の 無頼漢 を 集めて いて、 自分が その 親分 気取り 

でい る。 同じ 無頼 程度で 言っても、 神 尾 あたり は、 そ 

れと 比較 すれば 身分 も 上 だが、 品位 も 上に なって いる。 


この 相 馬の 金さん は、 金に 困る と、 青山 辺の 質屋へ、 

よく 蛇 を 刀 箱に 入れて 持って行つ たもの だが、 その 言 

い 草に は、 これ は 先祖伝来 秘蔵の 名刀 だが、 他人が 見 

れば 蛇に 見える！ 

ことに 尾籠 下品な の は、 ある 時、 七 人の 手下と 共に、 

ゆす リ  みせさき 

ある 商家 を 強請に 行った 時、 金 を 貸さなければ 店 前 を 

汚す よと いって、 七 人が 七 人、 店 前で 尻 を まくった。 

この 時の 尻 を まくる というの は、 ただ 着物の 裾 を ひけ 

らか すだけ ではない、 本物の 臀肉を 裸出 させて、 そう 

して、 それでも 七 人の 手下 は、 それ 以上に はやらな か つ 

たけれ ども、 金さん だけ は 正銘に、 こて こてと やら か 


してし まった という —— その 悪辣 下品 さに は、 主 膳 ほ 

どの もの も 面 を そむけな いわけに は ゆかない。 

それが 今ごろに なって、 何し に 来たの だろう。 お 絹 

の 言う ところに よると、 馬 道の 本屋で お見かけ 申した 

から、 所見 当 をき いて やって来た に過ぎないと いう。 

別段に、 こだわり も 無い よう だ。 

相 馬の 金さん のこと は、 それだけ になって、 次に お 

絹が いい 気にな つて 喋 り 出した のが 異人 館の 話で し 

たから、 たまりませんでした。 

主 膳 は 苦りき つて、 文句 を 言う のさえ 癩で いるの を 

いいこと にして、 異人 館の 設備の 隅から隅まで 行 届い 


ている ことと、 それから ぜひ 一度 あなた も それ を ごら 

ん 下さらなければ ならない こと、 そうして、 異人さん 

なる ものが 決してそう 毛嫌い をすべき もので なく、 広 

く 世間 を 見て いるから、 胸が 広くて 話が 面白い こと、 

結局、 本当の 通人 は 異人さん の 方に ある！ 一  度、 つ 

き 合って ごらんなさい！ 事実、 主 膳と いう 男 は、 し 

らふの 時に お 絹の 手に かかった 日に は、 存外た あいの 

ない ことが 多い が、 それ も 程度で ある、 今日はい ろい 

ろ 不愉快が こみ上げて いるから、 ついに ムラ ムラと し 

てきた 矢先へ、 お 絹が 変な もの を 突きつ けました。 

「これ は、 西洋のお 酒です、 まあ  一 口、 召 上って ごろ 


うじろ」 

ギヤマンの 瓶に 入れた 幾 本の 酒、 まず その 平べ つた 

い 一本 を 取って、 主 膳の 前にお 絹が 置き 並べた ので、 

酒と 聞いて、 和漢 洋の いずれ を 問わず、 主 膳の 気が や 

わらぎ ました。 

けとう 

「なに、 これが 毛唐の 酒？」 

「まあ、 もの はためし だから、 召 上って ごろうじませ 

おいやで したら、 吐き出して おしまいなさい —— でも 

じっと 辛抱して、 咽喉 を 通して おしまいに なると、 ま 

た 乙 だなん て おっしゃる かも 知れません、 もの はため 

し、 食べず嫌いなん ていう のがい ちばん やぼで ござい 


ますから ね」 

とお 絹 は、 ギヤマンの 栓を 外せば コップに なって いる 

仕 かけの を 抜いて、 主 膳の 前に 置き、 一杯 を 注いで や 

りました。 

異人 及び 異人 館の 讃美と 講釈に は、 ム カツ ク ほど、 

うんざ リ せざる を 得な か つ たが、 酒と い つ て 眼前に 出 

されて みれば、 主 膳と して また 心が 変る。 

やがて 主 膳 は、 それ をけ なし、 けなししながら 飲み 

にか かりました。 

それ、 酒の 趣は燜 にある、 燜を しない 酒に 何の 味が 

ある、 この 色 はどう だ、 第一 この ギヤマンなん ていう 


やつが 杯 酒の 趣に 添わない やつ だ —— 酒 中の 趣と いう 

もの は、 ー陶の 酒と いって 、すっきりした 陶土の 器で 

なければ …… なん ぞと 小言 を 言いながら、 それでも、 

チビ リ チビ リと 飲む に は 飲む のです。 それ を 傍らから 

お 絹が 取りな したり、 弁護 をしたり してす すめて いる。 

その 様子 を 見る と、 お 絹と いう 女 は、 洋酒 は 酔わない 

もの、 人 を 酔わす の は 日本酒に 限る もの だとば かり 考 

えて いるものの ようです。 そうでなければ、 最初から、 

この 男の 持った 病 を 頭に 置いて かからなければ ならな 

いのに、 今日は、 あれ もこれ もとお 強い 申して いる。 

見る 間に 一 本 は 空に な つ て、 また 次なる 一 本 を、 


「これ はまた 変って おりましょう、 この 方が 少々 甘口 

かも 知れません が …… 」 

やっぱり そうだ、 ためしに 飲む 酒と、 飲ます 酒 は、 

人 を 酔わさない ものと 心得て いるに 相違ない。 そうで 

なければ、 洋酒と いう もの は、 本来、 人 を 酔わす もの 

でない という 先入主で かか つてい るので しょう。 

お 絹 自身 は 飲まない から、 その 強弱の ほど はわから 

ない のです  あれ も、 これ もとす すめる うちに、 つ 

いに 主 膳 をして ろれつの 廻らない ものにして しまい ま 

した。 

そこに 至ってお 絹が、 はっとし ました。 おやおや、 


西洋の 酒 も 人 を 酔つ ぱら いにします ねえ  してみ る 

と、 これ は 度が過ぎました ねえ。 

-っ ろた 

お 絹 は、 はっと 狼狽えて、 思わず ギヤマン を 取 隠す 

ような 気になって、 手 を 延ばした 途端に、 主 膳の 面 を 

どんらん 

見る と、 その 三 眼の 貪婪に はじめて ギヨ ッ としました _ 

「お 絹、 もっと 飲ませろ」 

「ああ、 もう、 このく らいに なさい まし、 ねえ、 あな 

た」 

「いいん や、 もっと 飲ませろ、 飲めば 酔い、 酔えば ま 

た 飲みた くなる、 酒の 持つ 執念と いう もの は、 毛唐 も 

日本 も 同じ もの じ やて、 ハハハ ハハ」 


ものすご 

高らかに 笑った 主 膳の 声が、 屋敷 いっぱいに 物凄く 

響く の を 聞きました。 

「もうお やめ あそばせ、 馴れない もの を、 たんと 召 上 

ると 毒で ございます」 

「ハ、 ハ、 ハ、 お前が すすめて おいて、 いやがる おれ 

や ぼ 

に 飲ませながら、 今更 そんな 野暮 を 言うな い」 

主 膳 は のしかかって、 お 絹の 手から ギヤマン を 奪つ 

てし まいました。 

「ほんと に、 いけません ねえ」 

お 絹 は その 時、 西洋の 酒 を 憎みました。 西洋の 酒で 

なければ、 ここまで 主 膳 を 酔わせる ような こと をし な 


かった のに、 今 はもう 是非が ありません —— まず、 と 

リ あえず の 仕事 は、 主 膳の 身辺に あって、 病気が 発し 

た 時に 兇器と なるべき 物 を 押 隠して しまう ことで なけ 

れば なりません。 

幸いに して、 この 長 押に は 主 膳の 得意な 槍が ありま 

せん。 両刀が この 酒席より やや 遠い ところに ありまし 

た。 

お 絹 はな にげなく、 その 刀 を 取って、 自分の 後ろの 

方 にかいや りました。 

「ヽ、 ヽ、 ヽ、 ヽー 

-ノ  ノ  ノ  ノ」 

主 膳 は それ を 気取る や 気取らず や、 高らかに 笑い 上 


げた 面 をお 絹の 真正面に 向けて、 

「お 絹さん、 お前、 ラシ ヤメ ン という もの を 知って る 

か …… ラシ ヤメ ン という 淫獣を 知って るか、 毛唐の や 

つ は、 ラシ ヤメ ンを 買って 人間 扱いに はしない そうだ、 

そうだろう、 毛唐 本来が 人間の 部で はない の だ、 だか 

ら、 人 獣 相 楽しむ という なまやさし いので はない、 獣々 

相 楽しむ という ことになるの だ、 はは はは は、 お 絹、 

そち は ラシ ヤメ ンを 知ってい るか —— おれ も 放蕩 はし 

たが、 まだ ラシ ヤメ ンを 買って 楽しんだ ためしがない、 

お 絹、 何とかして くれ！」 


七十 四 

昨晚、 ああい う 珍 劇 を 演じた にもかかわらず、 今朝 

は 至って 閑静な もので、 神 尾 主 膳 はお ひる 近い 時分に 

あさげ 

なって 起き 出で て、 朝餉の 前の 仕事が、 昨日 買って 来 

た 拓本 を 開いて 見る ことでした。 

食事が 終る と、 もう 他事 は 忘れて しまって、 右の 拓 

本 を 前に、 机に 向って 墨 をす リ はじめました。 これ か 

ざん まい 

ら 一 心に 書道 三昧の 境に 入ろうと する のであります。 

昨日、 馬 道の 本屋から 探して 来た 拓本が 二通 ありま 


主 膳 は、 朝食 前から つくづく とそれ を 眺めて いたが、 

ここに 至って その 肉細の 方の 一 本 を 前に 置いて 臨摹を 

企てて みた ものです —— 

暫くの 間と いう もの は、 その 肉細の 拓本に 向って 一 

心に 臨摹を 試みて いたので すが、 

「どうも、 いけね え、 やれそう で やれね え、 見て いる 

とこの くらい やれそう で、 やって みると いよいよ むず 

力し レ」 

と 言いながら、 手本と 自筆と をし きりに 見比べ てい ま 

したが、 

「駄目 だ、 見れば 見る ほど 手本が 上って、 自分の が 落 


ちて 来る、 全く 及び もっかな いという やつ だな」 

こう 言って、 もう、 その 肉細の 拓本の 臨摹を 諦めて 

しま つ たようです。 

ここにた だ 肉細の 拓本と だけで 片附 けて しま つてい 

るが、 その 何人の 原 筆になる の だか は 主 膳 もよ く 心得 

あがな きた 

ずに 購 い 来った ものであります。 

心得ずに 購ぃ 来った という ものの、 手当り 次第に 

不見 転で 買って 来たので はありません。 

これ は、 確然と して、 支那の 名筆の 一 つで あると い 

うこと だけ は 見極め をつ けて、 特に 択んで 買って 来た 

ものであります。 弘法 まがい、 良 寛 直筆なん ていう も 


の は、 てんで 受附 けようと もしなかった ほどの 主 膳が、 

わざわざ 多数のう ちから 選択して 買って 来た この 二通 

の 拓本 は、 決して 無 鑑識の 品と は 言われな いもので あ 

リ ま 

まず、 最初に 説明し なければ ならぬ の は、 主 膳 はこ 

の ごろ、 書道に 於て こういう こと を 考え はじめて いる 

のです。 

かいしょ 

どうも、 楷書 を 本格に 手に入れてから でなければ、 

書道 を 語る こと はでき ない。 出直せ、 出直せ。 それ を 

しょうちく 

痛切に 主 膳が 考えて おりました。 山陽 だと か、 小 竹 

だと か、 海屋 だと か、 広 沢 だと か、 そんな ことが いけ 


ない。 本当に 書 を やる に は、 本家本元の 本格の ものに 

就いて 正楷を 本当に 叩き込ま なけり やならぬ。 今まで 

わがまま 

自分の やって いたの は、 殿様芸に も 足りない、 我儘と 

気任せ を 得意に な つ ての たくらせ ていたよ うな もの だ 

が、 ようやく、 書の 味が 少し 深くな つて 来る と、 自分 

の もの はもち ろん 素 臭紛々 たる もの だが、 いわゆる 

くろうと 

玄人の ものと いえ ども 和 臭紛々 —— 壁 隠しに して さえ 

いい 気 はしない。 ましてお 手本なん ぞ 論外で ある。 

本当に 書道 を 楽しむなら、 今までの もの を きっぱり 

と 捨てて、 全く 出直さなければ ならぬ、 それに は 日本 

の 書家に ついては 駄目 だ、 支那の 本格の ものに 就いて、 


本格に —— 特に 楷書から —— 主 膳 はこうい う 自省に 到 

達して いたのです。 

そこで、 昨日の 馬 道の 本屋 あさり も、 右の 持論に よつ 

て、 よきお 手本 を 探し出 そうとの 目的で ありました。 

そうして 選に 入った のが、 右の 二通の 拓本で ありまし 

た。 

更に 右の 二通 を 選び出した 目安と いう ものが、 支那 

しんかん  りくちよう 

の 本場 もよ ろしい が、 秦漢 だと か、 六 朝 だと か、 稚拙 

だか 豪 巧 だか 知らないが、 あれ はちよ つと 近寄れない。 

そうかと言って、 ずっと 後世に なって は 有難くない。 

そこで 主 膳 は 一生懸命 になって、 唐 代 あたりに 目安 を 


置いて、 そうして 右の 二通の 拓本 を あさり 出して 来た 

もので ありました。 

たしかに 初 唐 —— と 主 膳の 鑑識の あやまたなかった 

点 は 感心で ありまし たが、 なにしろ 右の 拓本と いえ ど 

あさ 

も 完本と いう わけで はなく、 残 欠 を 多数の 中から 漁つ 

て 来たので すから、 風格 は 確かに 初 唐で あっても、 筆 

者 は 何の 誰 人であって、 文章 は 何 をう つして いるの か 

ま.！ よま 

という 点に は 甚だ 不明瞭の 思い を 以て、 買い は 買つ 

て 来たので す。 

そうして、 今朝 来、 幾度 か 玩味しながら、 右の 拓本 

りん ま 

のうちの 肉細の 一 本に 向って 臨摹を はじめた のです が、 


手 を の ベ れば 届きそう で 、 追えば いよい よ 遠 いこと を 

知る に 及んで、 筆 を 投じた ものでした。 

そのうちに、 彼 は 拓本 を 幾度 か 見比べ 見直し、 印章 

の あたりに 眉 をす りつけ たりなん ぞ して、 

「とうてい 及び もっかね え —— 」 

なげう 

ついに それ を 抛って、 次に やや 肉太な 他の 一本 を 

取って、 同じく 臨摹を 試みた が、 この 方が 主 膳の 趣味 

筆力に も 合致す る ものが あるよう なので、 大乗り 気に 

なって、 且つ 写し、 且つ 眺めて、 我 を 忘れて いるので 

あります。 

そこで 主 膳 は、 この 肉細の 方の 楷書 は、 まだ 手前 共 


の 歯に 合う もので ない としてし まって、 暫く この 肉太 

の 方 を 師友と して、 あがめ 侍く ようにし ようとの 課 

目 を きめてし ま つ たようです。 

そうして、 筆 を さし 置いて 見る と、 いずれ をい ずれ 

として、 原本の 筆が 見れば 見る ほど 絶妙 だと 感ぜずに 

はおられません。 今まで 自分が 師事し 来って いた 法帖 

類 は、 全く 顔色が 無い のです。 

きんきん 

僅々 たる 残 欠 頁の 拓本で さえこの 通りの 光が ある。 

支那 はェ ライ 国 だ、 支那と いえ ども 外国 は 外国に 違い 

ない が、 近 ごろ はやりの 毛唐と は 品が 違う。 赤 ひげの 

毛唐 はみ みずの ように 横へ 筋 をのた くらせる ことの ほ 


かに は 何 を 知っている。 

支那と いう 国 は 全く 底の 知れない エラ ィ国 だ、 日本 

人 もこれ、 支那から 文字 を 持って来て 書いて いる こと 

千 有余 年に 及ぶ が、 こういう 字 を 書け る 奴が あるか、 

平安朝の 最初 時分の 二三 人 を 除いて は 全く 格段の 違い 

だ、 ことに 近頃の 学者 や 書家 共 の 字と きた ら —— 何 だ 、 

お 話に もなん にもな つた もので はない。 

主 膳 は ほと ほと、 この 二つの 拓本 を 見て 感に 堪えて 

しまって、 しかし まあ、 いくら 本場 だとい つて、 これ 

ほどに 書け る 神様が そう 幾人 も あるべき はずの もので 

はない、 ここ いらは 本場のう ちで も、 絶品に 近い もの 


に 相違ない が、 いったい、 この 筆者 は 誰な の だ …… 

本屋の 番頭なん ていう やつ は、 近 ごろ 半可通が チヤ 

ホヤ 言う もの だから、 良 寛たら 何たら いう 田舎 寺の 坊 

こうへ き 

主の キ ザな 筆蹟なん ぞを洪 壁の 如く 心得て いる 者 共 だ 

から、 拓本と はいえ、 こういう 神品に は 気づかないで、 

紙屑 同様、 択リ 出しに 任せて いる くらいだ から、 何の 

誰と いう 当りなん ぞ はっき はしまい から、 尋ねて みる 

の も 無駄 だが、 筆者の 名が 知りたい な。 完本で ないか 

ら、 印章 も 欠けて いるし、 奥 書 もな にもない から、 ま 

るで 手がかり は 無い の だが、 本来、 拓本 〔# 「拓本」 は 

底本で は 「択本 匕と はいえ、 これ だけの もの を 支那から 


取 寄せた 奴が あつたと して みれば、 目の ある 奴に は 相 

違なかった ろう。 そいつが もう 少し 念入りな 保存 法 を 

して 置けば よいのに —— 何 か 手がかり はない かな。 

主 膳 は それ を 知りた さの あまり、 幾度 も 幾度 も、 打 

返し 打 返し 紙面 を 改めてみ たけれ ども、 さっぱり 当り 

がありません。 しょうこと なしにつ い 裏 を 返して 投げ 

るよう に 眼 を やる と、 唐紙の 裏打ちの 一 端に 小さな 墨 

の 文字の かきいれが ある こと を 認め、 吸いつ くように 

見る と —— 最初の 肉細の 方の 一 本です —— 

ちょすい リ よう 

r 楮遂良 拓本」 

いとま 

の 五 文字。 はつ！ とした 主 膳が それ を 確め る遑も 


なく、 第二の 肉太の 拓本の 方の 裏 を 返して 見る と、 同 

じょうに 墨の かきいれ —— - 

「等 慈 寺 碑 拓本、 顔師 古筆」 

かきいれ 

委細 わからずに、 まず この 細字の 記入が、 重大なる 

手がかり を 与えた かの 如く、 主 膳 を 狂喜 させました。 

七十 五 

かえ つ て 説く、 不 破の 古 関の 関守の 家で は、 昨夜 「関 

山 月」 を 吹いた 関守と、 机 竜 之 助と が、 白昼 炉を 擁し 

て、 閑々 たる 物語 をして いました。 


この、 白昼、 炉を 擁して という 言葉が、 一応 吟味す 

ると、 意味 をな していない 言葉の ようです。 炉 という 

もの は、 白昼なる と 黒 夜なる と を 論ぜず、 物 を 煮たり 

人 を あたためた りする ことのた めの 造作の 一 つで ある _ 

これが、 白昼、 燈火を 掲げて というよ うな 意味なら ば 

怪しく も あるが、 白昼、 炉を 擁すと いう こと は、 意味 

を 成さな い 言葉 であるに かかわ らず、 それが ふさわし 

いものに 感ぜら るる ほど、 この 場が 明るい もので あり 

ま ^9 

「御存じの 通り、 関 山 月と いう 曲 は、 もと 胡 曲で ござ 

います、 ただ、 海 虱 万里 関 山 月、 海 虱 万里 関 山 月  


と 連続 的に 吹く だけの ものです」 

関守 は、 これ 以上に は 出典 も 解説 も 無い ものと きめ 

て かかって いる。 竜 之 助 は、 それ を もっと 深く 引き出 

そうと もしないで、 黙って いるう ちに、 炉の 焚火が、 

い い 心 持に 身 を あたためて くれます。 

「ところが、 その 単調な 関 山 月が、 拙者の 身に とって 

は 容易なら ぬ 思い出で ございま してな。 昨晚 は、 あれ 

を 手 向けの 心で 吹いて おりました。 その 手 向けの 一曲 

が、 はからず あなた 方 を 引 寄せて しまいました。 承つ 

て みれば、 この 懺悔 を 私から して 打明けて みない 限リ 

は、 関 山 月 も 浮ばれまい かと 思います。 そもそも 誰に 


罪が ある わけで は ございません、 この 尺八の 一 管が 悪 

いのですな」 

関守 は、 昨夜 吹きす さんだ、 かなり 古色 を 帯びた と 

ころの 一管 を 取り直して、 竜 之 助の 前につ きつけます 

と、 

「拙者 も 尺八 は 好きだ —— 必ずしも 拙者が 好きな の で 

はない、 父が 好んで これ を 吹いた もの だから、 つい 見 

よう 見 まねに  覚え こんで しまいました」 

「一 つ 吹いて ごらんなさい、 この 竹 は なかなか 宜しい 

竹です」 

取り直した 尺八 を、 今度 は、 竜 之 助の 膝の 上に のせ 


て やった ものです から、 竜 之 助 も、 それ を 受けない わ 

けに は ゆきません。 

「では 一 つ、 お聞きに 入れます かな」 

彼 は 膝 を 組み 直して、 一 管 を斜に 構えました。 

「いい 形です ね、 あなたの は、 形が 出来て いますよ」 

と 関守が 言う。 

お世辞で はない。 

まさか、 尺八 を 吹く のに 音 無しの 構えと いうの が あ 

ろうと も 思われな いが、 吹かん として 構えた 姿勢 は 物 

になって いました。 

物に なって いなければ ならない はずです。 剣 を 取る 


にして からが、 字 を 書く にして からが、 形が ととのわ 

なくて 物になる はず はない、 物に なって いる 人で、 形 

のととの わぬ 人と いう もの は あるべ き はずの もので は 

、」 、ゝ フ。 

る レ 力/り 

ほ 

関守 は、 尺八 を 取り直した 竜 之 助の 姿勢 を 見て 賞め 

ました。 

賞 めら れた竜 之 助と して は、 正師 をと つて、 そうし 

て、 厳しく しつけられた 形で はない が、 父の 弾 正の 遺 

伝と して、 こうしなければ 音 を 出せない ものとの 観念 

が、 知らず 識らず 出来て いるに 相違ない。 

そうして、 歌口 をし めすと、 無雑 作に 尺八が 音 を 立 


て そめました。 

吹き出で たの は、 例の 覚えの 「鈴 慕」 の 一曲。 

それ、 「虚空」 が 天上の 音であって 「虚 霊」 が 中 有の 

音、 「鈴 慕」 に 至って、 はじめて 人間の 音で ある —— と 

いう こと は 前に 述べた こと も ある。 それ を 繰返して 言 

えば、 行け ども 行け ども 足の 地上 を 離 るるとい うこと 

なき 人間の 旅 —— 歩み 歩ませられながら、 御 自分 は、 

いずれより 来って、 いずれに 行く や を 知らない、 萩の 

うわ 風 もの わびしく、 萩の うら 風 ものさびしい、 この 

地上 を 吹かれ 吹かれ、 流され 流され 行く 人生 —— そこ 

に 蝸牛 角 上の 争い は ある けれども、 魚竜つ いに 天に 昇 


るの かけはし は 無い、 纔 かに 足 を 地に つけながら 仰い 

で 天上の 楽に 憧れる の 恋が ある、 「鈴 慕」 は 実に それで 

す。 されば こそ、 無限の 空間のう ちに、 眇眇たる うつ 

せみの 一 身 を 歩ませ、 起る ところな く、 終る ところな 

く、 時間の 浪路 を、 今日 も、 昨日 も、 明日 も、 明後日 

も、 歩み 歩み 歩ませられて 尽くる ことなき、 旅路に な 

やむ 人に とって は、 「鈴 慕」 の 音節 ほど、 人間の 脳 を 根 

本から 振り 動かして 泣かせる もの はない のです。 

ただ、 音楽と いう もの は 天才の 仕事で あるし、 天才 

はまた 人格  世間の 言うよ り は、 もっと 広い 意味に 

於ての 人格の 仕事に は 相違ない けれども —— ただ 一 つ、 


最も 怖るべき こと は 天才が 無くと も、 人格が 無くと も、 

ただ 楽器 そのものの 有する 権能が、 それに ハ— プを与 

えさえ すれば、 ある 点まで 人生の 秘奥が 開放 さ れ てし 

まう という 危険 —— ヤス ャ ナポリ ャナの 聖人 は、 これ 

こんしん 

がた めに 渾身の 恐怖 を 感じて いる。 孔 夫子で さえ も、 

その 人に よって その 楽 を 捨てず、 と はま だ 道破して い 

なかった。 自ら 感ぜ させた ものが、 人 を 感ぜし める と 

ころの 烈しい 魔力。 

天上に 導く 力が ある もの は、 また 地上に 叩き 落す 力 

もなければ ならない。 

吹き 終った 時、 怖ろ しい ほど 長い 沈黙が 二人の 間に 


続き ましたが、 その後に、 関守が 感慨 深く 言いました、 

「われわれ 世捨 人に とって、 鈴 慕の 曲 ほど 罪な 曲 は あ 

りません  」 

七十 六 

何が、 どう 緒 になった か 知れない うちに、 関守の 

ざんげば なし 

懺悔 話と なりました。 

「やつ がれが 漂浪の 身 も、 もとはと 言 え ば 恋からで す。 

恋 も、 尋常の 青春の 戯れと いうよう な もので はあり ま 

せんでした、 血の 出る ような 恋愛 —— つまり、 不義の 


恋であった のですな。 もとより、 主 ある 人の 妻 を 犯し 

たのです」 

「  」 

おの  うめ 

竜 之 助 は、 関守の 己れ を 曝露す る ことに 対して 呻き 

ました。 

「まあ、 お聞き 下さい、 こんな こと は 話 をす るの も 愚 

かの 至りです けれど、 この 愚か さ を 引出した の は、 あ 

なた の 鈴 慕です。 あなたの 鈴 慕 は、 人 をして 天上に あ 

こがれし めないで、 地上に 引落す 鈴 慕でした から、 是 

非 もありません。 そこで …… 」 

それ を 前置に して 関守 は、 次の ような 長話に うつり 


ました。 

「拙者が、 若い、 まだ 二十 台の 時分でした、 拙者の 友 

人に 妻が ありました、 その 時 は 拙者に も、 もはや 女房 

があった のです が、 その 友人の 妻 は、 家中で も  一 二と 

言われる 美人でした、 美人で そうして 貞淑な、 ほんと 

うに 奥様と して 申し分のない 女で ありました。 その 友 

人と いうの が、 無論、 拙者に は 竹馬の友でして、 鈍重 

な 男で は あるが、 軽薄 才子ではありません。 おた がい 

は 兄弟 同様の 交り をつ づけて いた ものです が、 その 友 

人の 妻と 夫との 間 は、 それよりも 親しい ものでした。 

親族関係 はない が、 双方の 親た ちが 許して、 子供の 時 


分から 友人の 家へ 引取って、 生活 を 共に している もの 

ですから、 当人た ち は 他人と いう こと も、 行末 は 夫婦 

という ものになる の だとい うこと も、 よく 知って おり 

ながら、 その 感情 は、 兄妹と 同じように 熟して しまつ 

ている のです から、 いざ 結婚と いう ことが、 少しも 感 

激 にな りませんでした。 要するに 一 つの 儀式に 過ぎな 

いものに なって、 それ を 通過した 後 は、 やっぱり 兄妹 

と 同じ ことの 親密 さ 以外の 何物 も 味わえな か つたし、 

また 二人と して は、 味わおう とも 期待して いなかった 

し、 味わうべき もので もなん でもない と、 世の中の 夫 

婦 関係と いう ものに は、 親密 以外の 何物 も あるの じ や 


ない と、 もう、 ほとんど 先天的み たように、 そう 思い 

きって 暮 していた 間へ、 拙者と いう ものが 現われた の 

です。 いや、 拙者が 現われた ので はなく、 この 短 笛 I 

くせもの  まかぜ 

I この 一 管の 曲者が 魔 屈 を 吹き こんで しまいました」 

関守 は 手 をのべ て、 竜 之 助の 下に 置いた 尺八 を、 自 

分の 手に 取 戻して、 話 をつ づけました。 

「昨晩の ような 清風 明月の 夜の 合奏が、 そもそも 事 を 

起させる 夜で ありました。 そのいき さつの くわしい こ 

と は 申しますまい、 それより 拙者 も 恋をする 人に なり 

ました。 しかし、 相手方の 愛 は、 こちらよりも 一層 哀 

れ なる もので ありました。 彼女 は、 はじめて 恋愛と い 


う ものが この 世の中に 存在して いると いう こと を 知つ 

たのです  拙者の 方 は、 必ずしもそう では ありませ 

ん、 その 時の 自分の 女房と も 恋愛に 似た もの を 経験し 

ていたし、 その 以前に も …… とにかく、 夫婦と いう も 

の を、 兄弟と より 以外の 親密に 置く こと を 知らな かつ 

た 女が、 魔の 如く、 鬼の 如く、 火の 如く、 水よりも 烈 

しい、 曠初 以来、 人間 を 手玉に 取って、 炎々 たるる つ 

ぼの 中へ 投げ込む ところの、 投げ こまれて 悔 ゆる こと 

を 知らない 恋愛と いう 怖ろ しい 力に、 生れて 初めて 当 

面した、 友人の 妻の 力と いう もの は、 哀れに も 大きな 

もので ありました。 拙者と て、 若い 身空で はあり、 も 


とより 日頃より 嫌で はない という 感じ を 持つ ていた、 

しかも 本当の 意味での 美人ら しい 美人で したから —— - 

1 曰かろう はず はな い のです」 

関守 は 感情に 圧迫され たように、 言葉 を 区切り、 や 

がて、 渋茶 を 一 ぱい 飲んで 咽喉 をうる おし、 

「こういう ことの 結果 は、 たいてい 世間に 見られる 通 

りの 破滅の 道に 急ぐ のが 通例でした けれど、 幸 か 不幸 

か、 この 怖ろ しい 二人の 間の 魔力が、 全く 予想外に 無 

難に 進んで 行き ましたの は —— 友人 は 竹馬の友で、 拙 

者 を 少しも 疑って いない、 よし 疑って いな いまでも、 

自分の 女房に 対しての 自覚と、 特別の 愛情と が ありさ 


え すれば、 おのずから 警戒と いう 心が 生ずる ものな の 

です が、 その 友人 は 全く 警戒 をして いないの です。 自 

分の 女房に あやまちがない と 絶対 信任して いると いう 

より は、 女房が あやまち をした からと いっても、 それ 

を 咎め立て する ほどに 女房に 対して 隔意 を 持って いな 

いほ どに 親密 —— と で も 言 つた 方が よいでしょう。 で 

すから、 二人の 間の 火の 出る ような 関係が、 少しも さ 

ゎリ なく  そうして また 友人の 妻 も、 それ をよ いこ 

とと は 信じて いなかった であろうが、 衷心から 悪い 

ことと は 信じ きれないで、 愛せねば ならぬ 人 を 愛する 

こと も、 恋せずに はいられない 人 を 恋する の も 同じ こ 


とで ある —— そこで、 この 奇妙なる 関係が、 妻 は 妻と 

して 今まで 通りに 夫 を 愛し、 新たな 愛人 は 愛人と して、 

こんしん 

渾身の ある もの を 捧げる という ことに 矛盾 を 感じて い 

なかった ようです。 ですから、 拙者 を 愛しても また、 

彼女 は 貞淑 善良なる 友人の 妻で ある こと を 失いません 

でした。 拙者と しても また、 おのずからの 力で、 こう 

進められて 行った その 力に 杭し きれない だけで、 友人 

の 妻 を 奪った とか、 おくび にも その 痛快 を ひらめかす 

とか、 嫉妬 を 煽る とかいう ような 振舞 は 少しもし ない 

で、 竹馬の友 は 竹馬の友 として 昔に 変らず、 表面の 交 

際 をつ づけて 行った のです から、 二人 は、 もう 不義の 


恋です が、 今でも 拙者 は、 不義と はどうしても 覚りき 

れ ません が、 本当に 溶ける ような 甘い 思い を 味わって 

行きました。 いや、 こんな 話 は、 お聞かせ 申すべき は 

ずで は ござらぬ が、 さいぜん も 申す 通り、 拙者 をして、 

語る ベ からざる こと を 語らし むる ように 誘発され た責 

め は …… あなたに ある、 いや、 あなたの 鈴 慕が それ を 

そうさせ たの だから、 拙者と して 語りつ くす ところ ま 

で 語り 尽 さなければ、 話 端の 業が つきない のです。 ま 

ず、 お茶 を 一 つ 召 上れ」 

渋茶 を 竜 之 助に もす すめ、 自分 もまた 飲んで 後に 語 

り つづけました。 


「ところが、 その 道ならぬ恋 を、 どこまでも 奥深く 味 

わい 尽 させる ように、 我々 の 環境が 出来て いたと いう 

の は、 拙者の 女房です —— 拙者の 女房 も、 決して 悪い 

女ではありませんでした、 家中で 身分の いい 家の 娘で、 

拙者と は 多少の 恋愛 感情と、 相当 受難 を もって出来た 

間柄です から、 拙者 は、 友人の 妻との 関係が 出来て か 

ら、 友人 そのもの に対する 感じよりも、 自分の 妻に 対 

して、 済まない という 良心の 働きが 先でした けれども、 

女と いう もの は、 そういう 感覚 はいつ そう 鋭敏で あつ 

て、 拙者が 良心に 済まない と 感ずる 先に、 拙者の 挙動 

を 見抜き、 感じぬ いていました。 そこ は 女です から、 


大いに 悲観して、 拙者の 上に 重い 感情の 圧迫が 下り ま 

した けれど、 拙者 は、 もう 覚悟して、 女房に 向って 一 

切 を 打明けて しまった のです。 それが よかった のか、 

女房が 賢かった のか —— それから 以後、 女房が かえつ 

て 我々 に 同情して くれる ようになりました。 それ は 女 

のこと ですから、 事に 触れて は 感情が いら 立った よう 

です けれども、 一 面に はまた 友人の 妻と、 拙者との 間 

に 同情して、 二人の 間 を かばって くれる —— という 行 

き 方 も ありました。 自分の 夫が、 自分に 対しての 愛 を 

失わない 限り —— 二人の 間 を 黙認す る、 そういう 折 合 

いが、 拙者と 女房の 間に 熟して 行って、 冗談と、 から 


かい 気分で も、 おた がいの 関係 を あしらえる ほどに 

なって 行き、 拙者の 女房 は 内心で、 家中  一 二 を 争う 美 

人、 殿様で さえが お 気があって 物に ならなかった 女が 

向う から 落ちて 来たと いう 自慢 —— 女に は 強烈なる 嫉 

妬心と 共に、 こういう 変則な 自負心 も ある ものな ので 

す。 わが 夫 なれば こそ、 ものに できない 相手 を ものに 

する  もとより、 そんな こと を 自慢 面に 口の端に の 

ぼせ る わけで はない が、 そういつ たような 感情 さえ も 

拙者に は 見られる ほどに、 おた がいの 心 は 打 解けて 

行った の だから、 四 人 二 家族 は、 もう 他人の ような 感 

じ はしない のでした」 


今まで、 尺八 を 構えた 姿勢で 坐って 聞いて いた 竜 之 

ひじまくら 

助が、 ごろり と 横にな つて、 肘枕に あちら を 向いた の 

は その 時の ことです。 

話題 を さまたげる 何物 もない 以上 は、 ここまで 語れ 

ば、 いやで も その 行く 道 を 語りつ くさねば ならない 関 

守の 告白、 じっとし ている 限リ は、 受け きれても、 受 

け きれなくても、 受けねば ならぬ 竜 之 助の 立場で あり 
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七十 七 


関守 は 炉の薪 を 加えながら、 綿々 として 語りつ づけ 

ました  

としん 

「こうして、 我々 の 間 は 無事に、 沈黙と、 黙許と、 妬心 

りょうかい 

の 間の 諒解と、 愛の 分割と 集中と を 自由に 許される 

ままごと 

気持のう ちに、 夢の ような、 飯事の ような、 また 何と 

もい えない 甘苦し い 陶酔のう ちに、 それでも 無事に 日 

は 進行して 行き ましたが、 ここに 許さない 故障が 一 つ 

湧き起りました、 それ は 世間と いう ものです」 

鉄瓶が ちんちんと 沸騰して きたから、 関守 は 火箸 を 

あげて、 ちょいと 蓋の つまみ を 外して 置いて、 

「世間と いう やつ ほど、 お節介な もの はない のです I 


I 本来、 こうして、 我々 当事者 間が 無事に 進行して 行 

きさえ すれば 何の こと はない はずで あるのに、 利害 も、 

感情 も、 関係の ない はずの 世間と いう やつが、 かぎつ 

けて 騒ぎ 出しました。 まことに よけいな ことです、 平 

地に 波瀾 を 起す の はま だよ いが、 溝の 中 を 掘り さげて、 

どぶどろ  ま 

溝泥 を 座敷の 中に 蒔き 散らす ような こと をして、 そう 

して 世間と いう やつ は、 いっぱし 正義 を 行い、 道徳 を 

保護して いるの だとい う 気になる の だからた まり ませ 

ん —— 誰い うとな く、 我々 の 間が 世間の 口の端に のぼ 

ると、 その 口の端が 口火 をつ けて、 二人の 最寄りのと 

ころから、 手づ めの 圧迫が 起る ようになって 来たので 


す。 すなわち 一 方 は 友人の 親戚の 者 —— 一 方 は 拙者の 

妻の 身よりの ものです。 友人 は 右に 言う 通りの 心理 状 

態で あり、 拙者の 妻 は 同情 を 以て かばい 合う という ほ 

どに 打ちと けて いるに かかわらず、 これで はいけ ない 

と、 火事の 火元で も 見つけた 気になって 騒ぎ 出した の 

が、 世間と いうお 節介で、 それに 油 を そそぐ のが 親類 

という 御 親切 者です。 この 二つの 火の手で、 我々 の 善 

良な 二つ の 家族が 無惨に 焼き 亡ぼされた のみならず、 

いくつの 人命の 犠牲まで が 現われた というの は 愚の 極、 

劣の 極 —— これ は 世間の 罪です」 

世捨 人と しての 関守が、 世間 をのろう ような こと を 


言い出し たの も 話の 順序でしょう。 

「世間と いう やつ は、 なんでこう いうお 節介な こと を 

しなければ ならない のか、 今では、 それ も 相当に わか つ 

ています が、 その 時 は 血気盛りで したから、 むやみに 

憤慨し ました。 いったい、 家中の 面目 だの、 武士の 道 

義 だのと 言う けれど、 殿様 —— つまり 国主 大名と いつ 

たような 連中に も、 家臣の 女 を 自由にす る はもと より、 

その 妻 を 犯す 者が いくら も ある、 それ は 大抵 無事に 塗 

リ かくして しまって、 我々 の 純なる、 おた がいに 許し 

合つ て さまたげ のない 仲 を、 わざわざ あばき 立てて、 

どうしょ うとす るの だ。 しかし、 噴嘅 したと ころで、 


上り はじめた 火の手 はいよ いよ 強くなる ばかりで、 二 

家 四 人 を 取 囲んで、 むしむしと 焼き立てました —— こ 

あお 

う 周囲から 煽られる と、 いやで も 自火に なること を 免 

れられ ようはず がありません、 こうして 我々 は、 内外 

共 に 破滅 の 時が 参りました」 

関守が そこで 長大息 をして、 

「その 結果が ついに、 世間の 手で 友人の 妻 を 殺して し 

まいました、 夫の 膝 を 枕に して 友人の 妻 は、 自分の 手 

い のち 

で 自分の 生命 を、 武士の 妻ら しく 処決して しまい まし 

たけれ ども、 実は 世間と いう ものが 殺した のです。 世 

間 は、 あの 妻の、 罪と はいえない 美しい 罪 を 責めて 殺 


した だけで は 納まらず、 その 無心な 夫 を も 殺して しま 

いました、 その 時に、 友人の 妻 は、 友人の 手に 介抱 さ 

れ ながら 死にました、 同時に その 友人 も、 武士ら しい 

処決 をして しまいました。 夫の 膝 を 枕に して、 その 破 

滅の身 を 横たえて いる 妻なる 人の 屍骸 を 見た 時に、 拙 

者 は はじめて 憎い と 思いました —— その 当然の 帰結と 

して、 同じ 枕に、 もう 一人の 男が 命 を 絶たなければ な 

らな いのです。 いや、 これよりも 以前に、 こうしな け 

れば 面目の 立たない 男が 一人いた のです が、 その 男 は 

死にお くれました。 死にお くれたと はいえ、 死 を 怖れ 

たので はない、 その 男 は 友人の 妻の 屍骸 を、 友人の 膝 


から 抱き 取って、 同じ 運命に 急ごうと した 時、 それ を 

そうさせな いものが ありました。 死んでも 死にたり な 

い 身、 二人が こうなる 以前に、 こうしなければ ならな 

かった 身が、 ひとり われと 我が身 を 処決ので きないよ 

うにして しまった 一 つの 力が ありました。 それ は、 拙 

者の 女房であった のです …… 

拙者の 女房 は、 この 場へ かけつけて、 拙者 を 死なせ 

ませんで した。 あなたが いま 死んで はなん にもなら な 

い、 ただ 犬 死 だけで 済むならば、 その 犬 死で もよう ご 

ざん すが、 あなたが ここで 死んで しまえば、 九族まで 

が 未来 末代の 恥 を 着なければ ならない —— この 二人 を 


殺した の は あなたで もなければ、 わたしで も ありませ 

ん、 また このお 二人の 自業自得で もありません、 この 

二人 を 殺した の は、 世間と いうお 節介 者です —— 世間 

が 殺した の だから、 世間に 罪 を 負わせて やらなければ 

ならない 道理 をお 考え 下さい、 と 拙者の 妻が 諫め まし 

た。 つまり、 この 御 夫婦 は、 世間の 誤解の ために 殺さ 

れ、 身の 潔白 を 証拠立てる ことに 死んだ ので ある、 そ 

れを、 あなたが、 ここで 同じ 枕に 死んで しまえば、 か 

えって 世間の 誤解に 裏書き をし、 せっかくのお 二人の 

身に 潔白が 立たない とこう 言う のです。 ですから、 あ 

なた はこ こ は、 どんなにしても 生きて いただか なけれ 


ばなら ない、 わたしが どうしても 殺さない、 そうすれ 

ば 世間が 自分で 自分の 罪 を 着ます、 ああ、 あの 夫婦 は 

潔白な ものであった、 死 を 以て それ を 証明す る ほど 潔 

白な もので あつたと  一 切 を 帳消しに してし まい ま 

す、 そうすれば、 あなた も 不義の 名 をの がれます、 わ 

たくし も、 わたくしの 一家 も、 不義 者の 女房と して、 

親類と しての 世間の 批評から のがれる ことができます、 

ここ は、 あなた 一 つの 身体であって 一人の もので は あ 

ことわ リ 

りません …… と 女房が こう 理 を わけて、 拙者の 死 を、 

金剛力で おさえた ものです。 そこで 拙者 は、 死ぬ にも 

死なれない 苦痛に 全く 昏倒して いました が、 万事、 拙 


者の 女房が 捌 きをつけて くれました。 女房 は、 拙者に 

諸国 修行 をす すめました、 自分 は 甘んじて 離縁 を取リ 

さび 

ました。 以来、 拙者 はこうして 旅から 旅に 淋しく 老い 

行こうと します が、 その 昔の こと は 一切 思うまい、 見 

まいとして 今日まで やって来 ましたが、 今日に なって 

長々 と 三十 年 前の 愚痴 を 繰返して 作業 を 新たに する の 

は、 自身の 罪ではありません、 鈴 慕に 誘惑され た 一 管 

の 罪です。 どうです、 その 尺八 を 砕いて、 この 火の 中 

にくべ てし まおうで はありません か」 

ここで、 関守の 身の上の 長物 語 は 一通り 終りました 

が、 竜 之 助 は、 いっか 知らず 右の 尺八 を 膝の 上に のせ 


ていたの を、 また 取り直して 構えながら、 

「よろしい、 では 最後の 思い出に、 もう 一曲 吹いて み 

よう」 

歌口 をし めして、 再び 吹き出 づる これが、 またして 

も 鈴 慕の 曲 —— 

七十 八 

いたび さし 

不 破の 古 関の あとに 近く、 その 板 廂の屋 の 棟の 見 

ゆると ころまで 来て、 弁 信 法師が、 はたと 歩み をと ど 

めました。 


盲目と はいえ、 この 旅路に 於て は 弁 信が 手引で あつ 

て、 お雪 ちゃんが 追従の 形で ありまし たから、 弁 信が 

行く ところ へ は 行き、 その 留まる ところ へ は 留まらな 

いわけに ゆきません。 杖 を 立てた 弁 信が 首 を 傾けて、 

物の 音に 聞き入りました。 

「いけません  J 

「どうした のです、 弁 信さん」 

「あの 笛の 音 をお 聞きなさい」 

「そうね え」 

お雪 ちゃんが 耳 をす ます 時、 荒野 をつ とうて、 清亮 

なる 一 管の 音色の 冴えて ここに 伝わる の を 聞きました _ 


そうして、 その 一 管の 音 もど こから 起り ましょう、 ま 

さしく、 原 中の 一 軒 家に 近い、 あの 不 破の 関 屋の 板廂 

の あたりから 起る 以外の 何物で もありません。 

れ、， ま 

「あ、 弁 信さん、 あれ は 鈴 慕です」 

弁 信が 教える まで もな く、 お雪 ちゃんが 先刻 合点の 

音色でした。 

その 音色 を さとると お雪 ちゃんが、 胸 を わくわく さ 

せて、 はずみき つてく る 鼓動が、 弁 信の 勘に は瞭々 と 

伝わって 来る のでしょう、 それ を 抑える ように 言い ま 

した。 

「まあ、 お待ちなさい、 お雪ち やん、 あの 曲が 終る ま 


で …… 」 

「だ つ て」 

「あれが 吹き 終る まで、 ここに 待って いらっしゃい、 

その上で、 関屋の あと を おとずれても 遅く はあり ませ 

ん」 

「でも、 あれ は、 もう 鈴 慕に 違い ございません もの。 

ああ、 白骨の 柳の 間の ことが 思われます、 違いません、 

ちっとも 違いません、 あの 音色  あれ を ああして 吹 

く 人 は、 別の 人であろう はずはありません もの。 弁 信 

さんの 勘が 当りました、 ほんとうに 神様の ようでした。 

ああ、 いい 音色 …… 」 


弁 信に ささえられて、 じっとして それ を 聞き惚れて 

いたので はありません、 その 音色に そそられて、 しば 

しの 間 も、 ここに 留まる こと を もどかし がるお 雪ち や 

んの心 —— それ を 弁 信 は 沈みき つて、 抑留して いるの 

は、 あえて 自分が、 それより 一寸 も 進もうと しないの 

で わかります。 

「弁 信さん、 早く 行きましょう」 

「まあ、 もう 少し 待って 下さい、 あの 一 曲が 終る まで」 

「わたし は、 じっとして いられない、 あなた は あの 笛 

の 音 を 聞いて、 わたしに 留まれと 言います けれども、 

わたし は、 あの 笛の 音 を 聞いて 一層、 じっとし てはい 


られ ない 心 持に なりました、 行きましょう よ、 弁 信 さ 

ん」 

「ああ  」 

「いけません ねえ、 弁 信さん、 今にな つて、 そんな 心 

細い 姿 をして しまって は …… 第一、 わたしが 困つ ちま 

うじゃありません か」 

「お雪ち やん、 わたくし は あの 笛の 音が 気に入り ませ 

ん」 

「気に入る の 入らない のって、 なにも 弁 信さん に 聞い 

て くれと 言って 吹いて る わけ じ やない じゃありません 

か。 あれ は 鈴 慕です、 そうして 吹いて いる その 人 も、 


わたしに は、 はっきり わかって いるから、 こんなに 心 

が ワク ワクす る、 それが、 弁 信さん にも わからな けリゃ 

ならない はずじゃありません か」 

「それ は、 ようく わかって います けれどね、 お雪ち や 

ん  < という もの は、 高尚な 音楽 を 吹いても、 心に 

邪気が ある 時 は、 人 を 殺します。 俗曲 を 吹いて いても、 

その 人の 心が 高尚なら ば 人 を 救います。 今、 あの 短 笛 

の 音色 は 決して 高尚なる 音色ではありません」 

「まあ、 ほんとうに 困ります ねえ、 弁 信さん の 耳 は 別 

物なん だから 話に ならない わ、 わたしたちに は 高尚 だ 

か、 殺伐 だか、 そんな こと はわ かりません、 ただ、 尺 


八の 音が して、 それが 鈴 慕の 曲 だとい うこと だけが わ 

かるので す、 それだけで いいじゃありません か —— 悪 

ければ 悪い ように、 当人に 穏 かに 忠告して あげれば、 

それで 済む ことじ やない の」 

「そうではありません、 あの 音色 は  曲 はま さしく 

鈴 慕です けれども、 音色 は 全く 違います、 あれ あれ、 

あ の 殺気 を 帯び た 高調 をお 聞きな さ い、 あの 低く 落ち 

た メリ カリの 間 をお 聞きなさい、 弁 信で さえ も、 妙な 

心 持になります、 女人に 聞かせて はた まらない 音色で 

す —— あれです、 あれが 真に 人 を 悩殺す るの 音色です。 

今、 あの人 は 尺八 を 持って、 それに 吹き込んで いるか 


ら、 まだし も 幸いでした、 あれが 剣 を 持てば 人 を 抉る 

音な のです —— 女 を 見れば、 貞操 を 奪わねば やまぬ 音 

色な のです」 

「ああ、 どうしましょう、 弁 信さん、 わたし も 女です 

けれども、 わたしに は、 ちっとも、 そんな 感じ は 致し 

ません —— ただ、 清らかな 鈴 慕の 音ではありません か」 

「そう 聞え る ことが、 いよいよ 魔力の 深い 証拠な ので 

す —— わたくし は、 これより 一尺 も、 あなた を 進ませ 

る 気になりません、 少なくとも あの 魔 気が 消滅す る ま 

では、 あの 笛に 近いと ころへ、 あなたと いう 人 を 近づ 

ける わけに は 参りません」 


「そんな こと を 言った つて 弁 信さん、 いつまでも、 こ 

こに こうして おられます か —— そんな 魔 気と やら、 毒 

気と やらが、 いつにな つて 消滅す るので すか」 

「ですから、 こうしましょう、 お雪ち やん」 

と 言って、 弁 信 はお 雪ち やん を 顧みて 次の 如く 提言し 

ました。 

「お雪ち やん、 わたくしが 一 足さき に 行って、 様子 を 

見て 来ます、 いかなる 現場に、 いかなる 人と 応対な さ 

れば こそ、 ああまで 一 管の 音色が 変る もの か、 それ を 

わたくしが 一 人 だけ 一 足さき に 行って、 一 通り 認めて 

参ります から、 そうして、 もし、 わたくしが、 ちょつ 


とで も 身 を 現わす ことによって、 また その 場の 空気が 

変らない とも 限りません  そうして 下さい、 暫く、 

ここに あなた 一人で 待って いて 下さい、 お雪ち やん」 

「弁 信さん、 あなたが 待って いろと 言えば、 それ はわ 

たし は 待たない と は 言いません けれど  何とい つ て 

も、 ここ は 関ヶ原の まんなかで、 淋しい ところです、 

淋し いのは 厭いません が、 ここまで、 つ ぃぞ 離れな か つ 

た 弁 信さん と、 ちょっとの 間で も 離れる のが、 わたし 

はなんだ か 気になって なりません、 平常なら ば 何でも 

ない のです けれど、 弁 信さん が、 今 も あんな こと を 言 

う もの だから …… 」 


「どこか、 その 辺に、 あなたの 休んで いるよう な 家 は 

ありません か」 

「ありま せんね、 あ、 あそこに、 ちょっと したお 堂の 

屋根が 一 つ 見えます」 

「では、 そのお 堂に、 人が 住んで いましたら、 一応の 

御 挨拶 をし、 誰もお りませんでしたら、 そのまま、 ほ 

んの 少しの 間、 待って いて 下さい」 

「では、 そうしましょう、 弁 信さん、 すぐに 帰って来 

て 下さい」 

「吉凶  いずれにしても、 すぐに 帰って 参ります」 

「では、 弁 信さん」 


「お雪ち やん、 では、 わたしが 一 足お 先に …… 」 

弁 信が 一 一足 三 足 歩き 出す と、 何 かしら 急に 心細く 

なった お雪ち やん は龃 けよ つて、 

「ねえ、 弁 信さん、 もしかして、 あなたの 話が 遅くな 

ると か —— 一 人で は 迎えに 来られ なくなった 時 はどう 

しま T9」 

「あ、 その 心配に は 及びません、 もしゃ、 予想外に 手 

間が かかる ようで したら、 かまいませんから、 弁 信の 

名 を 呼んで 出て いらっしゃい」 

「かまいません か」 

「かまいません  です けれども、 辛抱 できるだけ は 


辛抱して、 わたしの おとずれ をお 待ち 下さい」 

七十 九 

かくて、 お雪ち やん は、 弁 信 を 一足先に 関屋 へやり、 

自分 は 小一 町 を 小戻り して、 と あるお 堂のと ころまで 

引返して 来ました。 

そこへ 来た 時 は、 お 堂に は 誰もい ませんで した けれ 

けしき 

ども、 誰か 住んで いる 気色 はたし かにあります。 お雪 

ちゃんが お 堂の 前に \ィ んで いる ことしば し、 自分の 

入って 来たと 同じ 方向から 人の 足音が 聞え ました。 


最初 は、 弁 信さん かと 爪立てて 見ました が、 一 直線 

な 入口です から、 そこから 来る 人が 弁 信で ない ことが 

一 目で わかりました。 

かお  ずきん 

それ は、 手に 秋草 を 持って、 面 は 頭巾で 覆うた、 

ちょっと この辺に は 思いがけない ところの、 なかなか 

気品の ある 婦人の 姿であります。 

仮り に、 これ を 貴婦人と 言いましょう。 右の 貴婦人 

は、 こんな 淋しい ところへ、 一人のお とも もつれない 

で、 平気で 入り こんで 来る こと も、 お雪 ちゃんの 眼 を 

ひきました。 

当然、 あの 入口 を、 こういう ふうに 進んで 来れば、 


現にお 雪 ちゃんが いると 同じ 地点へ 出なければ なり ま 

せん、 同じ 地点へ 来れば、 いやで もお 雪 ちゃんと 面 を 

合わせな いわけに は ゆかない のです。 

果して、 先方 も、 ここに 見慣れない 旅の 娘が ネんで 

い つ とき 

いる こと を 思いがけな いとして、 頭巾の 中から 一時 

こっち を 注視して いたよう でした が、 近づく に 従って 

面 を そらし、 

フ J ん にち は  1 

と 言って、 貴婦人 相当の 鷹揚 さで は あるが、 初対面の 

人に 礼 を 失わずに 挨拶 をして から、 それ をつ づけて、 

ときわ ごぜ ん 

「あの、 常 盤 御前のお 堂 はこ ちらで ございま すか」 


「いいえ、 あの …… 」 

問い かけられて、 お雪 ちゃんが 少し 狼狽し ました。 

それ は、 不 破の 関屋の あと は どちらです かとで もたず 

ねられたならば、 お雪 ちゃんとしても 即答 は 骨が折れ 

なかった でしよう けれど、 全く 予期に 無かった ところ 

の 常 盤 御前と 浴せられ て、 言 句に つまつ たもの のよう 

です。 でも、 やっと、 

「わたし は、 旅の 者で ございま すから、 よく 存じ ませ 

ん ので …… 」 

「あ、 左様で ございまし たか」 

ずきん 

と 言って、 右の 頭巾の 貴婦人 は、 お 堂 を 左の 方へ 廻り 


こみ、 

「おお、 わかりました、 常 盤 御前のお 堂に 相違 ござい 

ません」 

「左様で ござ います か」 

お雪ち やん も、 ていねいに 挨拶 をし ました。 

「お 堂 はこれ としましても、 お 墓 は …… 」 

右の 貴婦人 は、 これ を 常 盤 御前のお 堂と たしかめて 

から、 なお、 堂の 周囲 をめ ぐリ、 中 を 少し のぞき 込ん 

だり して、 まだ 何物 を か 確証 を捉 もうとの 風情で いま 

した。 

お雪ち やん も、 そう 聞いて みると、 これが 常 盤 御前 


のお 堂で あると いう 知識から、 自分 も 頭巾の 貴婦人と 

同じく、 このお 堂 を 見直して みたが、 別段に 構造 や 建 

築に 変った ものが あると も 見られません。 

お 堂 を 一 めぐりした 頭巾の 貴婦人 は、 また 前の 地点 

にも どって、 お雪 ちゃんと はかた みに 一間ば かり 間 を 

置いた ところで、 立って お 堂 を 見直し ましたが、 その 

時、 お 堂の 庭の 右の 隅に 於て 何物 を か 見つけ、 

「ああ、 お 墓 —— が ありました」 

貴婦人 は、 予期の 発見 を 遂げ 得た 喜びの 如くに、 そ 

の 前庭の 右下 隅に 向って 歩み を 進めた から、 お雪ち や 

んも 注意して 見る と、 崩れ かかった 石の 五輪 塔に、 文 


字の 読み かねた 二三 本の 卒都婆が 突き刺されて いるの 

を 認めました。 

お 墓 を 見つけ 出した こと を 喜んだ けれども、 右の 貴 

婦人 は、 香 を 手 向ける でもな く、 水 を あげよう でもな 

く、 手に 持って いた 秋草 を さえ、 この 墓に 手 向けん た 

めに 折って 来たので はない と 見えて、 ただ、 しげ しげ 

と 墓 を 見お ろし、 見 まもって いるば かりで ありました _ 

それ は、 亡き人 をと むらい 慰めん がた めに 来たので 

はなく、 ただ、 墓 を 見る ことの 興味の ために 来た 人の 

ようです から、 何とな しに、 お雪ち やん は、 この 貴婦 

人の 墓と いう ものに 対する 敬意の ほど を 疑うよう な 気 


分に なりました。 

たとえ、 無縁の 人の 墓所に してから が、 お 墓 をたず 

ねて 来る 以上 は、 相当の 弔意 を 表さねば ならない はず 

なのに、 この 貴婦人 は、 物珍しげに、 ただお 墓 をな が 

めた なりに、 一礼 もせずに 突立って いる 挙動が、 お雪 

ちゃんの 心 をして なんとなく、 あきたらない ものにさ 

せました。 

それと 共に、 お雪 ちゃんの 頭に ひらめい たの は、 常 

盤 御前のお 墓が こんなと ころに あろうと は 知らな か つ 

た、 お 墓が あるく らいなら、 ここで 亡くなられ たに 相 

違ない が、 そんな こと も 今まで 聞いて いなかつ たのに 


わざわざ これへ たずねて こられた あの 貴婦人 の 方 は、 

親戚の 方で でも あるの か 知らん。 親戚と いっても 常 盤 

御前の こと は、 もう 七 八 百年の 昔の こと  そんなに 

続いて いる 子孫の 方が あろうと は 思われない。 

そんな こと をお 雪 ちゃんが 考えて いると、 また 以前 

の 入口の 方から、 人の 足音が 起った ので、 よびさまさ 

れる。 今度 こそ は 弁 信さん  

だが、 今度 も 違いました。 

「今日は、 たれ か 一生懸命に 笛 を 吹いて やがら、 そう 

つ つやが いけ  おろち 

だ、 十九 女 池で、 大蛇が 笛 を 吹いて るの やろ」 


あほう 

見る と、 これ は 通常、 社会に 於て、 馬鹿と か 阿呆と 

か 言われる 種類に 属した 人品で ある ことが 一 目で わか 

りました。 ボロボ 口な 衣服 を 着て、 緦の帯 をし め、 頭 

髪 は もじゃもじゃで、 面 は 変に 赤らんで、 緊張の 欠け 

た それが、 お雪ち やん を 見る と、 締リ なく 笑って、 

「え、 へ、 へ、 へ」 

その 下品な 表情に、 お雪ち やん は 思わず 身ぶ るいせ 

ざる を 得ませんでした。 

「え、 へ、 へ、 へ、 i< い 女が 来て いるな、 お前さん は、 

常 盤 御前 様 じ やねえ かね」 

「いいえ」 


お雪ち やん は 気味が 悪くて たまらな いから、 それ を 

避けよう とすると、 

「え、 へ、 へ、 常 盤 御前 様なら、 わし、 あやまる から、 

こ つちへ 寄ん なさい まし」 

と 言って、 いきな リ お雪 ちゃんの 帯 をつ かまえた のに 

きも 

は、 お雪ち やん も 全く 胆も 冷さない わけに は ゆき ませ 

ん、 叫び 声を立てよ うとして、 やっと 我慢し ました。 

それ は、 こんな 種類の やからに 対して は、 弱味 を 見せ 

る ことが かえ つ て 害悪 を 促 すと 気が ついた から、 わ 

ざと 落着いて、 

「お前さん、 失礼 をして はいけ ません」 


「そんなに 怒ん ない、 おこん ない —— お前さん、 常 盤 
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しつつ こい こと、 とらえた お雪 ちゃんの 帯 を、 どう 

しても 放そうと しない。 

「いけません、 何 をな さるので す」 

「え、 へ、 へ、 へ」 

その 下品な 笑い は、 馬鹿のう ちで も、 阿呆のう ちで 

も、 極めて 可愛げ の 少ない、 たちの 悪い 奴 だと 認めな 

いわけに は ゆかない。 特に 女と 見る と、 全く 手癖の よ 

くない 馬鹿が ある ものです。 

その 時に、 別に 人が あって、 お雪 ちゃんに はもう 


会釈の ある 人 だけれ ども、 この 馬鹿に は、 それ は 全く 

白日の 天兵の ような 思い を させた 者が あ つ て、 

「何 を 失礼な こと をす るので す」 

手に 持って いた 秋草で、 したたかに 馬鹿の 頰を 打つ 

たの は、 常 盤の 墓 を 睨んで いた 覆面の 貴婦人で ありま 

した。 

思いがけない、 この 貴婦人 は 気丈な 貴婦人で、 同性 

の 者に 加えられん とする 暴力 を 見過して はいませんで 

した。 

そこへ 行く と、 馬鹿 は 馬鹿 だけの もので、 この 思い 

がけない 援兵の ために、 相手の 実力 をた しかめる ほど 


の 頭 も 働かず、 非常に 周章狼狽して 追われ ざるに 逃げ 

まどい —— ついにお 堂の 縁の下 深く 身 を 隠して しまい 

ました。 

r ど う も 有難う) j ざいます」 

「あれ はね —— 堂守の 馬鹿な のです」 

「たちが 悪い のです ね」 

「いいえ、 別に 悪い こと はしない のです が、 ただ、 女 

が 一 人い ると 見る と、 何 かしらし ないで はおられない 

手癖が ある だけ だそう ですから、 そのつ もりで、 この 

かいわい 

界隈で は 用、 お をして いるそう です」 

「でも、 そんな 手癖の ある もの を、 それと 知りながら 


堂守と して 置く の は 危険で は ございますまい か」 

「弱味 を 見せる といけ ない のです、 叱り 懲らして しま 

えば、 本来、 足りない 人間です から、 危険性 は 無い と 

聞きました。 けれども、 あの 馬鹿者 を、 どうして もこ 

この 堂守に して 置かなければ ならない 因縁が あるの だ 

そうです」 

「左様で ございま すか」 

お雪ち やん は、 この 貴婦人 (？) の 親切に して、 勇 

気 も あり、 兼ねて 土地の ことに もく わしい のが 気に 

なって、 どういう 種類のお 方だろう かと、 改めて 伺い 

申す 気になって みると、 貴婦人 は それほど 親切で も あ 


り、 分別 も あるに かかわらず、 お雪 ちゃんの 方へ は、 

まともに 向かず、 見よう によって は、 自分の 面 を 見ら 

れる こと を 憚 るた めの 頭巾 かと も 見られて なり ませ 

ん。 

へ きすう 

とにかく —— この 僻陬、 荒原の 間に、 こんな 貴婦人 

が 住んで いる はず はない のに、 どういう 種類のお 方 だ 

ろうと、 お雪ち やん は 不審 を 重ねつつ 相対して いまし 


右の 貴婦人 は、 わざわざ 常 盤 御前の 墓 をと むらわん 

がた めに 来た ものの ようです が、 それでも、 墓に 向つ 

て 香 花 を 手 向ける でもな く、 墓 を 墓と して 見届けた 後 

も、 急に 立 去ろうと はしないで —— お雪 ちゃんの ため 

に、 こんな 話 を 語り 聞かせました —— 

「わたし も 土地の人に 聞いた のです から、 真偽の ほど 

は 存じません が、 常 盤 御前が 京都から 落ちられて 来た 

時、 この 土地で、 追剝 のために 殺されて しまったの だ 

そうです。 その 時、 無論、 身に つけて いた 多少の 金銀、 

持物、 衣類、 すっかり 奪われて しまった こと は 申す ま 

でもあります まい。 ところが、 それ を 奪った 盗賊と い 


うのが この 土地の 者で —— 今 も、 子孫が 代々 残って い 

るの だそう です。 それが、 常 盤 御前 を 殺した 祟りで、 

代々 その 家へ は 一人ず つ 馬鹿が 生れて 来る、 その 家で 

は、 その 祟り を 怖れて、 このお 堂 を 立て、 その 馬鹿に 

代々 堂守 を させて 来て いるの だと か 言いました。 今の 

あれ も、 その 馬鹿のう ちの 一人な のです」 

なるほど、 そういう 言い伝え も 土地に は あるの かと 

お雪 ちゃんが、 その 点 は 一 応 よく 解釈が でき ましたけ 

れど、 常 盤 御前と もあろう 美人が、 こんなと ころへ 落 

ちの びて、 土賊 ばらの ために あえなき 最期 を 遂げた と 

いう 物語 は、 はじめて 聞く ところで、 多少の 感慨 を 深 


くしない わけに は ゆきませんでした。 

「かわいそうで ございま すねえ、 常 盤 御前と いうお 方 

は、 後に は 源氏が 栄えました から、 立派に、 幸福に 一 

生 をお 送りに なった こととば かり 思って おりました」 

お雪 ちゃんが、 しとやか にこう 答えた 応対ぶ りが、 

いちいち 貴婦人の 気に入った ものの ように 見受けられ 

ま ^9 

「そうで ございます、 誰も 普通、 そのよう に 思います 

—— わたし は …… 」 

と 言って 貴婦人 は、 常 盤 御前に 対する 一家言 を、 次の 

如くお 雪 ちゃんに 向って 語り 出しました。 


「御存じの 通り、 常 盤 御前 は義 朝の 愛人で、 義 経の 母 

でございます、 それが、 わが 子 を 救わん がた めと は 言 

いながら、 敵 将の清 盛に 身 を 許して しまいました、 あ 

なた は それ を、 どうお 考えになります か」 

貴婦人が、 お雪 ちゃんの 意見 を徴 する ような 語りぶ 

リは、 通り一遍の ものと は 思われません。 つまり、 こ 

この 僅かの 交際で、 貴婦人 はお 雪ち やん を、 相当 話せ 

る 対 手と 認め たれば こそに 相違ない。 

「そうで ございます、 その 点 は、 わたしたち も、 よく 

わかりませんでした、 常 盤 御前 は 貞女 だとい うこと に 

なって いますが、 あれが 本当の 貞女で しょうか —— と 


レま す」 

お雪 ちゃんが、 こう 言って、 貴婦人の 問いに 答え ま 

すと、 

「では、 悪女です か」 

貴婦人 は、 きっぱりした 調子で、 第二の 問い をお 雪 

ちゃんに 向って、 あびせ かけた ような ものです。 

「悪女 —— 貞女 はどうで すか 存じません が、 悪女と は 

思われません、 悪人で は ございません」 

「自分の 愛人 を 虐殺した 大将に この 身 を 許す ことが、 

悪女でなくて できましょう か。 許す まで は、 やむ を 得 

ず 許して しまったが、 許した 後 は、 きっと 痛快の 思い 


をした に 違いありません。 昔の 思われ 人に、 今の 思わ 

れ 人から わたし はこん なにまで 愛されて います、 あな 

おぼしめ 

た、 どのくらい 残念に 思 召します か、 ちょっと、 こち 

らを 見て やって 下さい —— とい つたよう な 感じが 動き 

はしな か つたで しょうか」 

「さあ」 

この 意外なる 立 入った 質問に、 三た びお 雪ち やん は、 

この 貴婦人の 面 を 見直そう としない わけに は ゆき ませ 

ん でした。 けれども、 質問の まっこう なのに かかわら 

ず、 この 貴婦人 は、 お雪ち やん を 見る こと を まともに 

しないで、 いつも 横 を 向いた ままで、 あしらつ ている 


ことが 不足です。 

「清 盛に 愛せられ てからの 常 盤 御前の 面に は、 かえ つ 

て義 朝に 向って 復謦を 遂げた ような、 心地よ いほ ほえ 

みが 浮ぶ ような こと はな か つたで しょうか。 常 盤 御前 

を 征服した 清 盛 は、 敵 将の墓 を あばいて、 その 遺骸に 

むさぼ 

侮辱 を 加える と 同様な 快感 を 貪 つていた に 相違ない 

と、 わたし は 思います。 そうして 常 盤 御前 は、 その 快 

感に油 を さしました。 憎い 者に 復謦 している ので はな 

い、 愛せられた 人に 復謦を 遂げ た 常 盤 御前と いう 人 は、 

立派な 悪女ではありません か」 

お雪ち やん は 全く、 この 見ず知らずの 貴婦人から、 


初対面 早々、 浴せ かけられた 論鋒に 敵し 難い こと を感 

じました。 こういう 際に は、 なまな か 自分の 意見が ま 

しい こと を 言い出して 問い つめられ るより は、 教え を 

乞う の 態度に 出で た 方が、 賢い とも 感じないで はあり 

ません。 しかし、 それ も、 この 貴婦人 は、 単に 自分よ 

ものし 

リも 物識りで あると いう 意味で 問い つ 語りつ している 

ので はない、 何 かこの 問題に 向って、 圧倒的に、 自己 

の 断定 を 押しつけて しまわねば 満足で きない、 そこで 

居合わせた お雪ち やん を、 その 圧服の 助手に 使おうと 

して、 自説に 保証 を 要求す るよう な 圧力です から、 教 

え を 乞う にしても、 率直に はどう もなら な いこと にお 


雪 ちゃんが、 ほと ほと 窒息の 思い を させられる ばかり 

で、 

「わたしたち は、 歴史の ことなん ぞを、 あまり 深く 存 

じません ものです から …… 」 

「誰 だって、 あの 時代の こと は、 そう 深く は 知ってい 

ちょう 

る ものではありません、 ただ、 清 盛の 寵が 衰えた 後の 

常 盤 御前が、 大蔵 卿 長 成と いうお 公卿さん に縁づ いた 

という こと だけ は、 物の 本に もみん な 書いて あります 

が、 それから 後の こと は、 あまり わかりません。 わた 

しで さえ、 この 土地へ 来て、 ここが 常 盤 御前の 最期の 

地 だとい うこと を、 はじめて 知りました。 そうして、 


今の あの 馬鹿の 先祖と いう ものが、 一代の 美人の 最後 

を 思う存分に 蹂躪して しまった のです、 ここの 名 も 

無き 土民の 先祖が、 義 朝と、 清 盛と、 大蔵 卿との おも 

いもの を 完全に 侮辱して、 この 土地に うずめました。 

今の あの 馬鹿の 先祖が、 最後の 勝利者と なる わけで は 

ありま せんか  あなた は、 それでも、 常 盤 御前 を貞 

女 だと 思います か。 貞女で ない にしても、 ただ 意志の 

弱い、 善良な 一美 人に 過ぎなかった と 考えます か。 わ 

たし はそう は 思いません、 朝に 源氏の 大将 を 抱き、 

夕に 平家の 大将に 触れ、 それから 藤 原 氏の 公卿さん 

と 相 汚し  そうして 最後に、 関ヶ原の 土民の ために 


骨まで しゃ ぶ られた 常 盤 御前 の 生涯 は、 痛快な 悪 女 の 

一 つの 標本と して 恥 かしい もので はない と、 わたし は 

思います」 

「そのこと は、 何とも、 わたしに は 申し上げられ ませ 

ん」 

「貞女で なければ 悪女 —— と、 あなたの 正直な 見方 だ 

け を、 はっきりと 言って みて 下さらない？」 

「どうも、 今の わたしの 頭で は、 それが 何とも 申し 上 

げられ ません」 

「なら、 貞女と 言う 人が あれば 貞女、 悪女 だと 言いき 

る 人が あったら 悪女 —— どちらに しても、 あなた はか 


まいません か」 

「でも、 悪女に 入れて しまう の は、 かわいそうに 思わ 

れて なりません」 

「わたし は 悪女 だと 思います、 常 盤 御前 は 立派な 悪女 

の 一人と して 取扱った 方が、 あの人の 魂が 浮ぶ と 思い 

ます」 

もう、 こうな つて は、 自分の 独断 を 押しつけて しま 

わねば 納まらない 人です。 お雪ち やん は、 なぜ、 この 

人が、 こんなに 人の 性格 を 吟味し、 かつきり と 分類し、 

どちら かの 人別に 加えて しまわなければ 引かない 意気 

込み を 以て 人に 迫る の だか、 ほんとうに わからない 人 


だと 思いました。 

しかし、 品格と 言い、 知識と 言い、 物言いと 言い、 

決して、 人格 を 外れた 人で はない、 常識 を 逸して いる 

人で はない から、 それだけに、 恐怖と 危険と を 感じ ま 

せんけれ ど、 解釈し きれない 性格 そのものに 迷わされ 

ない わけに は ゆきません。 

この 時分、 もう 短 笛の 音 は 聞えず なって いました。 

そうだ、 自分 は、 こういう 人た ちのお 相手にば つか 

りなって いる 身で はない、 弁 信さん のた より を 待 兼ね 

ている の だ、 鈴 慕の 一曲 も、 もう やんで いる はずな の 

に、 弁 信さん がま だ 来ない、 お雪ち やん は、 そのこと 


を 思い返す と、 貴婦人への 応対 は 空に なって、 足 をつ 

ま 立てて 不 破の 関屋の 方に 気 を 引かれた が、 弁 信ら し 

い 人の 合図がない 代り、 またも 以前の 一筋道で、 里の 

童 のす るよう な 口笛の 音が 高く 起る の を 聞きました。 

きた 

待ち こがれる 弁 信 は 容易に 来らざる のに、 そこへ 口 

笛 高く 吹き 鳴らしながら、 またしても 一 箇の 怪漢が 姿 

を 現わしました。 

怪漢と いっても、 今度 は 以前の 馬鹿と は 趣 を 異にし 

て、 極めて 濶達 にして 俊敏なる 挙動が 一 目に してう か 

がわれ る。 

「お嬢さん」 


「友さん かえ」 

貴婦人と 新来の 怪物 は、 しめし 合わせて 待ち 合わし 

ていた ものと 見える、 一 言の 下に 諒解が つきました。 

そのく らいです から、 いきなり 来て、 お雪 ちゃんに 無 

しろもの 

礼 を 加える ような 代物で ない こと はよ くわ か つてい ま 

これ は 宇治山 田の 来 友で ありました。 

八十 一 

宇治山 田の 米 友の 来た ことによって、 お 銀 様 は —— 


ずきん 

今までの 頭巾の 貴婦人 は、 申す まで もな くお 銀 様で あ 

リ ます —— かねて 待って いた ことと 見えて、 二人 はこ 

の 場 を 出て 行って しまいました。 

お雪 ちゃんの 待つ 弁 信 は 容易に 来ない のに、 あの 

ごうまん 

傲慢な 貴婦人 は、 待って いた 気苦労 もない うちに 迎え 

の 人が 来て、 さっさと 行って しまいます。 

お雪ち やん は 来 友 を 知らない ように、 お 銀 様 を も そ 

れとは 知りません。 二人が 相 携えて、 一本 筋 を 出て 行 

く 姿 を 見る と、 悲しい やら 、 憎ら し い やら の 気持が い つ 

ぱいで、 その後に は、 恐怖の 念で ありました。 

もぐ 

今し、 縁の下へ 潜り込んだ 馬鹿が また 出て 来 はしな 


しかし、 その 心配 だけ は 救われた というの は、 見し 

ら ぬお 銀 様と 米 友と が 出て 行った あと、 すぐに それと、 

ほとんど 交代で もした ように 一 一人の 人の 姿が、 こちら 

へ 向って やって来る からです。 しかも その 二人の 人の 

姿が、 いかめしい、 さむらい 級の 人 たちのよ うでした 

から、 お雪 ちゃんが なんとなく 安心し ました。 

あん 

やがて、 このお 堂のと ころへ 着いた の を 見る と、 案 

じょ う 

の 定 —— これ もお 雪 ちゃんと はま だ 何の 交渉 もない 

が、 この 朝、 関ヶ原の 模擬戦 を 見て、 道 庵 大御所の 指 

を嚙ん だと ころ を 論評した 南条、 五十嵐の 二人の 壮士 


であります。 

二人 は、 この 場へ 来る と、 まず 南条 がお 雪ち やん を 

見かけて、 

「常 盤 御前の 墓 はいずれで ござる か」 

こう 問い かけられた ものです から、 それ はお 雪ち や 

んが、 お 銀 様に よって 先刻 承知のと ころで したから、 

「あの 杉の 木の 下の、 くずれた 五輪が 三つ 並んで おり 

ます、 その 中の が 常 盤 御前のお 墓 だそう でございます」 

「左様で ござる か」 

二人 は、 歩み をう つして その 墓へ 近づいた が、 それ 

力た わ 

はお 銀 様の したよりも 潤いの ある 仕方でした。 傍ら 


に 乱れた 秋草 を 二つ 三つ折って、 しるしば かりに 墓へ 

手 向けた ことが、 それです。 

そこで、 右の 二人 は、 またお 雪 ちゃんの 方へ 引返し 

て 来て、 

「弘文 天皇の 御 塚と いうの は、 いずれに あらせられ ま 

す 力」 

「  」 

前の は、 予備知識が あつたから、 お雪ち やん も すら 

すらと 案内が でき ましたが、 二度の 試験に は 落第です。 

それ を 畳み かけて、 五十嵐が たずねました、 

「天武 天皇 御兜掛 石と いうの は、 どの辺に ございます 


か」 

「それ も 存じません」 

お雪ち やん は、 苦しそう に 申し わけ をし ました。 

「関の 藤 川の 土橋へ は —— 」 

「  」 

「月見の 宮 というの がござる そうだが」 

それ も、 これ も、 一 つも 返答ので きない 身 を、 お雪 

ちゃんが 自分から 残念が リ ました。 

たやす 

二人 は、 この 少女から、 容易く 常 盤 御前の 墓の 存在 

を 教えられた ものです から、 立てつ づけに 第一 一 第三の 

質問 を 浴せ たけれ ど、 やがて、 お雪 ちゃんが この 土地 


の 者で はなく、 やっぱり 旅の 未 案内 者の 一 人に 過ぎな 

いという こと を さとり、 

せき あと 

「不 破の 関址 はもう 間近い ことで ござろう な」 

いちばん やさしい 質問 を、 最後のお 愛嬌の ように 残 

した。 

「はい、 あの 笛の 音が ：•：. いいえ、 その 街道へ 出て 見 

まする と、 左の 方に 低い 屋根の 棟が 見える はずで ござ 

レ ます」 

「有難う」 

それで、 二人 もさつ さとこの 場 を 出て 行って しまい 

ました。 


人に 立 去られる と、 はじめて 感ずる、 寂寥と 焦燥 

と を 通り越した 恐怖 —— 

弁 信さん は、 いったい どうしたの —— ああ、 いい わ、 

もうこう なれば、 このく らい 待って いて あげて 来ない 

の だから、 約束 通り、 こちらから 押し かけて 行き ましよ 

、つ。 

ちょうどよ いのは あのお 侍 衆、 いずれも 淡泊 率直な 

豪傑 風の 方々 だから、 あの方々 について 行けば、 当面 

は 安心の 道。 

こう 思つ て、 お雪ち やん は 矢も楣 もた まらぬ ように、 

南条、 五十嵐の あと を 追って、 不 破の 古 関 をめ ざして 


龃け 出しました。 

まもなく 叢林の 間から 詩吟の 声が 起り ました。 その 

声 は、 いま 行った、 南条、 五十嵐の うちの 誰かに 相違 

ない こと を 知りました。 

その 詩の なにものた るか を、 まだ 認識し きれないお 

雪 ちゃんの 代りに、 次に うつして みると、 こう も あろ 

うかと 聞きな される  

げん でん  かう かう めぐ 

原 田、 毎々、 高 岡 を繞る 

想 ひ 見る、 観師 の※ 鞅 〔# 「革+  (顯- 頁)」、 203-17U 

を備 ふる， ，- と を 

I 仏て 覚ゅ、 芒鞋 の着処 無き を 


さう きょく  かんだ う 

満山 草 棘、 すべて 甘棠 

そんそん 

村々、 酒 有り、 是れ 誰が 恩 

したん  かまび す 

弛 担の 旗亭、 酔 午 暄 し 

し  けっく わかんば 

識らず 血 戈 汗馬の 処 

ちくよ  にの  くわん げん 

竹 輿、 夢を舁 うて 関 原 を 過ぐ —— 

吟 声が 終った 時分に、 お雪ち やん は 二人に 追いつき 

ました けれども、 次の ような 余談に 耽りながら 歩いて 

いた 二人の 壮士 は、 お雪 ちゃんが つい 後ろまで 追いつ 

い てきた こと を 気がつきませんでした。 

「さすがに、 山陽 だけに、 村々 酒 有り、 是れ 誰が 恩 I 

I と 言って、 神祖 だの、 源 君 だの、 お 追従 を 並べて い 


ない が、 大塩中 斎 あたりが、 雪 は 潔し 聖君立 旗の 野、 

なまぐさ  じゅし 

風 は 腥 し 豎子 山 を 走る の路 なん ぞ とお 太鼓 を 叩いて 

いるの が 心外 じ や」 

「そこへ 行く と、 竹 外の は 純 詩人 的で よろしい、 拙者 

が ひとつ、 竹 外の をうな つてみ る」 

前の は 山陽の 詩で、 それ を吟 じたの は、 たしか 南条 

I 次の は 藤 井 竹 外の 七 絶で、 五十嵐 甲子 男が 次の 如 

くうな リ 出しました。 

山 は 平原 を 擁して 駅路 長し 

即今、 行旅、 糧を 齎 さず 

まがき  たん ふう じ 

黄花 籬に 落つ 丹楓寺 


すべ 

尽て 是れ、 当年の 血戦 場 —— 

二人の 壮士が、 後ろ を 顧みて、 お雪 ちゃんの つい 後 

ろへ ついて きた こと を 知った の は、 その 詩の 終った 頃 

でありました。 

しかも、 その 時分に は、 もはや、 不 破の 関屋の あと 

の 門前に 立 つてい ると 言 つてよ いほ どに 近づいて いま 

した。 

八十 二 

南条、 五十嵐の 二人の 壮士に お雪 ちゃんが 交って、 


三人して、 不 破の 関屋の 関守の 門の 扉 を 叩いた 時に、 

中 は 閑寂な もので ありました。 「関 山 月」 も 無ければ、 

「鈴 慕」 も 無く、 白昼、 炉を 擁して、 しめ やかに 語る 会 

話の やりとり さえ 洩れませんでした。 

暫くあって 門の 扉 を 開いた 関守 も、 以前の 関守に 相 

違ない けれども、 庭に は 昨夜の 名残りの 焚火の あとが 

いたび さし 

あるば かり、 庭 を 通して、 広く も あらぬ 板廂 の 中 をう 

かがっても、 いっこう 他の 人の 気配 ありと も 覚えぬ こ 

とが、 お雪 ちゃんに とって は 全く 案外で ありました。 

「只今 これへ、 弁 信さん —— 琵琶 を 背中に しょった、 

小さい、 盲目の 坊さんが 見えませんでした か」 


関守に たずねて みると、 関守 はい つ こう 合点せ ず、 

「いいえ —— どなた も」 

「おや」 

お雪ち やん は、 またも 途方に 暮 るるの 思いで、 

「では、 ここで 尺八 を 吹いて おいでにな つたの は、 ど 

なた 様で ございまし たか、 あの 鈴 慕の 曲 を …… 」 

「 ま  ま  ま 一 

それに は、 関守 も 多少、 星 を さされたら しいが、 そ 

れを 打消して、 

「それ は、 かく 申す 拙者の 手す さびで ございま したろ 

う」 


「それ は 違い はしません か」 

「違う はず は ございません」 

「でも、 さきほど 聞え ました、 あの 鈴 慕 は …… 」 

鈴 慕、 鈴 慕と お雪 ちゃんの 口から 繰 返される ごとに、 

関守 も 何やら 痛い ところ を 刺される の 思いが する よう 

に、 気のせい か、 見受けられる。 

その 間、 南条と 五十嵐 は、 関守の 案内 を 待たず、 無 

遠慮に、 庭 をめ ぐリ、 碑 面を撫 し、 塔の 文字 を 読もう 

としたり などして います。 

今や、 お雪ち やん は 全く 途方に 暮れて しまい、 泣き 

出した くな つたの を、 やっと 我慢し、 ここで 大声 を あ 


げて、 弁 信の 名 を 呼んで みようかと 思った の を じっと 

我慢して いると、 関守が 縁のと ころへ、 お茶 を 三 つ 持つ 

て 来ました。 南条、 五十嵐 も 一 通り、 関 屋の庭 を 経め 

ぐって 縁に 腰をおろし、 それから、 主人 を とらえて、 

古事 を談じ はじめ、 主人 は 白 鳳 時代の 古 瓦と いったよ 

うな もの を 持ち出して 説明に つとめる ものです から、 

お雪ち やん は 全く 所在な く、 椎の 大木の 下に 立ちす く 

んで、 古びた 家と、 荒れた る 庭と を 見渡す と、 この 荒 

れ たる 庭の 真下に、 せんかん として 小川が 流れて いる 

こと を 知りました。 

その 時、 今 もたず ねられた、 人の よくいう 関の 藤 川 


というの が、 それで はない かと 思いました。 

こうな つてみ ると、 それ は 全く 取 越し 以上の 取 越し 

苦労 だが、 弁 信さん が、 もしゃ あの 川の 中へ でも 落ち 

込んで しまった ことで はない かとすら、 お雪 ちゃんが 

おど 

胸 を 躍らして みたり しました。 

弁 信さん ともあろう ものが、 そんな はず はない にき 

まっている。 雪の 大野 ケ原 だの、 飛驊、 信 濃の 白骨、 

安房 峠 だ の を 、 噴烟 の 中から 越えて 来た ほどの 弁 信 さ 

んが、 こんな 平原の 小さな 川へ 落ちて 溺れる なんてい 

うこと は 有り得べき ことで はない が、 この 際の、 動静 

の すべてが あんまり 案外な ものです から、 ついそん な 


気に もな つて 見る と、 垣根の 一方から 下へ おりる よう 

な 小径が ある —— そんなと ころまで をお 雪ち やん は 眼 

にと めて、 また 関屋の 方へ 眼 を うつしました。 

どうも、 あの 関守さん の 返答ぶ りが 歯切れが 悪 い と 

思い返さずに はおられません。 やっぱり 隠して いるの 

だと 思われな いわけに は ゆきません。 それ も 悪意で 隠 

し 立て をして いるので はないだ けに、 始末が 悪い とも 

思った リ、 隠した ところで、 見渡す ところ、 あれ だけ 

すま い 

の 住居な の だから、 ほとんど 隠れる ところ は あるまい 

に —— して みれば、 今まで はいたの かも 知れない が、 

わたしが 来る 前に ここ を 立 去った のか も 知れない、 こ 


とに よると 虚無僧 姿で 流れて 来て、 吹，. 一 吹して 去る と 

いったよ うな ことか も 知れない、 それなら それと して、 

弁 信さん はどうした ものです、 弁 信さん が 来た こと ま 

で 隠す 必要 はないで はない か、 しかも 来ない という こ 

と はない のです、 たとえ 五町 十 町と 距 つてい ると こ 

ろなら 知らず、 たしかに 屋の 棟が 見える ところから、 

ここ をたず ねた 人が、 どう 間違っても 戸惑いす る はず 

はあり はしない、 まして 弁 信さん だもの、 あの 勘の い 

い 弁 信さん だもの —— その 人の 来た こと を さえ 隠す 関 

守さん は、 何 か 腹黒いた くらみの ある 人で はない かと、 

お雪 ちゃんの 純な 心に 疑惑の 雲 を かぶせた ほど、 当惑 


した ものに なりました。 仰ぐ と、 柩 だの、 樫 だのの 大 

こうさ 

木の 枝が、 頭上に 竜 蛇の 如く 交叉して、 それ を 仰ぐ さ 

え、 自分の 心 を 暗い ものにして しまいます。 

「おっとつ と  」 

その 時に、 自分が さいぜん 見つけ 出した、 藤 川の 岸 

へ 下りる であろう ところの 藪の 崖 道の 中から、 むくむ 

くと 姿 を 現わした ものが ありました。 

「おっとつ と  」 

それ を 見る と、 意外に も、 たったいま 常 盤 御前のお 

堂の 前で 別れた、 頭巾の 権高の 貴婦人 を 迎えに 来たと 

ころの 杖 を 携えた 小 怪漢 —— すなわち 宇治山 田の 米 友 


でした が、 お雪ち やん は、 その 出現ぶ りに、 なんだか 

夢に 夢を見る ような 思い を させられました。 

八十 三 

崖 道の 小笹の 中から 現われ出 でた 怪漢 は、 上り 立つ 

と、 身ぶ るい をして、 いきなり 関屋 をめ がけて、 その 

緦 のれんの ある 台所 口から 飛び込んで しまいました。 

それ を、 眼 をす まして 見た お雪ち やん は、 何 か 知ら 

ず、 よい 手がかり を 得た ように 思われないでも ありま 

せん。 


あの 男の 出て 来る 折 を 待とうと 思い ましたが、 それ 

は 待つ という ほどの こと はなく、 いま、 網の れんの 中 

へ もぐり 込んだ かと 思う 間に、 もう、 縛の れんの 外へ 

浮び 出して 来ました。 

但し、 浮び 出して 来 は 来た ものの、 もとの 姿で 浮び 

上った のではありません、 背中から 肩、 首へ かけて、 

押しつ ぶされ そうな、 大きな 明 荷 を 背負い こんで 出て 

来ました ので、 その 意外に、 お雪 ちゃんが また 圧倒 さ 

れ、 せっかく 期待した 手がかりに 向って、 当り をつ け 

るの きっかけ を 失つ てし まった のです。 

その 間に、 押しつ ぶされ るよう な 重荷 を 背負った 怪 


漢は、 以前の 崖 道の 小笹の 中へ、 熊の ように 身 を 没し 

てし まいました。 

ほんと に 惜しい こと をした、 そう 思って お雪ち やん 

が、 また、 ぼんやりと 考え込んで しまって いると、 浮 

き 出す の も 早い が、 引つ こむ の も 早い 怪漢 は、 またも 

小笹の 間から、 ぼっかり と 浮び 上って 来ました。 

見れば、 今の 大きな 明 荷 を、 どこへ どう 処分して し 

まった か、 またも 最初の ように 手 ブラで、 むつく リと 

小笹の 中から 浮び 出し、 そうして、 網の れん をめ がけ 

て 鉄砲玉の ように 飛び込もう とする ものです から、 お 

雪ち やん はこの 機会 を 逸して はならない と 思いました。 


「もし、 若衆さん」 

「え！」 

と 怪漢が 眼 を 円く して、 こちら を 見ました。 お雪ち や 

ん なりと は 気がついて いなかった のでしょう、 よし 誰 

かいる と は 気がつい ていても、 呼び かけられ ると は 期 

待して いなかった のでしょう。 

「もし、 若衆さん、 あなたに 少しお 聞き 申して みたい 

のです が、 もし、 ここらへ、 眼の 見えない、 小さな、 

背中に 琵琶 を 袋に 入れて 背負 つ た 坊さんの 姿が 見え ま 

せんでした かしら」 

「気がつかなかった な あ —— 」 


右の 怪漢 は、 眼 を 円く して 答えました。 

「そうでし たか」 

お雪ち やん は 怪漢 …… のい う —— 怪漢 はすな わち 宇 

治山 田の 来 友で ある こと 申す まで もありません  返 

事で、 非常に 失望 を 感じて しまいました けれども、 こ 

こで、 のがして はまた つかまえ どころ を 失って しまう 

と 思った ものです から、 

「あの 崖 道 を 下ります と、 どんなと ころへ 参ります か 

あなたが いま 上って いらし つた —— 」 

「ここ は、 めったな 人の 通る 路 じゃあね えんだ —— 」 

その 滅多に は 人の 通らない 路へ、 どうして、 あなた 


は、 大きな 荷物なん ぞを 担ぎ込む のです？ と 言って 

やりたかった が、 お雪ち やん は、 それまで は 咎められ 

ない うちに、 怪漢 はまた 弾丸の 如く 網の れんめ がけて 

飛び込んで しまいました。 

いとま 

遑 なく、 また 浮び 上った ところ を 見る と、 今度 は、 

ほていお しょう 

素敵に 大きな 風呂敷 包 を 一 つ、 さながら 布袋 和尚が 川 

渡リ でもす る 時 かなん ぞ のように、 頭に のせて 出て 来 

て、 またも 小笹の 中へ 熊の ように 身 を 没し ました。 

で、 また 以前の ように、 ぼっかり と 単身で 浮いて 出 

るかと 思う と、 今度 は、 沈没した なり 容易に 出て 来 ま 

せん。 


してみ ると、 運ぶべき もの は あれで 運び 終った もの 

に 相違ない —— 惜しい こと をした、 もう 少し 突 込んで 

たずねて みたかつ たと、 お雪ち やん は、 何 か 手のう ち 

の 物 を 落した ような 気になりました。 それにしても、 

さいぜんの 関守の 返答ぶ りと 言い、 こうして、 路 なき 

路 といって よいと ころへ、 大 荷物 を かつぎ 込む ことか 

らして、 只事で はない ように 思われて なりません。 

どうも 仕方がない —— 思いきって、 わたし も ひとつ 

こみち  わかいし ゆ 

あの 小径 を下リ てみ ましょう。 今の あの 若衆の あと 

をたず ねて みたら、 たずぬ る 人の 影が つかめな いまで 

も、 さきほどの あの 権高い 貴婦人と いう 人に はまた お 


目に かかれる かも 知れない。 

お雪ち やん は、 多少の 冒険心 を 以て、 今し 米 友が 大 

荷物 を か つぎ 込んだ 小 笹の中 を わけて 下りて 行き まし 

た。 

南条、 五十嵐 は、 その 時分、 関守 を 相手に 盛んに 関ケ 

原 懐古 を 論じ 合って いて、 こちらの 方 は 閑却して いる 

の を 幸い …… 

お雪 ちゃんの 下りて 行った ところ はかなり 広い 竹 藪 

になって おりました。 広い といっても、 その 間 を 関の 

藤 川が 流れて おります から、 竹 藪 は そこで 両断され て、 

一方 は 松 尾 山までの 林つ づき。 藤 川の 岸へ 下り立つ と、 


お雪ち やん は、 そこに ささやかな 丸木橋が あるの を 見、 

つた  ほこら 

丸木橋の こちらに、 蔦のから まった 小さな 祠の ある 

の を 認める と共に、 その 祠の 側の 杉の 大樹の 下に、 人 

が 一 人 立 つ ている の を さとらな いわけに は ゆきません。 

ところが その 人 は、 当然そう でなければ ならない と 

信ずべき、 今の 大 荷物 を 運搬した 小 怪漢で はあり ませ 

ん でした。 

尤も、 その ネん でい る 人の 直前に は、 さきほど 小 

怪漢が 運んだ 大きな 風呂敷 包の 一 つ は 置いて ある けれ 

ども、 立って いるの は、 その 小 怪漢で はなく、 全く 別 

な 人、 別な 人と いっても 意外な 人ではありません でし 


た。 

常 盤 御前の 墓 の 前で 悪女 を 論じた、 あ の 貴婦人 —— 

それが、 立番 でもして いる 如く、 あの 大 荷物 を 下に、 

丸木橋 を 前にして 立って いる、 そのほかに は 人 ありと 

も 見えません。 

それでも お雪ち やん は、 ぎょっと したが、 先方で は 

こちらよりも 早く 気がついて、 こっち を 見つめて いた 

ものの ようです。 

「さきほど は、 失礼いた しました」 

お雪ち やん はこう 言って 挨拶す ると、 先方 も 頭 を 下 

げ ました。 頭 を 下げた けれども、 その 頭巾 を 取った わ 


けで もな し、 取って 挨拶しょう とする 素 振 もない こと 

です。 

お雪ち やん は、 この 婦人 を、 いよいよ 変った 婦人 だ 

と 見ない わけに は ゆきません。 特にこう して 大きな 荷 

物 を、 ほとんど 道な き 道へ 運ばせて、 どこへ 行く つも 

りだろう、 姿 を 見れば 品格 も ぁリ、 話 を 聞けば 知識 も 

見識 も あり 過ぎる ほど ある 人 だから、 決して 逃げ隠れ 

して、 曲事 をた くらむ 人で あり 得よう はずがない のに、 

その 行動の いかにも 暗い のに 不審 を 打たずに はおられ 

ません。 

でも、 それに 近づいて 危険性の ない こと は、 よく 知つ 


ています が、 いよいよ 近く 歩み寄って 行きます と、 先 

い  はばか  みじん 

方 も、 お雪 ちゃんの 来る こと を 忌み 憚る 気色 は 微塵 

もありません。 

八十 四 

お雪 ちゃんが 小 笹の中 を 下へ おりて 行った あとへ、 

それまで お雪 ちゃんが いた あたりの 地点で 弁 信の 声が 

しました。 

「お雪ち やん —— 」 

それ は 遅かった けれども、 お雪 ちゃんが 焦った ほど 


に、 弁 信 は 緩慢であった のではありません。 

決して、 神隠しに なった わけで もな し、 崖へ 落ち込 

ん だので もな く、 尋常に、 お雪 ちゃんの ために、 不破 

の 古 関の あと を 偵察に 行った のです が、 弁 信の 行きつ 

いた 時分に は、 もう 鈴 慕の 曲が 消滅して おりました。 

それさえ 消滅 すれば 問題 はない のです から、 その ま 

ぼうねん あたま 

ま 引返そう とした 途端に、 弁 信 は、 また 法然頭 を 左右 

に 振って、 杖 を 路傍の 木蔭に 立てなければ ならぬ 事態 

の 発生した というの は、 そこで、 たしかに 弁 信 は、 お 

銀 様と いう 人の 声で なければ ならない 声 を 聞いた から 

です。 


この 声が、 ついに 弁 信 を 捉え、 容易なら ぬ 感慨に 耽 

ら せました。 

今ごろ ここで、 あの 女性の 声 を 聞こうと は、 さすが 

たち ま 

の 弁 信の 勘 も 及ばなかった ところで、 この 声 は、 忽ち 

路傍の 一方へ それて しまったが、 一時 は、 弁 信 をして、 

無 一 一 無 三に その あと をたず ねて 追い かけよう かとさえ 

思わせた くらいです。 

しかし、 勘に 於て こそ 卓絶の もの は あれ、 眼 は不自 

由の 身で あり、 足 は 勘 を 力に、 極めて 堅実な 歩み をと 

る ほかの 力 を 持たない 弁 信に は、 ただ、 立ちす くんで、 

お 銀 様の 声 を、 聞き 得べ からざる ところで 聞いた、 そ 


の 因縁の 判断の ために、 かなりの 時間 を 費 させた が、 

それが さめて、 そうして、 約束のお 堂まで、 勘 をた よ つ 

て 戻り、 声 を あげて 呼びました けれど、 その 時 はお 雪 

ちゃん はいません —— ほんの 僅かの 裏お もての 道 を、 

壮士ら が 詩吟 をした ために、 弁 信が 通り過ぎ をして、 

そうして 行 違いに な つ ただけ の ものです。 

しかし、 今 また ここへ 来て、 弁 信が 「お雪ち やん」 

と 呼んだ 時 は、 その 声が もう、 お雪 ちゃんの 耳まで 届 

かないだ けの 距離 を 隔た つてい ました。 

しかし、 弁 信と して、 さまで 悲歎 も 狼狽 もしないで、 

関屋の 縁の 方へ と 静かに 取って返しました。 


弁 信が 縁の 方に 来る 時分に、 二人の 壮士 は、 談 ずべ 

き だけ を談 じつく して、 さらばと ここ を 立ち上 つ た 時 

です。 

壮士 は 若干の 茶代 を 置く。 関守 はてい ねいに お礼 を 

言って、 石 刷 かなに か を 二三 枚 くれました。 

その あとへ、 抜からず 弁 信が 腰 を かけて しまった も 

のです。 

「それでも 今日は、 お天気が よろしくて 結構で ござい 

ます、 不 破の 関屋は 荒れ果てて、 なお もる もの は 秋の 

雨 —— と 太平 記に ございま したが、 雨の 風情 もさる こ 

とながら、 私共の ように 旅 を 致す もの は、 やっぱり 降 


ら ない 方が よろし う) /ざいます」 

「お前さん は、 どこから おいでに なり ましたな」 

「信 濃の 国、 白骨の 温泉と いうと ころに、 暫く 足 をと 

どめて おりまして、 それから 飛 驊の平 湯と いうと ころ 

を 通りまして、 高山の 町から 国 越え をして、 只今 こち 

らへ 到着いた したばつ かリ でございます。 不 破の 関屋 

の 板び さしと いう、 昔の 名残りが なんとなく 慕わしい 

もので ございま すから、 こうして 立 寄らせて いただき 

ました」 

「それ は それ は、 お見受け 申せば、 盲目の 御身で、 よ 

くま あ 長の 旅 を …… 」 


「はい、 不自由 を 常と 致せば 不足な し、 と 東 照 公 も 仰 

せに なりました、 おかげさまで、 目界は 不自由で ござ 

いますが、 勘の 方が 発達いた してお ります もので ござ 

いますから、 さの み 不自由 は 致しません。 それに、 ほ 

かの 良民 方と 違いまして、 私 風情 は 旅 を 常住と 心得お 

みちのり 

ります る 漂浪 者の 一 人で ございます るが 故に、 道程の 

長い ことと、 世間の 申す 憂い ものつ らい ものと 申す よ 

うな 旅の 重荷 は、 更に 感じない 身で ござります るから、 

皆様が 御 案じ 下さる ほどに、 旅 をつ らいと は 致して お 

りません ので ございます」 

「それ は、 そう ありそうな こと。 実は 昨晩から 今朝へ 


かけて、 はからずも 一人の 相手が ござって、 旅の 話に 

くらした 次第で ござる が、 拙者 とても、 若い 時分から、 

旅で は 相当に 苦労いた した 身 —— 今 は、 こうして、 か 

り そめの 関守に 納まって いるよう な ものの、 心 は 常に 

おど 

躍って、 旅の空 を かけめぐって いると いうよう な 次第 

で) /ざる」 

どうぎよ う 

「それ はまた 有難い お 同行 を 一 人 恵まれた ような 思 

いで ございます、 旅 を 楽しむ もので なければ 旅の 味わ 

いは 語り 難い もので ございま すね。 人生 はすな わち 旅 

でございます、 月日 は 百 代の 過客に して …… と 古文に 

もうた つて ございます 通りに、 それから、 只今お 言葉 


のうちに 承ります ると、 昨晩から 今朝へ かけて、 あな 

はなしかたき 

た 様の 談 敵が、 これへ お見えになった とのこと —— 

それ はいかな るお 方で ございまし たか 知ら」 

「それ は …… 」 

くちごも 

と 関守が 口籠りました。 お雪 ちゃんの 問いに 向って は、 

押し かくすよ うにして いたと 見える のに、 うっかりと 

すべ  しつ ぼ 

口 を 、にらして、 弁 信の ために 尻尾 をつ かまれた 形に 

な つ てし まいました。 

それ は 弁 信のお 喋 りが 、あまり 自然に 出で てし ま つ 

たもの だから、 つ い、 うかと 本音 を 引き出されて しま つ 

たような もので、 こうなる と、 いささか、 しまった！ 


という 感じが しないで はない が、 弁 信と して は、 あえ 

てた くんで 口 うら を 引いて、 ひっかけた つもりで もな 

ん でもない から、 先方が 口籠れば、 こっちが いっそう 

滑らかに 進行 させました。 

「そのお 方 は、 つい 先刻、 鈴 慕 をお 吹きに なった お 方 

では ございませ ぬか。 たしかに、 わたくし は、 それと 

推察 を 致して 参りました」 

「 そ う 言わ れ ると、 どうに も 参ら ん  鈴 慕 をお 聞き 

に なられた な」 

「はい。 ところが、 その 鈴 慕が でございます、 曲 はた 

しかに 鈴 慕 で ございま したが、 内容 精神 は 全く 鈴 慕 を 


外れて おりました」 

「ふ— む」 

あき 

関守 は 呆れた のと、 驚いた のと 両様の 表情 をして、 

それにしても、 まあ、 何とい うこ まし やくれ た 口の 利 

き 方 をす る 小坊主 だろうと 舌 を 捲いた 表情 を 加えて、 

弁 信の 面 を 見返しました。 

見直された ところが 一 向 きまり悪 いと は 感じない 弁 

信が、 また 立てつ づけに、 べらべらと 喋り 出して しま 

いました、 

「芸術と いう ものに は、 人 を 高尚に する 芸術と、 人 を 

堕落に 導く 芸術と が ある もので ございます、 道徳の 及 


ばざる ところ を、 芸術が 潤お す こと も ございま すが、 

道徳の 養い はぐくむ ところ を 腐敗せ しめる 力が、 芸術 

という ものに は 籠って いる こと は 争われ ませぬ、 真直 

ぐに して 力 ある 芸術 は、 人の 魂 を よみがえらせる もの 

でなければ ならない のに、 たとえに とって 申します る 

と、 只今の あの 鈴 慕 は、 人間の 魂 を 引きお ろす 鈴 慕で 

ございました」 

「 お 前 さ ん の 言う ， 」 と は 驚異 だ ！」 

と 関守が 叫びました。 それにつ づけて 弁 信 は、 

「本来、 鈴 慕の 曲と 申します る もの は、 無限の あこが 

れの 曲な ので ございます、 限りの あるい と 小さな 人間 


が、 無限の 大空に、 あこがれ あこがれて 行く 物の 音が 

すなわち 鈴 慕で あると、 わたくし は 信じて おりました。 

虚空 に 消え て 行く 鈴の 音 は、 消えて 行く ので はあり ま 

せん、 虚空の 中に 満ち 渡って 行く ので ございます。 さ 

れば、 鈴 慕の 曲に は、 おのずから 特有の 悲哀と、 無限 

の あこがれがなければ なり ませぬ、 底知れぬ 悲しみの 

うちに、 量り 知られぬ 慰め を 鼓吹す る もので なければ、 

鈴 慕 はも はや 鈴 慕で はない ので ございます。 それ故に、 

只今 こちらから 聞え ました 鈴 慕 は、 あれ は 人間の 魂 を 

引きお ろす 音色で ございました、 あれより 怖ろ しい も 

の は ございませぬ、 ああい う 曲 を 吹く 人と、 それ を 吹 


かせる 人 は、 大 悪人で ございます」 

「あなた はいった い、 何者な のです か」 

関守が 弁 信の 面 を 見て、 詰問の ように 言い ましたが、 

その実 は、 途方もないと いったよ うな 驚きで ありまし 

た。 

「わたくし は 弁 信で，、， /ざいます」 

「ふ— む」 

「あなた は 只今、 この 不 破の 関屋の かりそめの 関守で 

あると 仰せに なり ましたが、 かりそめにも 致せ、 この 

関屋 をお 預かりし ている 間 は、 関の あるじで ございま 

す。 関と いう もの は、 水の 流れる をせ き 止める ように、 


人間の 悪心 をせ きとめる 関所で ございます。 申す も 恐 

れ多 いこと でございますが、 壬 申の 昔 …… 」 

と 言って、 お喋りの 弁 信が、 しくし くと 泣き はじめ ま 

した。 

「弁 信さん、 あなたの 言う こと はよ くわ かりました、 

かりそめにも 関守の 身で ありながら、 人に すすめて、 

あのような 鈴 慕 を 吹かせた の は、 わたしが 悪う ござい 

ました、 拙者が すすめて、 あの人に、 あの 鈴 慕 を 吹か 

せた ような ものでした、 あなたに 言われる まで もな く、 

その 場で 悔いて いました」 

と 関守が、 素直に あやまつ たの は、 このお 喋り 坊主に、 


これから 壬 申の 乱の 歴史から 説き 起されて はた まらな 

いと、 おびえた わけで はあります まい、 平明 率直に、 

自分の あやまち を 謝る ほどの ものでしょう。 

「わたくし は、 あなたへ 御意 見 をす るた めに 来たので 

はありませんでした、 鈴 慕の 音が、 あまり 気に かかる 

もので ござ いました から、 様子 を 見に 参った ような わ 

けで ございます」 

わらじ 

「まあ、 ともかく、 弁 信さん、 草鞋 をお ぬぎ 下さい、 

今晚 はまた ひとつ、 お前さんと 旅 を 物語らなければ な 

ら ない 運命に 落ちた ようです」 

「はい、 有難う ございます、 もう 私 も、 かれこれ 申す 


いわれ は ございません、 鈴 慕の 悪気が、 只今 はすつ か 

リ 消滅して しまいました からね。 不 破の 関所の あとに 

は、 昔ながら の 古 気と いう ものが 漂う こと を 感じます 

けれど、 悪気 はもう ございません。 お 言葉に 甘え まし 

て、 今晩は ひとつ、 御 当所へ 御 厄介に なりまして、 旅 

のお 物語りな ど 伺いたい もので ございます」 

「ああ、 そうなさい まし」 

こうむ 

「では、 御免 を 蒙りまして」 

弁 信 は、 そこで 気安く、 自分の 草鞋 を 解きに かかり 

ました。 

お雪 ちゃんの ことな ど は、 ちっとも 弁 信の 念頭に は 


ないようです。 念頭に ないだ け、 それだけ 不安 を 感じ 

ていない のです。 弁 信が 不安 を 感じて いないと いう こ 

と は、 お雪ち やん そのものの 実体が、 極めて 無事 順調 

に 存在して いると いう ことの 保証に もな りましょう。 

ひも 

こうして、 弁 信が 草鞋の 紐 を 解いて いる 時に、 例の 

小笹 の 崖 道が ざ わざ わと ざわめいて、 そこから 現われ 

たの は、 熊で もな く、 来 友で もありません。 

覆面のお 銀 様の 姿が、 悠揚と して、 そこに 現われ ま 

した。 

八十 五 


お 銀 様 は、 古 関の 庭 を こちらに 向って 歩みながら、 

「弁 信さん じゃありません か」 

わらじ 

草鞋の 紐 を 解いて いる 弁 信が、 響きの ように 答え ま 

した、 

「そう おっしゃ るお 声 は、 有 野 村のお 嬢 様で ございま 

したね」 

「わたしと わかります か」 

「わからな いはず は ございますまい、 ほんとうに、 生 

あれば こその 御 再会でした」 

「わたし はこの 旅で、 弁 B さんに だけ は、 逢える と 思 


いません でした」 

「お 変り も ございま せんか」 

「変り はありません。 弁 信さん、 あなた は どこ を どう 

歩いて こんなと ころまで 来たので す」 

「それ をお 話し 致す と 長う ございます。 私 は 旅が 常住 

でございますから、 どこ を どう 歩きましょう とも 変り 

は ございま せんが、 お 嬢 様、 あなたが、 こうして 旅に 

おいでな さる こと は、 思いがけない 思い を 致します。 

けれども、 それ は、 あなたの ために は 善い こと だとお 

祝い を 申し上げなければ なりません。 有 野 村に 於ての 

あなたの 御 生活 は、 暴 女王の 御 生活の ようでして、 思 


な 

う マ ，- と 為さざる は 無く、 命ずる - と 行われざる は 無き 

有様で ございま したが、 それが、 決して 幸福と は 申し 

上げられな いもので ございました。 それが、 翻って 旅 

においで になった という こと は、 どちらに 致しまして 

も、 あなたの 魂 を 解放な さった と 同じような もので ご 

ざいます  」 

「弁 信さん、 わたし は、 旅に 出た こと を、 それほど 幸 

福に も 思わない けれど、 悪い こと をした と 悔いても い 

ません が、 旅へ 出て みて、 しみじみと 弁 信さん という 

もの を 思い出した ことがありました」 

「それ は 有難い ことでした、 わたくしの ような 存在が、 


少しで も あなた 様の 御 記憶に 残して いていた だいた と 

すれば、 それだけで、 もはや 本懐の 至リ でございます」 

「あんなよ うにして、 おた がいに 打ちと け きれないで 

別れた のが、 こんなと ころで また 逢える というの は、 

尽きせ ぬ 縁な のでしょう」 

「全く、 浅から ぬ k 縁で ございます。 ただいま 関守の 

お 方から 伺います ると、 ここに も 容易なら ぬ 御 縁 を 結 

ぶように なりまして、 今晩は こちらへ 泊めて いただく 

ことにな り、 只今、 こうして 草鞋 を 解いて いるよう な 

わけで ございます  」 

「弁 信さん、 お前が 今晚 ここへ 泊るなら …… わたし も、 


どう 差 繰つ て も今晚 ここへ 泊めて もらつ て、 お前さん 

と 話 をし なければ ならない」 

「有難 いこと で) J ざ います、 御迷惑 さまな がらそう 願 

えます ことならば、 わたし も、 あなた 様から 伺わな け 

れ ばなら ない ことが、 まだ 多分に 残って いるよう な 心 

持が 致します」 

弁 信が こう 言って、 まだ 草鞋の 紐が とき きれないで 

いる 時、 例の 小 笹の崖 道が また ざわざわと ざわめいて、 

そこから 現われた の は、 常と 少しも 変り のない 面色 を 

したお 雪 ちゃんの 姿で ありました。 

「まあ、 弁 信さん」 


「お雪ち やんで ございま したね、 ほんの、 ちょっとの 

行 違いで、 御 心配 を かけて 相す みません でした」 

「わたし は、 どうした のかと 思い ましたよ、 弁 信さん 

のこと は、 弁 信さん だから 心配はありません が、 わた 

しの 心細かった こと」 

「いや、 もうよ ろしう ございます、 芸術の 魅力 は 怖ろ 

しいと は 申せ、 それ は 一時的の もので ございま すから 

な、 鈴 慕が 終る と共に、 悪気が すっかり 消滅して しま 

いました。 そこで、 今晩は、 こうして 関守のお 方の 好 

意に 甘えて、 ここに 草鞋 をと かせて いただく ことにな 

りました —— お雪ち やん、 あなた も …… 」 


「お嬢さん、 弁 信さん が ここで 草鞋 をぬ ぐ 以上 は、 あ 

なた も、 今晩は 見苦しく とも、 不 破の 関屋の 板び さし 

の 中で、 一夜 を 明かして いただかねば なりません」 

関守が、 お雪 ちゃんの 方 を 向いて 言う と、 お雪ち や 

んは頭 を 下げました。 

「願つ て もない 仕 合せで ございます」 

その 時、 お 銀 様が 言いました、 

「では、 わたくし も 今晩は ここで 御 厄介になります、 

皆さんで また、 炉辺の 物語に 明かそう ではありません 

力」 

お 銀 様の 言う こと もまた 平穏で ありました。 


お 銀 様 は 決して、 お雪ち やん を 裂いて 食って しまい 

はしな か つたので す。 

お雪ち やん その 人 もまた、 お 銀 様と いう ものに、 な 

んらの 危険性 を も 感じて はいない ようです。 です けれ 

ども、 それが 本当の 熟した 魂の 産み出した 懇親な ので 

しょうか。 

弁 信 はしき りに、 悪気が 消滅した、 悪気が 消滅した 

と 言って、 安心 を 保証して いる けれども、 悪気 を 作り 

だした 本尊 そのものが、 ここにい ないで はない か。 鈴 

すい いっすい 

慕の 曲に 悪気 を こめて 吹 一 吹した その 本尊 様の 存在が 

不明で は、 消滅が 消滅に ならない ように、 安心が 安心 


の 保証に ならない ではない か。 

でも 見渡す 限りの この 不 破の 古 関の あとの、 庭に も、 

藪に も、 畠に も、 爽涼た る 初秋の 気が 充 ちて、 悪気の 

揺ぐ 影 は 少しもありません。 

かくて、 例の 白昼の 炉辺へ 来て 見ても、 天井の 低い、 

しょ ラどく 

板目 も 古びた 一 室で は あるが、 陰惨と か、 瘴毒 とかい 

うような 気分 は 無く、 炉 中の 火が 明るく 燃えて いるの 

が、 多少の 肌寒い 身に 快感 を 与える ほどの ものです。 

たま 

天井の 上に も、 縁の下に も、 さらに 悪気が 滞って 人 

を撲 つなん という 趣 は 少しもな いのです。 

今や、 四 人の 主客が、 この 白昼の 炉辺 を ほどよく 囲 


みました。 

主人 は 主人と しての 常 座 を 占め、 客のう ちで は 最も 

遠慮のない 弁 信が、 最も 炉辺に 近く 座 を 占め、 それに 

つづいて お雪ち やん —— 最後に お 銀 様 は、 ずっと 控え 

目に  

それでも やはり、 一 座の 女王 気分 は 失わず、 見よう 

によって は、 正座 を 占めた 形で 坐って おりました。 

主人が まだ 語らない 先、 弁 信が その 弁口の 洪水 を 

きって 落さない 前、 お雪 ちゃんが、 この 平穏な 席上、 

弁 信の いわゆる 悪気 流が 悉 く 流れ 去った 後の この 炉 

辺で、 二つの 異様な 光景 を 見て取りました。 


その 一 つ は、 この おだやかな 快感に 満ちた 炉 中の 焚 

火の 中に、 一 管の 卑しからぬ 短 笛 —— すなわち 尺八が、 

無残に も 燃えさし となって 残って いる ことと、 もう 一 

つ は、 控え目に こそ 坐って いるが、 同行の 貴婦人が 室 

すきん 

内に 入っても、 なお 且つ、 その 覆面の 頭巾 を 取らない 

と いう ことで ありました。 

まだ 時候が 少々 早い とはいえ、 この 貴婦人 は 広原の 

荒い 風 を 厭うた めに、 わざと 頭巾 をして いるもの だと 

ばかりお 雪ち やん は 見て おり ましたが、 こうして 室内 

に 入って から も、 頭巾 を 取る こと を しないの は —— 左 

様な 不作法 を わきまえない ほどの 人で ない こと はわ か 


りきって いる、 それが わかりきって いながら、 その 不 

作法 を あえてして いるに は、 あえてし ている だけの 事 

情 か 理由がなければ ならない と、 お雪 ちゃんが 思い ま 

した。 それ は 決して、 我々 を 軽蔑し きってい る 振舞で 

あ つ て はなり ません。 

八十 六 

それらの 事情が 判明し ない 前に、 関守 は 懐中から 一 

枚の 書附を 出して、 お 銀 様の 前に 置きました。 

「これが 水 野 家からの 仮受取で > J ざいます、 そちらへ 


お渡し 申します」 

お 銀 様 は その 受取の 書附を 取り上げて、 

「弁 信さん」 

挨拶 は 弁 信の 方へ 向いました。 

「弁 信さん、 これで、 わたしの 領土が 出来ました、 今 

度 は、 わたしの 領土です、 父の 地 内ではありません、 

あなた も、 心 置きな く 住って いただかなければ なり ま 

せんよ」 

「領土と 申します と？」 

弁 信が 小首 を 傾げる の を、 今度 は 関守が 取って 説明 

しました。 


その 言う ところに よると、 お 銀 様が、 今度 この 土地 

で 地所 を 買 入れた という ことであって、 買主 は 無論お 

銀 様であって、 その 中間に 立った のが ほかならぬ この 

関守、 それからお 銀 様の ために 地所 を 売った のが、 西 

美 濃で 名代の 名家、 水 野 家で あるとの ことです。 

あしか かた 力う じ 

水 野 家と いうの は、 西 美 濃 山 谷で、 足 利 尊 氏 以来の 

名家 だそう であります。 名家で は あるが、 出で て 仕え 

る こと をし ないで、 郷士、 浪人の 地位に 甘んじて いる 

が、 その実 力 は 相当の 大名に 匹敵す る。 太閤 秀吉 も、 

出で て 仕えん こと を 以て 招いた けれども 辞して 仕えず、 

関ヶ原の 時、 石 田 三 成 は 美 濃 半国 を 与える こと を 以て 


招いた けれども 行かず —— その 深慮 を讃 えられた 名家 

だとい うこと。 

その 家から、 この 関守 を 仲立ちと して、 若干の 地所 

をお 銀 様に 譲り受ける ことにな つた ものら しい。 そう 

して、 その 地所と いうの は、 どの辺に あるか まだよ く 

わからな いが、 その 面積 はかなり な 分量であろう こと 

は 想像され る。 

何のた めに、 お 銀 様が この 旅 中で、 こんなと ころへ 

左様に 広大の 地所 を 買 受ける のか、 それ も 昨日 来て、 

今日 もはや 成立せ しめる ほどに 事 を 急がせた 理由 は 何 

であるか、 そんな こと はわから ないながら、 それだけ 


いとぐち 

の 緒で、 なるほどと 合点の ゆきそう な こと は、 宇治 

しき 

山 田の 米 友が、 さいぜんから 頻りに 荷物 を 運搬して い 

たこと、 お 銀 様が 存外 落着いて、 今日 この 地 を 立とう 

との 腰が 見えない こと、 それらに よっても、 その 新た 

に 求め 得た 領土と いうの が、 これより 程遠から ぬと こ 

ろに 存 して いると いう こと は 想像が できる ので ありま 

す。 それよりも、 朝来の 鈴 慕 以来、 この 家に 留まった 

悪気 流が 早く も 消滅して しまった という こと は、 すな 

わち 別に その 広大なる 領土 を 得た ために、 悪魔が それ 

に 向って 乗 移った の だと 解釈され ない こと もない。 

それから 追々、 話が 進む につれ て、 お 銀 様の 領土の 


観念が、 弁 信と、 お雪 ちゃんの 頭に、 明瞭に なり まし 

た。 

この ことに 就いては、 関守 は、 その 前の 晚、 お 銀 様 

と 弁論 を 闘わして いるので すから、 別に 問題 はあり ま 

せんが、 弁 信 は、 お 銀 様の 領土の ことの 観念が 明らか 

になれば なるほど、 考え込んで しまいました。 

ひとり、 お雪ち やん は、 心臓が おどる ほどよろ こび 

の 念に 打 たれました。 

何とい う 仕 合せな ことであろう、 渡りに 舟と いうよ 

うなよ き 運命に、 わたしたち は 恵まれた もので、 この 

不可思議な 貴婦人が、 立派な 理想家であって、 且つ 実 


力 家であって、 自分 たちのた めに 理想的の 領土 を 建設 

して、 そこに 住めよ と 勧誘す る。 

一 も 二 もない ことです。 お雪ち やん は、 そういう 安 

息 所 を、 白山の 奥 や、 畜生 谷にまで 求めよう としまし 

た。 今、 それが 空想で なく、 実現され て、 自分 も 最も 

よき 諒解の 下に、 無条件で、 その 中の 一 員と なること 

を 許されよう とする のです。 純真なる お雪ち やん は、 

ゆうぜん 

この 異様なる 貴婦人に 向って、 油然た る 感謝の念 を 起 

さずに はおられませんでした。 

だが —— 一 つ 忘れた 大切な ことがある。 そこへ 加 

わって 安住 を 求める の は、 自分 ひとりの ためで はな 


かった、 弁 信さん のた めで もなかった、 白骨まで かし 

ずいて、 高山で 苦労 をした その 人の 影 を 追うて、 ここ 

まで 来たので はない か —— ああ、 鈴 慕の 主 は どこに い 

る。 それが 急に 気になって、 胸が いっぱい になって お 

雪ち やん は、 この 家の 中 を、 落着かない 眼で 見廻し ま 

した。 

ほんとうに、 あの 異体な 貴婦人の 勧誘 を 感謝して 聞 

く 気になつ たの は、 自分 ひとりが そこで 安心 を 得られ 

るからで はなかった。 

お雪ち やん は、 急に そわそわし てこの 室の 上下 を 見 

廻した の は、 この 座敷に その 人が 坐って いない こと を、 


いまさら 気が つ いたから でありました。 

です けれども、 それ を 関守に たずねて みるの は、 ど 

うしても そぐ わない。 ましてお 銀 様に 向って を や —— 

弁 信 を 促し 立てる の も、 人前が ある。 そうです、 こん 

のんき 

なに 暢気に、 いい 気になって はいられな いはず なので 

した。 

お雪ち やん は、 ここで、 その 弁 信の 言う ところの 魔 

気が 消滅し ないで、 残留して いて くれた 方が どの くら 

いよかった か —— と 考えて みると、 居ても 立っても い 

られ ない 気になりました。 

そうかといって、 やにわに ここ を 飛び出す わけに も 


ゆきません。 室内 をグ ルグル 廻る ように ながめて、 や 

がて、 赤々 と 燃えた 白昼の 炉の 中へ その 眼が 落ちる と、 

まざまざと 眼に 触れた の は、 最初に 不審な もののう ち 

の 一 つ —— 卑しからぬ 尺八の 一 管が、 無残に も 裂かれ 

て、 燃えさし となって、 炉 中に 残って いる ことです。 

しかるに 弁 信 法師 は、 そういう ことに はいつ こう 頓 

着な く、 またお 雪 ちゃんの ために、 それらの こと を 思 

いやって やろうで もな く、 黙然と して、 お 銀 様の いわ 

ゆる 「領土」 の 話に 聞き入って いますが、 その 有様 は 

聞き置くべき だけ は 充分 聞いて 置いて、 それから 後に 

おもむろに 己れ の 判断と、 意見と を 喋り 出そうと す 


る 前 構えの ように 見えました。 

白昼の 炉辺 は、 それでも 極めて 閑寂で、 鍋の 中の 栗 

が 熟する 音が よく 聞え 、 つりお ろされ た 鉄瓶が その ま 

までた ぎって いる 音 も 聞え て 来る と、 外で、 ざわめく 

軽い 秋風の 音が、 関の 藤 川の 流れ を 伴うて、 透きと お 

るよう に 静かに なった ものです から —— 客 も、 主人 も 

遠慮 をして、 頓に その 平和 をみ だそうと する 者 はあり 

ません。 

八十 七 


それと ほぼ 同じ 時刻、 関ヶ原に 続く、 和 佐見ケ 原の 

原 中 を 歩いて 行く 一 一人の 男が あります。 

前なる は 宇治山 田の 来 友で、 後ろなる は 机 竜 之 助で 

ありました。 

米 友 は 背中に 大きな 信玄袋 を 背負い こみ、 その 杖 槍 

を 後ろへ 渡して、 その 一方 を 竜 之 助に 持たせて いる。 

竜 之 助の 姿 を、 いつもの 暗夜 行の 時の 姿と おもうと 

違います。 絶えて 久しい 旅すが た —— 一文字の 笠 をい 

ぶ つ さきば ぉリ 

ただいて、 長い 打 裂 羽織 を 着、 野 袴 を はいた 姿 は、 そ 

の 昔 見た 鈴 鹿 峠を越え た 時の 姿と よく 似て います。 歩 

みぶりと いっても 確かな もので、 来 友との 間に、 杖 槍 


の 連絡 さえなければ、 案内 者 兼 従者 を 先立てて 行く 尋 

常の 旅人と しか 見えません。 

道 は 黒血 川と 関の 藤 川と が 合する ところ、 金 吾中納 

言の 松 尾 山 を、 はや 後ろに して、 勢 州 街道 を 左に し、 

養老の 山々 を 行 手に し、 胆 吹が ようやく 面 を 現わそう 

として いると ころ。 

「友さん」 

と 竜 之 助が、 その 広い 原 中で 来 友 を 呼びました。 

「何 だい」 

「どうだい、 もう 一度、 二人で 江戸へ 行こう か」 

「御免 だよ」 


「どうして」 

「江戸へ 出る と、 苦労が 絶えね え わな」 

「どこに いたつ て 苦労 は あるだろう」 

「うむ」 

「あの 犬 はどうした ェ 」 

「ムク か」 

「そうだ」 

「あい つ はな あ —— 」 

来 友 は 感慨無量の 面色で、 勢 州 街道の 方に 向って 

うそぶ 

嘯 きました。 

「どこの 国に、 どううろ ついて いやがる かな あ」 


「死に はしないだろう」 

「死に やしね えよ、 あいつの こと だから、 へたな 死に 

方 はしね えに きま つ てるが な あ」 

「生きて いれば、 また 逢える だろう、 全くい い 犬 だつ 

たな」 

「いい 犬に もなん にも …… 」 

米 友 は その 円い 眼に 露 を 宿して、 

「天下に 二 つと ねえ 犬なん だ」 

「そうだ  」 

「だが、 あいつ は、 無事で いて くれる かな あ。 無事で 

いて くれたって、 こう 遠く 離れち まっちゃ あ、 また ふ 


たたび 会う と いう こと はでき めえ な あ」 

「うむ —— いったい、 お前 は あの 犬 を どこへ 逃がした 

の だ」 

「逃がした わけ じ やねえん だ、 お 松 様に つけて やった 

ような ものなん だ、 ほかの 人なら とにかく、 お 松さん 

なら 預けて 置いて 安心が できる からな。 だが、 人間と 

ろうしょう ふじょう 

いう もの は、 老少不定な もんだ から、 お 松さん が、 も 

しもの ことがあ つ て …… きみ 公の ようにな つ てし ま つ 

た 日に や、 ムクを 可愛がる 奴が いねえ」 

「うむ」 

「そうなる と、 ムクが 野良犬になる」 


「うむ」 

「人間 は 落ちぶれても、 正直に さえして いり や あ、 人 

が 助ける けれど、 犬が 野良に なった 日に や、 犬 殺しの 

手に かかる より ほか は、 行き 道が ねえだろう」 

「うむ」 

「ム ク！」 

その 時、 来 友が 突然、 大きな 声 を あげて ムクの 名 を 

呼びました。 無論、 ムクの 幻影が そこへ 現われた わけ 

ではありません。 何 か 懐旧と、 愛撫の 情で たまらなく 

なって、 来 友が 突然 大声 を あげたまでの ことです。 

「ムク の 奴に も、 ずいぶん 苦労 を させた よ」 


と 米 友が、 竜 之 助の 前で 言う 声が、 血 を 吐く ようです。 

「ムク の 奴に もずい ぶん 苦労 を させた からな あ。 間の 

やま 

山に いり や あ、 何の こと はな かったん だけれ ど、 今と 

なつち や あ、 みんな 死別れ、 生別れ だ あな」 

こう 言って 来 友 は、 我知らず 立ち どまって、 地団駄 

を 踏み、 

「おいらなん ぞは、 ひとりぼっちで、 生きて る にゃあ 

生きて る けん ど、 何のた めに 生きて るの だか、 さつば 

リ わからね え！ それ を 考える と、 おいら はもう、 お 

前 をお 城 あとまで 送り届け るの もい やにな つた、 行く 

の もい や だから、 帰る の はなおい や だ。 ああ、 そうだ 


さ 

そうだ、 お前 は 腕が 利いて いるから、 おいら を、 ここ 

で、 パ ッサリ とやって くんね え か」 

米 友 は、 杖 も 信玄袋 も 投げ捨てて、 和 佐見ケ 原の 真 

中に 神将 立ちに 突立って、 喚き 出しました。 
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